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Altova FlowForce Server 2021

1 はじめに

FlowForce Server は W indows、 Linux、および macOS サーバー上、および、 W eb インターフェイスを介したワークステーションでタ

スクを自動化するために使用されるクロスプラットフォームソフトウェアソリューションです。

FlowForce Server は他の Altova サーバー製品 (MapForce Server、StyleVision Server、および、Raptor XML Server の

両方の種類 ) と統合することができ、 W eb サービスとして作動するジョブを含む再帰的なオンデマンドのジョブとして機能を拡張することがで

きます。例えば、 MapForce Server と StyleVision Server との統合のために、MapForce マッピング、または、StyleVision 変換

を再帰的な FlowForce ジョブとして作動することができます。RaptorXML Server との統合でも同様に、XML または JSON ファイルを

W eb サービスとして公開されているオンデマンドのジョブとしてファイルを検証することができます。

FlowForce Sever を使用すると、電子メールの送信、ローカルシステムまたはネットワーク上でのファイルの管理、 ファイル転送プロトコル

(FTP) を使用したファイルの管理、シェルスクリプトの実行など他の共通サーバーバスクを作成し自動化することができます。 FlowForce

Server の Advanced Edition は AS2 メッセージを受け入れ、送信することができ、クラスターとして作動する複数のサーバー上でのジョ

ブの配布された実行へのサポートを追加します。

最終更新日: 2021 年 02 月 25 日
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1.1 新規機能

FlowForce Server 2021 R2

· /systm/ftp ライブラリからの既存の FlowForce ビルトイン関数は FTPS (SSL を介した FTP) を介したサーバーへの接続

のオプションをサポートします。

· FlowForce Server Advanced Edition は安全な FTP (SFTP として既知の、または SSH を介した FTP)をサポートし

ます。FTP サーバーに SFTP を介して接続し、オペレーションを実行できるように 新規の関数を /system/sftp コンテナー内で

使用できるようになりました。

· SFTP、 SSH キー、のための新規の資格情報の型が使用できるようになりました。

· ワイルドカードを使用してリモートの FTP サーバー上でファイルをアップロード、抽出、削除することを可能にする新規の FTP 関

数を使用できるようになりました。具体的には FTP サーバーを FTP または FTPS を介して接続する場合、関数 delete-

wildcard、 retrieve-wildcard、と store-wildcard を/system/ftp ライブラリから使用することができます。

SFTP を介して接続する場合 /system/sftp ライブラリから同じ名前の関数を使用することができます。

· ジョブの実行と他のジョブに関連した情報の結果のサマリーを表示するために統計とチャート を W eb 管理インターフェイスで使用

できるようになりました。

· ファイルシステムトリガー を作成する際、最小のポーリング間隔を1秒に設定できるようになりました (以前は、最小の間隔は 30

秒でした)。

· /system/mail/send 関数は [メッセージボディ] フィールドのための改善された複数行のエディターを提供します。

· 統計詳細ページ:   色スキームトラベル内の変更 

· ファイルパス関数:  join-paths  は引数として提供されたパスを一つに結合する新規機能です。 

· /system/sftp にワイルドカードに一致するディレクトリを SFTP サーバーから削除する rmdir-wildcard 新規の関数が搭載

されました。

FlowForce Server 2021

· 更に素早くレコードをロードするために ログビュー ページは最適化され、新規のナビゲートとフィルターオプション、およびログの現在

の状態を永久リンクとして保存する機能が搭載されました。

· 一度に1つのログされたジョブをビューするための専用の新規の ログインスタンス ページを使用することができます。後に他の受取

人に送信するためにこのページからログされた情報を .zip アーカイブにジップすることができます。以前にエクスポートされたジョブイ

ンスタンスをログインスタンスページにロードし、後にデバッグするためにビューするこなどができます。

· ログのための特定のログの詳細が保管またはスキップされるかを決定できる新規の ログ設定 を使用できるようになりました。ジョブ

の結果をベースにしてログ詳細のレベルを構成することもできます。ログのトレース情報を保管することが奨励されます。例えば、

ジョブの失敗では、ログ内でトレース情報全体を保管することが奨励されますが、実行の成功の場合、最も基本的な項目のみを

保管することが奨励されます。

· 特定のログ設定をアプリケーションレベルだけではなく、特定の FlowForce Server ジョブレベルで構成できるようになりました。

オブジェクトレベルでのログルールを参照してください。

FlowForce Server 2020 R2

· エラーが発生した場合、1つまたは複数のステップの実行を再試行することが可能です。 エラー時に再試行するを参照してくださ

い。

· ジョブはステップを延期して実行することができます。これはジョブが W eb サービスの呼び出しを介して呼び出される場合に適して

います。延期されたステップを参照してください。

· 新規の任意の ホスト名 フィールドがセットアップページで使用できるようになりました。ネットワーク設定の定義を参照してくださ

い。SSL 構成が更に柔軟になり、 W eb サービスを直接ジョブ構成ページからテストランできるようになりました。

· 新規のファイルまたはディレクトリが指定されたディレクトリに追加される際ファイルシステムトリガー を実行するように構成できます。

このトリガーはポールされたディレクトリが後に変更された場合トリガーを実行しない既存の「変更された日付」とは異なります。

· AS2 パートナー構成ページは AS2 メッセージ正規の書式に再フォーマット可能にする 相互運用性の設定新規のオプションを

提供します。
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· 型 OAuth 2.0 の資格情報を定義する際 POST リクエストボディに認証の詳細を構成することができます。これは POST リク

エストヘッダー内に認証の詳細を提供するサポート済みの標準メソッド以外の任意のメソッドです。OAuth 2.0 証明書を参照し

てください。

· セットアップページ が簡素化されたかを評価するプロシージャです。

FlowForce Server 2020

· W eb サービスを呼び出すFlowForce Server ジョブは OAuth 2.0 プロトコルを使用してサービスプロバイダーと共に認証する

ことができます。FlowForce 内の「資格情報」エントリは OAuth 2.0 フィールドもサポートするように拡張されました。 OAuth

2.0 資格情報も参照してください。

· MapForce と FlowForce Server 内の両方で資格情報を定義することができ、デザイン時にマッピングに埋め込む、または、

FlowForce Server 内の実行ステップにパラメーターとして提供することができます。マッピング関数内の資格情報も参照してく

ださい。

· 資格情報オブジェクトを定義中 使用の特定のドメインを制限することができます。「使用方法」は以下の1つまたは複数であること

ができます:  ジョブ実行、 FTP、HTTP。

· (「グローバルリソース」として既知の)  MapForce 内で定義されているポータブルファイル、フォルダー、データベースレファレンスを

FlowForce Server にデプロイし、マッピング関数により使用することができます。必要な場合、 FlowForce 内で直接マッピン

グ関数により使用されるリソース (ファイル、フォルダー、データベースレファレンス) を変更することができます。これはこの関数を使用

する FlowForce ジョブのすべてに影響を与えます。 FlowForce Server 内で直接リソースを作成または編集することができ

ます。リソースを参照してください。

· ジョブ構成データを他の FlowForce Server インスタンスまたは .zip アーカイブにエクスポートする場合、 機密なデータを任意

で選択することもできます。構成データのインポートとエクスポートを参照してください。

FlowForce Server 2019 R3

· FlowForce Server を使用して作成された W eb サービスは、HTTP POST リクエストのボディをパラメーターとして受け入れ

ることができます。W eb サービスパラメーター を参照してください。例えば、 JSON を FlowForce W eb サービスへポストする

方法を参照してください。

· ログ 式関数と新規のログ設定により、FlowForce Server のログ機能が拡張されました。ログ設定の変更を参照してください。

FlowForce Server 2019

· FlowForce Server を W indows Active Directory だけではなく LDAP (ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル)を

サポートする Directory Service プロバイダーにも統合することができます。ディレクトリサービスの設定を変更するを参照してく

ださい。

· FlowForce Server Advanced Edition はジョブ配布済みの実行の恩恵を受けることができます。複数の FlowForce

Server インスタンスをクラスターとしてセットアップすることができ、複数のマシン上でジョブ処理ワークロードに再配布することができ

ます。配布済みの実行とバランスのロードを参照してください。

· 新規の FlowForce Server 内蔵関数は FlowForce Server により送信される電子メールメッセージ本文をカスタマイズす

ることができる send-mime で使用することができます (例えば、 StyleVision Server 変換を実行して HTML 本文、また

は、添付を準備する場合など)。新規関数により SMTP ヘッダーを FlowForce で使用することのできる MIME 式関数 を使

用してカスタマイズすることができます。
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FlowForce Server 2018 R2

· (W indows 固有) W indows Active Directory 統合の拡張。W indows マシンが FlowForce Server がドメインの一

部として作動する場合、「設定」 ページ内で選択するためにこれらのドメインが自動的に使用することができます (次を参照:ディ

レクトリサービス設定の変更)。

· AS2 データを送信するジョブに加え、AS2 サービスを実行するジョブを作成し、パートナーから AS2 データを受信することができ

ます。HTTP(S) W eb サービスの受け取りに類似し、FlowForce Server は、構成されたアドレスとポートでパートナーから

AS2 リクエストをリッスンします。これは、効果的に FlowForce Server を AS2 データを処理し保管する AS2 サーバーにし

ます。次を参照してください AS2 との統合。

FlowForce Server 2018

· FlowForce Server Advanced Edition が既存の FlowForce Server に加えご利用いただけます。FlowForce

Server Advanced Edition のインストールパッケージは(個別にライセンス供与されている)次の追加製品とバンドルされていま

す :  MapForce Server Advanced Edition、RaptorXML Server、および StyleVision Server。FlowForce

Server のインストールパッケージは(個別にライセンス供与されている)次の追加製品とバンドルされています :  MapForce

Server、RaptorXML Server、StyleVision Server。

· FlowForce Server Advanced Edition は AS2 (Applicability Statement) メッセージを AS2 取引相手を送信する

ためにサポートされています。次を参照してください:AS2 との統合。

· 内部の更新と最適化。

FlowForce Server 2017r3

· FlowForce Server と FlowForce W eb Sever は共に(暗号化されていない)プレーンな  HTTP および (SSL-暗号化さ

れた)  HTTPS接続を受け入れることができます。HTTPS 接続設定は、 セットアップページ (次を参照:ネットワークの設定の定

義) 、または、構成ファイルを使用して定義することができます (次を参照:ファイル参照の構成)。ウィンドウでは、接続設定はイン

ストール中に定義することができます。次を参照してください：ネットワークの構成 (W indows のみ)。

· W indows 上での FlowForce Server インストール中、 FlowForce Server と FlowForce W eb Server に対応する

W indows サービスを特定のオペレーティングシステムユーザーとして実行するように構成することができます。サービスの開始(自

動、手動) もセットアップすることができます。次を参照してください：W indows サービス構成 。

· 新規のシステム管理コマンドがコマンドラインで使用できます:  compactdb。

FlowForce Server 2017

· システムシャットダウンでの改善された振る舞い

· 内部の更新と最適化。

FlowForce Server 2016 R3

· ジョブのステップ、トリガー、および パラメーターを新規 「複製」 (  ) ボタンを使用することにより複製することができます。また、

ステップ、トリガー、またはパラメーターを削除した後に「元に戻す」  (  ) ボタンを使用することができます(以下を参照:  入力パ

ラメーターの管理、ステップの管理、および トリガーの管理)。

· 他のジョブに呼び出されたジョブは、存在する場合パラメーターの説明とヒントとして表示します。パラメーターの追加に関する詳しい

情報は、以下を参照してください:入力パラメーターを追加する。

FlowForce Server 2016

· 既存のジョブが新規の名前で保存されることができ、新規のジョブのテンプレートとしての役割を果たします (以下を参照:  ジョブの

複製 )。
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· ジョブの管理の強化:  コンテナー内の特定のジョブのみだけではなく、サブコンテナーを含むコンテナー全体を削除またはエクスポート

することが可能になりました (以下を参照:  ジョブのインポートとエクスポート )。

· コマンドラインインターフェイスから、ルートパスワードのリセットを行うことができます (以下を参照:  ルートパスワードの再設定 )。

· パフォーマンスの向上:集中したジョブの実行による W eb インターフェイスのタイムアウトは大幅に削減されました。

· ビルトイン /system/mail/send  関数は、 SMTP サーバーへの SSL/TLS 接続をサポートします (以下を参照:電子メ

ールパラメーターの設定 )。

FlowForce Server 2015 R4

· Mac のための FlowForce Server インストールの、ディスクイメージ (.dmg) ファイルをご利用いただけます (以下を参照:上で

実行されている FlowForce Server のインストール )。

· 失敗したジョブの出力を処理する柔軟性。ジョブの実行が失敗すると、 新規「エラー時には中断」パラメーターは、ジョブが中断され

るか、関数が false を返すかを決めます。このパラメーターは /system/filesystem, /system/ftp, /system/mail,

and /system/shell コンテナーからの関数に適用されます。 

· パフォーマンスの向上:ジョブ構成ページ内で大きなジョブが速くロードすることができます。

FlowForce Server 2015 R3

· W eb 管理インターフェイスから、(ジョブまたは 関数などの) オブジェクトが作成された、または、変更された日時、および変更を

行ったユーザー名を確認することができます (以下を参照:コンテナーを理解する)。

FlowForce Server 2015

· Windows Active Directory 統合

· ユーザーパスワードの複雑性の構成

· システム特権のレポート

· ジョブ インポートとエクスポート

· 実行中のジョブの停止

FlowForce Server 2014 R2

· FlowForce キャッシュ拡張

· に名前を付ける能力 ユーザーとロール

· コンテナー/オブジェクト の名前変更機能

· 新規のステップ 式 関数

· RaptorXML (キー/値 パラメーターペア)のためのパラメーターのリスト

FlowForce Server 2014

· 新規のサーバー 管理 関数

· ジョブの結果のキャッシュ 機能と、結果を他のジョブで使用する機能

· 拡張された RaptorXML へのサポート

FlowForce Server 2013 R2

· RaptorXML Server との統合

· 条件をベースにしたジョブステップジョブの実行を許可する フローの管理実行ステップの繰り返し を無制限に行う機能

· 実行を繰り返す ステップを無制限に使用する機能

· 1つのステップを次のジョブステップで使用することを許可する ステップ変数 の定義

· 電子メールの通知、 FTP サーバー インタラクション、式の計算を許可する ビルトイン ステップ の拡張されたセット 
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1.2 基本概念

ジョブ

ジョブとは FlowForce Server 内のコア概念です。この概念サーバー上で実行されるはタスクまたはタスクのシーケンスを表します。ジョブは、

電子メールの送信など1つのステップから構成されるジョブであることができます。しかしながら、複数のアクションを実行し結果(例えば、ファイ

ル)を他のジョブのパラメーターとしてパスするジョブを作成することもできます。ジョブは入力パラメーター、ステップ、トリガーおよび他の設定から構

成されます。

FlowForce ジョブの構成

入力パラメーター

FlowForce Server ジョブ のコンテキストで、入力パラメーターは、どのジョブが特定の方法で実行されるかを表したジョブに与えられた任意

の情報を意味します。ジョブの入力パラメーターは、関数引数にプログラム言語の観点から類似しています。 入力パラメーターは多種の型(例

えば、ファイルまたはディレクトリレファレンス、テキスト、番号、ブール値、その他  )であることができます。 一部のジョブの型に対しては、

FlowForce Server は、入力パラメーターを自動的に作成します。

トリガー

ジョブを作成する際、 トリガーとしてジョブをトリガーする条件(または基準) を指定する必要があります。  FlowForce Server は、定義さ

れたトリガーを監視し、トリガーの条件が満たされるとジョブを実行します。
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ステップ

ステップは、 FlowForce Server ジョブが実際に行う内容を定義します(例えば、ファイルの削除、 MapForce マッピングの実行、または

電子メールの送信など )。 最も簡単な形式としては、ステップは失敗または成功した成果を持つオペレーションで、実行されるために 関数 を

必要とします (以下を参照:  実行ステップ )。 しかしながら、ループとして他のステップを条件付きで実行する方法を与えるステップも存在しま

す  (以下を参照:  選択ステップ 、エラー/成功の処理ステップ および For-Each ステップ )。 同じジョブ内で必要な数だけステップを作成

し、実行される順序を設定することができます。

関数

ジョブ のコンテキストでは、関数は、FlowForce Server により理解される、ターゲットファイルシステム上のオペレーションを実行するための

命令です。関数は以下であることができます:

· ビルトイン FlowForce 関数 (以下を参照:  ビルトイン関数)

· StyleVision 変換

· MapForce マッピング

· ジョブの実行ステップ

関数の多くは入力パラメーターを有します。必須インプットパラメーターは、ステップを成功裏に実行するため呼び出し側により与えられる必要

があります。

実行の結果

FlowForce Server 内では、ステップの実行はステップの実行後に返される内容を定義します (例えば、ファイル、または、テキスト )。 ジョ

ブと作業する際、ステップの実行の結果を特定のデータ型(文字列またはブール値)になるように、または破棄されるように、明示的に宣言する

ことができます。通常、結果を他のジョブで使用する場合、または、結果をキャッシュする場合、実行の結果を宣言する必要があります。

資格情報

資格情報オブジェクトは、認証に関する情報を保管します。これは FlowForce Server ジョブが作動する箇所でのオペレーティングシステ

ム上のユーザーアカウントに関連するユーザー名とパスワードの組み合わせですが HTTP または FTP 資格情報 または OAuth セキュリティ

の詳細のセットであることもできます。

設定

ジョブの作成時、以下の任意の設定を構成することができます:

· W eb サービスとしてジョブを使用できるようにします (以下も参照してください:  ジョブを W eb サービスとして表示する)。

· 同じジョブのために平行して実行されているインスタンスの数を制限します (以下も参照してください:  キュー設定の定義)。

· ジョブにより返された結果をキャッシュします (以下も参照してください:  ジョブの結果をキャッシュする)。
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1.3 セキュリティ概念

FlowForce Server は、企業またはビジネスモデルのニーズと構造に従って構成されるロールをベースにしたユーザーのアクセスを管理するメ

カニズムを使用しています。 例えば、 ジョブと資格情報を特別なデータコンテナーに整理し、閲覧または変更するには、アクセス権利を必要と

するパッケージ化することができます。対応するアクセス権利を有するユーザーのみがコンテナー内部のデータにアクセスすることができます。 

コンテナー

名前が意味するように、コンテナーはパッケージされたデータです。 FlowForce Server では、コンテナーは、オペレーシングシステム上のフォ

ルダーと大まかに比較することができます。コンテナーは以下を含むことができます:  ジョブ、資格情報、 関数 と他のコンテナー。コンテナーで パ

ーミッション を設定することにより、コンテナー内のデータを閲覧およびデータにアクセスする権利を管理することができます。データをコンテナー別

に整理し、対応するパーミッションを各コンテナーのためにセットアップすることは、よいセキュリティ対策となるでしょう。

ユーザー

ユーザーとは FlowForce Server にログオンしジョブを構成、または MapForce または StyleVision 変換をデプロイし、 FlowForce

Server を管理する個人を指します。ユーザーが使用することのできるアクションは以下には 影響されません:

a) 割り当てられた パーミッション または 特権

b) ユーザーがメンバーであるロールに割り当てられているパーミッション と 特権 

ロール

ロールは、ビジネスニーズをベースにしたセキュリティの強化を手助けする 特権 のセットです。標準的なロールをベースにしたセキュリティには、

最低2つのロールが含まれます:  管理者と一般ユーザー。各ロールは、ロールに与えられた特権により定義されています。例えば、 管理者は、

自身のおよび他のユーザーのパスワードを変更することができますが、一般ユーザーは自身のパスワードのみしか変更することができません。ユー

ザーにロールを割り当て、必要に応じて、ユーザーのロールを取り消すことができます。 

特権

特権は、FlowForce Server 内でユーザーが行うことのできる内容を定義します(例えば、 自身のパスワード設定、ユーザーとロールの読み

取り、ジョブの停止、など )。 特権は、パーミッションはコンテナーへのユーザーアクセスを管理し、特権はグローバルに FlowForce Server

全体に対して効果がある点でパーミッションと異なります。次の簡単なルールは、特権とパーミッションの違いを理解する助けになります:  特権

はグローバルであり、パーミッションはローカルです。

パーミッションに類似して、特権は個々のユーザーとロールに割り当てることができます。ですから、ユーザーが FlowForce Server にログオン

すると、有効な特権は以下により決定されます:

a)直接割り当てられた特権

b)ユーザがメンバーであるロールに割り当てられた特権 

パーミッション

パーミッションは、ユーザーのコンテナーへのアクセスを管理します。特権と同様、 パーミッション は、ユーザーとロールに与えられることができま

す。ですから、ユーザーがロールの一部である場合、ロールに与えられたパーミッションは、ユーザーにも自動的に適用されます。

デフォルトで、コンテナーに設定されたパーミッションは、親コンテナーから継承されます。 例えば、 コンテナー A には、子コンテナー B があると

します。コンテナー A にアクセスするパーミッションを持つユーザーは、コンテナー B にもアクセスすることのできるデフォルトのパーミッションを持つ

ことになります。しかしながら、管理者は、コンテナーの階層の全てのレベルで、全てのユーザーおよびロールのパーミッションを再定義することが

できます。

パスワードポリシー

FlowForce Servers は、管理者が複雑なユーザーパスワードを管理するパスワードポリシーを使用します。パスワードポリシーとは、有効に

なるためにユーザーパスワードが必要とする最低条件です (例えば、 最低 N 文字のなど)。 
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1.4 動作の説明

Altova W eb サイト:   ワークフロー自動化ツール

標準的な FlowForce Server インストールは、下の図に表されています。任意でライセンスが必要なコンポーネントは点線で囲まれていま

す。 

標準的な FlowForce Server インストール

図に示されているように、標準的な FlowForce Server インストールは、 FlowForce Server として同じサーバーマシンにインストールさ

れている複数のサーバー製品 (または、技術的な用語では、サービス) により構成されています。FlowForce Server ソリューションは、以

下の2つのサービスから構成されています:  FlowForce W eb Server と FlowForce Server。これらの2つのサービスは、異なるサービス

として作動し、個別に構成、開始、停止することができます。これら2つのサービスの管理は、オペレーティングシステム (Linux、W indows、

macOS) によりことなり、また、このドキュメントで更に詳しく説明されています。

FlowForce W eb Server は、 HTTP クライアントからのリクエストを受け入れ検証し、 FlowForce Server にパスします。および

FlowForce Server は、FlowForce Server ソリューションのコアであり、視覚的なユーザーインターフェイスを使用することなく背景のサー

ビスとして作動します。FlowForce Server は、継続的にトリガーの条件をチェックし、ジョブ実行を開始および監視し、詳細なログを作成

します。更に、 FlowForce Server は、 W eb サービスとして公開されているジョブのためのリクエストをリッスンします (ローカルマシンとリモ

ートのクライアントからの HTTP リクエストを受け入れるように構成することができます、次を参照してください： ネットワーク設定の定義)。

FlowForce W eb Server、はその一方、ジョブを監視し、多種の FlowForce 設定を管理する W eb 管理インターフェイスからのリクエ

ストを処理します。 FlowForce W eb Server は、 HTTP  (または HTTPS) 接続を次のクライアントの型から受け入れます:

W eb ブラウザー W eb ブラウザーを使用して、 FlowForce Server ジョブと他の設定を構成することがで

きます (概要に関しては、 以下を参照してください:  W eb 管理インターフェイス)。

https://www.altova.com/ja/flowforceserver
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MapForce Enterprise または

Professional Edition

MapForce は、 Altova の視覚的なデータマッピングのためのデスクトップアプリケーション

です。MapForce で作成されたマッピングを FlowForce Server にデプロイし、柔軟に

構成することのできるジョブに変換することができます。 例えば、マッピングジョブを毎日指定

された時間、またはファイルが監視されるディレクトリに追加されると実行するように構成する

ことができます。 デプロイされた MapForce マッピングからジョブを実行するには、

FlowForce Server は、役割がマッピングを実行し、結果出力ファイルを作成する

MapForce Server を呼び出します。 詳細に関しては、MapForce と MapForce

Server 製品ページを参照してください。

StyleVision Enterprise または

Professional Edition

StyleVision は、 XML、 SQL データベース、および XBRL 入力をベースにしてレポー

トをデザインするデスクトップアプリケーションです。スタイルシートがテストされ、デバックされる

と、 FlowForce Server にデプロイすることができます。デプロイされたファイルは、サーバ

ー上で変換ジョブのために使用することができます。 デプロイされた StyleVision 変換か

ら作成されたジョブを実行するには、 FlowForce Server は変換と結果出力ファイルを

作成する StyleVision Server を呼び出します。 詳細に関しては、 StyleVision と

StyleVision Server 製品ページを参照してください。

各製品の詳細に関しては、 Altova ドキュメントのページを参照してください(https://www.altova.com/ja/documentation.html)。

RaptorXML Server

(略して RaptorXML と呼ばれる) Altova RaptorXML Server は、パラレル コンピューティング環境と最新の標準のために最適化された

Altova の第3世代の、高速 XML プロセッサーです。 高水準なクロスプラットフォームの機能性のためにデザインされたエンジンは、 XML の

高速な処理を行うために、現在のマルチコアコンピュータの利点を活用しています。 RaptorXML には2つのエディションが存在します:  (i)

RaptorXML Server と (ii) RaptorXML+XBRL Server。 RaptorXML+XBRL Server エディションは、 XML に加え、

XBRL (eXtensible Business Reporting Language) ドキュメントの検証と処理へのサポートを含んでいます。

RaptorXML Server が FlowForce Server と同じサーバーにインストールされている場合、関数は、ビルトイン FlowForce Server

関数として使用することができます。これは、 XML ドキュメントの整形式をチェックする、または検証する、または、 XSLT と XQuery ドキュ

メントを変換するジョブを作成することができることを意味します。 詳細に関しては、RaptorXML Server との統合を参照してください。

http://www.altova.com/mapforce.html
http://www.altova.com/mapforce/mapforce-server.html
http://www.altova.com/mapforce/mapforce-server.html
http://www.altova.com/stylevision.html
http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
https://www.altova.com/ja/documentation.html
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1.5 Web 管理インターフェイス

FlowForce Server W eb 管理インターフェイスは、サーバーを管理し、ジョブを構成する FlowForce Server のフロントエンドです。

W eb 管理インターフェイスにアドレスとポートの構成 の W eb のブラウザーからアクセスすることができます。 

以下のセクションでは W eb 管理インターフェイス内で使用することのできるメニューアイテムについて説明しています。

· ホーム

· 構成

· ログ

· 管理

· ヘルプ

メモ: W eb 管理インターフェイスから使用することのできるリソースとアクションへのアクセスは、ユーザーアクセス管理メカニズムにより管理さ

れています。これは、割り当てられたパーミッションが許可する限り、構成データにアクセスし変更することができます。同じように、対

応する特権が与えられている場合、アクションを実行し (対応するメニューアイテムを閲覧する)ことができます。

ホーム

 最新の統計とチャート、最近および実行中のジョブのリスト、アクティブなトリガーとサービスのリストを表示します。詳細に関しては ジョブの実

行のモニタリング を参照してください。

構成

現在定義されている FlowForce コンテナー、ジョブ、 資格情報、および 関数 を表示します。オブジェクトのコンテンツと詳細を確認するに

は、対応する記録をクリックしてください。

デフォルトで以下のコンテナーを使用することができます:

· /public

· /system

· /RaptorXML (ライセンスが与えられた RaptorXML Server を使用できる場合)

コンテナーに関する詳細は、以下を参照してください:  コンテナーを理解する。

関連するアクセスの権利があると前提して、構成ページから、 コンテナー、ジョブ、資格情報および関数、を管理し、コンテナーにパーミッション

を設定することができます。

ログ

サーバーログを表示します。表示されたログエントリはサーバーに関連した、また、ジョブに関連したメッセージを含みます。内容はアクセス権利

により異なります。詳細に関しては ジョブのログの確認を参照してください。

管理

管理エリアから、サーバー構成とユーザーの管理に関連したアクションを実行することができます。管理エリアは以下のメニューアイテムから構成

されます:

ユーザー

ユーザーの作成、削除、および、特権、ロール、とパスワードポリシーの変更を含む、管理を行います。詳細に関しては、 以下を参

照してください:  ユーザーアクセスの管理。

レポート



(C) 2015-2021 Altova GmbH

Web 管理インターフェイス 25はじめに

Altova FlowForce Server 2021

アクセスコントロールのロールを作成、削除および保持することができます。詳細に関しては、 以下を参照してください:  ユーザーとロ

ール。

パスワードポリシー

パスワードの難易度のポリシーを作成、削除、および保持することを許可します。詳細に関しては、 以下を参照してください:  パス

ワードポリシー。

レポート

現在割り当てられているユーザーと件に関するレポートの閲覧を許可します。 詳細に関しては、 以下を参照してください:  特権レ

ポートの閲覧。

設定

FlowForce Server と Active Directory または LDAP 準拠したサーバーを統合し、デフォルトのタイムゾーン、電子メール

サーバー設定を定義することを許可します。 詳細に関しては、 以下を参照してください:  サーバーの構成。

クラスター

FlowForce Server の複数のインスタンス全体のジョブの実行を配布することを許可します。配布済みの実行を参照してくださ

い。

ヘルプ

FlowForce Server ドキュメントを別のブラウザータブまたはウィンドウで開きます。 
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1.6 FlowForce Server へのログオン

(ジョブを作成し、ユーザーを追加するなどの) FlowForce Server を管理するには、 (例えば、 http://localhost:8082 のよう

な) 構成された HTTP(S) アドレスとポートで W eb 管理インターフェイスにログオンする必要があります。この URL の構成に関しては 、次

を参照してください:   ネットワーク設定の定義 ( 「FlowForce W eb Server」の下でグループ化された設定を検索してください)。

デフォルトでは、 FlowForce Server を新規にインストールすることにより、ユーザー名 root とパスワード root を使用してログオンすること

ができます。

セキュリティ上の理由のため、 FlowForce Server に最初にログイン後、デフォルトの root パスワードを変更してください。

 (Active Directory などの) ディレクトリサービスプロバイダー が構成されている場合、 ドメインユーザーは、 FlowForce にログオンするこ

とができます。 この場合、ログインページには、 W indows ドメインを選択することのできるドロップダウンリストが含まれています。ディレクトリサ

ービス認証の代わりに HTTP 認証を使用する場合、 ログイン ドロップダウンリストから、 ディレクトリ を選択してください。

http://localhost:8082
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FlowForce Server により公開される W eb サービスにアクセスするクライアントは HTTP 認証への代替として Active Directory 認証

を使用することができます(通常 ht t p : //l oca l hos t : 4646/ser v i ce/SomeSer v i ce　などの URL )。Active Directory 認

証を可能にするには、 ユーザー名は NT/ と共にプレフィックスされている必要があり、 NT/john.doe@my.domain.com などのドメイン

名を含む必要があります。次を参照してください:   W eb サービスとしてジョブを公開する。

W indows ドメイン 認証の構成方法の詳細に関しては、次を参照してください:   ディレクトリサービス 設定の変更。

mailto:NT/john.doe@my.domain.com
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2 インストール

2.1 システム必要条件

Windows プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、

Windows 10

Windows Server プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008 R2 SP1 ま

たは以降

Linux

· CentOS 7 または以降

· RedHat 7 または以降

· Debian 8 または以降

· Ubuntu 16.04 LTS または以降

macOS macOS 10.13 または以降

W eb 管理インターフェイスは Google Chrome、Mozilla Firefox、および Microsoft Edge の最新バージョンよりアクセス可能です。
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2.2 プロセッサーコアとライセンス

Altova サーバー製品へのライセンス供与は (ロジカルなコアの数量ではなく)製品マシン上で使用することのできる 物理的なプロセッサーの

コア の数量をベースにしています。例えば、デュアルコアプロセッサーには、クアッドコアプロセッサー4コア、ヘキサコア6コアなどの2つのコアが存在

します。製品にライセンス供与されたコア数は、物理または仮想マシン上に関わらず、サーバーマシン上で使用することのできるコアの数量と同

数、または、それ以上である必要があります。例えば、サーバーが8コア持つ場合、8コアライセンスを購入する必要があります。 コアの数量を

満たすためにライセンスを組み合わせることもできます。ですから、2つの4コアライセンスを使用して、8コアライセンスの代わりに8コアを達成する

こともできます。 

処理する容量は少ないが、CPU コアの大きなコンピューターサーバーを使用している場合、 少ない数量のコアに割り当てられている仮想マ

シンを作成し、その数量のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイの場合、もちろん、コンピューターのすべてのコアを使用する場

合に比べこのようなデプロイの処理スピードは遅いです。 

メモ: 各 Altova サーバー製品ライセンスは、使用されていないライセンス供与能力が存在する場合でも、 Altova サーバー製品がイン

ストールされているマシンで、一度に1つのクライアントマシンのためにのみ使用することができます。例えば、10 コアライセンスが 6

CPU コアを持つマシンのために使用されている場合、残りのライセンス許与能力の 4 コアは、他のクライアントマシンのために同時

に使用することはできません。

単一スレッド実行

Altova サーバー製品が単一スレッドの実行を許可すると 単一スレッドの実行 を使用できるようになります。この場合、Altova サーバー製

品ライセンスはライセンスプール内で1コアのみ使用することができます。複数のコアを持つマシンはこの1コアライセンスに割り当てることができま

す。このような場合、その製品を作動するマシンは単一コアで作動します。(マルチコアでは使用可能な)複数スレッドを使用できないため処理

はこのために遅くなります。製品はそのマシン上で単一スレッドモードで実行されます。

マルチコアマシンに単一コラライセンスを割り当てるには、その製品のために LicenseServer 内で 「単一スレッド実行に制限する」 チェッ

クボックスを選択してください。

必要なコア数の見積もり

サーバーが扱うことのできるデータの量と処理回数を影響する多くの外部要素が存在します。 (例えば:  ハードウェア、 CPU 上の現在のロー

ド、サーバー上で作動する他のアプリケーションのメモリの割り当てなどが挙げられます)。パフォーマンスを正確に測定するために、データの量、

条件、およびビジネスの環境に近い状態でアプリケーションをテストしてください。
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2.3 重要なパス

FlowForce Server のインストール後以下のファイルに重要な情報が保管されます:

· インストールディレクトリ (INSTALLDIR)

· アプリケーションデータディレクトリ (DATADIR)

FlowForce Server インストールディレクトリ (INSTALLDIR)

Linux

/opt/Altova/FlowForceServer2021/

macOS

/usr/local/Altova/FlowForceServer2021/

Windows

C:\Program Files\Altova\FlowForceServer2021\

C:\Program Files (x86)\Altova\FlowForceServer2021\

FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリ (DATADIR)

Linux

/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

macOS

/var/Altova/FlowForceServer2021/data

Windows

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data
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2.4 Linux

2 .4 .1 FlowForce Server のインストール

システムの必要条件

Linux

· CentOS 7 または以降

· RedHat 7 または以降

· Debian 8 または以降

· Ubuntu 16.04 LTS または以降

次のライブラリはアプリケーションをインストールし実行するために必要とされるライブラリです。下のパッケージが使用中 Linux のマシンで

使用できない場合、 yum (または、適用できる場合、 apt-get を) コマンドを実行してインストールしてください。

サーバー CentOS, RedHat Debian Ubuntu

LicenseServer krb5-libs libgssapi-krb5-2 libgssapi-krb5-2

必要条件

· root ユーザーまたは、 sudo 特権を持つユーザーとしてインストールを行ってください。

· FlowForce Server の前のバージョンが新しいバージョンがインストールされる前にアンインストールされる必要があります。

· FlowForce Server を他の Altova サーバー製品とインストールする場合は、  FlowForce Server を最初にインストールす

ることが奨励されます。

FlowForce Server のインストール

1. https://www.altova.com/download#server からローカルディレクトリにインストールパッケージにダウンロードします。

2. インストールパッケージをダウンロードするディレクトリに変更します。例:

cd /home/User/Downloads

3. FlowForce Server パッケージをインストールします。

[Debian, Ubuntu]   sudo dpkg --install flowforceserveradv-2021-debian.deb

[CentOS, RedHat]   sudo rpm -ivh flowforceserveradv-2021-1.x86_64.rpm

メモ: 現在のリリース、または、サービスパックバージョンに一致するために、上記のパッケージの名前を調整する必要がある場合がありま

す。

FlowForce Server のライセンス供与

1. Altova LicenseServer の最新バージョンがインストールされており、ローカルマシン、または、ネットワーク上で実行されていること

を確認してください (https://www.altova.com/ja/licenseserver) 。

2. FlowForce Server  を Altova LicenseServer に登録します。このためには、が作動中のコンピューターのホスト名、または、

アドレスを知る必要があります。例えば、LicenseServer が 127.0.0.1 上で作動する場合、登録は以下のように行うことがで

https://www.altova.com/download#server
https://www.altova.com/ja/licenseserver
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きます:

sudo ./flowforceserver licenseserver 127.0.0.1

メモ:  上記のコマンドは、プログラムインストールディレクトリから実行可能ファイルを呼び出していることが前提です。

3. LicenseServer 管理者インターフェイスにログオンし、 FlowForce Server が実行されるマシンにライセンスを割り当てます。

ライセンスの詳細に関しては、 Altova LicenseServer ドキュメントを参照してください

(https://www.altova.com/ja/documentation)。

インストール後のタスク

1. セットアップモードを入力して セットアップページを参照してください。

2. W eb 管理インターフェイスのネットワークアドレスとポートを構成します FlowForce Server を Altova LicenseServer に登

録します。ネットワーク設定の定義を参照してください。

3. W eb 管理インターフェイスにログオンし、 (前のステップ内でアドレスとポートを変更しない限り、デフォルトでは、

http://localhost:8082、 です) デフォルトの FlowForce Server root パスワードを変更します。デフォルトのログイン名とパ

スワードはそれぞれ、 root と root です。

4. FlowForce Server と共に他の Altova 製品がインストールされている場合、(例えば、 MapForce Server、StyleVision

Server、 RaptorXML Server) 環境変数を設定する場合、環境編集の設定を参照してください。

2 .4 .2 FlowForce Server 2021 への移行

必要条件:

· FlowForce Server の前のバージョンをアンインストールします。アンインストールはアプリケーション データディレクトリを削除するこ

とを意味しません。重要なパスも参照してください。アプリケーションデータディレクトリへのパスは FlowForce Server のメジャーバ

ージョンにより異なります (例、/var/opt/FlowForceServer2017)。

· FlowForce Server 2021 を インストール します。これはデフォルトの構成データを持つ新規のアプリケーションデータディレクトリ

を作成します (例、 /var/opt/FlowForceServer2021).

FlowForce Server 2021 へのデータの移動の方法 :

1. 実行中の場合 FlowForce W eb Server サービスを停止します。

sudo systemctl stop flowforcewebserver

2. 実行中の場合 FlowForce Server サービスを停止します。上記と同じコマンドを使用します。 flowforcewebserver を

flowforceserver と置き換えます。

3. インストール中に作成された新規のデータディレクトリを、削除または、別の名前を与えます。

sudo rm -rf /var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

4. FlowForce Server のコマンドラインインターフェイス内で使用可能な migratedb コマンドを実行して EXISTING データを移

行します。 例:

sudo /opt/Altova/FlowForceServer2021/bin/flowforceserver migratedb

--olddatadir=/var/opt/Altova/FlowForceServer2017/data 

https://www.altova.com/ja/documentation
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--datadir=/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

5. FlowForce W eb Server サービスを開始します。

sudo systemctl start flowforcewebserver

6. FlowForce Server サービスを開始します。上記と同じコマンドを使用します。 flowforcewebserver を

flowforceserver と置き換えます。

2 .4 .3 現在インストールされている製品の確認

Altova サーバー製品がインストールされているか確認するには以下のコマンドを実行します:

[Debian, Ubuntu]   dpkg --list | grep Altova

[CentOS, RedHat]   rpm -qa | grep server

2 .4 .4 FlowForce Server のアンインストール

FlowForce Server をアンインストールするには、 以下のコマンドを実行します:

[Debian, Ubuntu] sudo dpkg --remove flowforceserveradv

[CentOS, RedHat]  sudo rpm -e flowforceserveradv

2 .4 .5 インストール ディレクトリ

Linux 上での、 FlowForce Server インストールディレクトリの場所は、 以下の通りです:

/opt/Altova/FlowForceServer2021/bin
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2.5 macOS

2 .5 .1 FlowForce Server のインストール

システム必要条件

macOS

macOS 10.13 または以降

必要条件

· Altova LicenseServer がインストールされており、ローカルマシン、または、ネットワーク上で実行されていることを確認してくださ

い。

· 管理 (ルート) 特権を持つユーザーとしてインストールします。

· FlowForce Server を他の Altova サーバー製品とインストールする場合は、  FlowForce Server を最初にインストールす

ることが奨励されます。

· macOS  マシンは、 IP アドレスに対して名前が解決されるように構成される必要があります(すなわち、コマンド ping

<hostname> を使用してターミナルからホスト名を ping することに成功する必要があります)。

FlowForce Server のインストール

1. Altova W eb ページから( http://www.altova.com/ja/download.html ) から、ディスクイメージファイル (.dmg) をダウンロー

ドし、開くためにクリックします。  これによりインストーラーがコンピューター上で新規ドライブとして表示されます。

2. パッケージ (.pkg) ファイル をダブルクリックして、インストールウィザードに従いインストールします。これらのステップは、説明を必要と

せず、続行する前に、ライセンス使用許諾書に同意するステップ１つが含まれています。ウィザードを完了すると、 FlowForce

Server アイコンがアプリケーション内に表示されます。パッケージは以下のディレクトリ

に /usr/local/Altova/FlowForceServer2021/ 。

3. Altova License Server がインストールされていない場合、または、最新バージョンにアップグレードする場合、対応するパッケー

ジ (.pkg) ファイルをダブルクリックし、画面の説明に従ってください。Altova LicenseServer は、FlowForce Server を含む

Altova サーバーアプリケーションを実行するために必須です.。

4. アプリケーション内で FlowForce Server アイコンをダブルクリックします。これにより FlowForce Server 構成ページが開かれ

ます。

Mac マシンの名前が IP アドレスを解決できない場合、ブラウザーは次のメッセージを表示するページを開きます :

「http://<hostname>:<port> で FlowForceW eb を使用できません。再起動の後、このページを再ロードしてください。」このメッ

セージが表示されると以下を行ってください(次を参照してください:  必要条件): 

a. このメッセージ内のリンクをクリックする。

b. ブラウザーのアドレスバー内の <hostname> を使用中の Mac の IP アドレスと置き換えてください。

5. 構成ページから、 Altova LicenseServer を使用して、 FlowForce Server を登録します。

6. W eb 管理インターフェイスのネットワークアドレスとポートを構成します FlowForce Server を Altova LicenseServer に登

録します。ネットワーク設定の定義を参照してください。

7. W eb 管理インターフェイスにログオンし、 (前のステップ内でアドレスとポートを変更しない限り、デフォルトでは、

http://localhost:8082、 です) デフォルトの FlowForce Server root パスワードを変更します。デフォルトのログイン名とパ

スワードはそれぞれ、 root と root です。

メモ: FlowForce Server をインストールする前に、 Altova サーバー製品 がインストールされている場合、FlowForce

Server /tools ディレクトリへ、対応する製品の /etc ディレクトリから . tool ファイルをコピーしてください。. tool ファイルは、各

http://www.altova.com/ja/download.html
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Altova サーバー製品の実行可能ファイルへのパスを含みます。ツールファイルをコピーするには、ターミナル内で cp コマンドを実行

してください。例えば、 MapForce Server インストールパスから、ファイルをコピーする場合、以下を実行します:

cp /usr/local/Altova/MapForceServer2021/etc/*.tool /usr/local/Altova/FlowForceSe

rver2021/tools

FlowForce Server のライセンス供与

1. Altova LicenseServer の最新バージョンがインストールされており、ローカルマシン、または、ネットワーク上で実行されていること

を確認してください (https://www.altova.com/ja/licenseserver) 。

2. FlowForce Server  を Altova LicenseServer に登録します。このためには、が作動中のコンピューターのホスト名、または、

アドレスを知る必要があります。例えば、LicenseServer が 127.0.0.1 上で作動する場合、登録は以下のように行うことがで

きます:

sudo flowforceserver licenseserver 127.0.0.1

3. LicenseServer 管理者インターフェイスにログオンし、 FlowForce Server が実行されるマシンにライセンスを割り当てます。

詳細に関しては、 Altova LicenseServer ドキュメントを参照してください (https://www.altova.com/ja/documentation)。

2 .5 .2 FlowForce Server 2021 への移行

必要条件

· FlowForce Server 2021 がインストールされている必要があります (以下を参照:  FlowForce Server のインストール )。

· データの移行を管理者 (ルート) の特権を持つユーザーとして行います。

FlowForce Server 2021 にデータを移行する:

1. FlowForce Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceServer.plist 

2. FlowForce W eb Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceWebServer.plist 

3. インストール中に作成されたデータディレクトリの名前を変更するか削除します。これにより、手動のアップグレードを行う前のインスト

ールの後に作成された新しいバージョン内のオブジェクトが削除されます:

sudo rm -rf /var/Altova/FlowForceServer2021/data

4. migratedb コマンドを実行します:

sudo /usr/local/Altova/FlowForceServer2021/bin/FlowForceServer migratedb

--olddatadir=/var/Altova/FlowForceServer2017/data --

datadir=/var/Altova/FlowForceServer2021/data

https://www.altova.com/ja/licenseserver
https://www.altova.com/ja/documentation
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5. FlowForce Server サービスを開始します。

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceServer.plist 

6. FlowForce W eb Server サービスを開始します。

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceWebServer.plist 

2 .5 .3 FlowForce Server のアンインストール

FlowForce Server のアンインストール:

1. FlowForce Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceServer.plist 

2. FlowForce W eb Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceWebServer.plist 

サービスが停止下かを確認するために、アクティビティモニターターミナルを開き、サービスがリストに存在しないことを確認します。アク

ティビティモニターをダブルクリックすると、「マイプロセス」以外の全てのプロセスが表示されます (「表示」 メニューの「全てのプロセ

ス」をクリックします)。

3. 「アプリケーション」 内の FlowForce Server アイコンを右クリックし、「ゴミ箱に移動する」を選択します。 FlowForce

Server 構成データは別途に保管されており、この段階では削除されないことに注意してください (次のステップを参照してくださ

い )。

4. 任意で、 FlowForce Server 構成データも削除する場合、 以下のコマンドを実行します:

sudo rm -rf /usr/local/Altova/FlowForceServer2021/ 

メモ: 上記のステップは /var/Altova/FlowForceServer2021 から FlowForce Server 構成データを削除しません。

FlowForce Server 構成データが削除されると、後で復元できないことに注意してください。

2 .5 .4 インストールディレクトリ

 macOS 上で FlowForce Server インストールディレクトリの場所は、 以下の通りです:

/usr/local/Altova/FlowForceServer2021
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2.6 Windows

2 .6 .1 FlowForce Server のインストール

システム必要条件

· プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10

· プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008 R2 SP1 または以降

必要条件

· 管理特権を持つユーザーとしてインストールを行います。

· バージョン 20217.1 以降から FlowForce Server の 32 ビットバージョンは 64 ビットバージョンにインストールすることはできま

せん、または 64 ビットバージョンを 32 ビットバージョンにインストールすることはできません。(i) 新しいバージョンをインストールする

前に古いバージョンを削除する、または (ii) 古いインストールと同じビットバージョンを新規のバージョンに更新する必要があります。

FlowForce Server のインストール

1. Altova W eb サイト(https://www.altova.com/download#server) からインストールファイルをダウンロードして実行します。

2. 任意で、ウィザードの左下のボックスからインストール言語を選択し、「次へ」をクリックします。ここで選択される言語は、 W eb ブラ

ウザー内の FlowForce Server ユーザーインターフェイスの言語も決定します。必要であれば、後に、コマンドラインから言語を変

更することができます。

3. 以下の内の1つを行います:

a. Altova LicenseServer がまだインストールされていない場合、デフォルトの設定を保持してください。 ウィザードが最新バー

ジョンの Altova LicenseServer をウィザードを作動しているコンピューターにインストールします。

b. Altova LicenseServer がまだインストールされていなく、他のコンピューターに Altova LicenseServer をインストールす

る場合、 「使用中のコンピューターに Altova LicenseServer をインストールする」チェックボックスをクリアして、「後で

登録」を選択します。この場合、  Altova LicenseServer のインストールと  FlowForce Server  の登録を個別に行

う必要があります。

c. Altova LicenseServer が既に使用中のコンピューターにインストールされているが、インストールウィザードにより示されてい

るバージョンよりも低い場合は、 デフォルトの設定を保持してください。 この場合、 インストールウィザードが自動的に

LicenseServer バージョンをダイアログボックスに表示されたバージョンにアップグレードします。既存の登録およびライセンス

情報はアップグレードの後も保存されます。

d. Altova LicenseServer が既に使用中のコンピューター、または、ネットワークにインストールされており、 ウィザードに示され

るバージョンと同じの場合は、以下を行ってください:

i. 「使用中のコンピューターに Altova LicenseServer をインストールする」チェックボックスをクリックしてクリアしま

す。

ii. 「この製品を登録する」から FlowForce Server を登録する Altova LicenseServer インスタンスを選択、また

は、「後で登録」を選択してください。 LicenseServer への関連を無視し、 FlowForce Server のインストールを

継続する場合、「後で登録」 を常に選択することができます。

https://www.altova.com/download#server
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4. 「次へ」 をクリックします。

5. 任意で、インストールする追加 Altova サーバー製品を選択してください。

6. FlowForce Server と FlowForce W eb Server に適用することのできるネットワークの設定と W indows サービスの構成

を任意で定義することができます。詳細に関しては、ネットワーク構成  と W indows サービスの構成を参照してください 。

FlowForce のインストール時に同じダイアログボックスから、それぞれのタブをクリックすることにより、他の Altova 製品のためにオプ

ションでネットワークとサービス設定を定義することもできます。これらの設定をインストール後に行う場合、「次へ」をクリックします。
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7. 任意で、 FlowForce クラスター構成オプションをセットアップします。このインストールステップは、FlowForce Server

Advanced Edition のためにのみ適用することができます。  W indows 上でクラスターをインストールする を参照してください。

FlowForce Server をクラスターで作動する必要がない場合、「スタンドアロン」を選択します。

8. ウィザードに従いインストールを完了してください。インストールが完了すると、システム通知エリアに、 Altova ServiceController

アイコン (  ) が追加されます。

W indows サーバーコア上でのインストール

W indows Server Core は多数の GUI 機能を使用しない最低限の W indows インストールです。W indows Server Core マシン

上に FlowForce Server を以下のようにインストールすることができます:

1. Altova ダウンロードセンター (https://www.altova.com/ja/download) から FlowForce Server 実行可能ファイルをダウン

ロードして実行します。使用中のサーバープラットフォーム (32-ビットまたは 64-ビット)にマッチする実行可能ファイルが選択されて

いることを確認して下さい。

2. グラフィカルなユーザーインターフェイスが搭載されている W indows コンピューターでコマンドプロンプトウィンドウを管理者として開き

インストール実行可能ファイル上の以下のコマンドを実行します:

FlowForceServerAdv<version>.exe /u

3. 次のステップのために必要な .msi ファイルが解凍されます。W indows Server コアで作動するコンピューターに .msi ファイルを

コピーします。

4. FlowForce Server の前のバージョンを更新する場合 FlowForce Server を次のステップを実行する前にシャットダウンしま

す。

5. .msi ファイルを以下のコマンドを使用して FlowForce Server をインストールします:

msiexec /i FlowForceServerAdvanced.msi

https://www.altova.com/ja/download
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インストールの戻り値をテストするには、以下に類似するスクリプトを実行する必要がある場合があります:

start /wait msiexec /i FlowForceServerAdvanced.msi /q

echo %errorlevel%

インストールオペレーションのリターンコードは %errorlevel% 環境変数内で使用することができます。リターンコード 0 は成功を示してい

ます。

リターンコードとインストールプロセスのログを持つサイレントインストールのために以下を実行します:

start /wait msiexec /i FlowForceServerAdvanced.msi /q /L*v! <pathToInstallLogFile>

メモ:  .msi ファイルを安全な場所に保管してください。後にアンインストール、修復、または変更する場合これらが必要になります。

インストールを変更するには以下を実行します:

msiexec /m FlowForceServerAdvanced.msi

インストールを修復するには以下を実行します:

msiexec /r FlowForceServerAdvanced.msi

FlowForce Server  をアンインストールするには以下を実行します:

msiexec /x FlowForceServerAdvanced.msi

または、以下のコマンドはFlowForce Server を確認せずアンインストールしてログファイルに結果の詳細をレポートします:

start /wait msiexec /x FlowForceServerAdvanced.msi /q /L*v! <pathToUninstallLogFile>

FlowForce Server のライセンス供与

1. Altova LicenseServer の最新バージョンがインストールされており、ローカルマシン、または、ネットワーク上で実行されていること

を確認してください (https://www.altova.com/ja/licenseserver) 。 

2. インストール中に行っていない場合、FlowForce Server を Altova LicenseServer に登録します。このためには、が作動中

のコンピューターのホスト名、または、アドレスを知る必要があります。例えば、LicenseServer が 127.0.0.1 上で作動する場

合、登録は以下のように行うことができます:

FlowForceServer.exe licenseserver 127.0.0.1

3. LicenseServer 管理者インターフェイスにログオンし、 FlowForce Server が実行されるマシンにライセンスを割り当てます。

詳細に関しては、 Altova LicenseServer ドキュメントを参照してください (https://www.altova.com/ja/documentation)。

インストール後のタスク

1. インストール中に行っていない場合、ネットワーク設定を構成します

https://www.altova.com/ja/licenseserver
https://www.altova.com/ja/documentation
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2. W eb 管理インターフェイスにログオンし、デフォルトの FlowForce Server root パスワードを変更します (アドレスとポートを変

更していない場合、デフォルトでは http://localhost:8082 です) 。デフォルトのログイン名とパスワードはそれぞれ root

と rootです。

2 .6 .2 Windows サービスの構成

W indows オペレーティングシステム上に FlowForce Server をインストール中、以下の設定を構成することができます:

· FlowForce Server を W indows サービスとして開始する方法:自動、または、オンデマンド、遅延された自動、または、無効

化。

· FlowForce Server によりオペレーティングシステム ユーザーアカウントを W indows サービスとして使用する方法:  ローカルシス

テム、 ローカルサービス、ネットワークサービス、または 他のユーザー。

· FlowForce Server が他のユーザーとして実行されるように構成されていると、 W indows Services 管理コンソールと同様

にこのユーザーのユーザー名とパスワードを設定することができます。

If you select 他のユーザーを選択するとユーザーアカウント(またはメンバーであるグループ) はC:\ProgramData\Altovaへの読

み取り/書き込みアクセスを有している必要があります それ以外の場合、インストールまたは起動の失敗を引き起こす可能性がありま

す。

上にリストされる設定は、FlowForce W eb Server のために構成することもできます。

設定には、 W indows Services 管理コンソールからサービスプロパティを変更することと同じ意味があります。 

インストール中に上記の設定を定義するには、インストールダイアログボックスの関連するタブをクリックします (FlowForce Server または

FlowForce Web Server) 。そして、「サービスの構成」の横の「変更」をクリックします。
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インストール後に設定を変更する場合、 W indows Services 管理コンソール を開き、必要とするサービスのプロパティを変更します。

W indows Services 管理コンソールを開くには、 コマンドラインウィンドウを開き、 Services.msc を入力します。

2 .6 .3 ネットワーク構成 (Windows のみ)

W indows オペレーティングシステム上に FlowForce Server をインストール中、以下の設定を構成することができます:

· FlowForce Server への暗号化されていない接続が許可されている場合のポート番号。
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· FlowForce Server への安全な (SSL-暗号化済み) 接続が許可されているポート。デフォルトで安全な接続は無効化されま

す。SSL-暗号化済みの接続を有効化するには、適用可能な場合、証明書ファイル、秘密キー、中間証明書が必要です。

FlowForce Serve のために SSL を有効化する で説明されているとおり、他の必要条件が適用されます。
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メモ: 上にリストされる設定は、FlowForce W eb Server のために構成することもできます。

インストール中に上記の設定を定義するには、インストールダイアログボックスの関連するタブ (FlowForce Server または FlowForce

Web Server) をクリックし、[変更]をクリックします。
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上記の設定を後で行う場合は、[次へ]をクリックします。この場合、 FlowForce Server は、ダイアログボックスの対応するタブの下に表示

されるデフォルトのオプションを使用してインストールされます。インストール後、ネットワーク設定の定義で説明されているとおり設定を変更する

ことができます。

2 .6 .4 データを手動で移行する

W indows では、構成データを手動で移行する必要は通常ありません。FlowForce Server の新しいメジャーバージョンをインストールす

る際に、前のバージョンが既にインストールされている場合、インストールウィザードは、構成データの移行に関してプロンプトします。 

構成データを手動で移行する場合、以下の手順を踏んでください。

構成データを手動で移行する方法:

1. システム通知エリアで、 Altova ServiceController  が実行されていることを確認してください。それ以外の場合、 Altova

ServiceController 開始 してください。

2. FlowForce Server サービスと FlowForce W eb Server サービスを停止します。

3. 2021 インストールウィザードによりインストールされた FlowForce Server データフォルダーを削除してください。  W indows バ

ージョンによりデータフォルダーへのパスは異なります (FlowForce Server の構成データの保管方法を参照してください )。

4. コマンドプロンプトで migratedb コマンドを使用して FlowForce 実行可能ファイルを実行します。

"C:\Program Files(x86)\Altova\FlowForceServer2021\bin\FlowForceServer.exe"

migratedb
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--datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data 

--olddatadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017\data

5. FlowForce Server サービスと FlowForce Server サービスを開始します。

2 .6 .5 インストールフォルダー

W indows 上で FlowForce Server のデフォルトのインストールディレクトリのパスは、 以下の通りです:

Windows 7、 8、10

C:\Program Files\Altova\

64 ビット OS 上の 32 ビットバージョン

C:\Program Files (x86)\Altova\
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2.7 Altova Server の移行

このトピックでは、１つのサーバーマシンから(多種のサポートされるプラットフォームを含む )他のマシンへの Altova サーバーの移行について説

明されています。 これらの手順は、「古いサーバー」または「古いマシン」という用語をデータを移行する元のマシンを説明するために使用し、

「新しいサーバー」または「新しいマシン」と言う用語をデータを移行する先のマシンを説明するために使用します。

Altova LicenseServer

 Altova LicenseServer を1つのサーバーマシンから、他のダウンタイムの少ないものに移行するには、以下のステップを実行してください:

1. Altova LicenseServer を新しいマシンにインストールします。

2. 新しいマシンの Altova LicenseServer を停止し、licenseserver.db データベースファイルを古いマシンから新しいマシンにコ

ピーします。後に、何らかの理由で最初の状態に戻す必要があるかもしれないので、licenseserver.db を新しいサーバーで

バックアップしてください。 licenseserver.db ファイルは、 LicenseServer アプリケーションディレクトリ内にあり、パスはオペレ

ーティングシステムにより異なります:

Windows

C:\ProgramData\Altova\LicenseServer

Linux

/var/opt/Altova/LicenseServer

macOS

/var/Altova/LicenseServer

3. 古いマシンの Altova LicenseServer を停止し、新しいマシンで Altova LicenseServer サービスを起動してください。

LicenseServer の2つのインスタンスが同時に作動していることを確認してください。

4. すべての Altova サーバー製品を新しい Altova LicenseServer に登録します。移行するライセンスの数が少ない場合は、手

動で行うことができます。 移行するライセンスの数が多い場合、 Altova LicenseServer 管理下にあるそれぞれのサーバー製品

のために "register" コマンドを呼び出すコマンドラインスクリプトを作成し登録を自動化することができます

Altova FlowForce Server

バックアップとリカバリーを参照してください。

Altova MobileTogether Server

MobileTogether Server ドキュメント内で説明されているとおり、バックアップと復元の機能を使用してください。

Altova MapForce Server

MapForce Server、 では、新しいマシンへの移行は、古いマシンから新しいマシンへのライセンスの再割り当てから構成されています。手順

は以下の通りです:  

1. MapForce Server を新しいマシンにインストールします。 FlowForce Server インストールの一部として既にインストール済

みの場合、 このステップを無視してください。

2. 新しいマシンで、 MapForce Server を Altova LicenseServer に登録します。

3. 古いマシンでは、クライアントがサーバーを使用していないことを確認してください。 (例えば、マッピングが実行されない場合 )。

4. Altova LicenseServer 管理ページを開き、 古い MapForce Server マシンからライセンスを非アクティブ化し、新しいマシン

に再割り当てします。

Altova RaptorXML(XBRL) Server

RaptorXML(XBRL) Server では、新しいマシンへの移行は、古いマシンから新しいマシンへのライセンスの再割り当てから構成されていま

す。手順は以下の通りです:  
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1. RaptorXML(XBRL) Server を新しいマシンにインストールします。 FlowForce Server インストールの一部として既にインス

トール済みの場合、 このステップを無視してください。

2. 新しいマシンで、 RaptorXML(XBRL) Server を Altova LicenseServer に登録します。

3. 古いマシンでは、クライアントがサーバーを使用していないことを確認してください。 (例えば、変換 が実行されない場合 )。

4.  Altova LicenseServer 管理ページを開き、 古い RaptorXML(XBRL) Server マシンからライセンスを非アクティブ化し、

新しいマシンに再割り当てします。

Altova StyleVision Server

StyleVision Server、 では、新しいマシンへの移行は、古いマシンから新しいマシンへのライセンスの再割り当てから構成されています。手

順は以下の通りです:  

1. StyleVision Server を新しいマシンにインストールします。 FlowForce Server インストールの一部として既にインストール済

みの場合、 このステップを無視してください。

2. 新しいマシンで、 StyleVision Serverを Altova LicenseServer に登録します。

3. 古いマシンでは、クライアントがサーバーを使用していないことを確認してください。 (例えば、 変換 が実行されない場合 )。

4.  Altova LicenseServer 管理ページを開き、古い StyleVision Server マシンからライセンスを非アクティブ化し、新しいマシン

に再割り当てします。
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3 サーバーの構成

このチャプターは FlowForce Server 構成の命令について説明されています。これにはインストール後にすぐに行う構成、およびサービスの

開始と停止、データのバックアップなど多種のサーバーメンテナンス、またはルーチンタスクなどが含まれています。

FlowForce Server とその設定を以下のアプローチを使用して管理することができます。

セットアップページから

新規に FlowForce Server をインストール後、最初に定義されるのは FlowForce Web

Server と FlowForce Server をリッスンする通常ホスト名 (または IP アドレス) とポートで

す。これらに関する詳細については、以下を参照ください：

· セットアップ

· ネットワーク設定の定義

· SSL 暗号化のセットアップ

W eb 管理インターフェイスから

上記のネットワーク設定が設定されると、以下の順序で構成することができます:

· デフォルトのタイムゾーン

· 電子メールのパラメーター

· ディレクトリ サービス設定

· ログ中の設定

· ユーザーアクセス

コマンドラインインターフェイスから

コマンドラインインターフェイスを参照してください。

構成ファイルの編集をして

FlowForce Server アプリケーションデータを参照してください。



50 サーバーの構成 セットアップ

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

3.1 セットアップ

FlowForce Server と FlowForce W eb Server がリッスンするインターフェイスとポートを含む、FlowForce Server セットアップペー

ジは、 W eb 管理インターフェイスのデフォルトのネットワークアドレスとポートと LicenseServer のネットワークアドレスを指定することができま

す。ブラウザー内でセットアップページを開く (または URLを取得する ) 最も簡単な方法は、以下で説明される通り管理特権を使用してセッ

トアップモードを実行することです。更に高度な構成に関しては以下の「高度のオプション」 を参照してください。

セットアップページから構成することの可能なすべての設定への参照はネットワーク設定の定義を参照してください。

Linux

Linux でセットアップモードを開く方法:

1. ターミナルを開き、アプリケーションのデータディレクトリに変更します:

cd /var/opt/Altova/FlowForceServer2021

2. 以下の内の1つを行います:

a. Linux をグラフィカルなインターフェイスで作動する場合、 FlowForce W eb server 実行可能ファイルを setup コマンド

で実行します:

sudo /opt/Altova/FlowForceServer2021/bin/flowforcewebserver setup

b. Linux をグラフィカルなユーザーインターフェイスで作動する場合、 --listen オプションを追加しつつ上記と同じ setup コ

マンドを作動します。後者はセットアップページを使用できるインターフェイスとポートを指定します。これが行われると、他のマシ

ン上のブラウザーからセットアップページに接続することができます。

上記のステップを実行すると、ブラウザーのアドレスバーにコピーして貼り付けることのできる2つの代替 URL がターミナルで開かれます。最初の

URL が作動しない場合、2番目のものを使用してください。

macOS

macOS でセットアップモードを開く方法:

· アプリケーション内で、 FlowForce Server 2021 Advanced Edition アイコンをダブルクリックします。

緊急の場合セットアップモードを以下のように入力することができます:

1. ルート特権を使用してターミナルを開き、アプリケーションのデータディレクトリに変更します:

cd /var/Altova/FlowForceServer2021

2. setup コマンドを使用して FlowForce W eb サーバー実行可能ファイルを実行します:

/usr/local/Altova/FlowForceServer2021/bin/flowforcewebserver setup

上記のステップを実行すると、ブラウザーのアドレスバーにコピーして貼り付けることのできる2つの代替 URL がターミナルで開かれます。最初の

URL が作動しない場合、2番目のものを使用してください。
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Windows

W indows でセットアップモードを開く方法:

· スタートメニューから Altova FlowForce Server 2021 > FlowForce Server セットアップページを選択します。

緊急の場合セットアップモードを以下のように入力することができます:

1. 管理者としてコマンドプロンプトウィンドウを開き、アプリケーションのデータディレクトリに変更します:

cd C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021

2. setup コマンドを使用して FlowForce W eb サーバー実行可能ファイルを実行します:

"C:\Program Files\Altova\FlowForceServer2021\bin\FlowForceWebServer.exe" setup

セットアップページ

上記のステップを実行すると新規のブラウザーウィンドウ内でセットアップページが開かれます (または、 URL がターミナルで表示され、これをコ

ピーしてブラウザーウィンドウに張り付けることができます )。 

W indows では 詳細コマンドプロンプトウィンドウが開かれます。例:
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このウィンドウはセットアップ中開かれており、セットアップページで設定を適用し FlowForce Server サービスを再起動する ボタンがク

リックされると通常自動的に閉じられます。

設定を適用し FlowForce Server サービスを再起動する ボタンをセットアップページからクリックすると、構成は . ini ファイルに保存され

ます。具体的にはセットアップページを管理者特権で上記の通り開くと、以下のファイルが更新されます:

· DATADIR\flowforcewebserver.ini

· DATADIR\flowforceserver.ini

DATADIR が以下のディレクトリを参照する箇所:

· /var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data (Linux)

· /var/Altova/FlowForceServer2021/data (macOS)

· C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data (Windows)

柔軟性が必要な場合、高度なオプションを使用して setup コマンドを以下のように実行することができます。

高度なセットアップオプション

setup コマンドは下にリストされる高度なオプションの一部をサポートします。

--datadir このオプションを使用して . ini 構成ファイルが書き込まれる個所のディレクトリへのパスを提供できます (通常は上記の

DATADIR です)。ターゲットディレクトリが高度な「書き込み」特権を必要とする場合セットアップモードをそのディレクトリ

に書き込みが可能な特権 (root または administrator) アカウントを使用して実行する必要があります。

このオプションが設定されていない場合 . ini ファイルは現在のディレクトリの .\data サブディレクトリに保存されます。この

ためセットアップコマンドを(上記の通り)アプリケーションディレクトリから実行、または --datadir オプションを提供して

実行します。

--listen デフォルトではセットアップが実行される都度、セットアップページの URL はフリーのランダムなポートに再生成されます。

例:  http://localhost:50492/setup。 

このオプションにより (localhost または 127.0.0.1以外)をリッスンする代替の インターフェイス/ポート 組み合わせを

設定することができます。他のマシン上のブラウザーからセットアップページにアクセスする場合これは役に立ちます。 

例えば、コマンド:

flowforcewebserver setup --listen=0.0.0.0:10008
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全てのインターフェイス上でポート 10008 上でリッスンのセットアップが作成されます。以下の点に注意してください:

· 実際のデータディレクトリと外部ネットワークインターフェイスへのバインディングと共にセットアップの実行を特権を

使用するように設定することが奨励されます。これを行う場合次のオプション (--key) は役に立ちます。代替

として --datadir オプションを使用して一時的なデータディレクトリを提供します。これにより公開済みに公開

ページから実際の FlowForce Server 構成を更新することを回避できます。

· ポートは既に使用されているため、ノーマルな (セットアップではない) FlowForce W eb Server または

FlowForce Server インスタンスと同じポートを使用しないでください。

バインドアドレス (インターフェイス) がローカルではない場合、指定されたポートを介してアクセスが可能になるように

オペレーティングシステムのファイアーウォールを構成する必要がある場合があります。

--key このオプションによりセットアップページのためにアクセスキーを設定することができます。この場合、URL 内に正確なアクセ

スキーが提供されている場合のみセットアップページを保存することができます。キーは URL 内に含まれる必要のある任

意の文字列であることができます。例えば以下のような Linux コマンドを実行すると

flowforcewebserver setup --listen=wild.berries.com:8015 

  --key=all_cats_love_fish 

  --datadir=/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

接続する URL は以下の通りになります。

http://wild.berries.com:8015/setup?key=all_cats_love_fish

目的のためにキーフレーズが安全であることを確認してください。

HTTPS パラメーターを構成するために自身を使用しているため、セットアップページは HTTPS を使用しないことに注意

してください。セットアップページは継続的に使用することができず、セットアップ中だけに開かれていることに注意してくださ

い。



54 サーバーの構成 ネットワーク設定の定義

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

3.2 ネットワーク設定の定義

FlowForce Server と FlowForce W eb Server がリッスンするホストとポート、およびネットワークに関連した設定をセットアップページか

ら指定することができます。セットアップページをオペレーティングシステムに従い異なる方法で開くことができます。または、設定の大半は、構成

ファイルを用いて定義することができます。構成ファイルの参照を参照してください。セットアップページ内で定義されている設定は、

FlowForce Server  の新規のマイナーバージョンをインストール場合保管されます。メジャーバージョンのマイナーバージョンをインストールす

ると、 インストール中、前のメジャーバージョンからデータを移行する場合のみ設定は保管されます。

構成可能な設定は下にリストされる通りです。

LicenseServer

FlowForce Server は、LicenseServer に登録されている必要があります  (次を参照する:Altova LicenseServer)。インストール

中に  LicenseServer ホストが指定されていない場合、 Altova LicenseServer が作動するマシンのここにアドレス、または、ホスト名を

入力します。( LicenseServer がローカルでインストールされている場合)これはローカルマシン、または、ネットワークアドレスであることができ

ます。

FlowForce Web Server

設定のこのグループは FlowForce Server W eb 管理インターフェイスへのブラウザーからの HTTP(S) リクエストを処理するためのサービ

スである FlowForce Web Server サービスに適用可能です。(「FlowForce W eb Server」 と 「FlowForce Server」の違いを理

解するには、次を参照してください 作動の仕組み)。
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暗号化されていない接続 /

有効化済み

FlowForce W eb Server へのプレーンな HTTP (暗号化されていない) 接続を有効化するためにこ

のチェックボックスを選択します。インストール*中、または構成ファイルから変更されていない場合、デフォル

トでは、(暗号化されていない) プレーンな HTTP からの接続が有効化されています。構成ファイルの参

照。を参照してください。 

* FlowForce Server インストール中のネットワークシステムの変更は W indows のみで許可さ

れています。

バインドアドレス

W indows 上では、FlowForceW eb サーバー管理者インターフェイスは、デフォルトでポート 8082

上のすべてのネットワークインターフェイスで使用することができます。Linux と Mac OS では、ポート番

号は、インストール中にランダムに選択されます。「ローカルのみ」 または 「全てのインターフェイス」以外に

カスタムのアドレスを指定するには、「他の」テキストボックスに入力します。

バインドアドレス (インターフェイス) がローカルではない場合、指定されたポートを介してアクセスが可

能になるようにオペレーティングシステムのファイアーウォールを構成する必要がある場合があります。

ポート

FlowForce W eb Server がリッスンする TCP ポートを指定します。ポートは使用済みであってはな

りません。

ホスト名

ホスト名 フィールドは空でない場合、バインドのために使用される固定ホスト名を設定します。ネットワー

ク上の他のマシンが接続するために使用する FlowForce W eb Server を作動するマシンの名前を

設定します。 

通常、 FlowForce は使用する適切なホストを自動的に検知します。このフィールドを明示的に設定し

た場合、自動検知が優先されます。所属機関内のネットワーク構成により somehost または

somehost.example.org などの値を使用する必要がある場合があります。 

バインドに関連したホスト名は SSL のために使、および W indows 上の Altova Service
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Controller により使用されています ( FlowForce W eb Server のために SSL を有効化する を参

照してください)。SSL が有効化されている場合、 ホスト名は証明書の 共通の名前 プロパティに一致

する必要があります。

バインドアドレスがローカルではない場合 (すなわち バインドアドレス フィールドが [Local

(127.0.0.1)] 以外に設定されている場合)ホスト名の設定は意味があります。

SSL 暗号化された接続

FlowForce W eb サーバーのために SSL を有効化する方法も参照してください。

FlowForce Server

FlowForce ジョブから HTTP(S) クライアントに作成されたサービスを公開するサービスである FlowForce Server サービスに設定のこ

のグループを適用することが可能です。 

暗号化されていない接続 /

有効化済み

FlowForce Server へのプレーンな HTTP (暗号化されていない) 接続インストール*中、または構成

ファイルから変更されていない場合、デフォルトでは、(暗号化されていない) プレーンな HTTP からの接

続が有効化されています。構成ファイルの参照。を参照してください。 

* FlowForce Server インストール中のネットワークシステムの変更は W indows のみで許可さ

れています。

バインドアドレス

FlowForce Server のデフォルトの設定は、 ポート 4646 上の同じマシン (127.0.0.1) からのリクエ

ストを暗号化されていない接続を使用して受け入れます。リモートのマシンからプレーン HTTP を使用し

て、 W eb サービスとしてジョブを開始する場合は、 バインドアドレス コンボボックスから「全てのインター

フェイス (0.0.0.0) 」を選択します。 

バインドアドレス (インターフェイス) がローカルではない場合、指定されたポートを介してアクセスが可

能になるようにオペレーティングシステムのファイアーウォールを構成する必要がある場合があります。
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ポート

FlowForce Server がリッスンする TCP ポートを指定します。ポートは使用済みであってはなりませ

ん。

ホスト名

フィールド ホスト名 は FlowForce Server が W eb サービスとして公開されているジョブにアクセスす

るクライアントからの接続をリッスンするインターフェイスにバウンドされるホスト名を指定します。

バインドアドレス が [ローカル (127.0.0.1)]に設定されている場合ホスト名の設定は意味があります。

所属機関内のネットワーク構成により somehost または somehost.example.org などの値を

使用する必要がある場合があります。 

バインドに関連したホスト名は SSL のために使用されています( FlowForce Server のために SSL

を有効化する を参照してください)。SSL が有効化されている場合、 ホスト名は証明書の 共通の名

前 プロパティに一致する必要があります。 

ホスト名は上のでも使用されています。ホスト名を設定しないと、 FlowForce は W indows 上の

Altova Service Controller により使用されている最初の適切なホスト名を自動的に検知します。

hostname が構成されている場合 FlowForce W eb インターフェイスはホームページのアクティブなト

リガーとサービス セクション内のリンクを含む W eb サービスとして公開されているジョブをナビゲートするた

めにクリック可能なリンクを表示することができます。 W eb サービスの呼び出し  ボタンが新規のブ

ラウザーウィンドウ内で W eb サービスの呼び出しを可能にするジョブ構成ページのサービスセクション内で

使用できるようになります。詳細に関しては W eb サービスの公開を参照してください。

SSL 暗号化された接続

FlowForce Server のために SSL を有効化する方法も参照してください。

マスターインスタンス暗号化済み接続

FlowForce Server が FlowForce Server を作動している複数のマシンのクラスター内のマスターインスタンスの場合、下の設定は構成

されている必要があります。配布済みの実行とバランスのロードを参照してください。これらの設定は、 flowforce.ini 構成ファイル内で使用

することができます。構成ファイルの参照を参照してください。

3 .2 .1 ファイル参照の構成

セットアップページまたは . ini 構成ファイルから FlowForce Server と FlowForce W eb Server のネットワーク設定を以下で説明され

るように構成することができます。

上記のディレクトリ内では、2つの .ini ファイルが存在します。 1つは FlowForce Server (flowforce.ini) のために、もう一つは

FlowForce Web Server (flowforceweb.ini) のためです:  ini 構成ファイル は、次のパスで見つけることができます:

Linux

/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data/flowforce.ini

/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data/flowforceweb.ini

macOS

/var/Altova/FlowForceServer2021/data/flowforce.ini
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/var/Altova/FlowForceServer2021/data/flowforceweb.ini

Windows

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data\flowforce.ini

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data\flowforceweb.ini

上記のディレクトリ内では、2つのサンプル . ini ファイルが存在し、テンプレートとして使用することができます:

· flowforce.ini.template

· flowforceweb.ini.template

. ini ファイルの編集後、対応するサービス (FlowForce Server または FlowForce W eb Server) を再起動してください。詳細

に関しては、次を参照してください:

· サービスの開始と停止 (Linux)

· サービスの開始と停止 (macOS)

· サービスの開始と停止 (W indows)

サンプルの flowforce.ini  ファイルは以下のようになります:

[Listen]

active=1

host=127.0.0.1

port=4646

hostname=

[ListenSSL]

active=1

SSL=1

host=0.0.0.0

port=4647

hostname=

[SSL]

certificate=/path/to/certificate.crt

private_key=/path/to/private_key.key

certificate_chain=/path/to/certificate_chain

[Master]

host=0.0.0.0

port=4645

active=1

サンプルの flowforceweb.ini ファイルは以下のようになります:

[Listen]

active=1

host=0.0.0.0

port=8082

hostname=example.domain.org

[ListenSSL]

active=1

SSL=1



(C) 2015-2021 Altova GmbH

ネットワーク設定の定義 59サーバーの構成

Altova FlowForce Server 2021

host=0.0.0.0

port=8083

hostname=example.domain.org

[SSL]

certificate=path/to/certificate.crt

private_key=path/to/private_key.key

certificate_chain=/path/to/certificate_chain

[FlowForce]

host=127.0.0.1

port=4646

hostname=

. ini ファイルは、下に説明されるようにセクションに整理されています。2つのファイルの違いは下で説明されています。

[Listen]

[Listen] セクションは、 HTTP 接続設定を定義します。複数の [Listen] セクションを定義することも可能です。各 [Listen] セ

クションは、「Listen」で開始する必要があります、例：[ListenSSL]。

active

(任意) [Listen] セクションを有効化、または無効化します。有効な値:

0 無効化済み

1 有効化済み

例えば、 active=1 は、 HTTP 接続が有効化済みであることを意味します。

ssl

(任意) この [Listen] セクションのための SSL サポートを有効化します。有効な値:

0 無効化済み

1 有効化済み

SSL サポートを有効化するには、 ssl=1 を設定し、[SSL] セクションを以下に示されるように作

成します。

host

FlowForce (W eb) Server のネットワークバインドアドレスを指定します例えば、 127.0.0.1。

これは IPv4 または IPv6 アドレスであることができます。0.0.0.0 をすべてのインターフェイスをリッス

ンするために使用します。ローカルアクセスのためには、 127.0.0.1 を使用します。

port

FlowForce (W eb) Server がリッスンするポートを指定します。このポートが既に使用されていな

いことを確認してください。

バインドアドレス (インターフェイス) がローカルではない場合、指定されたポートを介してアクセス

が可能になるようにオペレーティングシステムのファイアーウォールを構成する必要がある場合があ

ります。

hostname

ホスト名 フィールドは空でない場合、バインドのために使用される固定ホスト名を設定します。ネット

ワーク上の他のマシンが接続するために使用する FlowForce W eb Server を作動するマシンの

名前を設定します。 
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通常、 FlowForce は使用する適切なホストを自動的に検知します。このフィールドを明示的に設

定した場合、自動検知が優先されます。所属機関内のネットワーク構成により somehost または

somehost.example.org などの値を使用する必要がある場合があります。 

バインドに関連したホスト名は SSL のために使、および W indows 上の Altova Service

Controller により使用されています ( FlowForce W eb Server のために SSL を有効化する

を参照してください)。SSL が有効化されている場合、 ホスト名は証明書の 共通の名前 プロパティ

に一致する必要があります。

max_request_body_size

このオプションにより FlowForce Server または FlowForce W eb Server, への HTTP リクエ

ストの最大サイズをバイトで指定できるようになります。例:

max_request_body_size=500000000

デフォルトでは、明示的なリミットは 100 MB (100,000,000 バイト)ぐらいです。このオプションを以

下のシチュエーションで明示的に設定する必要がある場合があります:

1. FlowForce W eb サービスをジョブとして公開するように呼び出し、 HTTP リクエストボ

ディがデフォルトのリミットよりも大きい場合。

2. MapForce から FlowForce Server にマッピングをデプロイすると、入力ファイルがデ

フォルトのリミットよりも大きい場合。

ケース 1 の場合、オプションは flowforce.ini ファイル内でのみ設定される必要があります。ケース

2 の場合、オプションは flowforce.ini と flowforceweb.ini ファイル内の両方で設定される必

要があります。

[SSL]

このセクションは SSL/HTTPS 接続設定を定義します。

certificate

PEM 書式の証明書ファイルへの絶対パスを指定します。

private_key

秘密キー ファイルへの絶対パスを指定します。

certificate_chain

証明書チェーンファイルへの(任意の)パスを指定します。

[FlowForce]

このセクションは FlowForce W eb Server (flowforceweb.ini ファイル) のみに適用することができます。FlowForce W eb サービ

スと FlowForce Server サービス間の接続の詳細を定義します。 

ssl

(オプション) FlowForce W eb Server と FlowForce Server の間の接続のための SSL サポー

トを有効化します。有効な値:

0 無効化済み

1 有効化済み

host

FlowForce Server の IP アドレスを指定します。 
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FlowForce Server がすべてのインターフェイスにバインドされていない場合、この値は

flowforce.ini の “[Listen]”セクションの一つと同じである必要があります。それ以外の場合は

127.0.0.1 です。

SSL がそのポートで有効化されていると、この値は flowforce. ini の “[SSL]” セクション内で構成済

みの証明書の[共通名]プロパティに一致する必要があります。

port

FlowForce W eb Server が FlowForce Server に接続する TCP ポートを指定します。 

この値は同じポート番号を持つ flowforce.ini の対応する “[Listen]” または “[ListenSSL]” セク

ションの一つと同じである必要があります。

SSL がこのポート上で有効化されていると host と hostname (または hostname が存在しな

い場合 host ) は flowforce.ini の “[SSL]” セクション内で構成されている証明書の[共通名]に

一致する必要があります。

hostname

空ではない場合、 W eb サービスとして公開されている FlowForce ジョブに接続するためにこのフィー

ルドはノットワーク上の他のマシンにより使用されている固定ホスト名を設定します ( W eb サービスとし

て公開するを参照してください)。

 

所属機関内のネットワーク構成により somehost または somehost.example.org などの値を

使用する必要がある場合があります。 

SSL がそのポートで有効化されていると、この値は flowforce.ini の “[SSL]” セクション内で構成

済みの証明書の[共通名]プロパティに一致する必要があります。

Altova Service Controller もホスト名を使用しています。  ホスト名を設定しないと、 FlowForce

は Altova Service Controller により使用されている最初の適切なホスト名を自動的に検知しま

す。

hostname が構成されている場合 FlowForce W eb インターフェイスはホームページのアクティブな

トリガーとサービス セクション内のリンクを含む W eb サービスとして公開されているジョブをナビゲートする

ためにクリック可能なリンクを表示することができます。  W eb サービスの呼び出し  ボタンが新規

のブラウザーウィンドウ内で W eb サービスの呼び出しを可能にするジョブ構成ページのサービスセクション

内で使用できるようになります。 

certificate

(オプション)  FlowForce Server により受け入れられるサーバー証明書を定義します。証明書が与

えられていない場合、システムルート CA 証明書が使用され、サーバー証明書が検証されます。存在

する場合、この値は、( flowforce.ini ファイル内の) FlowForce Server を使用する証明書にこ

の値が一致する必要があります。

[FlowForceWeb]

このセクションは FlowForce W eb Server (flowforceweb.ini ファイル) のみに適用することができます。

timezone

FlowForce W eb Server のデフォルトのタイムゾーンを指定します。例えば、

timezone=Europe/Berlin
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[Master]

このセクションは flowforce.ini ファイルのみに適用することができます。複数の FlowForce Server インスタンスがクラスター内で実行さ

れている、現在のインスタンスが マスター インスタンスである場合のみ関連性があります。 配布済みの実行とバランスのロード を参照してくださ

い。 

active

このマスターインスタンスへの暗号化済みの接続を有効化します。有効な値:

0 無効化済み

1 有効化済み

binding address

マスター FlowForce Server インスタンスのバインドアドレスを指定します。0.0.0.0 をすべてのイン

ターフェイスをリッスンするために使用します。

port

ワーカー インスタンスからのリクエストのためにマスターインスタンスがリッスンするポート。
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3.3 SSL 暗号化のセットアップ

FlowForce を構成し、次の HTTP 接続を SSL 証明書を使用して暗号化することができます:

1. ブラウザーと FlowForce W eb Server 間の接続。

2. (例えば、クライアントアプリケーションなどの) W eb サービスコンシューマーと FlowForce Server サービス間の接続  。

3. FlowForce W eb Server と FlowForce Server 間の内部接続 ( FlowForce Server が FlowForce W eb

Server とどのように異なるかに関する詳細は、次を参照してください:  しくみ)。

AS2 データの交換のために FlowForce を使用する場合、SSL 証明書を任意で使用して、AS2 サービスの一部としてデータを暗号化

することができます。次を参照してください:  AS2 統合。

上記の 1 と 2 接続のために、その証明書に対応する SSL 証明書と秘密キーが必要になります。セキュリティ上の理由から、各接続のため

に個別の SSL 証明書と秘密キー が必要になります。両方の接続のために同じ 証明書と秘密キーを使用する場合、 FlowForce

Server と FlowForce W eb Server の両方は同じ 完全修飾ドメイン名 (FQDN) を必要とします。例えば、 FlowForce W eb

Server が https://somehost:8083 をリッスンする場合、FlowForce Server は https://somehost:4647 をリッスンする

必要があります。ポートは後で変更することができるために、この場合ホスト名のみが重要であることに注意してください。

上記の接続 3 に関しては、3番目の証明書と秘密キーのペアは必要無く、同じ SSL 証明書を FlowForce Server のために使用する

ことができ、この場合、 FlowForce W eb Server は FlowForce Server の HTTP クライアントとしての役割を果たします。

FlowForce Server 内の SSL 接続を暗号化するために必要な 証明書を取得するには、以下のオプションがあります:

1. CSR (証明書署名要求) を生成し、 DigiCert、Comodo などの公開されている証明書機関(CA) により署名してください。

ブラウザー (または、オペレーティングシステム) はすでに証明書機関を信頼するため、 CAブラウザーの大多数はこのような証明書

機関により署名されているサーバー証明書を信頼します。 証明書機関により署名済みの証明書を取得する方法に関しては、次

を参照してください:  証明書機関により SSL 証明書を署名する方法.

2. または、 FlowForce Server がプライベートのネットワーク上で作動する場合、そして、この期間内でこれを行う権利を有してい

る場合、自身の SSL ルート証明書機関を構成することが可能です。ブラウザーまたはオペレーティングシステムはこのような機関を

デフォルトでは信頼せず、 自己署名 ルート証明書を信頼するために FlowForce Server に接続する各マシン (または、場合

によってはブラウザー)を構成する必要ああります。それ以外の場合、ブラウザーは「このサイトは安全ではありません」または「 W eb

サービスの呼び出しに失敗しました」などの警告を表示します。 詳細に関しては、次を参照してください:  自己署名済みの SSL

証明書の作成方法。

3 .3 .1 証明書機関により SSL 証明書を署名する方法

信頼されている証明書機関 (CA) から SSL 証明書を購入する場合、秘密キー と CSR (証明書署名要求) が必要です。秘密キーは

安全に保管され、公開されないようにしてください。処理中に証明書機関により CSR が必要とされます。

秘密キーと CSR をオペレーティングシステム上に既存のツール、または、第三者パーティツールを使用して作成することができます (Mac 上

の Keychain Access 、Linux 上の openssl )。このサンプルは OpenSSL ツールキット (https://www.openssl.org/) を使用し

ています。 OpenSSL は、オープンソースライブラリであり、コマンドラインで使用する前にコンパイルされる必要があります。 OpenSSL のため

のコンパイルとインストール命令は、各オペレーションシステムで異なり、このドキュメントのスコープではありません。Linux と Mac マシン上で、

OpenSSL はすでに使用できる可能性があります。それ以外の場合、コマンドラインからインストールし、更新することができます。

OpenSSL が存在するか、下記のコマンドを入力して確認することができます (このコマンドにより現在の OpenSSL バージョンが表示され

ます):

openssl version

W indows では、公式の OpenSSL ソースコードからバイナリをコンパイル、または、 OpenSSL を含むバイナリ配布をダウンロードすること

もできます。https://www.openssl.org/community/binaries.html を参照してください。

https://www.openssl.org/
https://www.openssl.org/community/binaries.html
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署名済みの SSL 証明書を取得する方法:

1. 秘密キーを作成します。 次の OpenSSL コマンドは、 2048 ビットのサイズである flowforce.key 呼ばれるキーを作成します

(証明書機関により通常受け入れられる最低限の暗号化です):

openssl genrsa -out flowforce.key 2048

メモ

· 秘密キーは PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。 PEM ファイルのファイル拡張子

は通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· FlowForce 内で秘密キーを使用可能にするには、パスワードで保護されている必要があります。秘密キーの必

要条件を参照してください。

· 秘密キーは安全に保存されている必要があります。

2. 既に生成されている秘密キーのために 証明書署名要求 (CSR) を生成します。 SSL 証明書を購入する場合、 CSR が必

要になる場合があります。次を参照してください:  次の OpenSSL コマンドは、 CSR という名前の myserver.csr をキー

flowforce.key のために作成します :

openssl req -new -nodes -key flowforce.key -out myserver.csr

プロンプトされると、機関に関する情報を入力します。例:

Country Name (2 letter code) [AU]: AT

State or Province Name (full name) [Some-State]: .

Locality Name (eg, city) []: Vienna

Organization Name (eg, company) [Internet Widgits Pty Ltd]: MyCompany Ltd

Organizational Unit Name (eg, section) []: IT

Common Name (eg, YOUR name) []: server.my.domain.com

Email Address []: test@example.org

メモ

· フィールド 共有される名前 のために FlowForce Server が作動するホストマシンの FQDN (完全修飾ドメイン名) が

入力されていることを確認してください。

· プロンプトされると、チャレンジパスワードフィールドをそのままにしておいてください。

3. 証明書機関から証明書を注文します。注文の過程で、 CSR を提供する必要があります。これを行うには、myserver.csr を

Notepad などのテキストエディターで開き、クリップボードに内容を張り付け、オンラインの注文フォームに張り付けます。

4. 証明書機関が所属企業を検証すると、  「中間」 証明書と呼ばれる購入済みの証明書が提供されます。 中間証明書を準備

する方法で示されるように中間の証明書の内容を一つのファイルにコピーして貼り付けます。

概要

上記のステップに従うと、 次の証明書とキーを所有している必要があります:

· flowforce.key - この秘密キーは FlowForce により使用される証明書に伴います。 
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· certificate.crt (ファイル拡張子は異なります) - これはブラウザーと FlowForce W eb Server 間の接続、または、

FlowForce Server により公開されているサービスに接続するクライアントアプリケーションを暗号化する購入済みの証明書で

す。

· intermediate.pem - このファイルには、証明書機関から受信されたすべての中間の証明書が含まれます。

FlowForce Server、FlowForce W eb Server、および HTTP のために以下のように SSL を有効化することができます:

· FlowForce W eb サーバーのために SSL を有効化する方法

· FlowForce サーバーのために SSL を有効化する方法

· FlowForce W eb Server と FlowForce サーバー間に SSL を有効化する方法

3.3.1.1  中間証明書を準備する方法

証明書機関と証明書を署名する場合、サーバーと証明書機関の間の信頼のチェーンを作成する証明書を受信します。FlowForce

Server 内で証明書をすぐに使用するには、すべての証明書を一つのファイル(いわゆる証明書チェーンファイル)に以下に示されるように結合

する必要があります:

1. Notepad などのテキストエディターを使用して、新規のテキストファイルを作成します (intermediary.pem と呼ぶことにします

が、他のファイル名と拡張子を選択することもできます)。

2. 各中間の証明書をテキストエディターで開き、intermediary.pem ファイル内にコンテンツをコピーして貼り付けます。重要な点

は、証明書テキストが逆の順番でコピーされる必要がある点です (すなわち、2番目の中間証明書が最初にコピーされ、プライマリ

の証明書は2番目にコピーされます)。例:

--BEGIN CERTIFICATE--

 ... (secondary intermediary certificate) ...

--END CERTIFICATE--

--BEGIN CERTIFICATE--

 ... (primary intermediary certificate) ...

--END CERTIFICATE

3. intermediary.pem ファイルを保存します。FlowForce セットアップページからこのファイルを参照する必要があります。

3 .3 .2 自己署名済みの SSL 証明書の作成方法

プライベートのネットワーク上で作動するの FlowForce Server ために、自己署名済み SSL 証明書を作成する方法をこのデモは説明し

ています。このデモは内部で簡素化されており、生産の過程で使用されるには最適でない場合があります。所属機関には、特定のセキュリ

ティポリシーに関連する SSL 証明書が存在し、下記以外の SSL ツールを使用する場合があります。信頼されている 証明書機関により署

名される SSL 証明書を取得する情報に関しては、次を参照してください:  証明書機関により SSL 証明書を署名する方法。

前提条件

このサンプルは OpenSSL ツールキット (https://www.openssl.org/) を使用して自己署名済み証明書を生成します。 OpenSSL

は、オープンソースライブラリであり、コマンドラインで使用する前にコンパイルされる必要があります。 OpenSSL のためのコンパイルとインストー

ル命令は、各オペレーションシステムで異なり、このドキュメントのスコープではありません。Linux と Mac マシン上で、 OpenSSL はすでに

使用できる可能性があります。それ以外の場合、コマンドラインからインストールし、更新することができます。 OpenSSL が存在するか、下

記のコマンドを入力して確認することができます (このコマンドにより現在の OpenSSL バージョンが表示されます):

openssl version

W indows では、公式の OpenSSL ソースコードからバイナリをコンパイル、または、 OpenSSL を含むバイナリ配布をダウンロードすること

https://www.openssl.org/
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もできます。https://www.openssl.org/community/binaries.html を参照してください。

ルート証明書を作成する方法

1. このデモないで使用されるすべての証明書を補完するディレクトリを作成します (例、「C:\secure」)。これは、全ての OpenSSL

コマンド(関連するファイルパス)のための作業ディレクトリです。 このため、コマンドラインからのディレクトリを変更します:

cd C:\secure

2. このデモのために、OpenSSL 拡張子を使用して証明書を作成します。これを可能にするには、OpenSSL ディストリビューション

の openssl.cnf ファイルを検索し、前のステップで作成された作業ディレクトリにコピーします。

3. ルート秘密キーを作成します。安全な環境内で生成され保管するために、ルート秘密キーが公開キー構造の最も機密な部分で

あることに注意してください (このデモでは、「C:\secure」 内に保管されます )。

openssl genrsa -aes256 -out root.key 2048

プロンプトされると、ルートキーを保護するためにパスワードを入力します。 証明書 リクエストを署名するためにこのパスワードが後に

必要になります。

4. ルート証明書を作成する方法。 下のコマンドは、上記で作成された秘密キーのために 3650 日間有効な自己署名済みの証明

書を生成します。 -config パラメーターは、同じディレクトリ内の openssl.cnf ファイルを指していることを確認してください。

-extensions パラメーター は openssl.cnf 内で定義されている 「v3_ ca」 拡張子 (セクション) を参照します。

openssl req -config openssl.cnf -extensions v3_ca -x509 -new -nodes -key

root.key -sha256 -days 3650 -out root.pem

プロンプトされると、所属機関の情報を入力します。 例:

Country Name (2 letter code) [AU]: AT

State or Province Name (full name) [Some-State]: .

Locality Name (eg, city) []: Vienna

Organization Name (eg, company) [Internet Widgits Pty Ltd]: MyCompany Ltd

Organizational Unit Name (eg, section) []: IT

Common Name (eg, YOUR name) []: Demo CA

Email Address []: test@example.org

所属機関に適用することのできる必要とされるフィールドに記入します。フィールド 共通名 に自己署名済みの証明書機関 (この

デモの場合、 「Demo CA」 ) を入力します。

FlowForce 証明書を作成する方法

(FlowForce Server、または FlowForce W eb Server、または、両方) SSL 暗号化のために使用される実際の証明書を作成する

ことができます。次の OpenSSL コマンドは秘密キーを作成します:

openssl genrsa -out flowforce.key 2048

メモ

· 秘密キーは PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。 PEM ファイルのファイル拡張子

は通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· FlowForce 内で秘密キーを使用可能にするには、パスワードで保護されている必要があります。秘密キーの必

https://www.openssl.org/community/binaries.html
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要条件を参照してください。

· 秘密キーは安全に保存されている必要があります。

作業中の openssl.cnf ファイルを開き、次のセクションを追加します:  

[ server_cert ]

# Extensions for server certificates (`man x509v3_config`).

basicConstraints = CA:FALSE

nsCertType = server

nsComment = "OpenSSL Generated Server Certificate"

subjectKeyIdentifier = hash

authorityKeyIdentifier = keyid,issuer:always

keyUsage = critical, digitalSignature, keyEncipherment

extendedKeyUsage = serverAuth

subjectAltName=DNS:server.my.domain.com

FlowForce Server が作動するマシンの FQDN (完全修飾ドメイン名)に対応するように subjectAltName (「Subject

Alternative Name」) が変更されていることを確認してください。このサンプルで、 「server.my.domain.com」 に設定されています。サブ

ジェクトの代替名は Google Chrome 58 または以降を必要とします。 それ以外の場合、自己署名済みの証明書は

NET::ERR_CERT_COMMON_NAME_INVALID エラーを生成します (次を参照してください:

https://support.google.com/chrome/a/answer/7391219?hl=en)。

証明書署名要求 (CSR) を下記のとおり作成します。-config パラメーターは以前に編集されている openssl.cnf ファイルを指してい

ます。 -extension パラメーター は openssl.cnf 内で定義されている 「server_ cert」 拡張子 を参照しています。

openssl req -config openssl.cnf -extensions server_cert -new -nodes -key flowforce.key

-out flowforce.csr

プロンプトされると、機関に関する情報を入力します。例:

Country Name (2 letter code) [AU]: AT

State or Province Name (full name) [Some-State]: .

Locality Name (eg, city) []: Vienna

Organization Name (eg, company) [Internet Widgits Pty Ltd]: MyCompany Ltd

Organizational Unit Name (eg, section) []: IT

Common Name (eg, YOUR name) []: server.my.domain.com

Email Address []: test@example.org

メモ

· フィールド 共有される名前 のために FlowForce Server が作動するホストマシンの FQDN (完全修飾ドメイン名) が

入力されていることを確認してください。

· プロンプトされると、チャレンジパスワードフィールドをそのままにしておいてください。

このデモのために、ルート証明書を使用して FlowForce 証明書を直接署名します。生産環境では、ルート証明書はサーバー証明書を直

接署名しません。中間の証明書が代わりに使用されます。下のコマンドは前に作成されているルート証明書に対して flowforce.csr 証

明書リクエストを署名し、 flowforce.crt ファイル (FlowForce Server で必要とされるサーバー証明書)を作成します:

openssl x509 -extfile openssl.cnf -extensions server_cert -req -in flowforce.csr -CA

root.pem -CAkey root.key -CAcreateserial -out flowforce.crt -days 365 -sha256

https://support.google.com/chrome/a/answer/7391219?hl=en
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概要

上記のステップに従うと、 次の証明書とキーを所有している必要があります:

· root.key - 証明書機関 (CA) の秘密キーです。 このファイルを安全な場所に保管します。このキーが危害を受けると、ブラウザ

ーにより信頼される証明書が使用者として生成できるようになります。

· root.pem - これは証明書機関の公開証明書です。FlowForce に安全にアクセスする各マシン (または、ブラウザー)の信頼さ

れている証明書にこの証明書をインストール (インポート) する必要があります。次を参照してください:  ルート証明書のインポート.

· flowforce.key - この秘密キーは FlowForce により使用される自己署名済みの証明書に伴います(次のアイテムを参照して

ください)。

· flowforce.crt - これは FlowForce Server、FlowForce W eb Server または、両方により使用される自己署名済みの

証明書です。

FlowForce Server、FlowForce W eb Server および HTTP 接続間のために SSL を以下のように有効化することができます:

· FlowForce W eb サーバーのために SSL を有効化する方法

· FlowForce サーバーのために SSL を有効化する方法

· FlowForce W eb Server と FlowForce サーバー間に SSL を有効化する方法

3.3.2.1  ルート証明書のインポート

自身の証明書機関 (CA) を作成する場合、ルート証明書は自己署名です。ですから、デフォルトではブラウザーは信頼されません。すなわ

ち、FlowForce Server に接続するブラウザーは、 「このサイトは信頼されていません」  などの警告を表示します。 (ブラウザーなどの)

HTTP クライアントが自己署名済みの証明書を信頼するには、証明書を以下のようにインポートしてください:

· ブラウザーが後者を使用する場合、オペレーティングシステムの信頼されている証明書ストア。  W indows 上では、例えば、

Google Chrome と Microsoft Edge はオペレーティングシステムの証明書ストアを使用しますが、Mozilla Firefox は自身

のストアを使用します。 Linux 上では、 Google Chrome と Mozilla Firefox は自身の証明書ストアを使用します (次のア

イテムを参照してください)。Mac 上では、オペレーティングシステムの証明書ストア (Keychain Access) を使用します。

· ブラウザー自身の信頼されている証明書ストア。

メモ

· 各クライアントマシン(または、ブラウザー)のために FlowForce Server にアクセスするこのステップを実行する必要がありま

す。

·  FlowForce W eb Server と FlowForce Server の間で、SSL 暗号化を有効化すると、ブラウザーに証明書をイン

ポートするだけでは十分ではありません。自身で署名済みのルート CA 証明書はオペレーティングシステムにより信頼されてい

る必要があります。

Linux

Linux 上では信頼される証明書をシステムの証明書ストアに以下のようにインポートすることができます。 

サーバーの証明書の信頼性が確実の場合、次のステップをおこなってください。

Debian と Ubuntu では、以下のステップに従います:

1. W eb サーバーの証明書ファイルを次のディレクトリにコピーします。
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sudo cp /home/downloads/server_cert.crt /usr/local/share/ca-certificates/

2. 証明書を以下のように更新します

sudo update-ca-certificates

CentOS では、以下のステップに従います:

1. ca-certificates パッケージをインストールします:

yum install ca-certificates

2. 動的な証明機関構成機能を有効化します:

update-ca-trust enable

3. サーバーの証明書を次のディレクトリにコピーします:

cp server_cert.crt /etc/pki/ca-trust/source/anchors/

4. コマンドを使用します:

update-ca-trust extract

ブラウザーからのみサーバーにアクセスする必要がある場合、各ブラウザーストアに証明書をインポートするのみで十分です。各ブラウザーにより

正確な手続きは異なります。例えば、 Firefox 59.0.2 では、以下を行うことができま:

1. 「オプション | プライバシーとセキュリティ」 から、「証明書を表示」をクリックします。

2. 「認証局証明書」 タブで、「インポート」 をクリックし、以前に作成されているルート証明書ファイルを参照します。

3. プロンプトされると「この証明書をウェブサイトの識別に使用する」を選択します。



70 サーバーの構成 SSL 暗号化のセットアップ

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

Mac

macOS では、信頼される証明書を Keychain Access に以下のようにインポートすることができます。

1. Keychain Access を実行します。

2. 「システム」をクリックして、「証明書」をクリックします。

3. 「ファイル」 メニューから「アイテムのインポート」をクリックします。

4. 信用される証明書を参照し、「開く」をクリックします。

5. Keychain Access パスワードをプロンプトされると入力し、「キーチェーンの変更」をクリックします。

6. 証明書をダブルクリックし、「信頼」 セクションを拡張し、「常に信頼する」を選択します。 
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Windows

W indows では、信頼された証明書をシステム証明書ストアに以下のようにインポートすることができます:

1. W indows 証明書ストアをコンピューターアカウントのために開きます、 W indows 証明書ストアへのアクセス を参照してくださ

い。

W eb サーバー証明書の認証を確認するだけの場合、次のステップを実行します。

2. 「信頼されたルート証明書機関」 で 「証明書」 を右クリックし、「すべてのタスク | インポート」 を選択し、証明書のインポート

ウィザードに従ってください。
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詳細に関しては https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754489(v=ws.11).aspx を参照してください。

3.3.2.2  Windows 証明書ストアにアクセスする方法

W indows 上では、Microsoft 管理コンソール (MMC) スナップイン、または、 Internet Explorer から証明書を管理することができま

す。

(現在 W indows を使用するユーザーのための)証明書 スナップインを開く方法 :

· certmgr.msc をコマンドラインで実行します。

(コンピューターのアカウントのために)証明書スナップインを開く方法 :

1. mmc をコマンドラインで実行します。

2. 「ファイル」 メニューから、「スナップインの追加/削除」をクリックします。

3. 「証明書」 をクリックして、「追加」をクリックします。

https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754489(v=ws.11).aspx
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4. 「コンピュータのアカウント」 をクリックして、「次へ」をクリックします。
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5. 「ローカルコンピューター」 をクリックして、「完了」をクリックします。
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3 .3 .3 秘密キーの必要条件

FlowForce Server は無人で作動するため、enabling SSL の有効化は証明書の秘密キーが 暗号化なしであることを必要とします。

すなわち、パスワードで保護されていてはなりません。それ以外の場合、 FlowForce Server により使用されることはできません。この理由

のために、秘密キーを保管するファイルは制限されたアクセスを持ち、期間内で権限を持つ者のみがアクセス可能である必要があります。 

秘密キーがパスワードにて保護されている、または暗号化なしであるかなどを確認するには、テキストエディターまたはコマンドランで秘密キー

ファイルを開いて確認します。暗号化された 秘密キーは以下のラインで開始します:

-----BEGIN RSA PRIVATE KEY-----

Proc-Type: 4,ENCRYPTED

DEK-Info: AES-256-CBC,DFC3FAD546517ED6336CFF72AA23F6C7

秘密キーの暗号化を解除する方法の一つは OpenSSL ツールキットの使用です(https://www.openssl.org/)。具体的には、以下のコ

マンドを実行して秘密キーの暗号化を解除することができます。

openssl rsa -in enc.key -out dec.key

enc.key が暗号化されているキーで dec.key がコマンドにより出力される暗号化されていないキーである個所。例えば ffenc.key は暗

号化されているキーで、秘密キーが保管されているディレクトリ内の以下のコマンドを実行して暗号化されていないキーを取得することができま

す:

https://www.openssl.org/
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openssl rsa -in ffenc.key -out ffdec.key

コマンドの実行後 ffdec.key ファイルは ENCRYPTED とは表記しなくなります。

-----BEGIN RSA PRIVATE KEY-----

MIIEpQIBAAKCAQEAzCCedru/oKzaSiwh6avtf9eMPix99RKpd07fWtwstkuglAdi

--

--

--

-----END RSA PRIVATE KEY-----

3 .3 .4 FlowForce Web サーバーのために SSL を有効化する方法

下記に、FlowForce の W eb 管理インターフェイスを作動する 「FlowForce W eb Server」 サービスのために SSL を有効化する方

法について説明されています。

必要条件:

· (DigiCert、Comodo など) ブラウザーにより信頼されている証明書機関により署名された秘密キーと対応する証明書が必要で

す。証明書機関により提供されるすべての中間証明書が必要になります。取得方法に関しては、証明書機関により SSL 証明

書を署名する方法 または 自己署名済みの SSL 証明書の作成方法を参照してください。

· 証明書ファイルと秘密キーは PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。 PEM ファイルのファイル拡張子

は通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· 証明書は FlowForce Server が作動するドメイン名のために発行されます。

· 証明書の秘密キーはパスワードで暗号化されてはなりません。 秘密キーの必要条件を参照してください。

· 自己署名済み証明書を作成した場合、各クライアントブラウザーは自己署名済みの証明書の機関を信頼するように構成されて

いる必要あります 。ルート証明書をインポートする方法を参照してください。

前提条件が満たされると、クライアントマシンと FlowForce W eb Serve 間の接続を次のように確保することができます:

1. FlowForce Server セットアップページを開きます。

2. 「FlowForce W eb Server」 の下でグループ化されている設定を検索し、次を行います:

a. Enab led有効化済み チェックボックスを「SSL 暗号化された接続」の下で選択します。

b. 「バインドアドレス」の横で、すべてのインターフェイス (0.0.0.0) を選択します。 (現在のマシンからローカルにアクセス可能

なだけではなく FlowForce W eb Server が外部からアクセス可能なことを想定としています)。

c. ホスト名 と ポート フィールド内で FlowForce W eb Server が SSL 暗号化済み接続のためにリッスンする箇所でホス

ト (ドメイン) 名とポートを入力します。

ホスト名 フィールド内に入力されているドメイン名は SSL 証明書の 共通名に対応している必要があります。ポートは

使用されていてはなりません。

場合によっては、「その他」を選択し、 FlowForce Server が SSL 暗号化された接続をリッスンするアドレスを入力しま

す。ホスト名を入力せずに「他の」フィールド内に IP アドレスを入力すると、 この IP アドレスは SSL 証明書の共通名に対

応する必要があります。

d. 証明書と秘密キーファイルを対応するテキストボックスに入力します。 

メモ
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· 証明書は PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。PEM ファイルのファイル拡張子は

通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· 秘密キーは PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。PEM ファイルのファイル拡張子は

通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· FlowForce 内で秘密キーを使用可能にするには、パスワードで保護されている必要があります。秘密キーの必

要条件を参照してください。

· 秘密キーは安全に保存されている必要があります。

e. 証明書チェーンファイル フィールド内の証明書チェーンファイルへのパスを入力します。これは中間証明書ではなく、このフィー

ルドを空白のままにすることができます。いくつかの中間ファイルを使用できる場合、これらをいわゆる全ての中間ファイルを含む

[チェーンファイル]に結合する必要があります。中間ファイルの準備を参照してください。

f. 任意で、 「暗号化されていない接続」の下の効化済み チェックボックスをクリアします。この操作により FlowForce Server

がプレーンな HTTP により使用できなくなるため、SSL 暗号化されている接続が作動することを確認した後にのみこのステッ

プを実行してください。HTTP 接続を完全に無効化する代わりに、下のイメージで表示されているように、ローカルの接続を制

限してください。

3. 設定を適用し FlowForce サービスを再起動するをクリックします。

SSL 有効化 チェックボックスを選択し 設定を適用し FlowForce サービスを再起動するを選択すると、ブラウザーは

( "http"ではなく) "https" URL に再ダイレクトされます。

以下の点に注意してください:  

· ブラウザー (または、接続するクライアント) は SSL 証明書の 共通名 (CN) が FlowForce Server が実行されるドメイン名

と IP アドレスに一致しない場合、警告を表示します。

· 自己署名済み証明書を使用する際、オペレーティングシステムの証明書ストア、または、ブラウザーの証明書ストアに CA ルート証

明書を追加していない場合、ブラウザー (または、接続するクライアント) は警告を表示します (次を参照:  ルート証明書のインポ

ート)。
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3 .3 .5 FlowForce サーバーのために SSL を有効化する方法

このトピックでは、 FlowForce ジョブから HTTP(S) クライアントに作成されたサービスを公開するサービスである 「FlowForce Server」

サービスのために SSL を有効化することについて説明されています。ブラウザーと FlowForce W eb 管理インターフェイス間の SSL を有

効化する場合、FlowForce W eb Server のために SSL を有効化するを参照してください。

必要条件:

· (DigiCert、Comodo など) ブラウザーにより信頼されている証明書機関により署名された秘密キーと対応する証明書が必要で

す。証明書機関により提供されるすべての中間証明書が必要になります。取得方法に関しては、証明書機関により SSL 証明

書を署名する方法 または 自己署名済みの SSL 証明書の作成方法を参照してください。

· 証明書ファイルと秘密キーは PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。 PEM ファイルのファイル拡張子

は通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· 証明書は FlowForce Server が作動するドメイン名のために発行されます。

· 証明書の秘密キーはパスワードで暗号化されてはなりません。 秘密キーの必要条件を参照してください。

· 自己署名済み証明書を作成した場合、各クライアントブラウザーは自己署名済みの証明書の機関を信頼するように構成されて

いる必要あります 。ルート証明書をインポートする方法を参照してください。

前提条件が満たされると、クライアントマシンと FlowForce Server 間の接続を次のように確保することができます:

1. FlowForce Server セットアップページを開きます。

2. 「FlowForce Server」 の下でグループ化されている設定を検索し、次を行います:

a. Enab led有効化済み チェックボックスを「SSL 暗号化された接続」の下で選択します。

b. 「バインドアドレス」の横で、すべてのインターフェイス (0.0.0.0) を選択します。 (現在のマシンからローカルにアクセス可能

なだけではなく FlowForce Server が外部からアクセス可能なことを想定としています)。

c. ホスト名 と ポート フィールド内で FlowForce W eb Server が SSL 暗号化済み接続のためにリッスンする箇所でホス

ト (ドメイン) 名とポートを入力します。

ホスト名 フィールド内に入力されているドメイン名は SSL 証明書の 共通名に対応している必要があります。ポートは

使用されていてはなりません。

場合によっては、「その他」を選択し、 FlowForce Server が SSL 暗号化された接続をリッスンするアドレスを入力しま

す。ホスト名を入力せずに「他の」フィールド内に IP アドレスを入力すると、 この IP アドレスは SSL 証明書の共通名に対

応する必要があります。

d. 証明書と秘密キーファイルを対応するテキストボックスに入力します。

メモ

· 証明書は PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。PEM ファイルのファイル拡張子は

通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· 秘密キーは PEM (プライバシー強化メール) フォーマットである必要があります。PEM ファイルのファイル拡張子は

通常 .pem ですが .key、.cert、.cer、または .crt であることもできます。

· FlowForce 内で秘密キーを使用可能にするには、パスワードで保護されている必要があります。秘密キーの必

要条件を参照してください。

· 秘密キーは安全に保存されている必要があります。

e. 証明書チェーンファイル フィールド内の証明書チェーンファイルへのパスを入力します。これは中間証明書ではなく、このフィー

ルドを空白のままにすることができます。いくつかの中間ファイルを使用できる場合、これらをいわゆる全ての中間ファイルを含む

[チェーンファイル]に結合する必要があります。中間ファイルの準備を参照してください。
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f. 任意で、 「暗号化されていない接続」の下の効化済み チェックボックスをクリアします。プレーン HTTP を介して

FlowForce Server を使用できなくなります。

3. 設定を適用し FlowForce サービスを再起動するをクリックします。

以下の点に注意してください:  

· ブラウザー (または、接続するクライアント) は SSL 証明書の 共通名 (CN) が FlowForce Server が実行されるドメイン名

と IP アドレスに一致しない場合、警告を表示します。

· 自己署名済み証明書を使用する際、オペレーティングシステムの証明書ストア、または、ブラウザーの証明書ストアに CA ルート証

明書を追加していない場合、ブラウザー (または、接続するクライアント) は警告を表示します (次を参照:  ルート証明書のインポ

ート)。

3 .3 .6 FlowForce Web Server と FlowForce サーバー間に SSL

を有効化する方法

FlowForce W eb Server と FlowForce Server の . ini ファイルをそれぞれ編集し FlowForce W eb Server と FlowForce

Server 間の SSL を有効化することができます。 FlowForce Server アプリケーションデータ ディレクトリの データ サブディレクトリ内で両

方のファイルを見つけることができます。

flowforce.ini ファイル内で次を行います:

1. [ListenSSL] セクション内で、次のパラメーターのための値を入力します:  ssl、 active、 host、 port、 例:

[ListenSSL]

ssl=1

active=1

host=server.my.domain.com

port=4647

· ssl と active パラメーターは 1 (有効化済み)に設定されている必要があります
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· host は FlowForce Server に使用される SSL 証明書の共通名に一致するサーバー名 (または、適用できる場合は

IP アドレス) に対応する必要があります。

· port は暗号化されていない接続のために使用されるデフォルトの 4646 ポート以外のポートである必要があります。 例えば、

使用されていない場合、 4647 に設定することができます。

2. [SSL] セクションでは、FlowForce Server のために使用することのできる証明書と秘密キーへのパスを入力します。

FlowForce Server のために SSL を有効化する方法.  内で記載されている証明書と秘密キーのペアと同じです。例:

[SSL]

certificate_chain=

certificate=C:\secure\flowforce.crt

private_key=C:\secure\flowforce.key

flowforceweb.ini ファイル内で次を行います:

1. 既存ではない場合、 [FlowForce] と呼ばれるセクションを追加し、次の3つのパラメーターのために値を入力します:  ssl、host、

および port,  例:

[FlowForce]

ssl=1

host=server.my.domain.com

port=4647

· SSL 接続を有効化するには、 ssl パラメーター を有効化 (1 に設定 ) する必要があります。

· host は flowforce.ini ファイルの "[ListenSSL]" セクション内の一つと同じである必要があります。

· host は FlowForce Server のために使用することのできる SSL 証明書の共通名に一致するサーバー名 (または、適用

できる場合は IP アドレス) に対応する必要があります。

· port は暗号化されていない接続のために使用されているデフォルトの 4646 ポートとは異なる必要があります。通常この値

は、 4647 です。

メモ: . ini ファイルの編集が完了すると、FlowForce Server と FlowForce W eb Server サービスの両方を再起動します。詳細

に関しては、次を参照してください:

· サービスの開始と停止 (Linux)

· サービスの開始と停止 (macOS)

· サービスの開始と停止 (W indows)
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3.4 デフォルトのタイムゾーンの設定

時間をベースにしたトリガーを使用するジョブを作成すると、適用されるタイムゾーンを指定する必要があります。ジョブの構成ページのデフォル

トの設定が選択されていると、タイムゾーンをグローバルに構成することができます。

デフォルトのタイムゾーンの設定:

1. FlowForce W eb 管理インターフェイスからログオンします。

2. 「管理」をクリックします。

3. 「設定」をクリックします。

4. 「入力フォーマット」 から、デフォルトのタイムゾーンを選択してください。

5. 「保存」をクリックします。
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3.5 電子メールのパラメーターの設定

電子メールを送信するジョブを作成する場合、メールサーバーの SMTP アドレスとポート、および SMTP 資格情報を構成する必要がありま

す。 

FlowForce は、TLS または SSL を介して、暗号化された接続を構築しようと試みます。暗号化された接続に失敗すると、FlowForce

は、暗号化と無しで接続を開始します。そして、 SMTP サーバーが明示的に要求する場合、接続を暗号化する可能性があります。 それ

以外の場合、 SMTP 接続は、テキスト書式のまま保持されます。

電子メール設定の変更:

1. FlowForce W eb 管理インターフェイスからログオンします。

2. 「管理」をクリックします。

3. 「設定」をクリックします。

4. 「SMTP サーバー」 と 「SMTP ポート」 に、電子メールサーバーの名前とポートをそれぞれ入力します。標準の SMTP サーバ

ーはポート 25 で接続を受け入れます。 SSL/TLS プロトコールで暗号化される接続を必要とする SMTP サーバーは、通常

465 または 587 である、他のポートからの接続を受け入れます。

5. SMTP サーバーが認証を必要とする場合、「ユーザー認証」 の横のプラスのアイコンをクリックし、ユーザー名とパスワードを入力し

ます。

6. 任意で、RFC2822–compliant メールボックスアドレスの値を 「デフォルトの送信元」 フィールドに入力します。 ここで入力され

るファイルは、  /system/mail/send と /system/mail/send-mime  関数のパラメーターのデフォルト 「差出

人」 として使用されます。 
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3.6 ディレクトリサービスの設定

所属機関が Microsoft Active Directory または Apache Active Directory、OpenLDAP Server、Oracle Unified

Directory などの LDAP-準拠ディレクトリサービスプロバイダーを使用する場合、FlowForce Server と統合することができます。

FlowForce Server パースペクティブからの Directory Service プロバイダーとの統合は以下を意味します:

· ユーザーは、 ドメインユーザー名とパスワードを使用して、FlowForce Server にログオンすることができます。 

· 管理者は、既存のドメインユーザーにドメイン資格情報 (つまり、明示的なユーザーインポート) を使用して、FlowForce

Server へのログオンを許可、 または、 ドメイン ユーザーとグループを FlowForce Server に明示的にインポートすることを許可

することができます(以下を参照:  ドメインユーザーとロールをインポート )。 どちらの場合でも、 インポートされたアカウントは、

FlowForce Server のユーザーアカウント管理ページで表示されています。これにより、管理者は、 ビルトイン FlowForce

Server アカウントと同様に、グループ または ユーザーアカウントに特権とパーミッションを追加、または、削除することができます

(以下を参照:  特権の作動方法 と パーミッションのしくみ )。 管理者は、また、 FlowForce Server ロールを グループ または

ユーザーアカウント割り当てることができます (以下を参照:  ユーザーにロールを割り当てる )。

· 管理者は、 FlowForce Server にインポートされたドメインユーザーの名前を変更、またはパスワードを変更することはできませ

ん。 

· 管理者は、FlowForce Server にインポートされたドメイングループの名前を変更、またはメンバーシップを変更することはできま

せん。 

· 管理者 FlowForce Server からインポートされたドメインアカウントを削除することができます。 これは、￥ドメインからアカウント

を削除することは無く、関連した特権を変更することはありません。

· インポートされたドメインアカウントが、割り当てられた FlowForce Server 特権とパーミッションを保有する場合、これらは、特権

レポートに表示されます  (以下を参照:  特権レポートの閲覧 )。

ディレクトリサービスの設定を変更する方法:

1. FlowForce W eb 管理インターフェイスからログオンします 。

2.  「管理」をクリックし、「設定」をクリックします。

使用することのできる設定は、以下のとおりです:

有効化

FlowForce Server にドメインユーザー名とパスワードを使用してユーザーがログオンできるようにこのチェックボックスを選択します。このチェッ

クボックスをチェックすると、以下に説明されているとおり、 Active Directory または ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル

(LDAP) オプションを選択する必要があります。



84 サーバーの構成 ディレクトリサービスの設定

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) オプションを選択した場合、 (ユーザー名、パスワードなどの) 接続の詳細が正確

であることを確認してください。 「保存」 をクリックすると、FlowForce は指定された LDAP サーバーと通信を試み、接続の詳細が有効で

ない場合、エラーが表示されます。 FlowForce Server の LDAP サーバーへの接続が成功しない限り、 LDAP 設定を保存できない事

に注意してください。 

Active Directory オプションを選択した場合、FlowForce Server が作動するマシンは、Active Directory により管理されているド

メインの一部である必要があります。

ディレクトリサービスの認証を有効化後、FlowForce Server ログインページで 「ログイン」と呼ばれる追加ドロップダウンリストが表示される

ようになります。 「ログイン」 ドロップダウンリストによりユーザーが、次のアイテムを含む認証オプションを選択することができます:

· 直接:  これはデフォルトの FlowForce Server 認証オプションです。

· [特定の W indows ドメイン]:   FlowForce Server が作動するマシンに対して適用できます。

次も参照してください:  FlowForce Server へのログオン 。

接続

Active Directory を選択して、 Active Directory との直接の統合を有効化します。これは FlowForce Server が W indows

上で作動中にのみ適用することができます。

ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) を選択して、 LDAP に準拠するディレクトリサービスとの統合を有効化します。

詳細を以下の通り入力します:

· ホスト —  LDAP サーバーのホスト名、ドメイン名、または IP アドレスを入力します。ポート番号を追加するには、ポート番号の

後にコロン文字を追加します。 例えば、 somehost:10389

· ユーザー —  ディレクトリサービスをクエリする管理者の権利を持つユーザー名を入力します。 ユーザー名は 「Distinguished-

Name」 (例えば、cn=name,dc=domain,dc=com) の書式、または Active Directory のみに適用される 「ユーザー プリ

ンシパル名」 (例えば、  user@some.domain.com) 書式を使用することができます。メモ:   他の LDAP サービスに関しては

「識別名」書式を使用します。

· パスワード —  ユーザーのパスワード。メモ:  パスワードの入力を複数回間違えると、 LDAP サーバーはアカウントをロックする場合

があります。この場合、継続する前にアカウントがロックされていないことを確認してください。 

· SSL の使用 LDAP サーバーがクライアントから SSL 暗号化済みの接続を受け入れるように構成されている場合のみこのチェッ

クボックスを選択してください。 このオプションを選択する場合、安全な接続のために LDAP サーバーにより使用されているポート

番号 (通常ポート 636)  に変更してください。所属機関が両方のマシン上で信頼されるルート証明書を既に使用する場合、追

加の構成手順は存在しません。それ以外の場合、 LDAP サーバーのルート (CA) 証明書は、FlowForce Server が作動

するマシンにインストールされている必要があります:

a. LDAP サーバーが存在するマシン上で、信頼されてる証明書ストアからルート証明書をエクスポートします。 使用中のオペレ

ーティングシステムに固有のツールを使用します (例えば、W indows上では証明書スナップインを使用します  ).

b. FlowForce Server が存在するマシン上では、ルート証明書のインポートで説明されている通り、信頼されている証明書ス

トアから証明書をインポートします。

一部の場合、LDAP サーバーは特定の標準に一致しない任意のスキーマが存在します。FlowForce Server が使用中の LDAP プロ

バイダーのスキーマを検知できない場合、 「ディレクトリサービスは無効な LDAP スキーマを検知しました。 に類似したエラーが表示されま

す。 この場合、 directoryservice.cfg ファイルを FlowForce Server 実行可能ファイルと同じディレクトリにコピーします。このファイル

が存在すると、 FlowForce Server はプロバイダーを自動的に検知しようとしません。

全てのドメインユーザーにログインを許可

ドメイン資格情報を使用してユーザーが FlowForce に最初にログオンするとユーザーのドメインアカウントが FlowForce ユーザーデータベ

ースにインポートされる場合、このチェックボックスを選択します。

このオプションが無効化されていると、管理者によりドメインアカウントが既に FlowForce Server にインポートされている場合、 ドメインユー

ザーは FlowForce Server にログオンすることができます。 次も参照してください:  ドメインとユーザートロールのインポート。
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デフォルトのログインドメイン

有効化 チェックボックスが選択され設定が保存された後にこのオプションは表示されます。 

ドロップダウンリストは、マシンがメンバーのすべてのドメインを表示しています。ディレクトリサービス認証が有効化されていると (上記の最初のオ

プションを確認してください) FlowForce ログインページ内のユーザーがドメインのリストを確認することができます。 

ドメインが FlowForce Server 認証ページ内の ログイン ドロップダウンリスト内のデフォルトの選択として選択される場合、「ドメインのロ

グインをデフォルトとする」 チェックボックスを選択してください。

「ドメインのログインをデフォルトとする」チェックボックスをクリアすると、ビルトイン FlowForce Server 認証 (「Directly」) がデフォルトの

選択です。
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3.7 ログ設定

FlowForce Server は (ジョブ出力イベント、変更イベントの構成、エラーなどの)多種のイベントと発生の時刻を登録するログインメカニズ

ムを提供します。専用のページから　ログイベントを確認することができます。ジョブログの確認 を参照してください。ログイベントは

FlowForce Server 内部データベースのサイズを大幅に増量することができることに注意してください。このために archive-log または

truncate-log /system/maintenance 関数を使用して、ログは定期的に達成され、クリーンアップされる必要があります。ログを妥当

な制限内のサイズに収める手助けをする他の設定を使用することができ、このページの下の部分で説明されています。

FlowForce Server 内でのログには2つの種類が存在します:

1. 手動の介入を全く必要としないデフォルトのシステムログ。この種類のログはすべてのイベントを登録しますが、更に良い状態のシス

テムの安定度とパフォーマンスのために各ログレコードを一定のリミットまで保持します。システムログが十分な詳細のレベルを提供し

ない場合、または、 (ステップ内のパラメーター値などの) ログエントリが切り捨てられている場合、明示的なログを下記の通り選択

することができます。

2. ジョブ構成ページから強制することのできるオプションの (明示的な) ログ。ログ構成ページは、ログ内でトラックする各パラメータの横

にあり、オプションで有効化することのできる ログ  ボタンを提供します。これを行うことで、ジョブが実行されると、そのパラメーター

のフル値がログされます。更に、その関数を明示的にログするために、 log 式関数内で FlowForce 関数を埋め込むことができま

す。また、これは式を切り捨てることなくフルにログします。FlowForce Server は明示的なログの結果としてログされるエントリの

サイズを制限しません。 

ログの制限

デフォルトのログサイズを高い値に変更すると、システムの安定度とパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。

デフォルトのログサイズを高い値に変更すると、システムの安定度とパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。ですから、このオプ

ションの使用には注意してください。明示的なログを使用するための奨励されるアプローチは上記の通りです。

ログエントリのデフォルトのサイズをビューまたは変更する方法:

1. FlowForce W eb 管理インターフェイスからログオンします 。

2. 「管理者 | 設定」 に移動して、「ログのリミット」の下でグループ分けされているパラメーターを監視します。

ログ済みのエントリには2つの種類が存在することに注意してください:文字列の型とリストの型。結果、各型のサイズを管理するために2つのパ

ラメーターが存在します。

デフォルトの文字列の値ログリミット

型「文字列」であるログエントリのデフォルトの長さを指定します。ログエントリがこの値を超すと、

ファイルパスなどの長い任意の値が切り捨てられます。
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デフォルトのリストの値ログリミット

上記同様、型「リスト」であるログエントリに適用されます。

サブリストに再帰する

この設定は他のリストを子として含むリストを操作するジョブに影響を与えます。この値を設定し

て、FlowForce に N レベルの深さをログインのために命令します。

インスタンスのログ

インスタンスログのセクションは特に インスタンスログ ページ内でレポートされた情報のレベルに影響を与えます。

ログされたメッセージには以下の順序の需要度が存在します (低度から高度へ):  情報、警告、エラー[インスタンスのログ]のパラメーターは重

要度に従い特定のメッセージのログをスキップすることを不可能にします。FlowForce Server により保管されるトレース情報の量を構成、

またはログの保管を無効化することができます。下のイメージはデフォルトの設定を表示しています。

ログ保持 チェックボックスをクリアすると、 インスタンスログ ページで情がレポートされません。

メッセージの重要度 オプションは保持されるメッセージを指定します:

無し

メッセージは保持されません

エラー

エラーと重要なメッセージを保持

警告

エラー、重要なメッセージ、および警告を保持

情報

エラー、重要なメッセージ、警告、情報メッセージを保持

すべて

これは最も詳細なオプションです。重要度に関わらず、全てのメッセージが保管されます。

トレースの実行 パラメーターは保管されるトレーシングの詳細の量を指定します:

無し

トレーシングの情報は保管されません

ストリーム

ストリームを保持し、トレースを除外します

トレース

トレースを保持し、ストリームを除外します

フル

トレース情報の可能なすべてのレベルを保持します
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ルール

上記で説明されている[インスタンスログ]の設定は[ルール]を構成します。  ボタンをクリックしてデフォルトに加えカスタムルールを作成するこ

とができます。以下のようなジョブの結果をベースにしてこれによりルールを条件づけて適用することが可能になります:

実行の成功

ジョブの結果は成功としてみなされます。

実行の失敗

ジョブの実行に失敗しました。

ユーザーにより停止

ユーザーアクションによりジョブは停止されました。 ジョブの停止を参照してください。

中断済み

ジョブの完了前にサービスが’中断されました。または FlowForce Server クラッシュしました。,

またはワーカーインスタンスへの接続が( クラスター済み セットアップ内で)失われました 。

このページで定義済みのルールは上から下へ評価されます。ジョブの結果が上記の結果の どれか に一致する場合、ルールは一致します。最

初に一致するルールが優先されます。 

例えば、上記の構成はジョブの実行に成功しない場合フルメッセージログを保持します。すなわち、結果が[実行の失敗]、[ユーザーにより停

止]、および[中断済み}の場合最初のルールがトリガーされます。実行に成功した場合、デフォルトのルールが代わりにトリガーされ、ログメッセ

ージは保持されますが、トレーシング情報を使用することはできません。

カスタムルールをデフォルトのルールの後ではなく、 前 のみに追加することができます。ルールの順序を変更するには 上  と 下  ボタ

ンを使用してください。これらのボタンは3つまたはそれ以上のルールが存在する場合のみ有効化されます。 

以前のルールが一致しなく、カスタムルールを定義する場合、全てをキャッチするフィルターとしてデフォルトのルールを使用することが奨励されま

す。

プロジェクトレベルでのログルール

アプリケーションレベルでグローバルだけではなく特定の FlowForce Server ジョブのためにログルールを作成することができます。サブジョブを

持つジョブのためにルールを作成すると、ルールはすべてのサブジョブにも適用されます。
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ジョブ構成ページを開く方法:

1. ジョブ構成ページが開かれます。

2. ログ設定 ボタンをジョブ構成ページ内でクリックします。

3. ログルールの新規インスタンスをクリックします。

複数のジョブのためにログルールを設定する方法:

1. 構成 をクリックしコンテナーを開きます。

2. 1つまたは複数のジョブ (またはコンテナー全体)を選択し選択されたジョブのためのログ設定をクリックします。必要であれば選択

を詳細設定することのできるダイアログボックスが表示されます:

3. ログ設定の変更をクリックします。 

4. ログルールの新規インスタンスをクリックします。 
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ログの構成設定は[ルール]のセクション内で説明されている設定と同様に作動します。

オブジェクトレベルとアプリケーションレベルの両方でログルールを定義した場合、優先順序は以下のように確立されます:

· オブジェクトレベルで定義されているログルールが最初にチェックされます。

· このレベルで見つかった一致が存在する場合、ルールは適用されアプリケーションレベルでのルールはチェックされません。

· このレベルで一致が見つからない場合、アプリケーションレベルでの一致がチェックされます。
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3.8 サービスの開始と停止 (Linux)

FlowForce Server ソリューションは2つのサービスにより構成されています:  

1. flowforcewebserver

2. flowforceserver

flowforcewebserver サービスを停止するために下のコマンドを実行します。  flowforceserver サービスを開始、または、停止

するには、 下のコマンド内で flowforcewebserver を flowforceserver と置き換えます。

FlowForce W eb Server サービスの開始方法:

sudo systemctl start flowforcewebserver

FlowForce W eb サービスの停止方法:

sudo systemctl stop flowforcewebserver

サービスが作動中か確認するには、次のコマンドを実行してください (flowforcewebserver または flowforceserver と

servicename を置き換えます)。

sudo service servicename status
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3.9 サービスの開始と停止 (macOS)

FlowForce Server サービスの開始:

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceServer.plist 

FlowForce W eb Server サービスの開始:

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceWebServer.plist 

FlowForce Server サービスの停止:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceServer.plist 

FlowForce W eb Server サービスの停止:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceWebServer.plist 
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3.10 サービスの開始と停止 (Windows)

デフォルトで FlowForce Server サービスは自動的に W indows が開始する際に開始されます。サービスを手動で管理する必要がある

場合、以下の命令に従います。

FlowForce Server サービスの開始:

· システム通知エリアの、ServiceController アイコン (  ) をクリックします。そして、「Altova FlowForce W eb >

Setup」を選択します。

FlowForce W eb Server サービスの開始:

· システム通知エリアの、ServiceController アイコン (  ) をクリックします。そして、「Altova FlowForce Web > Start

service」を選択します。

FlowForce Server サービスの停止:

· システム通知エリアの、ServiceController アイコン (  ) をクリックします。そして、「Altova FlowForce Server >

Stop service」を選択します。

FlowForce W eb Server サービスの停止:

· システム通知エリアの、ServiceController アイコン (  ) をクリックします。そして、「Altova FlowForce W eb > Stop

service」を選択します。

Microsoft 管理コンソールを使用して FlowForce Server サービスを開始することもできます (コントロールパネル > 管理ツール > サービ

ス)。 
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3.11 FlowForce Server アプリケーションデータ

このセクションでは、 FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリのコンテンツについて説明されています。この情報は、手動でメ

ジャーな FlowForce Server バージョンにデータを移行する場合、または、 . ini ファイルを編集することにより FlowForce Server 構成

設定を変更する場合、役にたちます。

アプリケーションデータディレクトリは、 FlowForce Server と、ジョブ、トリガー、システム関数、サーバーログ、他のファイルなど、そのユーザー

により生成されたデータを保管します。 

アプリケーションデータディレクトリは、複数の .ini スタイル構成ファイルも含んでいます。管理者は、  W eb 管理インターフェイス 、セットアップ

ページまたは、 コマンド ライン インターフェイスから設定を変更する代替として、. ini 構成ファイルをテキストエディターで編集することができま

す。

アプリケーションデータディレクトリへのパスは、 オペレーションシステムとプラットフォームにより以下のように異なります。

Linux

/var/opt/Altova/FlowForceServer2021

macOS

/var/Altova/FlowForceServer2021

Windows

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021

下のテーブルは、アプリケーションデータディレクトリ内のメインのファイルとフォルダーのリストを表しています。 

flowforceserver.ini FlowForce Server のグローバル構成設定を保管します。(現在サーバーログとエ

ラーメッセージに使用されている言語です )。

flowforceweb.ini FlowForce W eb Server のグローバル構成設定を保管します。(W eb 管理イ

ンターフェイスの言語 )。

メモ:  (下で説明されているとおり)  data ディレクトリに保存されている

flowforceweb.ini ファイルと区別してください.

data/cache.db このデータベースファイルは、 FlowForce のキャッシュ機能に関連したデータを保管

します(以下を参照:ジョブの結果をキャッシュする  )。

data/state.db このデータベースファイルは、 FlowForce の可変の状態(つまり、構成されていない

状態)を保管します。

data/ffweb.log

data/flowforce.log

これらのファイルは、 FlowForce W eb Server と FlowForce Server からの

ログメッセージをそれぞれ保管します。これは W indows と macOS システムに対

して適用されます。

Debian 、Ubuntu および CentOS または以降に対しては、ログはシステムログ

に書き込まれます  ( /var/log/syslog  )。 

data/flowforce.db このデータベースファイルは、FlowForce Server オブジェクトシステム、アクティブな

データ、アクティブなジョブ、ロール、およびその他を保管します。

data/flowforcelog.db このデータベースファイルは、 FlowForce Server ログを保管します。

data/flowforce.ini この構成ファイルは、 FlowForce Server のポートとのリッスンインターフェイスを定

義します。ファイルの参照の構成も参照してください。
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data/flowforceweb.ini この構成ファイルは、 FlowForce W eb Server のポートとのリッスンインターフェイ

スを定義します。ファイルの参照の構成も参照してください。

data/files デプロイされた機能に関連したファイルを保管します。

data/logs ジョブ実行ステップからのキャプチャされた出力を含みます。

data/tmp 一時ファイルを保管します。

data/tools (MapForce Server または StyleVision Server などの)他の Altova サーバ

ー製品が FlowForce Server と共にインストールされる場合、このディレクトリは

FlowForce Server がこれらの製品作業を可能にする . tool ファイルを保管しま

す。

このディレクトリが空の場合、各製品のインストールディレクトリから各製品のツール

ファイルを手動でコピーすることができます。 

MapForce マッピング、または、 StyleVision 変換の実行に必要な . tool ファイ

ルを環境変数を設定するために編集する必要がある可能性があります (以下を参

照:環境変数の設定 )。
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3.12 FlowForce Server のローカライズ

FlowForce Server は以下の言語へのサポートを搭載しています:  英語、フランス語、ドイツ語、 スペイン語、および 日本語。これらの言

語のローカライズされたバージョンを作成する必要はありません。これら４つの言語をデフォルトの言語として設定する場合は、 FlowForce

Server の setdeflang コマンドを使用してください。 

FlowForce Server のローカライズされたバージョンを作成する:

1. exportresourcestrings コマンドを使用してリソース文字列を含む XML ファイルを生成します。

2. リソース文字列をターゲット言語に翻訳します。 リソース文字列は、 XML ファイル内の <string> 要素のコンテンツです。

{option} または { pr oduct }  などの、中かっこ内の変数は翻訳しないでください。 

3. 翻訳された XML ファイルからローカライズされた DLL ファイルを生成するには、 Altova サポートに連絡を取ってください。

4. Altova サポート (https://www.altova.com/support)　からローカライズされた DLL ファイルを受信すると、

<INSTALLATION FOLDER>\FlowForceServer2021\bin フォルダーに DLL を保存してください。 DLL ファイルは、

以下のフォームを使用します:  FlowForceServer2021_lc.dll 。名前の_lc 部分は、言語コードを含んでいます。 例え

ば、  FlowForceServer2021_de.dll では、 de パート がドイツ語 (Deutsch) のための言語コードです。

5. 使用する　FlowForce Server アプリとして、ローカライズされた DLL ファイルを設定するには、 setdeflang コマンドを使用

します。 setdeflang コマンドの引数として DLL 名の一部である言語コードを使用します。

http://www.altova.com/support
https://www.altova.com/support
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3.13 バックアップと復元

FlowForce Server 内のデータをバックアップするには2つの方法があります :

1. W eb 管理インターフェイス。 この種類のバックアップには構成データのみが含まれます:  ジョブ、資格情報、デプロイ済みの

MapForce マッピングまたは StyleVision 変換、リソース、 AS2 証明書、 AS2 パートナー。 アプリケーション設定、またはユ

ーザーは含まれません。相対するオブジェクト上でパーミッションが許可する場合、 FlowForce Server ユーザーは構成データの

インポートまたはエクスポートを実行することができます。

2. アプリケーションデータディレクトリの管理バックアップ。 このアプローチは FlowForce Server がインストールされているマシン上

の FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリ へのアクセスが必要となります。 アプリケーションデータディレクトリ前の

ドットからのすべてのデータが含まれており、ユーザーと (Active Directory などの Directory Service からインポートされたユ

ーザーとロールを含む) ロールおよび電子メール、または、 LDAP サーバー設定、パスワードポリシー、クラスター設定などのアプリケ

ーションレベルの設定が含まれます。

メモ: このトピックでは (ジョブ、または FlowForce リソース、またはローカルファイルベースのデータベースに対して入力/出力であるファイ

ルまたはディレクトリなど) FlowForce Server の外部のデータのバックアップと復元に関しては説明されていません。このデータを

個別にバックアップする必要があります。ベストプラクティスとして より簡単なバックアップと管理のために(可能であれば) このような外

部データを全て同じディレクトリに保管してください。

ヒント

データを新規のマシンに移行、または、バックアップから復元する場合、以下のヒントを考慮してデータのポータブル性を保証してください:

· LicenseServer が (いわゆる 「フェールオーバー」サーバーと呼ばれる)フォールバックの2番目のサーバーを構成することが奨励さ

れます。詳細に関しては、 LicenseServer ドキュメント (https://www.altova.com/documentation)を参照してください。

· 全てのジョブは (インラインではない) スタンドアロン資格情報 を使用することが奨励されます。そのオペレーティングシステムにリンクさ

れているユーザー資格情報をマッチするためにジョブ内のローカル (インライン) 資格情報を使用する場合、新規のサーバーマシン

上で変数する必要があります。反対に、スタンドアロン資格情報を使用する場合、新しいサーバーマシン上でスタンドアロン資格情

報を編集するだけです。 

· MapForce からデプロイされたマッピング関数を実行する場合、絶対的なレファレンスの代わりにリソースを使用してファイル、フォル

ダーパスとデータベースを参照することを考慮してください。

· FlowForce Server 内で直接ユーザーとロールを作成し管理する代替として、 W indows Active Directory または

Directory Services のためのサポート付きの他の LDAP Server を使用してください。詳細に関しては、ディレクトリサービス

設定の変更を参照してください。 

W eb 管理インターフェイスからの部分的なバックアップ

選択されたオブジェクトをバックアップする場合、 FlowForce W eb 管理インターフェイスにログインして、「エクスポート」機能を使用しま

す。 エータを復元するばあい、 インポート 機能を使用してください。  詳細に関しては、構成データのインポートとエクスポートを参照してくだ

さい。 

メモ: エクスポートされるデータと同じまたは以降のバージョンである FlowForce Server インスタンスに構成データをインポートすることが

できます。 構成データを FlowForce Server の前のバージョンにインポートすることは成功するかもしれませんが回避されるべき

です。 

全ての FlowForce アプリケーションデータのバックアップ

全てのアプリケーションデータのバックアップは基本的に FlowForce Server データベース (DATADIR) のコピーを後に必要に応じて安全

な場所に作成することにより構成されます。

下の命令内では、 DATADIR は以下のディレクトリを参照します:

https://www.altova.com/documentation
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· Linux: /var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

· macOS: /var/Altova/FlowForceServer2021/data

· Windows: C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data

時間とディスクのスペースを節約するために、 DATADIR ディレクトリを可能な限りコンパクトにまとめます。以下の追加ステップを実際のバック

アップの前に行い節約を行います:

1.  ビルトインの archive-log 関数を実行するジョブを作成し、古いログレコードをアーカイブ化します。

2. ビルトインの truncate-log 関数を実行するジョブを作成し、古いログレコードを削除します。

3.  ビルトインの cleanup-files 関数を実行するジョブを作成し、使用されていないファイルを削除します。

4. compactdb を使用して FlowForce Server 実行可能ファイルを実行します。

実際のバックアップステップを続行することができます:

1. FlowForce Server と FlowForce Web Server サービスを停止します。 Linux、macOS、と Windows のための命令を

参照してください。

2. DATADIR のコピーを作成し、安全なディレクトリにコピーします (異なるマシンまたはディスクが良いでしょう)。慣例では、このコピー

を以降の手順で  DATADIR_BACKUP と呼びます。

DATADIR 内の private.db ファイルは、パスワード秘密キーなどの機密な情報を含んでいます。バックアップが安全な場所に保管

されていることを保証してください。 

データの復元

DATADIR_BACKUP が同じバージョンで現在作動している FlowForce Server と同じマシン上の場合、以下を簡単に復元すること

ができます:

1.  FlowForce Server サービスが作動中の場合、停止してください。 Linux、macOS、と Windows のための命令を参照してく

ださい。

2. DATADIR を例えば、 temp_data に名前を変更してください。

3. DATADIR_BACKUP を  DATADIR にコピーしてください。 

4. FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスを開始します。

古いデータベースバージョンを有する他のマシンからのバックアップも復元することができます。FlowForceデータを新規のサーバーに移行する

場合、または、ハードウェアの障害が発生した場合などに下の手順は役に立つ可能性があります。

メモ:

· 同じまたは異なるオペレーティングシステムを作動するマシンで復元を実行することができます。後者の場合、ジョブ内で使用されて

いるすべてのパスは新規のオペレーティングシステムで有効でない場合があります。この場合、更新を手動で行う必要があります。

· オペレーティングシステムユーザーアカウントの操作に関連する資格情報(「ジョブ実行のための使用方法を許可する」 オプション

が有効化されている個所での資格情報) は新規のマシンで有効ではない場合があり、この場合手動で更新される必要がありま

す。 

新規の FlowForce Server インストールまたはバージョンに復元する方法:

1. FlowForce Server をインストールして、適応できる場合、以下もインストールします:  MapForce Server, StyleVision

Server および RaptorXML Server。LicenseServer もインストールする場合、FlowForce Server インストールの一部と

して行います (W indows のみ実行可能です)。他のプラットフォームでは、 LicenseServer を個別にインストールする必要が

あります。 
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2. LicenseServer W eb 管理インターフェイスにログオンし、古いマシンから登録されている製品すべてを登録解除します。次に

LicenseServer を使用する新しいマシンからの製品を全て登録します。この手順は移行後に行うこともできます。 

3. FlowForce Server サービスが作動中の場合、停止してください。 Linux、macOS、と Windows のための命令を参照して

ください。

4. DATADIR を例えば、 temp_data に名前を変更してください。

5. --datadir として DATADIR を、 --olddatadir として DATADIR_BACKUP を提供して migratedb コマンドを

実行します。例:

Windows

FlowForceServer migratedb 

  --datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data 

  --olddatadir=C:\transfer\backup_data

CentOS

sudo ./flowforceserver migratedb 

  --datadir=/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

  --olddatatdir=/home/chang/backups/data

6. (順番に) FlowForce Server と FlowForce Web Server サービスを開始します
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4 配布済みの実行

データのスループットを向上し、基本的なフォールトトレランスを提供するために、FlowForce Server インスタンスがクラスターとして実行さえ

るように構成します。これにより以下の利点が提供されます:

· バランスのロード

· 更に適格なリソース管理

· スケジュールされた管理

· サービスの中断のリスクの削減

バランスをロードする方法

ハードウェアの制限により FlowForce Server が同時に実行される複数のジョブインスタンスにより圧倒される場合、ワークロードを他の実

行中の FlowForce Server (いわゆる 「ワーカー」) 再分配することができます。「マスター」マシンと複数の「ワーカー」マシンにより構成され

ているクラスターをセットアップし、クラスター内のライセンス供与済みのコアを活用することができます。

リーンなリソース管理方法

「マスター」として指定されているマシンの一つは継続的にジョブトリガーを監視し、状況に応じてワーカーにキューされているアイテム、または、

自身に割り当てます。 例えば、マスターマシンをジョブインスタンスを処理しないように任意で構成し、データ処理とは異なり、リソースを自由に

し、リソースを FlowForce Service の継続的な準備のためにのみ使用することができます。 

ワーカーの計画された管理方法

サービスの準備を邪魔することなく、「マスター」 ではないの実行中の FlowForce Server インスタンスを再起動、または、一時的にシャット

ダウンすることができます。「マスター」は常に使用できることが期待されます。再起動、または、シャットダウンはサービスの準備を中断します。 

サービスの中断の危険性を削減する方法

ハードウェアの故障、停電、接続されていないネットワークケーブルなどの場合、影響は使用中のマシンが「ワーカー」または「マスター」により異

なります:

· マシンが「ワーカー」の場合、ワーカー上の実行中の FlowForce ジョブは失われます。ですが、同じジョブの新規のインスタンスが

異なるワーカー (または、構成されている場合はマスター )により引き継がれるため、 FlowForce サービスの一般的な提供は失

われません。失敗を含むジョブの実行ステータスは、マスターにレポートされ、ジョブログ上で表示されるため、管理者は適切なアク

ションを手動でとることができます。 

· マシンが「マスター」の場合、サービスの供給は失われます。この場合、マスターが使用できない限り、新規のジョブインスタンスを開始

することはできません。
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4.1 配布済みの実行に関連する用語

次の用語は配布済みの実行とバランスのロードに関連する用語です。

サーバーインターフェイス

サーバーインスタンスは実行されている、ライセンス供与済みの FlowForce Server ことです。両方のサービス (FlowForce W eb

Server と FlowForce Server) はマシン上で実行されていることが想定されています。

ジョブインスタンス

ジョブインスタンスはジョブとは異なります。FlowForce ジョブをジョブ構成ページから構成すると、ジョブ構成を作成することができます。ジョブ

のための定義済みのトリガーの必要条件が適用されると、ジョブの実行が開始されます。ジョブインスタンスはジョブと関連する実行キューにより

定義されているとおりクラスター内で再配布されます。ジョブインスタンスは常に単一のクラスターメンバー上で全体で作動します。

クラスター

クラスターはインスタンスが使用できない場合、ジョブを並列して実行、または、ジョブを再配布するために通信する FlowForce Server の

複数のサービスインスタンスを表します。クラスターは1つの「マスター」と複数の「ワーカー」により構成されています。 

マスター

ジョブによりトリガーされた条件を継続的に評価し、FlowForce サービスインターフェイスを提供する「マスター」は FlowForce Server イン

スタンスです。 マスターは同じクラスター内のワーカーマシンを考慮し、ジョブインスタンスを処理する、更に(または、代わりに)、ジョブインスタンス

を割り当てるように構成されている可能性があります。 

ワーカー

ローカルジョブを実行する代わりにマスターインスタンスと通信するように構成されている FlowForce Server インスタンスです。ワーカーはマス

ター FlowForce Server が割り当てているジョブのみを実行することができます。 

実行キュー

実行キューはジョブの「プロセッサー」です。これはジョブインスタンスがどのように実行されるかを管理します。実行するためには、各ジョブはター

ゲット実行キューに割り当てられます。キューは、(キューに割り当てられているすべてのジョブの) ジョブインスタンスが一度に実行される数、実

行間の遅延を管理します。デフォルトで、キュー設定はジョブに対してローカルですが、キューを複数のジョブによりシェアされるスタンドアロンオブ

ジェクトとして定義することもできます。キューはジョブに対してローカルであること、または、複数のジョブで共有されることができます。複数のジョ

ブが同じキューに割り当てられている場合、実行のためにそのキューは共有されています。

更に、適切な (特権とは異なる)コンテナーパーミッションを有する場合のみキューを確認、または、キューにジョブを割り当てすることができま

す。具体的には、キューを作成するためにユーザーが[実行キューを定義する]特権を持つ必要があります、特権のしくみを参照してください。

更に、(特権とは異なる)適切なパーミッションがある場合のみユーザーはキューを確認、またはキューにジョブを割り当てることができます。 パー

ミッションのしくみを参照してください。これは、キューにジョブを割り当てできることを意味します。キューへのアクセスを制限するには、キューが定

義されている個所にコンテナーをナビゲートし、コンテナーのパーミッションを ロール authenticated のために「キュー - アクセス無し」に変更

します。次に、パーミッション 「キュー - 使用」 を特定のロール、または、必要なユーザーに割り当てます。詳細に関しては、/public コンテナ

ーへのアクセスを制限するを参照してください。
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4.2 「マスター」モードでの FlowForce Server の作動

ジョブによりトリガーされた条件を継続的に評価し、FlowForce サービスインターフェイスを提供する「マスター」は FlowForce Server イン

スタンスです。 マスターは同じクラスター内のワーカーマシンを考慮し、ジョブインスタンスを処理する、更に(または、代わりに)、ジョブインスタンス

を割り当てるように構成されている可能性があります。 

インストール後すぐ、 FlowForce Server インスタンスは (自身を含む)1つのマシンクラスターのマスターとしての役割を果たします。しかしな

がらワークロードを引き受けるワーカーが存在しないためワークはすぐに配布されません。クラスターをセットアップするには、このドキュメントで記

述されている通り追加の FlowForce Server インスタンスをインストールし、「ワーカー」モードに変換します。バランスをロードするクラスター

は、マスターマシンに加え、少なくとも1つのマシンがワーカーとしての役割を果たしている場合のみセットアップする準備が整っていると考えられま

す。

メモ: クラスター内には一つのマスターマシンのみが存在することができ、ワーカーの数量は制限されていません。

スタンドアロン FlowForce Server インスタンスとマスターインスタンス間の操作に差はありません。ジョブの構成とログの処理は同様に行わ

れます。唯一の差は、マスターは同じクラスターからのワーカーと通信することです。 クラスター管理ページ内では、セキュリティトークンを確認し

ていないがジョインする予定のワーカーを含む、マスターにジョインされたワーカーのリストを常にビューすることができます。 このページから、このよ

うなワーカーを確認するセキュリティトークンを生成し、ワーカーを完全に削除することができます。 詳細は、 「ワーカー」モードに FlowForce

Server を変更する と 「ワーカー」モードを停止する方法を参照してください。

マスターマシンは継続されたサービスの提供、ワーカーに割り当て済みのジョブインスタンスのステータスの収集、結果のレポートの責任を担いま

す。この理由のため、マスターマシンは、処理環境の需要に従いバランスされていることが重要です。 これを達成するためには、マスターが主に

サービスインターフェイスを提供する一方、ジョブをワーカーにより処理されるキューにリダイレクトすることができます。 マスターは、ワーカーが存在

しないイベント内でも、自身でワークロードの処理の一部を行うように構成することができます。 配布された実行のセットアップを参照してくださ

い。
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4.3 「ワーカー」モードに FlowForce Server を変更する

「ワーカー」モードに FlowForce Server を変更することは、「マスター」 FlowForce Server インスタンスによりリクエストされている通り

ジョブの処理のためにのみにリソースを割り当てることを意味します。 通常モードに切り替えない限り、ワーカーに変更されると、 FlowForce

Server はローカルで構成されているトリガーとジョブを実行することはできません。 FlowForce Server インスタンスの「ワーカー」ステータス

は W eb 管理インターフェイス上に常に表示されています。

下に表示される通り、クラスター管理ページから FlowForce Server を常にワーカーノードに変換することができます。ワーカーモードを必要

としない場合、 FlowForce Server を停止し、通常モードに戻すことができます。 「ワーカー」モードを停止するを参照してください。

W indows 上では、インストール中にクラスター構成オプションの一部を指定することができます。 W indows 上でのクラスターインストールを

参照してください。

前提条件

· FlowForce Server インスタンスがインストールされており、作動している必要があります。同じ必要条件が「マスター」としての役

割を果たす2番目の FlowForce Server インスタンスにも適用されます。 

· クラスターに関連したアクションを取る必要のある各マシン上で、 FlowForce ユーザーアカウントは、「クラスターの保持」特権を必

要とします。 特権のしくみを参照してください。 デフォルトでは、ルートユーザーアカウントにはこの特権が存在します。

· MapForce Server、StyleVision Server、RaptorXML Server、または、 RaptorXML+XBRL Server ライセンスを

必要とするジョブをワーカーが作動している場合、これたのツールはワーカーインスタンスにインストールされており、ライセンス供与され

ている必要があります。マスターインスタンスはこのようなジョブを実行しません (全てのジョブとキューがワークロードをワーカーに再配

布することを想定して) これらのツールはマスターにインストールされる必要はありません。

· マスターマシン上のセットアップページを開き、マスターインスタンスへの接続が有効化されていることを確認し、バインドアドレスが設定

されていることを確認してください。例:

セットアップページを開くを参照してください。

実行中の FlowForce Server を「ワーカー」モードに変更する方法

1. ワーカーになる FlowForce Server インスタンスにログオンし、FlowForce Server にログオンするを参照してください。

2. 「管理」 をクリックして、「クラスター」クリックし、クラスター管理インターフェイスにアクセスします。

3. 「マスターインスタンスにジョインするリクエスト」をクリックします。

4. マスターになるマシンのホスト名を入力します。

5. 任意で、ジョインリクエストを識別するためにカスタムテキストメッセージを入力します。 (このサンプルでは、「ワーカーマシンからこんに

ちは！」 )。
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6. 「マスターのジョインのリクエストの送信」をクリックします。

バインドアドレスがマスターマシン上で正確に構成されており、ポートがファイアウォールによりブロックされていないことを確認して

ください。上記の必要条件を参照してください。

7. マスターである FlowForce Server にログオンし、クラスター管理インターフェイスにアクセスします。 

8. ワーカーマシンからのジョインリクエストエントリを検索し、「リクエストの承認」をクリックします。

9. ワーカーマシンからのリクエストの横の 「トークンの表示」 をクリックします。このワーカーをクラスターにジョインするために必要な秘密

キーが表示されます。

10. ワーカーマシンに秘密キーを転送します。これを行う簡単な方法は、ブラウザー内で両方の FlowForce Serve インスタンスを開

き、1つのウィンドウから他のウィンドウにコピーし張り付けます。または、キーを転送するために、電子メールまたは他の方法を使用す

ることができます。 

11. ワーカーマシンからクラスター管理インターフェイスにアクセスします。

12. 「マスターインスタンスのジョインを完了する」をクリックします。
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13. マスターの名前を入力し、秘密キー (トークン) を提供されたテキストボックスに張り付け、「マスターのジョインを完了する」をクリッ

クします。

成功した場合、ページ内に通知メッセージが表示されます。

FlowForce Server はワーカーモードで、マスターマシンによるリクエストによりのみジョブを実行することができます。マシンをスタンドアロンノー

ドに切り替える必要がある場合は、「マスターインスタンスから移動する」をクリックします。 「ワーカー」モードを停止する方法を参照してくだ

さい。 
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4.4 Windows 上でのクラスターインストール

FlowForce Server を W indows にインストールする場合、ウィザードのステップの1つにより FlowForce Server のクラスターの状態を

定義することができます:  スタンドアロン、マスター、ワーカー 。

インストール後にクラスターをセットアップすることもできます。それ以外の場合、次のオプションから1つを選択してください:

a. (デフォルト) 複数の FlowForce Server インスタンスをクラスターとして実行しない場合、「スタンドアロン」を選択します。

b. マスター インスタンスとしてこの FlowForce Server インスタンスを使用する場合「マスター」を選択します。このオプション

は、マスター FlowForce Server インスタンスがリッスンするポート番号を指定することを必要としてます。このポートは

「FlowForce Server」 と 「FlowForce W eb Server」 サービスにより使用されているポートと異なることに注意してくだ

さい。

c. ワーカー インスタンスとしてこの FlowForce Server インスタンスを使用する場合、「ワーカー」を選択して下さい。

「マスター」 を選択すると、セットアップページ内の「マスターインスタンス暗号化済み接続」がインストール中に指定された値に設定されます。

クラスターにワーカーを追加することができます。これを行うには、新規の FlowForce Server インスタンスを上に示されるようにワーカーとして

追加する、または、既存の FlowForce Server インスタンスをワーカーモードに変換します。「ワーカー」モードに FlowForce Server を

変更するを参照してください。 アプローチに関わらず、マスターにジョインする前に、「ワーカー」モードに FlowForce Server を変更するで説

明されているとおり、各ワーカーのセキュリティトークンを手動で確認する必要があることに注意してください。 

「ワーカー」 を選択した場合、ルートユーザー(または、「クラスターを管理する」特権を有するユーザー)として最初にログインした後、クラスター

管理ページにリダイレクトされます。クラスター管理ページから、マスターにジョインすることをリクエストでき、「ワーカー」モードに FlowForce

Server を変更する内で説明されている通り処理を完了することもできます。 
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4.5 配布された実行のセットアップ

配布済みの実行のコアには実行キューの概念が存在します。

実行キューはジョブの「プロセッサー」です。これはジョブインスタンスがどのように実行されるかを管理します。実行するためには、各ジョブはター

ゲット実行キューに割り当てられます。キューは、(キューに割り当てられているすべてのジョブの) ジョブインスタンスが一度に実行される数、実

行間の遅延を管理します。デフォルトで、キュー設定はジョブに対してローカルですが、キューを複数のジョブによりシェアされるスタンドアロンオブ

ジェクトとして定義することもできます。キューはジョブに対してローカルであること、または、複数のジョブで共有されることができます。複数のジョ

ブが同じキューに割り当てられている場合、実行のためにそのキューは共有されています。

更に、適切な (特権とは異なる)コンテナーパーミッションを有する場合のみキューを確認、または、キューにジョブを割り当てすることができま

す。具体的には、キューを作成するためにユーザーが[実行キューを定義する]特権を持つ必要があります、特権のしくみを参照してください。

更に、(特権とは異なる)適切なパーミッションがある場合のみユーザーはキューを確認、またはキューにジョブを割り当てることができます。 パー

ミッションのしくみを参照してください。これは、キューにジョブを割り当てできることを意味します。キューへのアクセスを制限するには、キューが定

義されている個所にコンテナーをナビゲートし、コンテナーのパーミッションを ロール authenticated のために「キュー - アクセス無し」に変更

します。次に、パーミッション 「キュー - 使用」 を特定のロール、または、必要なユーザーに割り当てます。詳細に関しては、/public コンテナ

ーへのアクセスを制限するを参照してください。

共有されたキューは単一の FlowForce マシン上、または、クラスターとして作動する複数の FlowForce Server インスタンス上でサーバ

ーのロードを管理する柔軟的なメカニズムを提供します。ロードのバランスの構成は複数のステップのプロセスです:

1. 最初に、資格情報またはジョブなどの FlowForce 構成データに類似した専用のページを作成します。

2. それぞれのキューに、処理設定を定義します。 例えば、マスターのみ、ワーカーのみで実行されるキューを構成します。 例えば、デ

フォルトでマスターとすべてのワーカーでキューが実行されるように構成することができまが、すべてのワーカーが使用できない場合、

キューはマスターにのみファールバックします。 

3. 各ジョブの構成を編集し、ジョブを前に作成されたカスタムキューに割り当てます。

キューの作成

キューをスタンドアロンオブジェクトとして作成する:

1. 「構成」 をクリックして、キューを作成するコンテナーにナビゲートします。 

2. 「作成」をクリックして、「キューの作成」をクリックします。
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3. キューの名前、そして任意で、詳細を入力します。すべての設定の参照に関しては、下の「キューの設定」を参照してください。

4. [保存]をクリックします。

キューの設定

構成のために使用することのできる設定は下にリストされるとおりです。

キューの名前

キューを識別する名前を入力します。これは必須のフィールドで、スペースで開始し、終了する必

要があります。または文字、数字、単一スペース、アンダースコア ("_ ")、ダッシュ ("-") および終

止符 (".") 文字のみを含むことができます。

(ローカルではなく) キューがスタンドアロン キューとして定義されている場合のみこのフィールドは適

応可能です。

キューの説明

オプションで、キューオブジェクトのための説明を入力します。 

(ローカルではなく) キューがスタンドアロン キューとして定義されている場合のみこのフィールドは適

応可能です。

実行

このキューからのすべてのジョブインスタンスがどのように実行されるかを指定します:

· マスターまたはワーカー - このキューの一部であるジョブインスタンスはマスターまたはワ

ーカーマシン上で使用できるサーバーコアに従い実行されます。

· マスターのみ - ジョブインスタンスはマスターマシン上でのみ実行されます。

· ワーカーのみ - ジョブインスタンスは使用できるワーカー上で実行されますが、マスター

上では実行されません。
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実行間の最短時間

実行キューは現在アクティブなルールに従い割り当てられたワーカーの数量を乗算した「平行実

行の最大数」設定により管理されている使用可能なスロットの数量である実行スロットを提供し

ます。各スロットは連続的にジョブインスタンスを実行します。 

「実行間の最短時間」設定は、次のジョブインスタンスをすぐにピックアップしないように、スロットを

ジョブインスタンスの完了後、短い間、使用中とマークします。この機能により、この実行キューの

ために最大のスループットを削減し、同じマシン上での他の実行キューと他の処理のために CPU

タイムを提供します。

並列実行の最高数

このオプションはキュー上で使用可能な実行スロットの数量を定義します。設定は現在のキュー

内で並列に実行される同じジョブのインスタンスの数量を決定し、各スロットはインスタンスをシー

ケンス順に実行します。 しかしながら、並列で実行を許可するインスタンスの数量は使用可能

なマシンリソースを競合することに注意して下さい。この値の増加は、集中した I/O オペレーショ

ンを実行しない、または大量の CPU 時間を必要としない軽量のジョブを処理するキューが受け

入れることが可能です。(重量のジョブインスタンスを一度に処理するために)デフォルトの設定 1

は最も保守的で、リソース集中型のジョブを処理するジョブに最適です。

このオプションは FlowForce Server により受け入れられる( W eb サービスとしてジョブを公開

するクライアントからの)並列 HTTP リクエストの最大数に影響を与えません。詳細に関しては

FlowForce Server プールスレッドの再構成を参照してください。

キュー設定の複数の設定を定義することができ、  ボタンをクリックすることにより、それぞれは異なる処理必要条件を持つことができます。

設定の特定のセットの優先順位 (これを「ルール」と呼ぶことにします) を変更するには、「上に移動」  または 「下に移動」  ボタ

ンをクリックします。例えば、 マスターのみが使用できる場合、これらのケースのためにルールを定義することができ、マスターとワーカの両方が使

用できる場合、他のルールを指定することができます。これにより、特定の場合でクラスターの状態により、キューのためにフォールバックメカニズ

ムを有効化することができます。 キューを処理する場合、 FlowForce Server は常にクラスターの状態をモニターし、ワーカーが使用できる

かを検知することができます。ですから、複数のキュー設定ルールを定義すると、 FlowForce Server は、定義された順番に、上から下に

評価し、「実行」に従い、少なくとも1つの割り与えられたクラスターメンバーを持つ最初のルールを取得します。」ます。

サンプルの通り、クラスターが一つのマスターと4つのワーカーマシンを含むセットアップを例にしましょう。キューの設定は下の通り定義されています

:

上記の構成が示す通り、FlowForce はクラスターの現在の状態によりキューを以下のように処理します:
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· 全てのワーカーを使用できる場合、上のルールがマッチされ適用されます。具体的には、16 個までのジョブインスタンスの同時実行

が許可されています  (各ワーカに対して 4 インスタンスの実行が可能です)。実行間の最短の時間は 0 秒です。 

· 3 人のワーカのみが使用できる場合、上のルールがマッチされ適用されます。具体的には、12 個までのジョブインスタンスの同時実

行が許可されており、実行間の最短の時間は 0 秒です。

· 使用できるワーカーが存在しない場合、2番目のルールがマッチされ、適用されます。具体的には、1つのインスタンスが許可され、

具体的には、1つまでのインスタンスの同時実行が許可されており、実行間の最短の時間は 5 秒です。

この種類の構成でも、ワーカが存在しない場合の実行が可能です。「マスターのみ」のルールは厳しいことに注意してください (1つのインスタン

スのみ、各実行間の遅れは5秒です)これは、すべてのワーカが失敗した場合でも、マスターから処理パワーを取りすぎることはありません。 

キューにジョブを割り当てる方法

キューを構成すると、このキューに割り当てる各ジョブの構成の編集を行う必要があります。「キューの設定」 グループ内のジョブ構成ページ内

でキューの設定を見つけることができます:

メモ: 「ローカルキューの定義」 を選択すると、FlowForce Server はジョブをこのジョブのインスタンスであるランタイムでデフォルトの

キューに指定されているローカルの設定と共に割り当てます。キューの設定の定義 を参照してください。ローカルキューは配布処理

をサポートしません。配布済みの処理を活用するためにキューはスタンドアロン (ジョブの外部)で作成される必要があります。
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4.6 「ワーカー」モードを停止する方法

以前の通常の FlowForce Server 状態にワーカーマシンを変更する必要がある場合、ワーカーマシンのクラスター管理インターフェイスから

変更することができます:

1. FlowForce ユーザーアカウントに 「クラスターの管理」 特権が存在することを確認してください。特権のしくみを参照してください。

2. ワーカーマシンで、 「管理」 をクリックして、「クラスター」をクリックします。

3. 「マスターインスタンスから移動する」をクリックします。

これは FlowForce Server インスタンスを通常の作動モードに変更します。マスターにより明示的に削除されない限り、マスターに登録され

続けます。この状態でクラスターに再登録する場合、マスターマシン上でこのワーカーのために秘密キーを生成することができます。マスターマシ

ンからワーカーを完全に削除する場合、下の指示を参照してください。

「ワーカー」モードを停止する方法

マスターマシン上で、過去のマスターインスタンスへジョインをリクエストしたすべてのワーカーがクラスター管理ページ内で表示されています。これ

にはセキュリティトークンを確認済みのワーカーと、確認していないワーカーの両方が含まれています。後者のカテゴリは、(ワーカーではなく)通

常の状態に変更されたマシンを含んでいます。

ワーカーモードを停止することなく、ワーカーを削除するとワーカーをワークモードのまま保留し、マスターに接続することができなくなります。

マスターへの接続を再度可能にするには、上で説明されているとおり、ワーカーマシン上で「マスターインスタンスから移動」アクションを

実行します。

ワーカーをマスターインスタンスから削除する方法:

1. FlowForce ユーザーアカウントが「クラスターの管理」特権を所有していることを確認してください。 特権のしくみを参照してくださ

い。

2. マスターマシン上で、「管理」 をクリックして、「クラスター」をクリックします。 「ワーカー」セクション内でワーカーのリストが表示されま

す。

1. 「ワーカーの削除」をクリックします。 確認メッセージが表示されます。

2. 「確認して削除する」をクリックします。
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5 ユーザーアクセスの管理

このセクションには FlowForce Server 内のユーザーアクセス管理に適用することのできる手順と概念が含まれます。
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5.1 ユーザーとロール

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

· ユーザーの作成

· ロールの作成

· ドメインユーザーとロールをインポート

· デフォルトのユーザーとロール

· ユーザーとロールの名前の変更

· ユーザーにロールを割り当てる

· ロールを他のロールに割り当てる

5 .1 .1 ユーザーの作成

ユーザーとは FlowForce Server にログオンしジョブを構成、または MapForce または StyleVision 変換をデプロイし、 FlowForce

Server を管理する個人を指します。ユーザーが使用することのできるアクションは以下には 影響されません:

a) 割り当てられた パーミッション または 特権

b) ユーザーがメンバーであるロールに割り当てられているパーミッション と 特権 

FlowForce Server ユーザーを追加する:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ユーザー」をクリックします。

2. 「ユーザーの作成」 をクリックします。

3. 必要なフィールドに情報を入力します。

ユーザー名

ユーザー名を入力します。 以下の制約が適用されます:

· フィールドが空であってはなりません。

· ユーザー名の始めと終わりにスペースを使用することはできません。

· 許可されている文字:  英数字、数字、アンダースコア、 ( _  )、ダッシュ、

( - )、およびピ、リオド ( .  )。

パスワード

ユーザーのパスワードを入力します。

パスワードの再入力

ユーザーのパスワードを再入力します。

 次回ログインでパスワードを変

更する

このチェックボックスを選択すると、ユーザーはパスワードを次回ログインで変更するように問

われます。

4. 任意で、ユーザーに必要な特権を与えてください (使用することのできる特権に関しての詳細は、以下を参照してください:  特

権 )。 ユーザーに特権をこのページから直接与えるか、既に特権を有するロールにユーザーを割り当て特権を与えることができます。

ユーザーの管理を簡素化するために、後者のアプローチが奨励されます (以下を参照:  ロールの追加 と ユーザーにロールを割り当

てる )。

5. 「保存」をクリックします。
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5 .1 .2 ロールの作成

ロールは、ビジネスニーズをベースにしたセキュリティの強化を手助けする 特権 のセットです。標準的なロールをベースにしたセキュリティには、

最低2つのロールが含まれます:  管理者と一般ユーザー。各ロールは、ロールに与えられた特権により定義されています。例えば、 管理者は、

自身のおよび他のユーザーのパスワードを変更することができますが、一般ユーザーは自身のパスワードのみしか変更することができません。ユー

ザーにロールを割り当て、必要に応じて、ユーザーのロールを取り消すことができます。 

FlowForce Server ロールを追加する:

1. 「管理」 をクリックし、「ロール」 をクリックします。

2. 「ロールの作成」をクリックします。

3. ロール名を入力します (例えば、 「Administrator」 )。

4. 「特権」 から、ロールに割り当てられる特権を選択します (使用することのできる特権に関しての詳細は、以下を参照してください:

特権 )。

5. 「保存」をクリックします。

5 .1 .3 ドメインユーザーとロールをインポート

FlowForce Server ユーザーの作成に加え、ドメイン ユーザーアカウントとグループを W indows Active Directory からインポートするこ

とができます。

「ドメインユーザーにログインを許可 」 設定が ディレクトリサービス 設定内で有効化されている場合、 W indows ドメインユーザーは、ア

カウントが FlowForce Server データベースに明示的にインポートされていない場合でも、 FlowForce Server にログオンすることができ

ます。ドメインユーザーの FlowForce サーバーへのログオンを確実にするには、ユーザーの W indows アカウントが明示的に管理者によりイ

ンポートされており、「ドメインユーザーにログインを許可 」チェックボックスがクリアされている状態で、ドメインユーザーをインポートします。

メモ: ローカルマシンのアカウントは Active Directory の一部ではない可能性があり、 FlowForce Server にインポートできませ

ん。

W indows ドメイン ユーザーアカウントを FlowForce Server にインポートする:

1. 「設定」 から 「ディレクトリサービス」の下の 「有効化」 チェックボックスを選択し、ディレクトリサービスの設定を変更する内で説明

される通り優先されるディレクトリサービスプロバイダーを構成します。 

2. 「管理」 の下の、「ユーザー」をクリックします。

3. 「ドメインユーザーのインポート」をクリックします。
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4. 適用できる場合、「コンテキスト」 ドロップダウンリストから選択のドメインを選択します。

5. インポートするユーザーアカウント名を入力します。 部分的な検索は有効です、ですから、例えば、 「ad」 などの値を入力すると、

アカウント 「管理者」、 「Admanager」、および 「Admin」 は、 LDAP サーバーまたは Active Directory から抽出され、

W eb ページダイアログで表示されます。Active Directory の場合、FlowForce Server は、単一の句内で複雑な検索条

件を指定することのできる Ambiguous Name Resolution (ANR) 検索のアルゴリズムを使用します。 例えば、「ji sm」 と入

力することにより、 Jim Smith という名前の個人のアカウントを抽出することができます。 Active Directory 内の

Ambiguous Name Resolution に関する Microsoft ドキュメント を参照してください。

6. インポートされる記録の横のチェックボックスをチェックし、「インポート」をクリックします。 Active Directory から記録が抽出される

まで待ってください。ドメインがローカルではない場合、待ち時間が増加する可能性があります。

ドメイングループを FlowForce Server にインポートする:

1. 「管理」から、「Roles」をクリックします。

2. 「ドメインロールのインポート」 をクリックします。

3. 上のステップ 4-6 に従います。

以下も参照してください

· ディレクトリサービス 設定の変更

5 .1 .4 デフォルトのユーザーとロール

デフォルトのユーザー

FlowForce Server には、以下の定義済みのユーザーが存在します。
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 root

ユーザーは、最初の、トップレベルの FlowForce Server 管理者です。デフォルトでは、 システ

ム内の全てのパーミッションおよび特権を有します。

 anonymous

これは、明示的にログインしないユーザーのための特別なアカウントです。  FlowForce

Server 管理インターフェイスへの匿名のアクセスは、不可能ですが、として示されている特定の

W eb サービスのための匿名のアクセスを有効化することができます (以下を参照:  ジョブを

W eb サービスとして表示する )。

特権を変更することはできますが、ビルトインユーザーを削除することはできません。 

メモ: ユーザー  root は、自身のパーミッションと特権を含む特権とパーミッションを全て変更することができます。  意図せず自身のシ

ステムアクセスを失う可能性があるため、 root としてログインする場合は、慎重にルートの特権を編集してください。 これが発

生した場合、ルートパスワードの再設定を参照してください。

デフォルトのロール

FlowForce Server には、以下の定義済みのロールが存在します。

 authenticated

このロールは、既存のユーザー名とパスワードの使用を認証されている全てのユーザーを含みま

す。ユーザー anonymous 以外の各 FlowForce Server ユーザーは、このロールのメン

バーです。 デフォルトでは、 このロールは、自身のパスワードを設定する特権を有しています。

 all このロールは、ユーザー anonymous を含む全ての FlowForce Server ユーザを含み

ます。デフォルトでは、 このロールには特権は与えられていません。

ロール  authenticated または  all は、ビルトインのため、これらのロールをユーザーに割り当てる、または、ユーザーから削除すること

はできません。ビルトインロールのメンバーシップは自動的に FlowForce Server により管理されています。新しいユーザーを追加する都

度、 FlowForce Server は、自動的に新しいユーザーにロール  authenticated とロール  all を割り当てます。

ビルトインのユーザーとロールの特権を変更する場合は、この変更が引き起こす影響を考慮してください。現在与えられてい全ての特権のグロ

ーバルなビューを確認するには、特権レポートを使用してください (以下を参照:  特権レポート )。

5 .1 .5 ユーザーとロールの名前の変更

ユーザー名を変更する:

1. 「管理」をクリックします。そして、「ユーザー」をクリックします。

2. 編集するレコードをクリックします。

3. 「ユーザー名」テキストボックスに新しい名前を入力し、 「保存」をクリックします。

メモ:

· ユーザー名が変更されても、現在割り当てられているユーザーパスワードは変更されません。

· (名前変更の特権を有すると前提して)ユーザー自身の名前を変更する場合、変更された名前は保存をクリックすると有効

になり、ページの右上に表示されます。
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ロールの名前を変更する:

1. 「管理」をクリックし、「ロール」 をクリックします。

2. 編集するレコードをクリックします。

3. 「ロール名」テキストボックスに新しいロール名を入力し、 「保存」をクリックします。

メモ:

· ロールの名前が変更されても、ロールのメンバーは変更されません。

· デフォルトロールである all と authenticated は変更することができません。

5 .1 .6 ユーザーにロールを割り当てる

ユーザーに１つまたは複数のロールを割り当てる:

1. 「管理」をクリックします。そして、「ユーザー」をクリックします。

2. ユーザーのリストから、 編集するレコードをクリックします。

3. 「利用可能なロール」 から、ユーザーに割り当てられるロールを選択し、「割り当て」をクリックします。 

ユーザーから１つまたは複数のロールを削除する:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ユーザー」をクリックします。

2. ユーザーのリストから、 編集するレコードをクリックします。

3. 「ユーザー '<ユーザー名> ' に割り当てられたロール」から、ユーザーから削除するロールを選択し、「削除」をクリックします。

ロールを複数のユーザーに割り当てる:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ロール」をクリックします。

2. ロールのリストから、 編集するレコードをクリックします。

3. 「利用可能なユーザー/ロール」 から、ロールを割り当てられるユーザーを選択し、「割り当て」をクリックします。 

ロールを複数のユーザーから削除する:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ロール」をクリックします。

2. ロールのリストから、 編集するレコードをクリックします。

3. 「ロール '<ロール名> ' のメンバー」 からロールを削除するユーザーを選択し、「削除」をクリックします。

5 .1 .7 ロールを他のロールに割り当てる

ロールを他のロールに割り当てることにより所属する機関、または、ビジネスの階層を FlowForce Server 内でモデルすることができます。例

えば、  社員 というロールと、  マーケティング部署 というロールを作成します。ロール   マーケティング部署 を  社員 のメンバ

ーになるように割り当てます。これは、   社員 に与えられた全ての特権とパーミッションが自動的に   マーケティング部署 のメンバーに

より継承されることを意味します。
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ロールを他のロールに割り当てる:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ロール」をクリックします。

2. ロールのリストから、他のロールを割り当てるロールをクリックします(例えば、ロール  マーケティング部署 にロール  社員　か

ら特権を継承する場合 社員 (Employees) をクリックします )。

3. 「利用可能なユーザー/ロール」 から、割り当てられるロールを選択し、「割り当て」をクリックします。 

次も参照してください

· 特権の動作方法

· パーミッションのしくみ

5 .1 .8 ルートパスワードの再設定

root ユーザーアカウントのパスワードを忘れた場合、または紛失した場合、 コマンドラインインターフェイスからデフォルトの値をリセットする

ことができます (以下を参照:  コマンド resetpassword  )。 

ルートパスワードをリセットする場合、FlowForce バイナリとデータファイルを含む、 FlowForce が動作しているオペレーティングシステムへの

アクセスを有するとみなします。これは、 FlowForce をインストールする場合、または、新規 FlowForce バージョンまたはサーバーを手動

で移行する場合に必要なアクセスと同類のアクセスです。

パスワードをリセットする場合、 root ユーザー の特権は、デフォルト値に戻されます (つまり、全ての特権が与えられます )。 

ルートパスワードのリセットは、 root ユーザーのみに影響し、他の FlowForce ユーザーには影響しません。 



(C) 2015-2021 Altova GmbH

特権 119ユーザーアクセスの管理

Altova FlowForce Server 2021

5.2 特権

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

· 特権の作動方法

· 特権レポートの閲覧

5 .2 .1 特権の作動方法

特権は、FlowForce Server 内でユーザーが行うことのできる内容を定義します(例えば、 自身のパスワード設定、ユーザーとロールの読み

取り、ジョブの停止、など )。 特権は、パーミッションはコンテナーへのユーザーアクセスを管理し、特権はグローバルに FlowForce Server

全体に対して効果がある点でパーミッションと異なります。次の簡単なルールは、特権とパーミッションの違いを理解する助けになります:  特権

はグローバルであり、パーミッションはローカルです。

パーミッションに類似して、特権は個々のユーザーとロールに割り当てることができます。ですから、ユーザーが FlowForce Server にログオン

すると、有効な特権は以下により決定されます:

a)直接割り当てられた特権

b)ユーザがメンバーであるロールに割り当てられた特権 

以下の特権が FlowForce Server で使用することができます。

実行キューの定義

ジョブ実行キューを作成し管理する権利を与えます。これにはジョブに対してローカルなキューと、

ジョブ外部で定義されている外部キューが含まれます。外部キューは配布済みの実行と組み合

わせて使用されます。配布済みの実行を参照してください。

クラスターの保持

複数の FlowForce Server インスタンスをクラスターとして管理するアクションを実行する権利

を提供します。例えば、 FlowForce Server の現在のサービスインスタンスを「ワーカー」に変

換できるように、ユーザーはこの特権を必要とします。配布済みの実行とバランスのロードを参照

してください。

グローバルな設定の管理

この特権は、タイムゾーンとメールサーバー設定などの設定ページ内で使用することのできる

FlowForce Server グローバル設定を変更する権利を与えます。 これは、 FlowForce

Server 管理者の特権であり、管理者のみに与えられる特権です。 

ユーザー、ロール、特権の管理

この特権は、次のデータを追加、編集、および削除する権利です :

· ユーザー

· ロール

· 特権

· パスワード

これは、 FlowForce Server 管理者の特権であり、管理者のみに与えられる特権です。 デ

フォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。

セキュリティの上書き’

この特権を持つユーザーは、セキュリティの 「書き込み」 パーミッション無しに コンテナーを変更す

ることができます。 これにより FlowForce Server 管理者は、誤ってアクセス付加になったアク

セスを取り戻すことができます。

これは、 FlowForce Server 管理者の特権であり、管理者のみに与えられる特権です。 デ

フォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。
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ユーザーとロールの読み取り

デフォルトでは、 ユーザーは、自身のユーザーアカウントとメンバーであるロールを閲覧することがで

きます。この特権を有すると、 ユーザー は、全ての既存のユーザーとロールを閲覧することができ

ます。

デフォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。

機密データの抽出

この特権は機密なデータの以下のカテゴリをプレーンなテキストとしてビューする特権を与えます:

· パスワード

· 証明書秘密キー

· OAuth 2.0 アクセストークン、更新トークン、およびクライアントの秘密 .

デフォルトでは、ユーザー rootのみが特権を有しています。それ以外を設定する理由が存在

する以外、この特権は root のみに予約されています。

パスワードの設定

この特権は、ユーザーにユーザー自身のパスワードを変更する権利を与えます。この特権を有さ

ないユーザーは FlowForce Server 管理者が設定したパスワードを取得する必要がありま

す。 

デフォルトでは、 anonymous 以外の  authenticated ロールとすべてのユーザーア

カウントがこの特権を有します。

ジョブの停止

この特権は、ジョブを作成したユーザーに関わり無く、実行中の FlowForce Server ジョブを

停止する権利を与えます。 

フィルター処理無しのログの表示

デフォルトでは、 ユーザーは、「読み取り」 アクセスがある構成に関連したログエントリを閲覧する

ことができます。この特権を有すると、ユーザーは、特定の構成に関連しないすべてのログエントリ

を閲覧することができます。 

デフォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。

継承

ユーザー (例えば、 Alethia Alonso に) 直接、または、特定のロール(例えば、  マーケティング部課長 )に割り当てることができま

す。長期的に特権の管理を簡素化するため、後者のアプローチが奨励されます。例えば、 ユーザーは所属部署を変更、または、入社、退

社する可能性があります。この場合、個々のユーザーの特権を管理することは、非効率的なタスクになる可能性があります。特権を、ユーザー

ではなく、ロールに割り当てることにより、細部に及ぶ管理を簡素化することができ、各ユーザーではなく、各グループ、または部署のビジネスニ

ーズに焦点を当てることができます。

ロールを他のロールに割り当てることにより所属する機関、または、ビジネスの階層を FlowForce Server 内でモデルすることができます。例

えば、  社員 というロールと、  マーケティング部署 というロールを作成します。ロール   マーケティング部署 を  社員 のメンバ

ーになるように割り当てます。これは、   社員 に与えられた全ての特権とパーミッションが自動的に   マーケティング部署 のメンバーに

より継承されることを意味します。

更に、  マーケティング部課長 ロールに  マーケティング部署 ロールのメンバーになるように割り当てることができます。この場合、

 マーケティング部課長 ロールは、 マーケティング部署 と  社員 ロールの双方から特権を継承します。 新しいマネージャーが入社

すると、  Alethia Alonso が  マーケティング部課長 ロールに割り当てられていると、広いロールからの特権を継承することになりま

す。 
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図が表示するように、 Alethia Alonso は、パーミッションと特権 をロール  マーケティング部課長 から継承します。このロール、は

 マーケティング部署 およびから特権を継承します。 

新規にインストールされた FlowForce Server システムでは、 デフォルトのユーザー とロール、ユーザーと特権のダイアグラムは以下のように

なります。

図が表示するように、 システム内の各ユーザーは、  all ロール内で定義された特権を継承します。 しかしながら、既存の ユーザー (この

場合、  root) のみが、  authenticated ロール内で定義された特権を継承します。FlowForce Server に新規のユーザーを

追加すると、これらのユーザーは  all と  authenticated ロールに割り当てられます (該当する場合、これらのロール内で定義され

た特権が与えられます) 。
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以下も参照してください

· デフォルトのユーザーとロール

· 特権レポートの閲覧

5 .2 .2 特権レポートの閲覧

As a FlowForce Server 管理者として、特にユーザーとロールの数が増えると、各ロールまたはユーザーに与えられた特権を管理すること

は難しく感じるかもしれません。現在ユーザーとロールに割り当てられている全ての特権の概要を素早く確認するために  FlowForce

Server には以下のレポートが搭載されています:

· 特権レポート

· ユーザー レポートの特権

これらのレポートを閲覧するには、 「管理」をクリックし、 「レポート」をクリックします。

特権レポート

このレポートは、FlowForce Server 特権をリストしています。 それぞれの特権に関して、特権を与えられたユーザー、または、ロールにより

継承された特権 を確認することができます。
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特権レポート (サンプル)

ユーザーレポートによる特権

このレポートは、 FlowForce Server ユーザーをリストします。 それぞれのユーザーに関して、現在割り当てられている特権、および、これら

のユーザーが与えられている、または、継承している特権を確認することができます。
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ユーザーレポートによる特権 (サンプル)
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5.3 パーミッションとコンテナー

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

· パーミッションのしくみ

· コンテナーを理解する

· コンテナーの作成、名前変更、および移動

· コンテナーのパーミッションの閲覧

· コンテナーのパーミッションの変更

· /public コンテナーへのアクセスの制限

5 .3 .1 パーミッションの動作方法

パーミッションは、ユーザーのコンテナーへのアクセスを管理します。特権と同様、 パーミッション は、ユーザーとロールに与えられることができま

す。ですから、ユーザーがロールの一部である場合、ロールに与えられたパーミッションは、ユーザーにも自動的に適用されます。

デフォルトで、コンテナーに設定されたパーミッションは、親コンテナーから継承されます。 例えば、 コンテナー A には、子コンテナー B があると

します。コンテナー A にアクセスするパーミッションを持つユーザーは、コンテナー B にもアクセスすることのできるデフォルトのパーミッションを持つ

ことになります。しかしながら、管理者は、コンテナーの階層の全てのレベルで、全てのユーザーおよびロールのパーミッションを再定義することが

できます。

FlowForce は、ユーザーがコンテナーと作業するとコンテナーパーミッションをチェックします。 例えば、ユーザーは必要とされるパーミッションを

与えられている場合のみコンテナーのコンテンツを閲覧、または、変更することができます。ジョブの実行でパーミッションは評価されないため、パ

ーミッションの変更は既存のジョブには適用されません。 

各 FlowForce Server コンテナーのために、以下のパーミッションの型を設定することができます。

コンテナー

「コンテナー」のパーミッションはユーザーが現在のコンテナー内のオブジェクトと作業できる項目を定義します。

継承 ユーザーに親コンテナー上で定義されているとおりこのコンテナーにアクセスする同じ権利を提供します。

読み取り ユーザーにコンテナーのコンテンツをリストする権利を提供します。

読み取り、書き込み コンテナーのコンテンツをリストし、コンテナー内でオブジェクトを作成し削除する権利をユーザーに提供します。

メモ:  新規構成オブジェクトの作成に成功するには、または、既存のオブジェクトを削除するには、ユーザーは コン

テナーの読み取り、書き込み パーミッションと 構成の読み取り、書き込み パーミッションを与えられている必要

があります。

アクセス無し ユーザーにコンテナーに入力する権利を拒否します(更に具体的には、コンテナーはユーザーに対して無効化済み

と表示されます)。

構成

「構成」パーミッションはユーザーが現在のコンテナー内で構成オブジェクトと作業できる項目(具体的には、ジョブと資格情報)を定義していま

す。
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継承 ユーザーに親コンテナー上で定義されているとおり構成オブジェクトに関連した同じ権利を提供します。

読み取り コンテナー内で構成オブジェクトについての情報をビューする権利をユーザーに提供します (実行ステップまたはジョ

ブのトリガーなど)。

読み取り、書き込み このコンテナー内で構成オブジェクトを変更する権利をユーザーに提供します (例えば、ジョブのトリガーの編集な

ど)。  

メモ:  新規構成オブジェクトの作成に成功するには、または、既存のオブジェクトを削除するには、ユーザーは コン

テナーの読み取り、書き込み パーミッションと 構成の読み取り、書き込み パーミッションを与えられている必要

があります。

アクセス無し コンテナー内で構成オブジェクトについての情報をビューする権利をユーザーに対して否定します (更に具体的に

は、構成オブジェクトはユーザーに対して無効化済みと表示されます)。

資格情報

このパーミッションは、ユーザーがこのコンテナー内で定義されている 資格情報 をどのように使用できるかを定義します。 

継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーに資格情報に関連した同じ権利を提供します。

使用 このコンテナー内で定義されている資格情報を再利用する権利をユーザーに提供します。

アクセス無し このコンテナー内で定義されている資格情報を再利用する権利をユーザー対して否定します。

キュー

このパーミッションは、ユーザーがこのコンテナー内で定義されているキューどのように使用するか定義します。 

継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーに同じキュー権利を提供します。

使用 ユーザーがジョブをこのコンテナー内で定義されているキューに割り当てる権利を提供します。

アクセス無し ユーザーがジョブをこのコンテナー内で定義されているキューに割り当てる権利を拒否します。

サービス

「サービス」 パーミッションは HTTP リクエストインターフェイスを介して W eb サービスとして公開されているジョブへのアクセスを定義します。

更に、ジョブが AS2 サービスを公開する場合、このパーミッション管理はジョブにより公開されている AS2 サービスへのアクセスをコントロール

します。 AS2 サービスの受信を参照してください。 

継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーにサービスに関連した同じ権利を提供します。

使用 ユーザーにサービスにアクセスする権利を提供し、リクエストインターフェイスからジョブを実行する権利をユーザーに

提供します。
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メモ

· サービスパーミッションチェックは、コンテナー階層チェックをスキップします。 このため、使用 パーミッションが

与えられている場合、対応するジョブが定義されているコンテナへの読み取り アクセスを持たずユーザーが

サービスを使用できる場合があります。 

· 使用 パーミッションをユーザー anonymous に与えると、サービスはパブリックで使用することがで

き、認証を必要としません。

アクセス無し W eb サービスとしてジョブにアクセス権利をユーザーに対して否定します。

関数

ジョブ、証明書、他の構成データに加え、コンテナーには関数が含まれる場合があります。これらには、FlowForce にデプロイ済みの

FlowForce 関数、RaptorXML 関数、および MapForce マッピング、または、 StyleVision 変換も含まれます。 

FlowForce ユーザーがジョブを作成すると、ジョブ内の実行ステップの一部は同じコンテナー、または、異なるコンテナーから関数を参照する

場合があります。 「関数」 パーミッションは、ユーザーが関数をパーミッションが定義されているコンテナーから呼び出す、または、参照できるかを

定義します。

例えば、「Restricted」 と呼ばれる FlowForce コンテナーに複数の MapForce マッピングを管理者がデプロイしたと仮定します。 管理

者は 「関数」 パーミッションを変更することにより、ユーザーがこのコンテナー内の関数を参照するかを決定できます。 具体的には、コンテナー

「制限されている」 上で 「関数 - 使用」 パーミッションを持つユーザーまたはロールはこのコンテナーから関数を参照することができます (例、

実行ステップを作成する際にドロップダウンリストから選択します)。他方、「 関数 - アクセス無し」 パーミッションを持つユーザー、または、ロー

ルは「制限されている」コンテナーから関数を選択することができません。

ジョブ内で関数が既に使用された後に、管理者がユーザーの関数へのアクセスを取り消すと、これらのユーザーはジョブを実行することができなく

なります。 ジョブ構成ページは、この場合、「選択されている関数を使用するパーミッションがありません」というテキスト共にメッセージを表示し

ます。

継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーに関数に関連した同じ権利を提供します。

使用 ユーザーにコンテナー内で定義されている関数を呼び出す(参照する)権利を提供します。

アクセス無し ユーザーにコンテナー内で定義されている関数を呼び出す(参照する)権利を否定します。

証明書

このパーミッションはユーザーが現在のコンテナーからデジタルセキュリティ証明書にアクセスする方法を定義します。 詳細に関しては、AS2 証

明書の構成 を参照してください。

継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーに同じ権利を提供します。

使用 ユーザーにコンテナー内で定義されている証明書を使用 (参照) する権利を提供します。

アクセス無し ユーザーにコンテナー内で定義されている証明書を使用 (参照) する権利を拒否します。

AS2 パートナー

このパーミッションは、どのようにユーザーが 現在のコンテナー内で定義されている AS2 パートナーオブジェクトにアクセスできるかを定義してい

ます。 詳細に関しては、AS2 証明書の構成 を参照してください。
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継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーに同じ権利を提供します。

使用 ユーザーにコンテナー内で定義されている AS2 パートナーオブジェクトを使用 (参照) する権利を提供します。

アクセス無し ユーザーにコンテナー内で定義されている AS2 パートナーオブジェクトを使用 (参照) する権利を否定します。

リソース

このパーミッションはどのようにユーザーがこのコンテナーで定義済みの リソース の使用できるかを定義しています。

継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーに同じリソースに関連する権利を提供します。

使用 ユーザーにこのコンテナー内で定義されているリソースを使用 (参照) する権利を提供します。

アクセス無し ユーザーにこのコンテナー内で定義されているリソースを使用 (参照) する権利を否定します。

セキュリティ

セキュリティ パーミッションは、現在のコンテナー内で定義されている子のコンテナーにアクセスするパーミッションを管理します。 

デフォルトでは、ユーザーは読み取り専用パーミッション (すなわち、割り与えられているパーミッション、または、メンバーであるロール)のみ

が許可されています。しかしながら、 読み取り ユーザーとロール特権  を持つユーザーは、すべてのパーミッションエントリを読み取ること

ができます。

継承 親コンテナー上で定義されているようにユーザーにセキュリティに関連した同じ権利を提供します。

読み取り セキュリ

ティ

コンテナーの子のパーミッションをビューする権利をユーザーに提供します。

読み取りと書き込み

セキュリティ 

コンテナーの子のパーミッションを変更する権利をユーザーに提供します。

アクセス無し コンテナーの子のパーミッションをビューする権利をユーザーに否定します。

5 .3 .2 コンテナーを理解する

名前が意味するように、コンテナーはパッケージされたデータです。 FlowForce Server では、コンテナーは、オペレーシングシステム上のフォ

ルダーと大まかに比較することができます。コンテナーは以下を含むことができます:  ジョブ、資格情報、 関数 と他のコンテナー。コンテナーで パ

ーミッション を設定することにより、コンテナー内のデータを閲覧およびデータにアクセスする権利を管理することができます。データをコンテナー別

に整理し、対応するパーミッションを各コンテナーのためにセットアップすることは、よいセキュリティ対策となるでしょう。

FlowForce Server の一番上のコンテナーは、ルート ( / ) コンテナーです。 デフォルトでは、 ルートコンテナーは次の定義済みの

FlowForce Server コンテナーを含んでいます。
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/public /public コンテナーは、FlowForce ユーザーがジョブと資格情報を作成することのでき

るデフォルトのロケーションです。 デフォルトの状態は空で、 FlowForce のユーザー全て

がアクセスすることができます。  /public コンテナー は次の場合デフォルトのロケーション

として使用されます:

· マッピングを MapForce から FlowForce Server にデプロイする場合。

· StyleVision からの変換を FlowForce Server にデプロイする場合。

しかしながら、マッピングまたは変換を必要であれば、異なるコンテナーにデプロイすること

ができます。

/RaptorXML このコンテナーは、 RaptorXML Server がライセンスされている場合、使用することがで

きます。このコンテナーは、 RaptorXML Server に固有の検証と他の関数を保管しま

す。

/system system コンテナーは、 FlowForce Server システム関数を含んでいます。このコンテ

ナーを変更することは、奨励されません。

クリックして、コンテナーのコンテンツを確認し、 W eb 管理インターフェイスからコンテナーをナビゲートすることができます。次のスクリーンショット

は、複数の構成オブジェクトを含むサンプル /public コンテナーを表しています。 

サンプル FlowForce コンテナー

階層内のコンテナーに戻るには、ページ上の階層リンク ナビゲーションを使用してください。  

(再帰的 チェックボックスがチェックされている場合)子オブジェクトを含む現在のコンテナー内、または、 (再帰的 チェックボックス のチェックが解

除されている場合 )現在のコンテナー内のみでオブジェクトを検索することができます。

コンテナーは、ジョブ、デプロイされた MapForce マッピング または StyleVision 変換、関数、資格情報などを含みます。コンテナーを開く

と、オブジェクトに関する次の情報を確認することができます:

プロパティ 説明

名前

ファイルシステムのオブジェクトの名前を指定します。新規オブジェクトを作成する場合、使用されている名前

を使用することはできない点に注意してください。

型

(資格情報、ジョブ、または、関数などの)オブジェクトの型を定義します。オブジェクトの型を対応するアイコン

で識別することができます:
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プロパティ 説明

資格情報

(ビルトイン関数、MapForce マッピングと StyleVision 変換を含む)関数

ジョブ

コンテナー

不足する構成オブジェクト。解決されていない依存関係を持つ FlowForce Server データをインポー

トしようと試みるとこのアイコンが表示されます。 不足する依存関係の処理方法を参照してください。

証明書、AS2 統合を参照してください。

(秘密キー付き)証明書、 AS2 統合を参照してください。

AS2 パートナー (AS2 統合を参照 )

変更された日付

オブジェクトが最後に作成された、または、最後に編集された日時を指定します 

以下により変更されまし

た

オブジェクトを変更したユーザーの名前を指定します。 

次の実行

トリガーにより実行されることが計画されているジョブのために、この列は、ジョブ設定内で定義されているよう

に、次回の実行の日時を指定します。

ログビュー

ジョブのために、このボタンを使用することにより、対応するジョブの実行ログへ素早くアクセスすることができま

す。

 パーミッション を有すると想定し、  (例えば、 各部署にコンテナーをそれぞれ作成する場合など)カスタム FlowForce サーバーデータを保

管するために複数の追加コンテナーを作成することができます。または、認証されたユーザーが使用することのできる、 /public コンテナー内に

データを保管することもできます。 必要に応じて、/public コンテナーへのアクセスを制限することも可能です (以下を参照:  /public コンテナ

ーへのアクセスの制限 )。

相対するパーミッションを有する箇所でコンテナーの移動、名前の変更、および削除を行うことができます。

5 .3 .3 コンテナーの作成、名前変更、および移動

(メンバーであるロールが) コンテナー / 読み取り、書き込み パーミッションを有する場合、コンテナーの作成、名前変更、および移動すること

ができます。 (以下も参照してください:  パーミッションのしくみ  )。

メモ: FlowForce Server によりデフォルトで与えられた /RaptorXML と /system コンテナーの内容を変更することは奨励されませ

ん。

コンテナーの作成方法:

1. 「構成」をクリックします。
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2. 新規コンテナーを作成するために、既存のコンテナーをクリックします。階層のトップのレベルにコンテナーを作成する場合は、 このボ

タンを無視してください。  

3. ページの左下にある 「コンテナーの作成」 ボタンをクリックします。 

4. コンテナー名を入力してください。以下の名前に関する制約が適用されます:

o フィールドが空であってはなりません。

o 空白文字で開始、または終了することはできません。

o 英数字、数字、単一の空白、アンダースコア ( _  )、ダッシュ ( - )、およびピリオド ( .  ) 文字を使用することができます。

5. 「保存」をクリックします。

コンテナーの名前を変更する:

1. 「構成」、をクリックし、名前を変更するコンテナーに移動します。

2. ページの左下にある  「選択されたオブジェクトの移動または名前を変更する」 ボタンをクリックします。 
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3. 名前ボックスにコンテナー名を入力し、「名前の変更」をクリックします。

コンテナーの移動方法:

1. 「構成」、をクリックし、移動するコンテナーに移動します。

2. コンテナーの横のチェックボックスを選択し、「選択されたオブジェクトを移動または名前を変更する」をクリックします。
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3. コンテナーの定義を以下をおこない選択します:

o コンテナー テキストボックス内にパスを入力します。

o インタラクティブなナビゲーションコントロールを使用して、保存先コンテナーに移動します。

4. 任意で、名前ボックス内にコンテナーの新しい名前を入力します。 

5. 「移動」をクリックします。

複数のコンテナーを移動する:

· 横のチェックボックスをクリックし、 単一のコンテナーの移動と同じロジックを使用してください。

コンテナー内の全てのオブジェクトを選択、または削除する:

· 一番上のチェックボックスをクリックします。

5 .3 .4 コンテナーパーミッションの閲覧

関連するパーミッションを有する箇所で、コンテナーのパーミッションを閲覧することができます (以下も参照してください:  パーミッションのしく

み )。 デフォルトでは、コンテナーに対するユーザー自身のパーミッションを閲覧することができます。ロールのメンバーである場合、ユーザーがメン

バーであるロールに与えられているパーミッションを確認することができます。 ユーザーとロールの読み取り の特権を有する場合、 コンテナーに

対しての他のユーザーとロールのパーミッションを確認することができます。



134 ユーザーアクセスの管理 パーミッションとコンテナー

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

コンテナーのパーミッションを閲覧する方法:

1. 「構成」をクリックします。

2. 以下のうちの1つを行ってください:

o コンテナー記録の横の、 「パーミッション」 ボタンをクリックします。  

o コンテナーを入力し、ページの右下にある 「パーミッション」 ボタンをクリックします。 

ユーザートロール名 列は確認する権利を有するパーミッションを持つユーザーとロールを表示します。 パーミッション 列は、コンテナーに対し

て特定のユーザーまたはロールが使用できるパーミッションの型を表示します。例えば、下のイメージはルート ( / ) コンテナーのための 認証済

みの ロールに対して使用することのできるデフォルトのパーミッションを表示しています。 

各パーミッションの空の詳細に関しては、 以下を参照してください:  パーミッションのしくみ。
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5 .3 .5 コンテナーパーミッションの設定

コンテナーのパーミッションを以下の条件を満たす場合変更することができます:

· ユーザー (またはメンバーであるロール) が セキュリティ / セキュリティの読み取りと書き込み パーミッションを変更する箇所に相対

する親コンテナーで有する場合。例えば、 「Marketing」 のコンテナーの子である、コンテナー 「ジョブ」 のパーミッションを変更する

場合、コンテナー 「Marketing」 のパーミッション セキュリティ / セキュリティの読み取りと書き込み を有する必要があります。コン

テナー(以下を参照:  パーミッションのしくみ )。

· ユーザー (またはメンバーであるロール)がセキュリティの上書きの特権を与えられている (以下を参照:  特権の作動方法)。

コンテナーのパーミッションの変更:

1. 「構成」をクリックします。

2. 以下のうちの1つを行ってください:

o コンテナー記録の横の、 「パーミッション」 ボタンをクリックします。  

o コンテナーを入力し、ページの右下にある「パーミッション」 ボタンをクリックします。 

3. 以下のうちの1つを行ってください:

o リストされるユーザーとロールのパーミッションを変更する場合、相対するユーザーまたはロールの横の 「変更」 ボタンをクリックし

ます。 

o リストされていないユーザーとロールにパーミッションを追加する場合、「パーミッションの追加」をクリックします。

4. 「パーミッションの編集」 セクション内で、変更するパーミッションを有するユーザーを検索し、横のチェックボックスを選択します。

FlowForce Server 内で作成されたユーザーを検索、または、Directory Service が有効化されている場合、ドメインユーザ

ーを検索します。  FlowForce Server へドメインユーザーをインポートする方法に関しては、ドメインユーザーとロールのインポー

トを参照してください。
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5. 必要に応じて、パーミッションの相対するグループを変更してください。 各パーミッションの空の詳細に関しては、 以下を参照してく

ださい:  パーミッションのしくみ。パーミッションの型を全て１度のクリックで変更する場合、  「継承」、 「フルアクセス」、および 「アク

セスなし」 ボタンを使用してください。

6. 「変更の保存」をクリックします。

5 .3 .6 /public コンテナーへのアクセスの制限

(トップレベルのルートコンテナーの下に存在する) /public コンテナーは、デフォルトでは、FlowForce Server 内で使用することができま

す。定義済みの パーミッションなしで、 FlowForce Server すべてのユーザーが全ての場所から FlowForce Server にアクセスし、デー

タを保管するための場所として、使用されます。 ですから、 デフォルトでは、/public コンテナーには以下のパーミッションがあります。
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 /public コンテナーのデフォルトのパーミッション

これは、デフォルトでは、 ユーザー名とパスワードを持つ FlowForce Server ユーザー   (つまり、   authenticated ロールのメンバー

であるユーザー) は以下を行うことができます:

· /public コンテナー内のオブジェクト(具体的には、ジョブ、 資格情報、 または 他のコンテナー)を追加、変更、および削除すること

ができます。
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·  /public コンテナー内で使用することのできる資格情報を再利用することができます。

· ジョブは W eb サービスとして使用できるように構成されていると想定して、/public コンテナー内に存在するジョブを W eb サービ

スとしてアクセスすることができます。

· /public コンテナー内で使用することのできる関数を参照することができます。

· /public コンテナーに割り当てられているパーミッションを読み取ることができます。

メモ: これらのパーミッションは /public コンテナーの子であるコンテナーにより継承されるかもしれません。通常、新規のコンテナーは親コン

テナーのパーミッションを継承します。しかしながら、 パーミッションは、  root ユーザー、または、対応する特権を持つ他のユーザ

ーにより、オーバーライドされる可能性があります。

/public コンテナーへのアクセスを必要に応じて制限することができます。 しかしながら、 このドキュメントに含まれる ジョブの構成の例

は /public コンテナーが存在することを想定していることに注意してください。

/pub lic コンテナーへのアクセスの制限:

1.   authenticated ロールからこのコンテナーのパーミッションを取り消します (以下を参照:  コンテナーパーミッションの設定 )。

2. 新しいロールを作成し、このロールを /public コンテナーへアクセスするためにパーミッションが必要な全てのユーザーに割り当てます

(以下を参照:  ロールの作成 と ユーザーにロールを割り当てる )。

3. 新規のロールには、必要とされるパーミッションのみを割り当ててください (以下を参照してください:  コンテナーパーミッションの設

定 )。
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5.4 パスワードポリシー

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

· パスワードポリシーの動作方法

· パスワードポリシーの作成と割り当て

5 .4 .1 パスワードポリシーの動作方法

FlowForce Servers は、管理者が複雑なユーザーパスワードを管理するパスワードポリシーを使用します。パスワードポリシーとは、有効に

なるためにユーザーパスワードが必要とする最低条件です (例えば、 最低 N 文字のなど)。 

パスワードポリシー内で定義することのできる、パスワードの複雑度のルールは、以下の通りです:

· パスワードの合計の長さの最小数 (つまり、 パスワードは、有効であるためには、少なくとも N 文字の長さである必要があります)。

· パスワードが含む必要がある英字の最小数

· パスワードが含む必要がある数字の最小数

(ユーザー、ロール、特権の管理の特権があると想定して)必要に応じて、パスワードポリシーを必要な数定義することができます。パスワード

ポリシーを定義すると、 FlowForce ユーザーに割り当てることができます。 ユーザーアカウントは、1度に1つの パスワードポリシーを有すること

ができます。

ユーザーがパスワードの変更をリクエストすると、システムは、ユーザーのパスワードポリシー内で定義されたをチェックします。システムは、新しいパ

スワードがユーザーのワードポリシー内で定義されたパスワードの複雑度を満たすかをチェックします。 パスワードがパスワードポリシー内で定義

された複雑度の条件を満たさない場合は、パスワードの変更は否定され、システムは関連したメッセージを表示します。 

管理者がユーザーのパスワードを変更すると、 FlowForce Server は、パスワードポリシーを強制しません。また、パスワードポリシーが変更

されても、既存のパスワードは影響を受けることはありません。後者の場合、ユーザーが既存のパスワードを変更しようと試みると、パスワードポ

リシーが強制されます。 

デフォルトでは、 FlowForce Server は、パスワードの複雑度を強制しない空のパスワードポリシーを含むパスワードを含んでいます。

FlowForce Serverは、明示的にデフォルトのパスワードポリシーを、カスタム化されたパスワードポリシーを有さないユーザーアカウントに割り

当てます。  デフォルトのパスワードポリシー を変更することはできません。

以下も参照してください

· パスワードポリシーの作成と割り当て

5 .4 .2 パスワードポリシーの作成と割り当て

新規パスワードポリシーの作成:

1. 「管理」をクリックします、 「パスワードポリシー」をクリックします。

2. 「ポリシーの作成」をクリックします。
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3. 必要とされるパスワードポリシールールを入力し、「保存」をクリックします。現在のユーザーのリストが定義されたポリシー下で使用す

ることができます。 新規ポリシーに割り当てられるユーザー記録をクリックし、「割り当て」をクリックします。

次も参照してください

· パスワードポリシーの動作方法
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6 ジョブの構成

このセクションは、 FlowForce Server ジョブの構成に適用することのできる手続きとコンセプトを含んできます。
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6.1 資格情報

資格情報オブジェクトは、認証に関する情報を保管します。これは FlowForce Server ジョブが作動する箇所でのオペレーティングシステ

ム上のユーザーアカウントに関連するユーザー名とパスワードの組み合わせですが HTTP または FTP 資格情報 または OAuth セキュリティ

の詳細のセットであることもできます。

証明書には以下の種類が存在します:

· パスワード (ユーザー名とパスワードの組み合わせ)

· OAuth 2.0

· SSH キー

型 パスワード の証明書は各ジョブで必要とされています。特定のオペレーションシステムユーザーとしてジョブを実行することを可能にします。

具体的には、 FlowForce Server 内で ジョブを作成すると、ジョブを実行するユーザーアカウントの資格情報を適用する必要があります。

オペレーティングシステム上でユーザーアカウントに十分な権限が存在しない場合、ジョブの実行を成功することはできません。パスワード 資格

情報は、 FTP サーバーへの認証が必要な内蔵の FTP 関数を呼び出すために必要です。 ファイルウォッチトリガーもパスワード資格情報を

必要とします。

型 OAuth 2.0 の資格情報は OAuth 2.0 認証を必要とする個所での W eb サービスを呼び出すジョブで必要とされます。

FlowForce Server 内では、資格情報 を(ローカルの資格情報として参照される)新規のジョブを作成する都度、または、スタンドアロン

(再利用可能な) 資格情報オブジェクトとして定義することができます。後者の場合、ジョブを作成する際に再度入力する代わりに定義済み

の資格情報を参照することができます。変更する都度1つの場所で更新することができるため、スタンドアロン資格情報は便利です。すなわ

ち、変更はスタンドアロン資格情報を更新する際には、その資格情報の参照を使用するすべてのジョブに影響を与えることを意味します。

OAuth 2.0 資格情報は (ローカルではない) スタンドアロンとして定義し、その後に必要とされる個所でジョブにより参照されることができま

す。 

SSH キー は SFTP のために有効な資格情報の種類です。この種類の主なプリンシパルはユニークなキーのペアの使用法をベースにしてい

ます:  公開キーはメッセージを暗号化し、サーバーがこれを受け取り、秘密キーはこのメッセージの暗号化を解除します。SSH キーの資格情

報を作成するには、参照をクリックして (下のスクリーンショット参照)  SSH キーを選択します。このファイルは PEM フォーマットの DSA ま

たは RSA キーになります。 必要な場合は、パスフレーズを提供します。

資格情報は SFTP 接続を認証するために使用されます。詳細に関しては、 /system/sftp セクションを参照してください。  

下のスクリーンショットは RSA キーが 資格情報セクション.に既にインポートされている失敗を表示しています。
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メモ:  

· 関連するパーミッションが与えられている場合、ジョブからの資格情報をユーザーは参照することができます。資格情報を特定

のコンテナーからユーザーまたはロールにアクセス可能にするには、管理者がユーザーまたはロールに 資格情報 - 使用 パー

ミッションを許可する必要があります。 (パーミッションのしくみ を参照してください)。

· オペレーティングシステムのログイン関数にクリアテキストパスワードが送信される必要があるため、 FlowForce Server デー

タベース内で暗号化を基に戻せる状態で保存することのできるパスワードとして保管されます。管理者は FlowForce

Server のデータベースファイルへのアクセスが制限されていることを確認してください。 FlowForce Server アプリケーション

データを参照してください。

FlowForce Server ジョブとしてマッピングを実行するために、MapForce と MapForce Server にライセンスを供与した場合、デザイ

ン時に FlowForce Server 内のみだけではなく、 MapForce 内に資格情報オブジェクトを作成することができます。MapForce 内から

FlowForce Server に作成された資格情報をオプションで所属するマッピングとして、または、個別のオブジェクトとしてデプロイすることがで

きます。 ユーザー名およびパスワードなどの機敏なデータを保管するためにデプロイされた資格情報は必要ありません (これは任意により行うこ

とができます)。 
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MapForce 内で資格情報を作成し、 FlowForce Server にデプロイする詳細に関しては、MapForce ドキュメントを参照してください

(https://www.altova.com/ja/documentation)。 FlowForce Server 内での資格情報の作成及び使用方法に関しては 資格情

報の定義 と ジョブからの資格情報の参照.  を参照してください。マッピングジョブ内で資格情報を設定、または、オーバーライドするには、マッ

ピング関数内の資格情報を参照してください。

6 .1 .1 資格情報の定義

複数のジョブ全体で再利用することのできるスタンドアロンオブジェクトとして資格情報を定義することができます。 

必要条件

· コンテナー - 読み取り、書き込みおよび構成 - 読み取り、書き込みパーミッションが資格情報を保管するコンテナーで与えられ

ていることを確認してください。

資格情報の定義

資格情報オブジェクトの作成方法:

1. 資格情報を保管するコンテナーに移動します。

2. 「作成 | 資格情報の作成」をクリックします。

資格情報フィールドは以下の通りです。

資格情報名

必須のフィールドです。FlowForce Server 内で資格情報が識別される名前です。 

https://www.altova.com/ja/documentation
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資格情報の説明

資格情報についての情報を提供する追加の説明です。

資格情報の型

資格情報の種類 (パスワード、 OAuth 2.0, または SSH キー)を選択します。 OAuth

2.0 に関する詳細は OAuth 2.0 資格情報を参照してください。

ユーザー名

必須のフィールドです。ユーザーの名前はこの資格情報に関連しています。例えば、 W indows

オペレーティングシステム上でユーザーアカウントを識別するために資格情報が使用される場合、

W indows ユーザーアカウント名を入力してください。W indows ドメイン内でユーザー名を指

定する場合、 username@domain のフォームを使用します。

HTTP または FTP のために資格情報が使用される場合、これは HTTP または FTP ユーザ

ー名である場合があります(以下を参照)。

パスワード

資格情報の パスワードを指定します。使用される個所でパスワード無しのユーザー名のみが必

要とされる場合、パスワードは空の文字列の場合があります。

HTTP のための使用を許可する

基本の HTTP 認証を必要とする資格情報が W eb サービスを呼び出すジョブ内で参照されて

いる場合このチェックボックスを選択します。

FTP のための使用を許可する

/system/ftp 関数を使用し FTP サーバーに接続するジョブ内で　資格情報が参照される場

合このチェックボックスを選択します。

SSH/SFTP のための使用を許可

する

/system/sftp/connect 関数を使用し FTP サーバーに接続するジョブ内で　資格情報が参

照される場合このチェックボックスを選択します。

ジョブ実行のための使用を許可する

資格方法がオペレーティングシステムユーザーアカウントを識別する場合このチェックボックスを選択

します。実行に成功するために、資格情報を使用するジョブではすべてこの使用が有効化されて

います。

資格情報により識別されるユーザーアカウントがオペレーティングシステム上で十分な権限を有し

ていることを確認してください。例えば、ディレクトリに書き込むジョブ内で資格情報が参照されて

いる場合、ユーザーアカウントはそのディレクトリに書き込む権限を有している必要があります。

6 .1 .2 OAuth 2 .0 資格情報

型 パスワード の資格情報に加え、OAuth 2.0 認証詳細である資格情報オブジェクトを作成することができます。OAuth 2.0認証が必

要とされる W eb サービスを呼び出す FlowForce Server ジョブ内の OAuth 2.0 資格情報を使用することができます。 

パスワード資格情報と同様の用法で OAuth 資格情報を作成することができます。 資格情報の定義を参照してください。他の

FlowForce Server オブジェクト同様、対応するパーミッションが存在する場合のみユーザーは OAuth 資格情報をビューしアクセスするこ

とができます。 パーミッションのしくみ を参照してください。

OAuth 2.0 資格情報オブジェクトに関するフィールドは下にリストされています。これらの値を取得するには (例えば、 Google API

Console、Facebook API、 Bitbucket API などの)  W eb サービスプロバイダーに登録する必要があります 

リダイレクト URI

認証サーバーが FlowForce Server (トークンまたはエラー) に送信する URI を指定します。

このフィールドは FlowForce Server により自動的に記入されます。

認証エンドポイント

FlowForce Server が自動化フローを開始する URI を指定します。W eb サービスプロバイ

ダーを使用して登録後にこの値を取得することができます。

トークンエンドポイント

FlowForce Server がトークンフローを開始する URI を指定します。W eb サービスプロバイ

ダーを使用して登録後にこの値を取得することができます。
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クライアント ID

クライアントアプリケーションの ID です (この場合、FlowForce Server )。W eb サービスプロ

バイダーを使用して登録後にこの値を取得することができます。

クライアントの秘密

クライアントアプリケーションに関連する秘密です。W eb サービスプロバイダーを使用して登録後

にこの値を取得することができます。

スコープ

プロバイダーにより必要とされる場合のクライアントアプリケーションのスコープです。W eb サービス

プロバイダーを使用して登録後にこの値を取得することができます。

トークンエンドポイント認証

OAuth 2.0 認証サーバーの多くは POST リクエストヘッダーに認証の詳細が送信されること

を必要とします。これもデフォルトでドロップダウンリストから選択された値です。

OAuth 2.0 認証サーバーの一部は POST リクエストのボディ内のみで認証の詳細を受け入

れる場合があります。このような認証サーバーのために  POST リクエストボディ内 でドロップダ

ウンリストから値を選択してください。

アクセストークン

認証サーバーにより返されるアクセストークンです。 リソースサーバーがアクセストークンが正確で有

効であると判断した場合のみ FlowForce Server ジョブは成功します。

OAuth 資格情報を作成し、最初にこの値を手動で取得する場合、(「更新トークン」 以外

の)その他すべてのフィールドを記入し「認証して保存」をクリックします。

W eb サービスプロバイダーにより設定される期間が過ぎるとこのトークンの期限は切れます。トー

クンの期限が過ぎると、FlowForce Server は 「更新トークン」値を使用して新規のトークン

を認証サーバーにリクエストします。

更新トークン

認証サーバーにより返される更新トークンです。「アクセストークン」 の期限が切れると必要にな

ります (下を参照)。稀なケースとしてアクセストークンの期限が切れない場合、これは必要ありま

せん。

「以下のための使用方法の許可」チェックボックスは OAuth 2.0 だけではなく FlowForce, 内のすべての資格情報に適用されます。 パ

スワードの資格情報のために説明されている同様の意味を持ちます。HTTP のために使用する OAuth 2.0 資格情報のために 「HTTP

のための使用を許可する」 チェックボックスが選択されていることを確認してください。それ以外の場合、ジョブはランタイムエラーと共に失敗し

ます:  「資格情報は必要とされる使用方法をサポートしません」 (このメッセージまたは FlowForce ログ内で表示されているようなテキストが

表示されます)。

6 .1 .3 ジョブから資格情報を参照する方法

資格情報の定義 で説明される通りに資格情報オブジェクトが作成されると、資格情報が必要とされる多種のコンテキストで参照することがで

きます。例:

· FlowForce Server が作動する箇所でオペレーティングシステム上のユーザーアカウントを識別する パスワード 資格情報が作

成されます。 この資格情報を複数のジョブから後に参照することができます。この例は下で説明されています。

· FTP ユーザー名とパスワードを識別する パスワード 資格情報が作成されます。。FTP 関数を呼び出すジョブからこのような資格

情報を参照することができます。

· OAuth 2.0 資格情報が作成されます。 OAuth 2.0 認証を必要とする W eb サービスを呼び出すジョブ内でこの資格情報を

参照する可能性があります。

次のサンプルは、FlowForce Server が作動する箇所でオペレーティングシステム上のユーザーアカウントを識別するパスワード資格情報を

参照する必要がある共通のケースを説明しています:

1. 型 パスワード の資格情報を資格情報の定義内で説明される通りに作成します。

2. 新規のジョブを作成、または、既存のジョブを編集します。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

資格情報 147ジョブの構成

Altova FlowForce Server 2021

3. 「資格情報」で「既存の資格情報を選択」をクリックし、定義済みの資格情報レコードを参照します。 

資格情報レコードを含むジョブが存在する場合、資格情報オブジェクト自身として参照することができます。 例:  

この場合、(ローカル資格情報を持つ)埋め込まれたジョブの資格情報はメインジョブの資格情報として使用されます。 資格情報はリンクされ

ており、コピーされていません。 ローカルで定義されている資格情報を埋め込まれているジョブで変更すると、メインジョブに伝達されます。
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6.2 ジョブの作成

このトピックでは、 FlowForce Server W eb 管理インターフェイスから、ジョブを作成する方法について説明されています。 一般的な手順

は、使用することのできる設定とジョブの構成をよりよく理解するためのものです。 しかしながら、リストされている全てのステップおよび設定が、

実際のシナリオに適用できるとは限りません。定義として、ジョブは柔軟性を持つプロセスであり、1つの結果を得るために、幾通りもの方法があ

ります。 ジョブとの作業により行うことのできる多種のアイディアを得るためにこのドキュメントには他のジョブの構成の例が含まれています。

必要条件

· ジョブが作成されるコンテナーのために、以下のパーミッションが与えられていることを確認してください (:コンテナーのパーミッションの閲

以下を参照覧)。

o コンテナー - 読み取り、書き込み

o 構成 - 読み取り、書き込み

ヒント

· ジョブを作成する前に、ジョブが実行されるのオペレーティングシステム ユーザーアカウント資格情報を保管することが奨励されていま

す (以下を参照:  資格情報の定義 )。

· ジョブを作成する際、ジョブ間、または、ステップ間で値をパスすることを想定している場合、一般的なエラーを避けるために、

FlowForce 式を参照してください。

ジョブを作成する:

1. 「構成」をクリックし、ジョブを作成するコンテナーに移動します。 

2. 「作成」をクリックし、 「ジョブの作成」をクリックします。

3. ジョブ名、および、任意でジョブの説明を入力します。

4. ジョブがランタイムに値をパスする場合、必要とされるジョブ入力パラメーターを作成します (以下を参照:  入力パラメーターの管

理 )。

5. 実行ステップで、 ジョブのステップを追加します (以下を参照:  ステップの管理 )。 ジョブには少なくとも1つのステップが必要です。

6. ジョブの最後のステップが結果を返すと、また、結果を他のジョブで使用する場合、実行の結果から戻り値の型を選択します。(以

下を参照:  ジョブの戻り値の型を宣言する )。

7. FlowForce Server で返された結果をキャッシュする場合、キャッシュの優先順位を指定してください (以下を参照:  ジョブの結

果をキャッシュする )。

8. トリガーから、 ジョブを実行するトリガーを追加します(以下を参照:  トリガーの管理 )。 ジョブが W eb サービスとして公開される場

合、 トリガーを追加する必要はありません。

9. ジョブが W eb サービスとして公開される場合、 「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスをクリックします

(以下を参照:  ジョブを W eb サービスとして表示する )。

10. 資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。 (以下を参照:  資格情報 )。

11. ジョブが返した結果を他のジョブで使用する場合、 または、 W eb サービスとして公開する場合、ジョブのキャッシュ設定を定義し

てください (以下を参照:  ジョブの結果をキャッシュする )。

12. 任意で、 ジョブのキュー設定を定義します (以下を参照:  キュー設定の定義 )。

13. 「保存」をクリックします。 FlowForce Server は、入力された情報を検証し、必要であれば、注目が必要なフィールドを赤でハ

イライトします。 
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6.3 ジョブの複製

既存のジョブのコピーを必要であれば作成することができます。コピーされたジョブは、 (実行ステップ、 トリガー、キャッシュの設定など)元のジョ

ブと同じ性質を有します。ジョブの複製により時間を節約することができます。例:  既存のジョブをテンプレートとして素早くジョブを作成する場

合など。

既存のジョブのコピー:

1. 既存のジョブを開き、そして、ページの下にある、 「名前を付けて保存」 ボタンをクリックします。  

2. 新規ジョブの名前を入力して 「名前を付けて保存」 ボタンをクリックします。

メモ: 既存のジョブの資格情報がジョブ内で、ローカルに定義されている場合、FlowForce は、セキュリティ上の理由から、もう一度パス

ワードを入力するように問います。スタンドアロン資格情報として資格情報が定義されている場合、 このステップは、必要ありませ

ん。 スタンドアロンとローカルの資格情報の違いに関する詳細は、以下を参照してください:資格情報 。

メモ: ジョブを複製する際に、特定のジョブコンポーネントが競合を引き起こす場合、 FlowForce は、エラーを表示し、ジョブの複製を

行いません。例えば、 W eb サービスを含むジョブを複製しようと試みると、サービスは既に元のジョブにより使用中のため、複製する

ことはできません。 この場合、  W eb サービスの URL を変更するか、または、完全に削除してください。

複製されたジョブは、既存のジョブとして同じコンテナーに保存されます。異なるコンテナーに移動する場合は、2つのステップから構成されるオペ

レーションとして行うことができます:

1. 最初に、既存のジョブを上記のように新しい名前で保存します。 ページを移動することなく同じジョブのコピーを複数作成することも

できます。

2. 親コンテナーページに移動し、1つまたは複数のジョブを選択し、「選択されたオブジェクトを移動」 をクリックします。 



150 ジョブの構成 入力パラメーターの管理

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

6.4 入力パラメーターの管理

FlowForce Server ジョブ のコンテキストで、入力パラメーターは、どのジョブが特定の方法で実行されるかを表したジョブに与えられた任意

の情報を意味します。ジョブの入力パラメーターは、関数引数にプログラム言語の観点から類似しています。 入力パラメーターは多種の型(例

えば、ファイルまたはディレクトリレファレンス、テキスト、番号、ブール値、その他  )であることができます。 一部のジョブの型に対しては、

FlowForce Server は、入力パラメーターを自動的に作成します。

メモ:

· FlowForce Server は、自動的にファイルシステムまたは HTTP トリガーを使用するジョブに triggerfile  という入力パ

ラメーターを追加します (トリガーの管理も参照してください)。  triggerfile パラメーターは、トリガーをアクティブ化する、削

除してはならない、ファイル名を含んでいます。

· ジョブがパラメーターを使用し W eb サービスとして公開されている場合、 FlowForce Server は、リクエスト内のアプリケー

ションの呼び出しによりパスされるパラメーターを期待します (ジョブを W eb サービスとして表示する も参照してください)。

入力パラメーターは以下のフィールドより構成されています。

名前

必須フィールドです。入力パラメーターの名前を指定します。ジョブの実行ステップ、から後にこの

パラメーターを参照する可能性があり、詳細を記した名前をできるだけ使用してください。

入力パラメーター名は文字で開始し以下の文字のみを含むことができます:  a-z、A-Z、0-9、お

よび '_ '。

型

必須フィールドです。以下のうちの１つである入力パラメーターのデータ型を指定します:

· 文字列

· ファイルとしての文字列

· ディレクトリとしての文字列

· ファイルとしての文字列またはディレクトリ

· ストリーム

· 数値

· ブール値

期待されるパラメーターの値のデータ型に従いデータ型を選択してください。 

デフォルト

任意のフィールド。パラメーターのデフォルトの値を指定します。この値はランタイムにジョブの呼び

出し元により値が指定されない場合使用されます。

説明

任意のフィールド。パラメーターの目的を説明します。現在のジョブを他のジョブの実行ステップとし

て使用する場合、この説明は、パラメーター名の横に表示されます。 

以下のボタンをパラメーターを管理するために使用してください。

パラメーターを追加します。

パラメーターを削除します。

パラメーターを複製します。
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パラメーターを上下に移動します。

前の削除アクションを元に戻します。
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6.5 ステップの管理

ステップは、 FlowForce Server ジョブが実際に行う内容を定義します(例えば、ファイルの削除、 MapForce マッピングの実行、または

電子メールの送信など )。 最も簡単な形式としては、ステップは失敗または成功した成果を持つオペレーションで、実行されるために 関数 を

必要とします (以下を参照:  実行ステップ )。 しかしながら、ループとして他のステップを条件付きで実行する方法を与えるステップも存在しま

す  (以下を参照:  選択ステップ 、エラー/成功の処理ステップ および For-Each ステップ )。 同じジョブ内で必要な数だけステップを作成

し、実行される順序を設定することができます。

ステップを追加するには、 ステップの型に対応するボタンをクリックします。 

次のステップの型を作成することができます。

実行ステップ

型「実行ステップ」のステップにより特定の FlowForce 関数を実行することができます。

FlowForce Server により提供される MapForce マッピングをデプロイする、または変換を

行う、他のジョブのステップを実行するビルトイン関数を含む関数を使用することができます。

選択ステップ

型 「選択ステップ」 のステップにより、どの条件下で他のジョブステップが実行されるかを定義する

ことができます。選択ステップには以下の構造があります:

When {some expression}

Execute (some step)

Otherwise

Execute (some other step)

各 「選択ステップ」の下では、他の選択ステップ(サブ条件)をネストすることができます。 例:

When {expression}

When {expression}

Execute (step)

Otherwise

Execute (step)

Otherwise

Execute (step)

定義することのできる条件ステップの数量に制限はありません。  

When / Otherwise ペアの中では、 FlowForce Server は、 true である条件のみを

実行します。他の条件は無視されます。

For-Each ステップ

型 「For-Each ステップ」 のステップにより、シーケンス中を反復し、実行ステップを無制限に繰

り返すことができます (例えば、 ディレクトリ内のファイルのリスト) 。 「for-each」 ステップの構成

は以下の通りです:

For each item in sequence {sequence expression}

Execute (step)

FlowForce は、シーケンス式の全てのアイテムをループして完了するまでステップを実行します。
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エラー/成功の処理ステップ

ジョブのステップに失敗すると、 FlowForce Server は、ジョブを中断します。型 「エラー/成功

の処理ステップ」 のステップを使用して、ジョブを完全に完了する前に、クリーンアップアクションを

実行します (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

ステップを追加するには、 ステップの型に対応するボタンをクリックします。 

以下のボタンをステップを管理するために使用してください。

ステップを追加する。

ステップを削除する。

ステップを複製する。

上下に移動します。

前の削除アクションを元に戻す。
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6.6 順番にステップを処理する

FlowForce ジョブを最も簡単な方法で作動するには 「実行ステップ」のシングルステップとして追加することです。このようなステップは、

FlowForce ビルトイン関数、シェルコマンド、MapForce マッピング、 StyleVision 変換、 RaptorXML 関数、またはスクリプトを呼び

出すために使用することができます。 

複数の実行ステップをジョブに追加する場合、 FlowForce は、(一番上の)最初から最後のステップを順番に処理します。このルールは、ス

テップ内のサブステップにも適用されます。下の図はこのシナリオを表しています。 

順次処理

デフォルトでは、 FlowForce にエラーが発生した場合、エラーが発生した箇所で、処理は停止し、 その後のステップは、実行されません。 
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順次処理エラー

ステップが失敗しても、ジョブ全体の実行を停止しない場合があります。 この場合、 ジョブの実行が停止されないように実行ステップと呼ばれ

る関数を構成します。 その後のステップ全ては、ステップが失敗しても、通常通り処理されます。  次の 関数を呼び出すステップのみにこの振

る舞いを与えることができることに注意してください:

· /system/filesystem の下の全ての関数。

· /system/ftp の下の全ての関数。

· システム /system/mail 関数

·  /system/shell/commandline 関数。

詳細に関しては、 各関数(特に 「エラー時には中断」パラメーター)の説明を参照してください。

順次処理は、 FlowForce ジョブ を処理するための1つの方法で、ニーズに常に応えるとは限りません。 高度な処理に関しては、以下を参

照してください:

· 条件付きでステップを処理

· ステップのエラーの処理
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6.7 条件付でステップを処理

条件に従いステップを処理するには、型 「選択」のステップを追加します。条件に従いステップを処理するには、 型のステップを追加します。こ

のようなステップは次の2つの部分から構成されています:   「W hen (の場合)」 部分と「Otherwise 」部分。

条件付き処理を含むジョブの抽象的な表現

上のイメージで表示されている通り、 「W hen」 パート 「Otherwise」パートは、実行ステップを必要とします。 また、 「W hen 」 パートは

式を必要とします。 この式は、 ジョブが実行される際、2つのパートのうちどのパートを実行するかを決定します。具体的には、「W hen 」 式

がブール値の true を評価すると、 ステップ C が実行されます。 それ以外の場合、 ステップ D が実行されます。   抽象的なジョブの処理

のシーケンスは、以下のとおりです (実行エラーが存在しないと前提して):

1. ステップ A

2. ステップ B

3. ステップ C または、式により D 

4. ステップ E

5. ステップ F

例えば、 下に示されている通り、FlowForce は式 「fileexists」 がブール値の true  を評価すると、 ビルトイン delete 関数を実行し

ます。
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「fileexists」は、前のステップで(または入力パラメーターとして)宣言されている必要があります。 例:

それ以外の場合、 構文検証エラーを表示します:

FlowForce 式に関する概要に関しては、FlowForce 式を参照してください。FlowForce ジョブ内での条件付きの処理の例に関して

は、 以下を参照してください:  例:  パスが存在するか確認する。
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6.8 ステップのエラーの処理

ジョブのステップに失敗すると、 ジョブは失敗したとみなされます。 (ログ、または、電子メールの送信などのために)ジョブを完全に終了する前

に、クリーンアップのアクションを行うには、型 「エラー/成功の処理」を作成することができます。「保護されたブロック」として参照されるステップを

処理するエラー/成功により、ステップの実行を保護することができます。 次の図は、保護されたブロックの構成を表示しています。

保護されたブロックの構造

保護されたブロック内の1つのステップに失敗すると、エラーハンドラーは、ジョブが終了される前に何が起こるかを管理します。エラーハンドラー

は以下の内の1つです:

· 成功時 (保護されたブロック内の全てのステップに成功する場合に実行されます)。

· エラー時 (保護されたブロック内の1つのステップに成功する場合に実行されます)。

· 再試行時 (このハンドラー保護されたブロックの カウントの再試行 オプションが 0 よりも大きな値を設定されている場合に作動し

ます。保護されたブロック内のステップが失敗すると再試行が行われます)。 詳細に関しては下の「エラー時に再試行」セクションを

参照してください。

· 常に (保護されたブロック内のステップの成功に関わらず実行されます)。

 

保護されたブロックが実行を完了すると、 FlowForce Server は、出力をベースにした定義されたハンドラーを実行します。 例えば、 上に

表示される図では、保護されたブロックは、ステップ A と ステップ B です。また、エラー処理の論理は以下の通りです:

· A が失敗すると、 A、C および E が実行されます。 

· B が失敗すると、A、B、C および E が実行されます。

· A と B に成功すると、 A、B、D および E が実行されます。
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実際には、処理する各ジョブのために3つすべてのハンドラーの型を定義する(ことはできますが) 必要はありません。最も一般的なシナリオは

「エラー時」 と 「常に」 ハンドラーのみを定義することです。例えば、下のイメージは、 「エラー時」 と 「常に」 を使用した単純型の保護さ

れたブロックを表示しています。

最初のステップは、 \system\shell\commandline 関数を呼び出して、 C:\scripts ディレクトリからスクリプトを実行します。 この

ステップの実行は2つのハンドラーにより保護されています:  「エラー時」 と 「常に」。 「エラー時」 ハンドラーは最初のステップに失敗するとト

リガーされます。 具体的には、最初のステップに失敗すると、エラー処理ステップが件名ライン内に失敗したジョブインスタンスの ID を含む電

子メールを送信します。 「常に」 ハンドラーは最初のステップの成功に関わらず無条件で実行されます。このハンドラーはメッセージをthe C:
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\scripts ディレクトリからのスクリプトを実行してログします。上記に類似したサンプルに関しては、エラー処理をジョブに追加するを参照してく

ださい。

6 .8 .1 エラー時に再試行する

実行が何らかの理由で失敗した場合、ステップをもう一度実行する必要がある場合があります。例えば、ジョグがオンラインファイルからのデータ

を入力として取る場合にネットワークがダウン、または、サービスがジョブが作動する時に使用できないケースがあります。エラーの場合に再試行

を可能にするために FlowForce Server は 再試行のカウント オプションを提供します。デフォルトではオプションは 0 です。これは保護さ

れたブロックが一度のみ実行され、再試行が行われないことを意味します。0 よりも大きな値にこのオプションを設定すると保護されたブロック

全体の実行が可能な限り試みられます。各再試行で FlowForce は前の結果を破棄し、保護されたブロックが最初から実行されます。再

試行の最大数に到達しても、保護されたブロックがエラーに遭遇する場合、ジョブは失敗したものとしてみなされます。エラーは外部のブロック

に伝達され、再試行の最大数に到達し、保護されたブロックの実行が失敗したことがレポートされます。

次の例を考慮してください:

上の図は2つの保護されたステップにより構成されるジョブについて説明しています (具体的にはエラー処理はステップ A と B にとって有益で

す)。「再試行カウントの設定」 オプションは 2 に設定されています (これは最初の実行が成功しない場合、2度再試行が行われることを

意味します)。 

ジョブが最初に実行されると、 B ステップが失敗すると仮定します。これはステップ A、B、F が実行されることを意味します。再試行が2回

残っているため、エラーはまだ報告されていません。
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2回目のトライで、B がもう一度失敗します。今回はステップ A、B、D と F が実行されます。唯一の違いは「再試行時」 ブロックも実行さ

れていることです。 

最後に3番目 (そして最後) の再試行では B にエラーは発生しません。今度はステップ A、B、D、E、 および F が実行されます。ジョブの

結果は成功としてみなされます。

ステップ B が3度目のトライで失敗すると、ステップ A、B、C、D、 および F が実行されるはずでした。ジョブの結果は失敗としてみなされま

す。

再試行が実行される都度 (A と B の両方ではなく )ステップ B のみを実行する必要がある場合、ステップ B を保護されたブロックで囲み、

再試行のカウント オプションをこのレベルのみに設定します。外部の保護されたブロックは標準の 再試行カウント = 0 を持つことができま

す。

FlowForce ログ 内でレポートされるジョブインスタンスの再試行の数値。更にランタイムでの再試行の数値を取得し処理する必要がある場

合、 retry-count 式関数を呼び出します。最も内部の保護されたブロックのために発生した再試行の数値を返します。

エラーが発生した場合複数回トライされる実行ステップを追加する方法:

1. ジョブ構成ページで 新規のエラー/成功処理ステップをクリックします。 

2. 「エラー/成功処理を使用して実行」のセクションに再トライの回数を入力します。

3. 「エラー/成功処理の実行」セクションの下の  ボタンをクリックしてエラーの場合再トライされる実際の実行ステップを追加しま

す。下で説明されているサンプルでは FTP サーバーにファイルをアップロードするジョブはエラーの場合3回再トライされています。こ

れは現在のジョブの外部で定義されたジョブで、関数のように呼び出されます。呼び出されたジョブの実装の詳細はここでは関連性

がありません。他の実行ステップは同様に再トライされることができます。
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4. 必須の「エラー時」セクションの下の  ボタンをクリックしてエラーの場合呼び出される実際の実行ステップを追加します。このサン

プルでは、 . log ファイルへ書き込むジョブはエラーの場合呼び出されます。関数のように呼び出される外部ジョブで、実装の詳細は

表示されません。エラーログの基本情報は ジョブにエラー処理を追加するを参照してください。

5. オプションで「成功時」「再トライ時」「常に」を追加します。このような追加ハンドラー型を構成するには新規のエラー/成功ハンド

ラー をクリックして、リストからハンドラー型を選択し  をクリックして必要なステップを対応するハンドラーの下に追加します。

6 .8 .2 実行する際の注意点

保護されたブロックは複数のステップを処理する場合があります。複数のステップを処理するには、保護されたブロック内の他のステップの後に

追加します。構造に関しては、保護されているブロック内のステップは、標準の処理されていないステップと同様です  (例えば、 関数を実行、

式の埋め込み、ループを作成することなどができます)。一部の場合、保護されたブロック内のステップは以下で説明される通り特別な処理を

必要とする場合があります。 

例外ハンドラーは複数の例外ステップを含むことができる点を最初に考慮してください。例えば、 1つのステップはファイルを生成し、他のファイ

ルは生成されたファイルを変換し、3番目のファイルは変換されたファイルを電子メールとして送信します。これは有効な構成です。また、複数

の実行ステップを持つハンドラーは複雑性を追加し、エラーハンドラー内でエラーが発生する可能性があるため、慎重に扱われる必要がありま

す。 

同じハンドラー内に複数のステップが存在する場合、全てが実行されるまで、シーケンス順に、または、ステップが失敗するまで実行され

ます。ステップの失敗後はステップは実行されません。しかし、ハンドラーに失敗すると、存在する場合外側のハンドラーにより出力が処

理されます。

この点に対応するために、ハンドラー内のステップの数を制限し、エラーの可能性を制限する必要があるかもしれません。 ハンドラー内部のス

テップが少ないほうが、ハンドラーの実行が完了する可能性は高いです。後続するステップが前のステップに依存する場合、例えば、このステッ

プのみのために新規のエラーハンドラーを追加し、成功時にのみ依存するステップの実行を継続することができます。

更に留意する点は例外ハンドラーから保護されたブロック内の結果を参照することができない点です。理由は、ステップが失敗すると、保護済

みのブロックは、定義されていないものになり、定義されていない結果を処理することは不可能だからです。
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このため、例外ハンドラーを持つ保護されたブロック内に例外ステップが置かれると、例外ハンドラー内の実行ステップの結果にアクセスす

ることは不可能になります。ハンドラー が 「成功時」、「エラー時」 または 「常に」 であることは関係ありません。

保護されたブロック内のステップのためにのみ制限を適用することができます。この点をよりよく理解するために、以下のサンプルジョブをよく考慮

してください:

上記で説明されているジョブでは、各ステップに結果が存在します。例えば、最初のステップには、 result1 が、2番目のステップには

result2 が存在します。上記のジョブでは、各ステップに結果が存在します。これらの結果の値にアクセスする必要がある場合は、以下の点

に注意してください:

· ステップ 1 は保護されたブロックの外部であるため、後続する他の捨てべのステップにより結果にアクセスすることができます。具体的

には、 result1 にステップ 2  またはステップ 3 、およびエラーハンドラーからアクセスすることができます。
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· ステップ 2 と 3 はハンドラーからではなく同じ保護されたブロックの後続するステップからのみ結果にアクセスすることのできる保護され

たブロックの内部に存在します。すなわち、 result2 はステップ 3 からアクセスすることが可能ですが、エラーハンドラーからアクセス

することはできません。後続するステップが存在しないため、result3 にアクセスすることはできません。

· 最後に、ハンドラー内に存在し、ハンドラーの唯一および最後のステップであるため、エラーハンドラーの結果である

result_handler には他のステップからアクセスすることはできません。後続するステップが存在する場合、 result_handler 結

果を消費することができます。

上記に留意して、保護されたデザインは結果の可視性を構成しています。実際のソリューションは場合により異なります。例えば、 ファイル名

を作成するために 「エラー時」 ブロック内のステップの結果が重要な場合、 自身の保護されたブロック (ネストされ保護されたブロック) の内

部に含むことができ、failed-step 関数を呼び出して、エラーを含む出力を取得し、ファイルを作成することができます。エラーを引き起こし

たステップを識別することはできませんが、この関数は、エラーが発生した場合エラー情報を含む result 型を返します。  result はシェル

コマンドを作動する抽象的な結果を表し、MapForce 変換、または、 StyleVision スタイルシートは期待する出力を作成する場合だけ

ではなく、エラーが発生した場合でも処理されることができます。これは、サンプルにより理解することができ、エラー処理をジョブに追加するで詳

細に説明されています。 
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6.9 延期されたステップ

エラーが発生しないことを前提として全ての処理ステップが完了した後のみに FlowForce ジョブは結果を返します。実行されているステッ

プが存在する限り、ジョブは結果を返す前に完了するまで待つ必要があります。ジョブが W eb サービスとして公開されることは、HTTP トラン

ザクションがジョブの実行中に開かれたままであることを意味します。これは処理されたデータの量により異なり、数分、または数時間かかる場

合があります。

このようなケースを正常に処理するには 延期された ステップと呼ばれる FlowForce の特別な型を使用することができます。処理はジョブが

結果を返した後のみに発生するため、延期されたステップはジョブが結果をすぐに返すことを回避しません。 (このため「延期された」ステップと

呼ばれます)。延期されたステップがジョブに含まれる場合、 FlowForce は最初に延期されたステップではない全てのステップを処理し、延

期されたステップの処理を行います。

延期されたステップを持つジョブは結果を早く返すかもしれませんが、ジョブは延期されたステップの全ての実行が完了するまで実行中とみなさ

れます。全ての延期されたステップの処理に成功した場合のみジョブが成功したものと考えられます。

延期されたステップをジョブ内でステップが許可されている個所で作成することができます。これを行うには、新規のジョブを作成するには既存の

ジョブを開き、「実行ステップ」の下の 「新規の延期ステップ」ボタンをクリックします:

これは新規の「延期された」シーケンスをジョブ構成ページに追加します:

「延期された」シーケンス内の  をクリックして延期される実際のステップを作成します。以下のサンプルのように延期されたステップがお互い

に依存する場合、複数の延期されたステップを作成することができます。延期されたシーケンスをネストすることができますが、その場合、実行

の順序は重要になります。下の「高度なシナリオ」を参照してください。

脚注:

· 延期されたシーケンスは他のジョブと同様に現在のジョブ内にあり、ジョブと同じ構造を持つことができます。例えば、ループ (または

部分的なループ) または (保護済みの) エラーの処理ブロックを含むことができます。

· ジョブは複数の関連しない延期されたシーケンスを含む場合があります。これはエラーの処理のために重要な場合があります。エラー

が延期されたシーケンス内で発生する場合、他は影響を受けません。詳細に関しては以下の「エラーの処理」セクションを参照して

ください。

· 全ての延期されたシーケンスはすべての延期されていないステップの後に上から下に実行されます。特別なケースのために下の「高

度なシナリオ」を参照してください。

· メインのジョブが結果を返した後実行される呼び出されたサブジョブ内でステップを延期することは可能です。

例:  延期されたステップ

次のサンプルは延期されたステップの使用例について説明しています。W eb サービスとして公開されており、ブラウザーを含むクライアントをい

つでも呼び出せるため、このジョブはよい例です。このようなジョブの詳細は  W eb サービスとしてジョブを公開するを参照してください。
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ステップ A は大きなシステムディレクトリ内のすべてのディレクトリとファイルを再帰的にリストする時間がかかるシェルコマンドを実行します。この

理由からステップ A は「延期された」シーケンスの内側に置かれています。ステップ B は A により生成された標準の出力をファイルに書き込み

ます (stdout)。ステップ B は A により生成される出力により異なり、延期されたシーケンスの一部となる必要があります。 

ステップ C はサービスのコーラーにタスクの送信が成功したことを通知します。このステップはジョブが実行されると最初に実行されますが、意図

的に最後のものとして追加されます。

具体的には W eb サービスが呼び出されると、上のステップが以下のシーケンスを実行します:  C*、A、B。理由は A と B は延期されたス

テップで C が最初に実行されるからです。アスタリスクマークはジョブが結果に戻る場所を示しています。

この構成の利点はステップ C の実行後ジョブがすぐに結果を返し、 HTTP トランザクションが終了できるため、他のリスエストのためにサーバ

ーリソースを空けることができるからです。ジョブの結果を返した後、 FlowForce は延期さえたステップ A と B を通常のシーケンスで実行しま

す。

確認として、ブラウザー内でジョブを呼び出すとジョブメッセージ「タスクの送信に成功しました」が遅延なく表示される一方、output.txt ファイ

ルが作成されるまでジョブは実行を継続します (リストされたディレクトリのサイズによりこれは数秒から数分かかります)。A または B 失敗しな

い場合、 出力ファイルはパス C:\FlowForce\Postponed\output.txt で作成されます。
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メモ: このサンプルでは、具体的には文字列「タスクの送信に成功しました」 W eb サービスをテストする際にブラウザーに送信される結果

を生成するためにステップ C はジョブで最後に実行されます。C を上に移動する場合でも、最初に実行され、延期されたステップ

B はジョブの最後に実行されるステップのままです。しかしながら、これはジョブの結果を変更し、ブラウザーは [] に類似した空の出

力を表示する可能性があります。FlowForce ジョブの結果は常に最後に実行されたステップの結果であるからです。延期された

ステップは値を返す必要はありませんが、代わりにからのシーケンスを生成します。

高度なシナリオ

ジョブは複数の延期されたステップを含みますが、前後に配置されている、または延期されたステップの複数のシーケンスである必要はありませ

ん。例えば、ジョブは以下の順序で以下のステップにより構成されているとします

A

postpone B

C

D を延期

上のステップは以下の順序で実行されます:  A、C*、B、D。確認できるように、延期されていないステップが最初に実行され、その後に延期さ

れたステップが実行されます。アスタリスクマークはジョブが結果に戻る場所を示しています。

条件(choose ステップ)内で延期されたステップを追加することもできます。この場合、延期されたステップは対応する "when" または

"otherwise" ブランチが実行されると実行されます。 

when expression=true 

{

  postpone A

  B

  C

}

otherwise 

{

  postpone D

  E

  F

}

上記の曖昧なジョブの場合、式が true を評価すると、ステップは以下の順序で実行されます:  B、C*、A。 それ以外の場合実行順序は

以下の通りになります:  E、F*、D。 アスタリスクはジョブが結果を返すことを示しています。

for each ステップ内では、ループの一部であったとおりループと同じ順序で延期されたステップは延期されていないステップとして処理されま

す。

for each item in list 

{

  A

  postpone B

}

例えば、ループが3回実行されると仮定すると上記のステップは以下の順序で実行されます:  A1、A2、A3*、B1、B2、B3、 箇所:

· 数値はループの番号を示しています

· アスタリスクはジョブが結果を返すことを示しています。

他の延期されたステップ内で延期されたステップをネストすることもできます。この場合、ルールは以下の通りです:
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· 同じ深さの外側のステップが最初に処理されます

· ネストされた延期されたステップは親シーケンスが完了した後のみに実行されます。

例えば、ジョブは次のネストされているステップにより構成されていると仮定します

A

postpone 

[

  B

  C を延期

  D

  E を延期

  F

]

G

延期 

[

  H

  postpone J

  K

  postpone L

  M

]

N

上のルールに従うとステップは以下の順序で実行されます:  A、G、N*、B、D、F、C、E、H、K、M、J、L。 アスタリスクマークはジョブが結果

に戻る場所を示しています。

上のように高度な構成を作成しテストする必要がある場合、 FlowForce ログからステップの実行ステップをトラックすることが可能です。

エラーの処理

以前に述べられているととおり、延期されたステップは延期されたシーケンスに属しています。ジョブ内の複数の箇所で複数の延期されたシーケ

ンスが含まれている場合があります。エラーが発生すると、一般的なルールは以下の通りです:

· 延期されたステップがエラーに遭遇すると、同じ延期されたシーケンス内の次のステップと共にキャンセルされ、エラーがログされます。こ

れは現在のシーケンスのみに影響を与えます。同じジョブ内に他の延期されたシーケンスが存在する場合、実行は継続されます。

· 保護されたブロック 内の延期されたステップがエラーに遭遇すると、 通常これはブそのブロックの一部であるすべての延期されたステッ

プをキャンセルします。保護されたブロックはエラーが発生した場合複数回再試行するように構成されていることを考慮すると、これ

はロールバックの役割を果たし必要です。エラー時に再試行するを参照してください。

上記の最初のルールの作動を説明するには以下のサンプルを確認してください:
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上記のジョブでは唯一の延期されていないステップのためステップ D が最初に実行されます。 

ステップ D 以外にも2つの延期されたシーケンスが存在します:  最初のシーケンスには A と B が含まれており、2番目のシーケンスにはステッ

プ C が含まれています。ステップ A が失敗したと仮定します。この場合、FlowForce Server は延期されたシーケンス全体をキャンセル

し、ステップ B もキャンセルします。ステップ C を含むシーケンスは影響を受けず、実行を継続します。
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6.10 ジョブの戻り値の型を宣言する

ジョブの結果を他のジョブで使用する場合、ジョブの結果をキャッシュする場合、ジョブの戻り型を宣言する必要があるかもしれません。戻り値

の型を宣言する場合は、以下の点を考慮してください:

· 戻り値の型は、結果を実際に返すジョブのためには意味があります。 

· ジョブの結果をキャッシュする場合、戻り値の型を宣言する必要があります。

· ジョブの戻り値の型は、ジョブ内の最後のステップの同じデータ型である必要があります。ジョブの最後のステップが、ジョブのために宣

言されたものと異なるデータの型を返すと、 FlowForce Server は、「型と結果は一致しません」に類似したエラーを返します。こ

のような型の一致に関するエラーが生じると、式関数を使用して、ジョブ内の最後ステップのデータ型をジョブの戻り値の型として宣

言されたデータ型に変更します (以下を参照:  データ型をステップで処理する )。 

ジョブの戻り値の型を宣言します:

1. 新規ジョブを作成、または既存のファイルを編集のために開きます。

2. 実行の結果 セクション内の戻り値の型のを選択します。

使用することのできる戻り値の型は、以下のとおりです.

無視’/破棄

これはデフォルトの戻り値の型です。 これは、ジョブの結果が存在すると想定して、

FlowForce Server にジョブの結果を無視、または、破棄するように命令します。ジョ

ブが結果を返さない場合、または、返された結果を処理する必要がない場合このオプショ

ンを選択してください。 

文字列

ジョブにより返されるデータが、テキスト値 (文字列 ) を示すことを指定します。 

ストリーム

ジョブにより返されるデータが、ストリームを示すことを指定します。 

数値

ジョブにより返されるデータが、数値を示すことを指定します。

ブール値

ジョブにより返されるデータが、ブール値であることを指定します。 
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6.11 データ型をステップで処理する

結果をステップから他のステップ、または、ジョブにパスすると、ステップの結果のデータ型を変更する必要がある可能性があります。 例えば、ディ

レクトリのコンテンツをリストするステップを作成すると、戻り値の型が結果になります。 この結果を特定の方法で処理するには、 (例えば、電

子メールに送信する、またはファイルに書き込む場合 )  結果 を ストリーム または 文字列 に変換する必要があります。

ステップの戻り値の型 ( ステップ 1 と呼ぶことにします) を以下のように変更することができます:

1. ステップ 1 の 「このステップの結果を割り当てる」 フィールドに値を入力します。ステップの結果にアクセスするために、この値を参

照する必要があります。

2. ステップ 1 の後に新規の実行ステップを追加します (ステップ 2  と呼びます)。

3. system/compute ビルトイン関数を関数 ステップ 2 の実行関数として設定します。

4. ステップ 2 の式フィールド内では、ステップ 1  により返された値を必要とされるデータ型に変換する式を入力します。例えば、ス

テップ 1  に返された値が、出力を返すコマンドラインの結果で、これをストリームに変換する場合は、以下を使用してください:

stdout(result) 

結果 は、 ステップ 1 により返された値に付けられる名前です。

使用される式は、達成を目的とする結果により異なります。FlowForce Server は、演算子と組み合わせ、ステップ内で使用す

る有益な式を作成することのできる、多種の式関数を提供します。 使用することのできるオプションを理解するには、以下を参照し

てください:  ステップ結果関数。

例

ディレクトリのコンテンツをリストする実行ステップを以下のように作成したと想定しますは、以下の通りです:

この段階では、ステップの出力は、結果 です。  ( 例えば、ディレクトリコンテンツをファイルに書き込む、または、コンテンツを電子メールとして送

信するなど)この結果を他のステップで使用するには、結果 ではなく、型 ストリーム の値が必要になります。

「ストリーム」 データ型にステップをリストするディレクトリの出力を変換する:

1. ステップ 1 の結果を  as Step1Output として宣言します。これを行うには、 「このステップの結果を割り当てる」 フィールド内

に Step1Output を入力します。
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2. system/compute 関数を呼び出す新規の実行ステップを追加します。 

3. パラメーターに、 次の式を入力します:  stdout(Step1Output)、 step1output  がステップ１の結果である箇所.

この段階では、 ジョブ出力データの型は、意図としたとおり、ストリームです。ステップの2番目の結果を電子メールに送信する新規

の実行ステップを作成することができます。 

電子メールにディレクトリのリストを送信する:

1. stdout(Step1Output) から content(stdout(Step1Output)) にステップ2の式を変更します。これを行うことによ

り、ストリームの値を文字列の値に変換することができます。

2. ステップ2の結果を Step2Output と宣言します。これを行うには、「このステップの結果を割り当てる」 フィールド内に

Step2Output を入力します。

3. 新規の実行ステップ (ステップ 3)を次の設定と共に追加します ( 電子メールサーバー設定 は、ビルトイン 

/system/mail/send 関数を使用する前に構成されなければならない点に注意してください):

実行関数

次を参照します:  /system/mail/send 関数。

差出人 電子メールの差出人を入力します。

宛先 電子メールの宛先を入力します。

件名  電子メールの件名を入力します。 例えば、 「Directory Listing」。

Body

  をクリックし、 Step2Ouput を選択します。

この段階では、 実行ステップは以下のようになります:



(C) 2015-2021 Altova GmbH

データ型をステップで処理する 173ジョブの構成

Altova FlowForce Server 2021

4. ジョブを1度または定期的に実行するタイマートリガーを作成します (例えば、 毎 60 分 )。

5. 「保存」をクリックします。
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6.12 Windows ネットワークパスの参照

ジョブを作成する際、通常 FlowForce Server が作動するマシン上で、または、ネットワーク上のファイルパスを参照します。マップされたネッ

トワークドライブなどの、W indows ネットワークパスを参照する場合、 Universal Naming Convention (UNC) 構文を使用します。こ

れは、ドライブ文字は、システムに対してグローバルではないため、また、各ログインセッションは自身のドライブ文字に割り当てられているため、

これはドライブ文字がシステムに対してグローバルではなく、ログオンセッションが自身のドライブ文字に割り当てられているため必須です。

UNC 構文は以下のフォームをとります:

\\server\sharedfolder\filepath

該当する箇所:

· server が (DNS により定義される)ネットワーク内のサーバー名を参照する箇所.

· sharedfolder が管理者により定義されるラベルを参照する箇所(例えば、 admin$ が通常オペレーティングインストールのル

ートディレクトリである箇所 )。

· filepath がシェアの下のサブディレクトリを参照する箇所。
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6.13 トリガーの管理

ジョブを作成する際、 トリガーとしてジョブをトリガーする条件(または基準) を指定する必要があります。  FlowForce Server は、定義さ

れたトリガーを監視し、トリガーの条件が満たされるとジョブを実行します。

同じジョブのために、複数のトリガーを作成することができます、また、定義されたトリガーを有効化、または、無効化することもできます。有効

化されたトリガーが実行されると、FlowForce Server は、ジョブの全てのステップを実行します。

パラメーターを持つジョブ内出トリガーを使用する場合、全てのパラメーターはデフォルトの値を必要とします。 それ以外の場合、 ジョブは実行

されません。

以下の種類のトリガーを作成することができます:

· タイマートリガー

· ファイルシステムトリガー

· HTTP トリガー

タイムトリガーを使用することにより、ジョブが特定の時刻に、(毎日、毎週、または週の特定の日に、または他の日に実行されるなどの )柔軟

性に富んだ再帰オプションを使用して、特定の時間の間隔に開始される計画を立てることができます。 

ファイルシステムトリガーを使用することにより、新しく追加されたファイルまたは変更されたファイルなど、ファイルまたはディレクトリの変更を監視

することができます(削除されたファイルは監視できないことに注意してください)。 (例えば、 60 秒ごとに実行など)変更の収集の間隔を柔軟

に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定することもできます。ワイルドカードを使用して、ディレクトリの特

定のファイルをフィルターすることも可能です。

HTTP トリガーを使用することにより、 URI (Uniform Resource Identifier) の変更を監視することができます。特に、 Last-

Modified と Content-MD5 HTTP ヘッダーフィールドの変更を収集することができます。(例えば、 60 秒ごとに実行など)変更の収集

の間隔を柔軟に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定することもできます。 

トリガーを追加するには、トリガーの型に対応したボタンをクリックします。 

下にリストされているトリガーの横にあるボタンを使用してトリガーを管理してください。

トリガーの削除

トリガーの複製

前の削除アクションを元に戻す

トリガーフィールドの一部には  と  ボタンが横に表示されています (例えば、 タイマートリガーの開始日 )。 これらのボタンを使用して

トリガーフィールドの値を設定またはクリアします。値は、ページに表示されると設定済みとみなされます。例えば、下のイメージでは、「繰り返

し」の値は設定されていませんが、「開始」の値は、 「2016-03-29 00:00:00」 に設定されています:
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トリガーの値が効果を発揮するには、ジョブの保存が必要なことに注意してください。

以下も参照してください

· タイマートリガー

· ファイルシステムトリガー

· HTTP トリガー

6 .13 .1 タイマートリガー

タイムトリガーを使用することにより、ジョブが特定の時刻に、(毎日、毎週、または週の特定の日に、または他の日に実行されるなどの )柔軟

性に富んだ再帰オプションを使用して、特定の時間の間隔に開始される計画を立てることができます。 

下のスクリーンショットはタイマートリガーのサンプルを表示しています。

タイムトリガーの例

タイマートリガーには以下の構成があります。

実行

トリガーが1度、または N 日ごとに周期的に実行されるか定義します。使用することのできるオプ

ションは、以下のとおりです:

· 1度

· 毎日

· 週の日で

· 月の日で
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· 月の週にある日で

繰り返し トリガーの繰り返しオプションを定義します。実行 ドロップダウンリスト内出指定された日数でイベ

ントが繰り返し実行されます (前のフィールドを参照 )。

毎 フィールドは繰り返しの間隔を分数で定義します。

「から」と「まで」のフィールドは繰り返されるイベントの時間の範囲を定義します。 

開始

トリガーの開始日時を定義します。

「1度」が実行ドロップダウンリストから選択されている場合、開始の日時は入力必須の項目で

す。 

日付フィールドをクリックすると、開始日を選択することのできるポップアップカレンダーが開かれま

す。

有効期限

トリガーの日時の有効期限を定義します。

タイムゾーン

開始および有効期限の日時に適用することのできるタイムゾーンを定義します。 デフォルトのタイ

ムゾーンがサーバー管理設定内で定義されます (以下を参照:  デフォルトのタイムゾーンの設

定 )。

有効化 有効化された チェックボックスにより、トリガーを有効化、または、無効化することができます。こ

のオプションは、新しいジョブを作成し、テストする際に便利です。 

6 .13 .2 ファイルシステムトリガー

ファイルシステムトリガーを使用することにより、新しく追加されたファイルまたは変更されたファイルなど、ファイルまたはディレクトリの変更を監視

することができます(削除されたファイルは監視できないことに注意してください)。 (例えば、 60 秒ごとに実行など)変更の収集の間隔を柔軟

に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定することもできます。ワイルドカードを使用して、ディレクトリの特

定のファイルをフィルターすることも可能です。

下のスクリーンショットはファイルシステムトリガーの例を表しています。

サンプル ファイルシステムトリガー

ファイルシステムトリガーには以下の構造があります。

チェック

トリガーが URI をどのようにポールするかを指定します。有効なオプション:

新規作成 新規のファイルまたはディレクトリが指定されたディレクトリに追加されると、トリガ

ーは実行されます。サーバーのロード量に関しては、このオプションは最も少な
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いサーバーのリソースを必要とします。

新規のトリガーが追加されジョブが保存されると、そのディレクトリ内の既存の

ファイルは新規に作成されたものと考慮され、それぞれのためにジョブが実行さ

れます。

ファイルが削除され、後に追加されるとジョブはもう一度実行されます (これは

「ポーリング間隔」秒が既に削除から経過した場合のみ実行されます)。ファイ

ルの名前が変更された場合でもこのトリガーは実行されます。

ポールされたディレクトリが変更されない場合このトリガーは実行されません。こ

のような振る舞いが必要な場合、次のオプション(「変更された日付」)を参照し

てください。

変更された日付 トリガーは、指定されたファイルの最後の変更タイムスタンプをチェックします。日

付が変更されている場合、または、新しいファイルが追加されている場合、また

はファイルの名前が変更された場合トリガーは実行されます。

このオプションは前のものよりもサーバーから若干多くのリソースを取ります。

コンテンツ このオプションは特定のファイルのためのハッシュコードを計算し保管します。ポー

リング間隔が経過すると、ハッシュコードは、再計算され、保管されている値と

比較されます。差異が存在する場合、トリガーが実行されます。これはサーバ

ー大量のロードを課すことになる点に注意してください。

日付が変更されている場合、または、新しいファイルが追加されている場合、ま

たはファイルの名前が変更された場合トリガーは実行されます。

ポーリング間隔

ディレクトリがポールされる間隔を秒数で指定します。デフォルトの値は 60 秒です。最小の値は 1 秒で

す。

N 秒待つ

次のジョブを開始するまでの待ち時間を秒数で定義します。

開始

トリガーの開始日時を定義します。これは任意のフィールドです。

日付フィールドをクリックすると、開始日を選択することのできるポップアップカレンダーが開かれます。

有効期限

トリガーの日時の有効期限を定義します。

タイムゾーン

開始および有効期限の日時に適用することのできるタイムゾーンを定義します。デフォルトのタイムゾーンがサ

ーバー管理設定内で定義されます (以下を参照:  デフォルトのタイムゾーンの設定 )。

有効化 有効化された チェックボックスにより、トリガーを有効化、または、無効化することができます。このオプション

は、新しいジョブを作成し、テストする際に便利です。

Triggerfile パラメーター

ファイルシステムまたは HTTP トリガーを作成する場合、 FlowForce Server は自動的に triggerfile 入力パラメーターをジョブに追加

します。ジョブが実行されると、FlowForce Server はパラメータを次に設定します:

a) ジョブをトリガーしたファイル (ファイルシステムトリガーの場合)。

b) 収集された URI (HTTP トリガーの場合 ) のダウンロードコンテンツを含む一時ファイルの名前。 
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triggerfile パラメーターの値を次のステップ内の入力値としてパスすることができます。このようにして、トリガーするファイルを必要に応じて使

用、または、処理することができます。

デフォルトでは triggerfile パラメーターは、トリガーするファイルの絶対パスを含んでいます。パスの一部を抽出するにはファイルパス式関数を

使用します。 

triggerfile パラメーターを使用するジョブの例に関しては、ディレクトリ ポーリング ジョブを作成するを参照してください。

6 .13 .3 HTTP トリガー

HTTP トリガーを使用することにより、 URI (Uniform Resource Identifier) の変更を監視することができます。特に、 Last-

Modified と Content-MD5 HTTP ヘッダーフィールドの変更を収集することができます。(例えば、 60 秒ごとに実行など)変更の収集

の間隔を柔軟に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定することもできます。 

下のスクリーンショットはHTTP トリガーの例を表しています。

サンプル HTTP トリガー

HTTP トリガーには以下の構造があります。

チェック

トリガーが URI をどのようにポールするかを指定します。有効なオプション:

HTTP ヘッダー日付 最後に変更された HTTP ヘッダーをチェックするようにシステムに命令しま

す。最後に変更 HTTP ヘッダーが不足している場合、 コンテンツ-MD5  ヘッ

ダーのみがチェックされます (次のオプションを参照してください)。

コンテンツ コンテンツ-MD5  HTTP ヘッダーをチェックするようにシステムに命令する。こ

れはメッセージ統合チェックとして使用されている 128-ビット 「ダイジェスト」

です。ポーリング間隔がパスされた後、MD5 ヘッダーが変更されるとファイル

がトリガーされます。ヘッダーがサーバーにより提供されていない場合、コンテ

ンツは取得され、ろーけるでハッシュ化されます。

ポーリング間隔

URI がポールされる間隔を秒で指定します。
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解決するまで N 秒待つ

次のジョブを開始するまでの待ち時間を秒数で定義します。

開始

トリガーの開始日時を定義します。これは任意のフィールドです。

日付フィールドをクリックすると、開始日を選択することのできるポップアップカレンダーが開かれます。

有効期限

トリガーの日時の有効期限を定義します。

タイムゾーン

開始および有効期限の日時に適用することのできるタイムゾーンを定義します。デフォルトのタイムゾーンがサ

ーバー管理設定内で定義されます (以下を参照:  デフォルトのタイムゾーンの設定 )。

有効化 有効化された チェックボックスにより、トリガーを有効化、または、無効化することができます。このオプション

は、新しいジョブを作成し、テストする際に便利です。

Triggerfile パラメーター

ファイルシステムまたは HTTP トリガーを作成する場合、 FlowForce Server は自動的に triggerfile 入力パラメーターをジョブに追加

します。ジョブが実行されると、FlowForce Server はパラメータを次に設定します:

a) ジョブをトリガーしたファイル (ファイルシステムトリガーの場合)。

b) 収集された URI (HTTP トリガーの場合 ) のダウンロードコンテンツを含む一時ファイルの名前。 

triggerfile パラメーターの値を次のステップ内の入力値としてパスすることができます。このようにして、トリガーするファイルを必要に応じて使

用、または、処理することができます。

デフォルトでは triggerfile パラメーターは、トリガーするファイルの絶対パスを含んでいます。パスの一部を抽出するにはファイルパス式関数を

使用します。 

triggerfile パラメーターを使用するジョブの例に関しては、ディレクトリ ポーリング ジョブを作成するを参照してください。
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6.14 ジョブを Web サービスとして公開する

FlowForce Server ジョブを W eb サービスとして公開することができます。W eb サービスとして公開されるジョブは、プログラミング的にアク

セスできることを基本的に意味します。テストとデバッグのために、このようなジョブをブラウザーから呼び出すこともできます。

W eb サービスとしてジョブを公開する:

1. ジョブを作成する、または、既存のジョブを編集のために開きます。

2. 「 HTTP を介してこのジョブを利用可能にする」チェックボックスを選択します。

3. URL テキストボックス内に W eb サービスの名前を入力します。

ジョブを保存すると FlowForce Server は HTTP GET と POST リクエストを指定された URL で受け入れるリスナーサービスを開始し

ます。サービスとして公開されるジョブは、 FlowForce サーバーが作動している間はアクティブです。 

メモ: セットアップページからFlowForce Server サービスのホスト名 フィールドを設定すると  W eb サービスの呼び出し  ボタン

が使用できるようになりますこのボタンをクリックすると新規のブラウザーのウィンドウ内で W eb サービスが呼び出されます。

FlowForce Server のためのホスト名を構成していない場合、をブラウザーのアドレスバー内に URL を手動で入力して W eb

サービスを呼び出すことができます。

W eb サービスが呼び出されると、FlowForce Server は指定されたジョブの実行ステップを実行し、次を返します:

· ジョブが結果ファイルを生成する場合、最後のステップの最初の結果ファイル。

· 結果ファイルが生成されない場合、最後のステップの標準出力 (コマンドライン出力と作業する場合などが当てはまります)。 

結果に従ったコンテンツ型 ヘッダーが表示され、 HTTP 200 ステータスと共に有効な結果が返されます。コンテンツ型 ヘッダーは実際の結

果により異なります。MapForce マッピングは、XML 出力が存在する場合、または、テキスト出力のための text/plain が存在する場

合、 text/xml で結果が表示されます。他の関数の標準の出力も text/plain で返されます。結果は修飾記号なしでレスポンスボ

ディとして返されます。

実行エラーはジェネリック名エラーメッセージと共に HTTP 5xx ステータスとして報告されます。詳細に関しては、 FlowForce Server ログ

をチェックしてください(ジョブログの確認 を参照)。

このようなジョブの構成を説明するステップバイステップのサンプルに関してはW eb サービスとしてジョブを公開するを参照してください。

全てのジョブステップが実行される前に FlowForce が結果を返すように構成することは可能です。サービスとして呼び出されたジョブが時間

を要す場合場合この機能は特に役に立ちます。早い結果は処理のために FlowForce Server により受け入れられた呼出元により確認と

して扱われます。詳細に関しては延期されたステップを参照してください。 

現在構成しているすべての FlowForce Server W eb サービスを確認する:

以下の内の1つを行ってください:
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· FlowForce W eb 管理インターフェイス内で ホーム に移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックしま

す。アクティブなトリガーとサービスも参照してください。

· 以下の URL に以下のブラウザーからアクセスします:  http://[FlowForceServer][ServerPort]/service/*

メモ: URL 内では、[FlowForceServer] と [ServerPort] は FlowForce Server がリッスンするネットワークアドレスとポー

トを参照します。デフォルトでは、(同じマシンからアクセスすると想定し) FlowForce Server は http://localhost:4646 で作

動します。サーバー名とポートは管理ページで定義されているとおりです ネットワーク設定の定義を参照してください。

W eb  サービスパラメーター

W eb サービスとしてジョブを公開すると、全てのジョブのパラメーターは自動的にサービスのパラメーターになります。ジョブのパラメーターにデフォ

ルトが存在しない場合、サービスを呼び出す際にデフォルトを与える必要があります。リクエスト内で与えられていない場合、任意のパラメータ

ーはデフォルトの値を取ります。

サービスが呼び出されると、 FlowForce Server は、リクエスト内で与えられたパラメーターをジョブ内で定義されたパラメーターに対して検証

します。パラメーターの検証に失敗すると、FlowForce Server は、5xx HTTP ステータスを返します。この場合デバッグとテストのために、

FlowForce Server は HTML パラメーターフォームも表示します。デバッグとテストのために HTML フォームを使用して、パラメーターを手

動で入力することができます。型 ストリームのパラメーターのために、ページ内でブラウザーボタンが使用できるようになり、パラメーターが必要と

するようにファイルをアップロードするために使用することができます。

テスト HTML フォームを条件無しに表示するには、リクエスト内にビルドインの (値を持つ)パラメーター showform  を与えます。

パラメーターを持つ FlowForce W eb サービスを呼び出すには、次のオプションの一つを使用することができます:

1. 文字列、または、数値などの簡単型のパラメータには、GET または POST リクエストの URL 内に提供することができます。例え

ば、 W eb サービスとしてジョブを公開するを参照してください。

2. POST  の場合は、更に multipart/form-data または application/x-www-form-urlencoded としてパラメ

ータを提供することができます。FlowForce 内の型 「stream」 がパラメーターの場合、 (FlowForce が期待するため)

multipart/form-data としてクライアントが提供する必要があります。このようなパラメータのために、ブラウザーは、対応する

パラメーターの横に 「参照」 ボタンを表示する HTML フォームをテストします。

3. クライアントは POST リクエストのボディ内の任意のコンテンツを含むことができます (パラメーターとしてではなく、 HTTP リクエスト

のボディとしてポストされている JSON または XML などのコンテンツを具体的に示しています)。これを可能にするには、

FlowForce ジョブは型 stream の single パラメータを含んでいる必要があります。追加の非 stream パラメータを必要とする

場合、これらは POST URL 内に提供される必要があります。しかしながら、FlowForce 内で一つの型 stream のパラメータが

定義される必要があります。これらの条件が満たされると、 stream パラメーターのためにデータとしてリクエストボディが扱われます。

他の構成は必要ありません。例えば、 JSON を FlowForce W eb サービスへポストする方法を参照してください。

W eb サービスの認証

デフォルトでは、 FlowForce Server は HTTP ベーシック認証を使用して、W eb サービスを呼び出すクライアントを認証します。ユーザー

の資格方法は FlowForce Server ユーザーデータベースに対してチェックされます ( FlowForce Server W eb 管理インターフェイスに

ログオンするために使用されるユーザー名とパスワード).  

http://localhost:4646
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資格情報無しでサービスが使用できるようにするには、デフォルトの anonymous ユーザーにサービスの使用パーミッションを与えます

(パーミッションのしくみを参照してください )。

サービスが匿名の使用を許可する場合 HTTP 資格情報を提供することができます。資格情報は FlowForce Server のユーザーデータ

ベースに対してチェックされ、サービス実行ファイルは、匿名ユーザーの代わりに認証済みのユーザーの属性にされます。

無効な資格情報を提供すると、 401 の HTTP 状態をインターフェイスは返します。サービスの使用はこのサービスの匿名のユーザーに与え

られません。リクエストインターフェイスは、 401 の HTTP 状態を返します。

有効な資格情報が与えられ、このサービス上でサービスの使用 パーミッションが認証されていないユーザーに与えられていない場合、リクエス

トインターフェイスは HTTP 4xx 失敗状態を返します。存在しないサービスにアクセスしようとすると、 HTTP 4xx 失敗状態が返されます。

HTTP ベーシック認証に加え、任意で、 W indows ドメインの認証を構成することもできます。構成方法に関しては、ディレクトリサービスの

変更設定の変更 を参照してください。W indows ドメイン認証が構成されると、有効なユーザー名とパスワードを提供することにより、ユーザ

ーは FlowForce Server により公開される W eb サービスにアクセスできるようになります。重要な点は、ユーザー名がプレフィックス NT/ を

含む必要があり、ドメイン名を除外する必要があることです。例:  NT/john.doe@my.domain.com.

キューの設定

サービス URL はトリガーの特別な型で、このために接続が構築されると同じキューの制約の対象となります。キューの設定の定義を参照して

ください。

HTTP リクエストボディの最大サイズを構成する方法

大体 100 MB ぐらいの HTTP リクエストボディの最大サイズを確立する　FlowForce Server 内に存在するデフォルトのリミット。コーラー

が HTTP リクエストを W eb サービスとして公開されている FlowForce ジョブにポストし、 HTTP リクエストボディがリミットを超すと、

FlowForce Server は以下のテキストを含むエラーを返す場合があります:
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リクエストと共に送信されたエンティティが許可されている最大バイトを超える場合。

大きなサイズのリクエストを受け入れる方法:

1. flowforce.ini ファイルをテキストエディターで開きます。

2. オプション max_request_body_size を [Listen] または [ListenSSL] セクションに追加して、許可されるバイト数を最

大に設定します。

例えば 500 MB の最大サイズを有効化するには flowforce.ini ファイルは以下のようになります:

[Listen]

active=1

host=0.0.0.0

port=4646

hostname=somehost.example.org

max_request_body_size=500000000

. ini ファイルに関する詳細は 構成ファイルレファレンスを参照してください。

FlowForce Server プールスレッドの再構成の方法

大量の並列 HTTP サービスリクエスト (例えば、1度に 20 または以上)を期待する場合サーバーをプールスレッドの若干大きい数量に再構

成することが可能です。

1. flowforce.ini ファイルをテキストエディターで開きます。

2. オプション thread_pool を . ini ファイルの [Listen] または [ListenSSL] セクションに追加し 20 以上の値に設定しま

す。

3. サービスを再起動します。

メモ: (多くのプールスレッドを必要としない) FlowForce W eb Server のためと (異なるポート上の) 他のリスエストのために個別の

[Listen] セクションを2つ持つことはよい案です。それ以外の場合、 FlowForce W eb Server はプールスレッドのための他の

HTTP リクエストと競合します。
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6.15 ジョブの結果をキャッシュする

キャッシュによりサーバーのロードとジョブのレスポンスの時間を削減することができます。完了するまでに時間がかかり、サーバーのロード量が大

きくなくことがある、 W eb サービスとして公開される、またはデータ集中型のジョブにとって、キャッシュは特に役に立ちます。

ジョブの結果のキャッシュとは、FlowForce Server が、内部のレポジトリにジョブの結果を用意し保管(つまり、 キャッシュ )することを基本

的に意味します。ジョブにパラメータがーが存在する場合、システムは構成できる上限まで、各パラメーターの組み合わせのためにキャッシュエン

トリを作成します。( コンシューマーとされる)他のジョブからキャッシュを持つジョブが呼び出された場合、FlowForce Server は、 (ジョブを再

度実行する代わりに)コンシューマーに対する結果を返し、レスポンスの時間を削減します。

サーバーへのデータのロードの量のバランスを保つには、一方でキャッシュが古くならないように注意し、もう一方で、使用する環境とジョブにより

キャッシュを指定します。このバランスを達成するために、 FlowForce Server に搭載されるキャッシュの設定に慣れ親しむ、必要に応じて

キャッシュを使用してください。

キャッシュされたジョブの結果と作業する場合、以下の点に留意してください:

· 結果がキャッシュされるジョブによるデータ型を宣言する必要があります (以下を参照:  ジョブの戻り値の型を宣言する )。

· 結果がキャッシュされるジョブとコンシューマージョブは、同じ資格情報を使用する必要があります。資格情報が異なると、ジョブは

キャッシュが定義されていないものとして実行されます。

· キャッシュされたジョブの構成を変更すると、既存のキャッシュデータは無効になります(フラッシュされます)。 

キャッシュの設定

使用することのできるキャッシュの設定は、以下のとおりです。

結果をキャッシュする

ジョブの結果をキャッシュする場合このボックスを選択します。 このボックスをチェックすることにより、

現在のジョブの コンシューマー に、ジョブを実行する代わりに、キャッシュされた結果を読み取るよ

うに命令します。

定義されたトリガーが実行されたため、またはジョブの W eb サービスが呼び出されたため、(コン

シューマーによりではなく)現在のジョブが直接実行されている場合、   FlowForce Server

は、キャッシュを更新します (または、ジョブパラメーターキャッシュ内で見つからない場合、与えら

れたパラメーターの組み合わせをベースにして新規のキャッシュエントリを作成します )。

コンシューマーにより開始される

キャッシュ

このオプションが有効化されていると、現在のジョブを呼び出す全てのジョブ (つまり、コンシューマー

ジョブ) は、キャッシュが既存でない場合、キャッシュを作成します。それ以外の場合、トリガーと

W eb サービスの呼び出しのみがキャッシュを作成します。

最大キャッシュエントリ数

このオプションは、各ジョブのために作成されるジョブの結果のキャッシュを制限します。  ジョブにパ

ラメーターが存在する場合、 (組み合わせは無限と想定して )このオプションを全ての可能なパラ

メーターの組み合わせに設定されることが奨励されます。 
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キャッシュコンシューマージョブを自動

的に作成する

キャッシュコンシューマージョブは、 HTTP アドレスで指定される W eb サービスです。コンシューマ

ー W eb サービスは、結果がキャッシュされるジョブのキャッシュを取得し管理する便利な方法と

しての役割を果たします。 呼び出されると、コンシューマージョブは、最初にキャッシュされたメイン

のジョブの結果を使用しようと試みます。 キャッシュされた結果が存在せず、「コンシューマーによ

り開始」オプションが無効化されていると、コンシューマーは、メインジョブにより返される実際の結

果を取得します。 キャッシュされた結果が存在せず、 「コンシューマーにより開始」 オプションが

有効化されていると、コンシューマーは、メインジョブにより返された実際の結果を取得し、キャッ

シュも作成します。 

キャッシュタイマーの更新

キャッシュタイマーの更新は、システムがどの頻度で現在のジョブをキャッシュするか管理します。現

在キャッシュされているすべてのパラメーターの組み合わせが更新されます。

キャッシュタイマーの削除

キャッシュタイマーの削除は、システムが現在のジョブのキャッシュをどのように削除するかを管理し

ます。 

キャッシュの保存と更新

ボタンをクリックして、キャッシュを手動で保存および更新します。

キャッシュタイマーの更新とキャッシュタイマーの削除は、「削除」 (  ) ボタンとクリックすることにより、他のトリガーと同様に削除することが

できます。また、「削除を元に戻す」 (  ) 操作が両方のメニューに対して、保存、またはページの再ロードが適用されるまで使用すること

ができます。 「複製」 ボタン (  ) により、現在のトリガーと同じ設定を持つトリガーを作成することができます。
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以下も参照してください:

· ジョブの結果をキャッシュする (例)
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6.16 キュー設定の定義

キューの設定によりサーバーリソースの使用をさらに柔軟的に管理できます。例えば、キュー構成により一度に並列に作動するジョブインスタン

スの数を制限することができます。

 

実行キューはジョブの「プロセッサー」です。これはジョブインスタンスがどのように実行されるかを管理します。実行するためには、各ジョブはター

ゲット実行キューに割り当てられます。キューは、(キューに割り当てられているすべてのジョブの) ジョブインスタンスが一度に実行される数、実

行間の遅延を管理します。デフォルトで、キュー設定はジョブに対してローカルですが、キューを複数のジョブによりシェアされるスタンドアロンオブ

ジェクトとして定義することもできます。キューはジョブに対してローカルであること、または、複数のジョブで共有されることができます。複数のジョ

ブが同じキューに割り当てられている場合、実行のためにそのキューは共有されています。

更に、適切な (特権とは異なる)コンテナーパーミッションを有する場合のみキューを確認、または、キューにジョブを割り当てすることができま

す。具体的には、キューを作成するためにユーザーが[実行キューを定義する]特権を持つ必要があります、特権のしくみを参照してください。

更に、(特権とは異なる)適切なパーミッションがある場合のみユーザーはキューを確認、またはキューにジョブを割り当てることができます。 パー

ミッションのしくみを参照してください。これは、キューにジョブを割り当てできることを意味します。キューへのアクセスを制限するには、キューが定

義されている個所にコンテナーをナビゲートし、コンテナーのパーミッションを ロール authenticated のために「キュー - アクセス無し」に変更

します。次に、パーミッション 「キュー - 使用」 を特定のロール、または、必要なユーザーに割り当てます。詳細に関しては、/public コンテナ

ーへのアクセスを制限するを参照してください。

スタンドアロンキューの作成

キューをスタンドアロンオブジェクトとして作成する:

1. 「構成」 をクリックして、キューを作成するコンテナーにナビゲートします。 

2. 「作成」をクリックして、「キューの作成」をクリックします。

3. キューの名前、そして任意で、詳細を入力します。すべての設定の参照に関しては、下の「キューの設定」を参照してください。
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4. [保存]をクリックします。

ローカルキューの定義

スタンドアロンキューの作成の代わりに、ジョブ内でローカルにキュー設定を定義することができます。これを行うには ローカルキューの定義 オプ

ションをジョブ構成ページから選択し、キューの設定を指定してください。下のイメージはデフォルトのキュー設定を表示しています。

既存のキューの選択 オプションを選択すると、以前に定義されているスタンドアロン、外部キューを指定する必要があります。実行間の最

短時間 と 並列実行の最高数 設定のレファレンスに関しては、下の[キュー設定]のセクションを参照してください。

キューの設定

構成のために使用することのできる設定は下にリストされるとおりです。

キューの名前

キューを識別する名前を入力します。これは必須のフィールドで、スペースで開始し、終了する必

要があります。または文字、数字、単一スペース、アンダースコア ("_ ")、ダッシュ ("-") および終

止符 (".") 文字のみを含むことができます。

(ローカルではなく) キューがスタンドアロン キューとして定義されている場合のみこのフィールドは適

応可能です。

キューの説明

オプションで、キューオブジェクトのための説明を入力します。 

(ローカルではなく) キューがスタンドアロン キューとして定義されている場合のみこのフィールドは適

応可能です。

実行

このキューからのすべてのジョブインスタンスがどのように実行されるかを指定します:

· マスターまたはワーカー - このキューの一部であるジョブインスタンスはマスターまたはワ

ーカーマシン上で使用できるサーバーコアに従い実行されます。

· マスターのみ - ジョブインスタンスはマスターマシン上でのみ実行されます。

· ワーカーのみ - ジョブインスタンスは使用できるワーカー上で実行されますが、マスター

上では実行されません。

実行間の最短時間

実行キューは現在アクティブなルールに従い割り当てられたワーカーの数量を乗算した「平行実

行の最大数」設定により管理されている使用可能なスロットの数量である実行スロットを提供し

ます。各スロットは連続的にジョブインスタンスを実行します。 

「実行間の最短時間」設定は、次のジョブインスタンスをすぐにピックアップしないように、スロットを

ジョブインスタンスの完了後、短い間、使用中とマークします。この機能により、この実行キューの

ために最大のスループットを削減し、同じマシン上での他の実行キューと他の処理のために CPU

タイムを提供します。
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並列実行の最高数

このオプションはキュー上で使用可能な実行スロットの数量を定義します。設定は現在のキュー

内で並列に実行される同じジョブのインスタンスの数量を決定し、各スロットはインスタンスをシー

ケンス順に実行します。 しかしながら、並列で実行を許可するインスタンスの数量は使用可能

なマシンリソースを競合することに注意して下さい。この値の増加は、集中した I/O オペレーショ

ンを実行しない、または大量の CPU 時間を必要としない軽量のジョブを処理するキューが受け

入れることが可能です。(重量のジョブインスタンスを一度に処理するために)デフォルトの設定 1

は最も保守的で、リソース集中型のジョブを処理するジョブに最適です。

このオプションは FlowForce Server により受け入れられる( W eb サービスとしてジョブを公開

するクライアントからの)並列 HTTP リクエストの最大数に影響を与えません。詳細に関しては

FlowForce Server プールスレッドの再構成を参照してください。

キュー設定の複数の設定を定義することができ、  ボタンをクリックすることにより、それぞれは異なる処理必要条件を持つことができます。

このようなセットアップに関する詳細は 配布された実行のセットアップを参照してください。
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6.17 Windows ネットワークパスの参照

ジョブを作成する際、通常 FlowForce Server が作動するマシン上で、または、ネットワーク上のファイルパスを参照します。マップされたネッ

トワークドライブなどの、W indows ネットワークパスを参照する場合、 Universal Naming Convention (UNC) 構文を使用します。こ

れは、ドライブ文字は、システムに対してグローバルではないため、また、各ログインセッションは自身のドライブ文字に割り当てられているため、

これはドライブ文字がシステムに対してグローバルではなく、ログオンセッションが自身のドライブ文字に割り当てられているため必須です。

UNC 構文は以下のフォームをとります:

\\server\sharedfolder\filepath

該当する箇所:

· server が (DNS により定義される)ネットワーク内のサーバー名を参照する箇所.

· sharedfolder が管理者により定義されるラベルを参照する箇所(例えば、 admin$ が通常オペレーティングインストールのル

ートディレクトリである箇所 )。

· filepath がシェアの下のサブディレクトリを参照する箇所。
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6.18 FTP サポート

FlowForce Server 内でジョブを構成する場合、FTP サーバーに接続する必要がある場合があります。例えば、ジョブが FTP サーバーか

らファイルを抽出する必要がある場合、 FTP サーバー上のディレクトリのコンテンツをリスト、または、 FTP を介してファイルを削除する必要が

ある場合があります。上記のようなオペレーションを有効化するには FlowForce Server は以下のプロトコルを使用して FTP サーバーへの

接続のためのサポートを提供します:  FTP、FTPS、SFTP。

· FTP - ファイル転送プロトコル (FTP) は FlowForce Server とリモート FTP サーバー間の転送を可能にします。プロトコルは

TCP ポート 21 に割り当てられています。FTP プロトコルはファイル転送のための安全なモードのためにデザインされていません。デ

ータを安全に転送するには FTPS または SFTP を以下で説明されているように使用してください。

· FTPS - プレーン FTP の使用の代替法は安全な TLS/SSL チャンネルを介して FTP を参照する FTP セキュア (FTPS) プ

ロトコルです。 FlowForce Server は FTP の使用を( TLS/SSL 明示的な 暗号化を使用した FTP として既知の) RFC

4217 に従いサポートしています。FTP または FTPS を介して接続を構築するには /system/ftp コンテナー内で使用可能な

関数を使用してください。

メモ: with TLS/SSL 明示的な 暗号化を使用した FTP は非奨励と考えられサポートされていません。

· SFTP - 安全な FTP (SFTP) はデータを Secure Shell (SSH) を使用して安全に変換するメソッドです。SSH を使用し

た FTP はプレーン FTP と比較して大幅に異なる作動をします。このため、 FlowForce Server Advanced Edition はプロ

トコルの具体的な使用を可能にする個別のビルトイン関数を提供します。  SFTP を介して接続を構築するには /system/sftp

コンテナー内で使用可能な関数を使用してください。

メモ: SFTP サポートは FlowForce Server Advanced Edition でのみ使用することができます。 

https://tools.ietf.org/html/rfc4217
https://tools.ietf.org/html/rfc4217
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6.19 ジョブのインポートとエクスポート

ジョブと(デプロイされた MapForce マッピングと StyleVision 変換を含む)他の構成オブジェクトを FlowForce Server からインポートす

ることができます:

· 他の作動中の FlowForce Server インスタンスへ (オンライン エクスポート)

· ファイルへ (オフライン エクスポート)

他の作動中の FlowForce Server インスタンスにオブジェクトをエクスポートする場合、 エクスポートされたオブジェクトは、サーバーの W eb

管理インターフェイスですぐ使用できるようになります。 

オブジェクトをファイルにエクスポートする場合、 FlowForce Server は、選択されたオブジェクトとその依存関係を含む .zip アーカイブを作

成します。zip アーカイブは、エクスポートのオペレーションが実行された日時に従い、名前がつけられます。 名づけの変換は以下の通りです:

export_YYYYMMDDThhmmss 。例えば、2015-2021 年の 8 月 6 日の 10:51:33 にエクスポートされたファイルは、

export_2015-20210806105133.zip.   と名づけられます。

(インポートされたオブジェクトが保存先に存在せず、また、上書き可能と想定して)次に.zip アーカイブを同じ FlowForce Server インスタ

ンスにインポートすることもできます または他のインスタンス人ポートすることができます。

構成データのエクスポート

コンテナー内で特定の記録、または、コンテナー全体をエクスポートすることができます。 どちらの場合でも、 FlowForce は、エクスポート前に

記録のリストをレビューすることのできるダイアログボックスを表示します。 コンテナー全体をエクスポートするように選択した場合は、例えば、こ

のダイアログボックスは、選択されたコンテナーのすべての子の記録を表示します (ジョブまたは資格情報 )。 

オブジェクトをエクスポートする前に、 FlowForce は、依存関係を持つ全てのオブジェクト、またはエクスポートするオブジェクトにより参照され

る オブジェクトについて別のページで通知します。これにより、見逃された依存関係を一目で確認することができます。オブジェクトを 実行中の

FlowForce Server にエクスポートする場合、エクスポート先のサーバー上に各オブジェクトが存在するかを確認することができます。

セキュリティ上の理由から、 FlowForce Server は以下に挙げられる重要なデータのカテゴリをエクスポートしません:

· ジョブ内でローカルに定義されたパスワード

· 「スタンドアロン」 資格情報の記録として使用されるパスワード

· (/system/ftp 関数などの)システム関数と共に保管されるパスワード)

· OAuth 2.0 クライアントの秘密、認証トークンと更新トークン

· 証明書+秘密キーの組み合わせ内の秘密キー

機密なデータのこれらのカテゴリ全てをエクスポートするために、エクスポート中にオプション 「機密な情報のエクスポート」 を選択しま

す。このチェックボックスを選択すると、エクスポートされたアーカイブでは機密なデータがプレーンなテキスト書式で含まれることに注意してく

ださい。

このチェックボックスを選択しない場合、機密なデータはエクスポートされません。 FlowForce Server にデータをインポートする場合、

それぞれ個別のレコードを上書きすること、またはスキップすることを選択できます。 上書きすることを選択した場合、機密なデータが空の

値により置き換えられます。 具体的には、 OAuth 2.0 資格情報の場合、、パスワードは空白です。 証明書の場合、証明書には秘

密キーが存在しません。資格情報の場合、クライアントの秘密、アクセストークン、および更新トークンはすべて空白です。

作動中の FlowForce Server インスタンスへジョブをエクスポートする:

1.  「構成」をクリックし、エクスポートする記録を選択します。 コンテナー内の特定の記録を選択、または、コンテナー全体を選択する

ことができます。
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2.  「選択されたオブジェクトのエクスポート」をクリックします。

1. ダイアログボックスから、「サーバーにエクスポート」をクリックし、 FlowForce Server のホスト名と保存先、および作動するポー

トを入力します。

2. FlowForce Server インスタンスの保存先にユーザー名とパスワードを入力します。そして、「エクスポート」をクリックします。 

FlowForce は、依存関係を確認し、エクスポートから除外を選択することのできるページにエクスポートされる全ての記録を表示

します。 
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黄色い背景を持つ記録は、 エクスポートされる記録です。 黄色い背景色を持たない記録は、横のチェックボックスのチェックを解

除することにより、エクスポートから除外した記録です。 最後に、グレーの背景色を持つ記録は、ビルトイン システム関数上の依存

関係を表しており、これらを操作することはできません 

「リモートサーバー」 列は、「リモートサーバーに存在、または、存在していない可能性」 を表示しています。 .zip アーカイブ

FlowForce に再インポートする再に保存先ファイルに依存関係が存在する場合、エクスポートからこれらの記録を削除することが

できます。それ以外の場合、 依存関係無しにエクスポートする場合、そして依存関係が保存先で存在しない場合、ジョブは失敗

する可能性が大きいです。成功した例も参照してください。

5.  エクスポートするオブジェクトをクリックして選択し、「エクスポートの開始」をクリックします。

ジョブをファイルにエクスポートする:

1.  「構成」をクリックし、および エクスポートする記録を選択します。 コンテナー内の特定の記録を選択、または、コンテナー全体を選

択することができます。

2.  「選択されたオブジェクトのエクスポート」をクリックします。
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3. ダイアログボックスから、「ファイルにエクスポート」をクリックし、「エクスポート」をクリックします。 FlowForce は、依存関係を確

認、または、エクスポートから除外することのできるページで全ての記録を表示します。 
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黄色い背景を持つ記録は、 エクスポートされる記録です。 黄色い背景色を持たない記録は、横のチェックボックスのチェックを解

除することにより、エクスポートから除外した記録です。 最後に、 グレーの背景色を持つ記録は、ビルトイン システム関数上の依

存関係を表しており、これらを操作することはできません。

作動中の FlowForce Server インスタンスでは無くファイルをエクスポートしているため、エクスポートされたオブジェクトが保存先

で存在するかを決定することはできません。 この理由から、 「リモートサーバー」 列は、「リモートサーバーに存在、または、存在して

いない可能性」 を表示しています。 .zip アーカイブ FlowForce に再インポートする再に保存先ファイルに依存関係が存在する

場合、エクスポートからこれらの記録を削除することができます。それ以外の場合、依存関係が不足している箇所でデータのインポ

ートを試みると、「操作に失敗しました:  パスが存在しません」などのエラーが表示され、インポートは失敗します。以下を参照してく

ださい:  成功した例。

4. 「ファイルへエクスポートを開始する」をクリックします。使用中のブラウザー設定により、 .zip アーカイブをローカルディレクトリに保

存するようにプロンプトされるかもしれません。または、構成済みの保存先ディレクトリに自動的に、ブラウザーが自動的に保存する

可能性もあります。 

構成データのインポート

ファイルからジョブをインポートします:

1.  「構成」をクリックし、「オブジェクトのインポート」をクリックします。
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1. ダイアログボックスから、「参照」をクリックし、FlowForce Server からエクスポートされた、ソース .zip アーカイブを選択します。 

2. 「インポート」をクリックします。 FlowForce Server は、インポートされた記録を個別のページに依存関係と共に表示します。 

「現状」 列は、 「インポート」 ボタンがクリックされた後の各記録に何が起こるかの情報に関して通知します。

3. 「インポート」をクリックします。

6 .19 .1 構成データのエクスポート

コンテナー内の特定のレコード、またはコンテナー全体をエクスポートすることができます。どちらの場合でも FlowForce はエクスポート前のレコ

ードのリストをレビューすることができるダイアログボックスを表示します。エクスポートのためにコンテナー全体を選択するおｔ、このダイアログボック

スは選択されたコンテナー (ジョブまたは資格情報)のすべての子レコードを表示します。 

オブジェクトのエクスポート前に FlowForce はエクスポートを希望するオブジェクトに依存する (または、参照されている) すべてのオブジェクト

に関して個別のページで通知します。これは一目で不足する依存関係を確認する助けになります。作動する FlowForce Server にオブ

ジェクトをエクスポートする場合、各オブジェクトが目的先のサーバーに既存しているかを確認できます。
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デフォルトでは FlowForce Server は機密データの以下のカテゴリをエクスポートしません:

· ジョブ内でローカルに定義されているパスワード 

· 「スタンドアロン」資格情報レコードとして使用可能なパスワード 

· (/system/ftp 関数)などのシステム関数に保管されているパスワード

· OAuth 2.0 クライアント秘密、トークンの承認とトークンの更新

· 証明書+秘密キーのペア内の秘密キー

機密データのこれらのカテゴリをインポートするには、エクスポート中に 「機密なデータのエクスポート」 を選択してください。チェックボック

スを選択すると、エクスポートされたアーカイブにはプレーンテキストフォームの機密データが含まれることに注意してください。 

チェックボックスを選択しないと、機密なデータはエクスポートされません。FlowForce Server データをインポートし直す場合、各レコー

ドを上書きする、またはスキップするオプションがあります。上書きを選択する場合、既存の機密データは空の値と置き換えられます。具

体的には、資格情報の場合、パスワードは空のままです。証明書の場合、証明書には秘密キーは存在しません。OAuth 2.0 資格

情報の場合、クライアントの秘密、アクセストークン、および更新トークンは空になります。

作動中の FlowForce Server インスタンスに構成データをエクスポートする方法:

1. 「構成」、をクリックし、エクスポートするレコードを選択します。コンテナー内の特定のレコード、またはコンテナー全体を選択すること

ができます。 

2. 「選択されたオブジェクトのエクスポート」をクリックします。 
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3. ダイアログボックス内で 「サーバーにエクスポート」をクリックして、目的 FlowForce Server のホスト名と作動先のポートを入力

します

4. 目的 FlowForce Server インスタンスにユーザー名とパスワードを入力し、 「エクスポート」をクリックします。FlowForce は依

存関係を確認し、エクスポートから削除することのできるページにエクスポートするすべてのレコードを表示します。
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黄色い背景色のレコードはエクスポート済みのレコードです。黄色い背景色が無いレコードはチェックボックスの横の選択がクリアされ

ているエクスポートに含まれていないレコードです。最後に、灰色表示されているレコードはビルドインシステム関数上の依存関係を

示しています。そのためこれらに対してのアクションを取ることはできません。

「リモートサーバー」列はファイルが目的先で存在するかを示しています。目的先に依存関係が既存の場合、このようなレコードをエ

クスポートから除外することができます。それ以外の場合、依存関係無しでエクスポートし、依存関係が目的先に存在しない場合

はこのようなジョブは失敗する可能性があります。成功した例を参照してください。

上記のとおり 「機密な情報のエクスポート」 オプションによりパスワード 証明書秘密キー、 と Oauth 機密データ をエクスポート

パッケージにオプションで含むことができます。安全上の理由から、FlowForce Server からプレーンテキストでこのような機密デー

タを転送する必要がある場合以外、このチェックボックスを選択することは奨励されません。 

エクスポートされているリストが型「資格情報」を含んでおり、ターゲットがバージョン 2019r3 または依存の場合、チェックボックス

FlowForce 2019r3 または以前のために資格情報をダウングレードする が選択されている必要があります。そのリリース

後、新規の資格情報レコードに　FlowForce の古いバージョンと互換性を持たせるために資格情報が新規の「使用の許可」オ

プションを取得します。「使用を許可」オプションの詳細に関しては 資格情報の定義を参照してください。

5. エクスポートするオブジェクトをクリックし 「エクスポートを開始」をクリックします。

ジョブをファイルにエクスポートします:

1. 「構成」、をクリックし、エクスポートするレコードを選択します。コンテナー内の特定のレコード、またはコンテナー全体を選択すること

ができます。 

2. 「選択されたオブジェクトのエクスポート」をクリックします。 
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3. ダイアログボックス内で 「ファイルにエクスポート」をクリックして「エクスポート」をクリックします。FlowForce は依存関係を確認

し、エクスポートから削除することのできるページにエクスポートするすべてのレコードを表示します。 
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黄色い背景色のレコードはエクスポート済みのレコードです。黄色い背景色が無いレコードはチェックボックスの横の選択がクリアされ

ているエクスポートに含まれていないレコードです。最後に、灰色表示されているレコードはビルドインシステム関数上の依存関係を

示しています。そのためこれらに対してのアクションを取ることはできません。 

ファイルにエクスポートし、 FlowForce Server インスタンスを実行していないため、エクスポートされたオブジェクトが目的先に存

在すると決定することはできません。この理由から、「リモートサーバー」列は「リモートサーバーに存在、または存在しない」を表示す

る可能性があります。.zip アーカイブを FlowForce にインポートし直す場合、依存関係が目的先に存在する場合、このような

レコードをエクスポートから除外することができます。不確かな場合はすべての依存関係をエクスポートしてください。それ以外の場

合、依存関係が不足している個所からデータをインポートしようとすると、インポートは「操作に失敗しました」などのメッセージと共に

失敗します:  パスは存在しません。」作業済みのサンプルを参照してください。

4. 「ファイルへのエクスポートを開始する」をクリックします。ブラウザー設定により、 .zip アーカイブをローカルディレクトリに保存するよ

うにプロンプトされる、またはブラウザーが自動的に構成済みの目的ディレクトリに保存する可能性があります。

6 .19 .2 機密な情報を含む、または含まないオプション

FlowForce Server からデータをエクスポートする場合、エクスポートから特定のオブジェクトを除外することができます。以下のサンプルは2つ

のアプローチ間の違いを説明しています。

サンプル 1:  機密なデータを除外する

同じコンテナー (「my.credentials」) 内の資格情報レコードを参照するジョブ (「AddNumbers」) が存在すると仮定します。
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「機密なデータをエクスポート」 オプションを選択せずにファイルに (.zip アーカイブ) に両方のオブジェクトをインポートする場合、以下の状

態が発生します:

1. ジョブがエクスポートされます。

2. 証明書レコードがパスワード無しでエクスポートされます。

.zip アーカイブを2つのオブジェクトが存在しない FlowForce Server 環境にインポートする場合、両方のオブジェクトが作成されます。証

明書レコードに関連したパスワードは空になります。 

ターゲット環境内にオブジェクトが既存の場合、上書き、または、対応するチェックボックスをクリアして、スキップすることができます:

レコードを上書きすることを選択した場合、以下の状態が発生します:

1. FlowForce Server 内に既存のジョブは、 .zip アーカイブからのジョブにより上書きされます。

2. FlowForce Server 内の既存の証明書レコードは、.zip アーカイブからのものにより上書きされますが、目的先のパスワードは空

のままです。

資格証明を上書きした場合、既存の資格証明はそのままで保管されます。

サンプル 2:  機密なデータを含む

上に示されるように2つの同じレコードをエクスポートし、「機密なデータのエクスポート」オプションをエクスポート中に選択するとします。この場

合以下が発生します:  この場合、以下が発生します:

1. ジョブはエクスポートされます。

2. 資格情報レコードはパスワードを含みエクスポートされます。

.zip アーカイブを2つのオブジェクトが存在しない FlowForce Server 環境にインポートする場合、両方のオブジェクトが作成されます。資

格情報レコードに関連するパスワードは .zip ファイルのからのものになります。 

ターゲット環境にオブジェクトが存在する場合、これらを上書きまたは対応するチェックボックスをクリアしてスキップすることができます。レコードを

上書きする場合、以下が発生します:

1. FlowForce Server 内に既存のジョブは、 .zip アーカイブからのジョブにより上書きされます。

2. FlowForce Server 内で既存の資格情報レコードは .zip アーカイブからのレコードにより上書きされます。エクスポート先のパス

ワードも .zip アーカイブからのものにより上書きされます。

資格証明を上書きした場合、既存の資格証明はそのままで保管されます。
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6 .19 .3 構成データのインポート

以前にインポート済みのアーカイブをインポートする方法:

1. 「管理」をクリックし 「オブジェクトのインポート」をクリックします。

2. ダイアログボックスで 「参照」 をクリックし、 FlowForce Server からインポート済みのソース .zip アーカイブを選択します。 

3. 「インポート」をクリックします。FlowForce Server は個別のページにインポートされるレコードビルドを依存関係と共にを表示し

ます。「現在の状態」列はインポート ボタンをクリック後に各レコードに何が起こるかを通知します。

4. 「インポート」をクリックします。

FlowForce Server のターゲットインスタンス内で見つけることのできない外部インスタンスをアーカイブが持つ場合 「現在の状態」 列は

「不在」の状態を表示します。対処方法に関しては 不足する依存関係の処理方法を参照してください。

6 .19 .4 不足する依存関係の処理方法

FlowForce Server からデータをエクスポートする際、エクスポートから特定のオブジェクトを常に除外することができます。しかしながら、オブ

ジェクトの一部は他のオブジェクト上に依存関係を持つ場合があります。依存関係を依存するオブジェクトと共にエクスポートしないと、データを

FlowForce Server に再度エクスポートする際にエラーを引き起こす可能性があります。下のサンプルはこの影響を理解し、問題の対処す

ることを意図としています。
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2つのレコードが以下に表示されており、 FlowForce Server から資格情報レコードをエクスポートせずにジョブのみエクスポートすると仮定

します:

この場合、以下が発生します:

1. このジョブはエクスポートされます (が不足する依存関係が存在します)

2. 資格情報レコードはエクスポートされません。

オブジェクト /public/Jobs/my.credentials が存在する FlowForce Server 環境にアーカイブをインポートしようと試みると 、不足

する依存関係を解決することができるのでインポートは可能になります。

しかしながら、参照される資格情報がターゲット環境に存在しない場合、インポートダイアログボックスは以下のようになります:

上のイメージ内では、資格情報レコードは資格情報としては識別されません。具体的には型は「資格情報」ではなく「構成」となります。また

アイコンが異なります。型「構成」は型が未知のジェネリックな構成オブジェクト(他のジョブまたは資格情報) を指します。このサンプルでは

"my.credentials」 構成オブジェクトエクスポートされておらず、 エクスポートされたパッケージには参照パス以外の正確な型の情報は含まれ

ていません*。このため、 FlowForce Server へのデータのインポートは以下のようなエラーを引き起こす可能性があります:   「操作に失敗し

ました:  パスは存在しません。」

このエラーをフィックスするには、エラーメッセージにより示されるパスで不足するレコード (この場合 "my.credentials」 レコード) を作成しイン

ポートを再度試みます。

* 資格情報の参照はスタンドアロン資格情報オブジェクトへの参照である可能性があり、一部の場合ローカル資格情報を含むジョ

ブへの参照である場合がありますジョブから資格情報を参照する。
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7 ジョブの実行のモニタリング

ジョブがトリガーの条件を満たすと、または、W eb サービスの呼び出しによりオンデマンドでトリガーされると、そのジョブのインスタンスが作動を開

始します。ジョブインスタンスの出力、1つの状態から他の状態への切り替え、および他の実行の詳細は FlowForce W eb によりログされま

す。ジョブの実行とその結果を2つのレベルから取得することができます:

1. ホーム ページから。ホームページはジョブの実行に関する以下のデータのクイック概要を提供しています:  統計最近および実行中の

ジョブ、アクティブトリガーとサービス。

2. ログビュー ページから。ログビューページはメインログのビューで説明されている通り実行済みのジョブに関する完全な詳細を表示し

ています 。

このトピックの残りはホームページ内で使用可能なジョブ管理データについて説明しています。

統計

ホームページの統計セクションは以下のチャートを表示しています:

· 過去 14 日間に実行されたジョブ

· 過去 24 時間に実行されたジョブ

· 過去 60 分に実行されたジョブ

各チャートにはジョブ実行結果に従い色付けされたバーを含んでいます:成功、失敗、その他。

チャートの特定のバーにマウスをポイントすると、対応する期間をカバーする詳細情報と共にヒントが表示されます。例えば、下のチャートで

は、ヒントは 10:12 に3個のジョブインスタンスの実行が成功したことが表示されています。

同様に、下のヒントは5件の実行が成功しており、2件の実行がその日の10時に行われたことを示しています:
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チャート上の特定の情報を更に詳しく知るにはチャートからログビューページに簡単にナビゲートすることができます。これを行うには、チャートで

フォーカスされるバーをクリックします。これは、与えられた日、時間、分のために既にフィルターされているログと共にログページを表示します。

メモ: チャートとログによりトラックされるログの詳細との間に若干、および影響の小さい差分が存在します。

更に統計を表示する リンクは統計専用の 統計の詳細 ページを開きます。

最近および実行中のジョブ

最近および実行中のジョブセクション内では、最近および実行中のジョブのステータスを (20 件まで)確認することができます。すべての最近と

実行中のジョブを個別のページで確認するには 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックしてください。

作動中のジョブインスタンスに加え、テーブルは、作動中のジョブだけでなく何らかの理由で失敗したジョブを含む最近完了したジョブを表示し

ます。このようなジョブは実行が完了した後短い期間 (約 1-2分) のみ表示されています。「ログ」 ページからの各ジョブインスタンスの履歴を

常にチェックすることができます。 ジョブログの確認を参照してください。

最近および実行中のジョブのグリッドには以下の列が含まれています:

· インスタンス ID。開始すると、各ジョブインスタンスには「インスタンス ID」 列内で表示される一意の ID が割り当てられます。イ

ンスタンス ID は後に 「ログ」 ページからの各ジョブインスタンスの実行ステータスをトラックする手助けをします。ジョブの実行中テー

ブル内のインスタンス ID をクリックすると、「ログ」 ページにリダイレクトされ、選択されたジョブインスタンスに関する情報のみが表示

されます。(例えば、一意のファイル名を作成するなど)ジョブの一意のインスタンス ID をジョブ内で使用するには、instance-id 式

関数を使用すると可能になります。

· ジョブ。列はこのジョブインスタンスの構成を検索することが可能なパスを示しています。

· アクティベーション日時。ジョブインスタンスの実行が開始した日時。

· 最後のアクション。最後の実行ステータスの日時。

· ステータスジョブステータスはページが最後に更新された時のものです。すべてのジョブインスタンスのステータスを参照するには、 ジョ

ブのステータスを参照してください。
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ジョブの停止 ボタンは実行中のジョブのためにのみ表示されます。実行中のジョブインスタンスを停止することができます。これはデータの破損

を招く場合があり、特別な場合のみ行ってください。  ジョブの停止を参照してください。

複数の FlowForce Server インスタンスがクラスターとして実行される場合、グリッドには各ジョブを実行するクラスタメンバーに関する追加

詳細が含まれます、 分散済みのグリッドのモニタリングを参照してください。

[最近と実行中のジョブ]グリッドは自動的には更新されません。全てのジョブの最終のステータスを取得するには、 「グリッドの再ロード」

 ボタンをクリックします。

アクティブなタイマー

ページのアクティブなタイマーセクションはトリガー を介してまたはW eb サービスとして実行スケジュールされた最近のジョブを20件まで表示しま

す。このようなジョブのフルリストを確認するには 全てのアクティブなトリガーとサービスを全て表示するをクリックします。

[アクティブなトリガーとサービス]のグリッドには以下の列が存在します:

· 型 - はトリガー (ウォッチ、タイマー、サービス)の型を指しています。ラベル[ウォッチ] はファイルシステムトリガーまたは HTTP トリガ

ーを参照します。追加の詳細のために[情報]列を参照してください。

· ジョブ - トリガーまたはサービスが定義されるジョブのパスを指定します。ジョブの構成ページを開くためにリンクをクリックします。

· 次の実行 - ウォッチトリガーに適用されます。この列はトリガーが次を実行する際に示されます。

· 情報 - W eb サービスとして公開されるジョブの場合 W eb サービスの URL などの追加情報を提供します。ウォッチ、またはタイ

マートリガーのために、この列は現在のトリガーの構成をまとめています。

· サービス URL - W eb サービスが対応するジョブにより公開されている箇所で URL を指定します。これは W eb サービスを公開

するジョブでのみ適応可能です。

アクティブなトリガーとサービスグリッドは自動的には更新されません。グリッドの再ロード  ボタン をクリックしてページを更新します。
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7.1 分散済みのジョブの実行のモニタリング

複数の FlowForce Server インスタンスがクラスターとして作動するように構成されている場合、マスター FlowForce Server インスタン

スがジョブを実行し、詳細をログする役割を果たします。スタンドアロンモードに戻さない限り、ワーカーマシンは、ローカルジョブを実行せず、ログ

ビューは存在しません。 「ワーカー」モードを停止する方法 を参照してください。

マスター FlowForce Server インスタンスによりクラスター済みのセットアップ内のすべてのログは行われます。更に、 「ホーム」 ページ内の

「実行中のジョブ」テーブルには、ジョブインスタンスが作動するクラスターメンバーを示す、 「ワーカー」 列が含まれています。これは、ジョブ構

成により、マスター、または、クラスターの一部であるワーカーマシンであることができます。配布された実行のセットアップを参照してください。

現在作動中、または、特定のクラスターメンバー(ワーカー、または、マスター)のための最近完了したジョブインスタンスを確認するには、 「ワー

カー」 列内のリンクをクリックします。これにより、そのクラスターメンバー上で作動中のジョブインスタンスをモニターすることのできるクラスターメンバ

ーページが開かれます。 
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7.2 ジョブのステータス

ライフタイム全体で、ジョブインスタンスは、 「実行中のジョブ」 テーブル内の 「ステータス」列により示されているとおり、多種のステータスを取

得します。 

ジョブインスタンスがどのように1つの状態からもう1つの状態に変更するかについて次のダイアグラムは示しています。FlowForce Server サ

ービスの喪失、または、ネットワークの中断が発生していないことが前提です。ステータスの一部は、短いスパンである場合があり、ユーザーイン

ターフェイスで常に表示されているわけではないことに注意してください。

以下のテーブルは、ジョブのすべての可能なステータスをリストしています。

ステータス 説明

作成済み これは、アクションがとられる前の、ジョブの最初の状態です。 次の可能な状態は「開始」、「スロッ

ト待ち」、「失敗」、「失敗」、「中断済み」です。

待機中 ジョブインスタンスがファイルシステム、または、 HTTP トリガーによりトリガーされた結果によりこの状

態は引き起こされる可能性があります。 ジョブインスタンスがトリガーされていますが、オプションがまだ



212 ジョブの実行のモニタリング ジョブのステータス

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

ステータス 説明

「解決するまで N 秒待つ」 オプションにより指定さえている処理期間がまだ経過していないことを

示しています。

スロット待ち ジョブインスタンスがトリガーされていますが、実行キューは現在フルであることを示しています。実行

キューの実行スロットには制限があり、ジョブインスタンスの指定された数のみが同じキュー上で変更

して実行されることができます。キューの設定の定義も参照してください。このキューに到達するイン

スタンスは、スロットが空くまで待機し、「スロット待ち」ステータスが与えられます。 

割り込みが起きない限り、通常「スロット待ち」 の後のステータスは「開始中」です。

開始中 このステータスは通常とても短いです。これは、ジョブインスタンスが空いているキューに割り当てられ、

最初のステップがすぐに開始されることを意味します。 

実行中 ジョブインスタンスが現在実行中であり、実行が完了するまでこの状態であること、または、外部イベ

ントが発生して、完了前に実行が停止されていることを指します。 このステータスには、 「実行中

のステップ」 { step }  など関連したステップ番号が存在します。 

失敗 このジョブインスタンスの実行は、完了し、失敗としてみなされます。これは最後のステータスで、ジョ

ブインスタンスをこれ以上実行する試みは発生しません。

「ステップ { step }  の後に失敗しました」 ステータスは追加で失敗がステップ番号に 関連するこ

とを示しています。

正常に完了 これはジョブが正常に完了したことを示す最後の状態です。

中断中 FlowForce ユーザーが 「ジョブの停止」 ボタンをクリックしたため、ジョブインスタンスが実行を停

止しようと試みます。ジョブの停止は、非同期なアクションのため、時間がかかる可能性があります。

「中断済み」ステートに切り替えられる前に、ジョブインスタンスは正常に完了する可能性がありま

す。これが発生すると、ジョブは正常に完了したものとして報告されます。

前のステータスにステップ番号が存在する場合、 「ステップ後に中断」 { step }  ステータスが「中

止中」の代わりに表示されます。

中止済み ジョブインスタンスは実行を完了しました。通常、このステータスは、予期されないシャットダウン語に

直接発生することを示しますが、ユーザーがジョブを停止したことを示します。これは最後の状態で、

ジョブの一部が完了していないことを示しています。 

前のステータスにステップ番号が存在する場合、 「ステップ後に中断」 { step }  ステータスが「中

止済み」の代わりに表示されます。

中断済み ジョブインスタンスの実行が中断されました (例えば、ネットワークケーブルが外れている場合。ワーカ

ーマシンがクラッシュしている、または、シャットダウンされている場合、および、強制的に中断されてい

るイベントの場合など)。中断済み 状態の強制的なバリエーションです。 ジョブインスタンスは再起

動することができず、失敗として扱われます。ジョブの一貫性は保証されませんので、結果を手動で

確認することが奨励されます。

接続の切断 複数の FlowForce インスタンスがクラスターで実行されている場合適用することができます。

このステータスはマスターマシンがワーカーマシンへの接続を失ったことを示しています。このジョブインス

タンスのステータスを合理的に決定する方法は存在しません。ワークが戻ると状態に関する情報が

提供される場合があります。

同期中 複数の FlowForce インスタンスがクラスターで実行されている場合適用することができます。
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ステータス 説明

クラスターされたセットアップ内で、マスターマシンは定期的にワーカーマシンからジョブインスタンスの現

在のプログレスを取得します。 このステータスはワーカーへの失われた接続が復元されて事を示し、

FlowForce はワーカーからの最新のステータスを取得することを試みています。 

追跡対象外 FlowForce Server プロセスが現在ジョブをトラックできないことを示しています。 このステータス

は、ジョブがワーカーマシンで作動中にマスターが止まった場合に発生する場合があります。 

「中断済み」 と 「追跡対象外」には若干の違いがあることに注意してください:  前者の場合、

FlowForce Server はプロセスとして中断済みであることが既知ですが、後者の場合、何が発

生したのか把握できていません。

「中断済み」 同様に、ジョブの一貫性に保証はなく、結果を手動で確認することが奨励されてい

ます。

置き換え済み このステータスはジョブが実際に何かを行う機会を得る前にジョブが中断されること示しています。 こ

れは、重要な状態ではありません。FlowForce Server がさらなる変更を検知し、前のジョブイン

スタンスをキャンセルして、新しいものと作成したことを意味します。 

例えば、 このステータスはファイルシステム、または、HTTP トリガーの結果としてトリガーされたジョブ

インスタンスのために発生する場合があります。 「解決するまで N 秒待つ」 オプションにより指定

されている期間の前にジョブが変更したファイルのトリガーが解決された場合、ジョブインスタンスはこ

のステータスを取得する場合があります。

このステータスは、以前に開始されたインスタンスがスロットを待っている間タイムトリガーと共に発生

することもできます。 
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7.3 ジョブの停止

使用中のユーザーアカウント (または使用中のユーザーアカウントがメンバーであるロール) が特権を有することが前提で、現在作動中のジョブ

を停止することができます。 ジョブの停止 特権を参照してください。

警告:  ジョブの停止はデータの破損を招く場合があり、特別な場合のみ行ってください。 

ジョブを停止すると、 FlowForce Server は、最初にジョブの正常な停止を試みます。ジョブの停止が招く結果を想定できない場合、 正

常な停止プロセスは、(定義されている場合)ジョブに関連したエラーの処理を試みます。正常な停止が可能では内場合、 FlowForce

は、一定の待ち時間の後、ジョブを強制的に停止します。 FlowForce Server に強制的にジョブを停止するように命令するには、「ジョブ

の強制停止」 ボタンをクリックします。

実行されているジョブを停止する:

1.  「ホーム」をクリックします。現在実行中のジョブは実行中のジョブページのセクションに表示されています。

2.  「ジョブの停止」をクリックします。 FlowForce Server は、アクションを確認するようにプロンプトします:

3.  「OK」をクリックします。システムはジョブを停止しようと試みます。ジョブインスタンスが停止されると、関連する通知メッセージが表

示され、対応するジョブの記録がハイライトされます。

4. ジョブが通常に停止されなかった場合、 「ジョブの強制停止」をクリックします。
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7.4 メインログの確認

ログビューから FlowForce Server によりログされた特定のジョブに関する詳細を確認することができます。「ログ」 メニューアイテム、または

「ログビュー」 ボタンが表示される他のコンテキストからログビューにアクセスすることができます。 (例えば、各ジョブの構成ページは 「ログビュ

ー」ボタンを表示します)。

メモ: デフォルトで、読み取りアクセスのあるジョブ全てのログをビューすることができます。FlowForce Server 内のすべてのジョブとイベン

トのグローバルなログをビューするには、使用中のアカウントがフィルターされていないログのビュー 特権を持っていることが必須です。

ログビュー

[情報]で設定された最小の重要度と共にデフォルトで[ログビュー]ページは最近にログされたイベントを表示します。[25 件以上のレコードを

表示する] [100 件以上のレコードを表示する]  または  [500 件以上のレコードを表示する] ボタンをクリックして古いレコードをロード

することができます。

日付 列はログされたイベントが発生した日時を示しています。重要度 列はログされたイベントの重要度を[情報]、[警告]、[エラー]により示

しています。ユーザー 列はイベントのオリジンを指定します (これは FlowForce サービス、 Python セキュリティサービス、特定の

FlowForce ユーザーであることができます)。

ジョブの各実行は一意のジョブインスタンスを生成します。一意のジョブインスタンスは インスタンス ID 列によりトラックされています。インスタン

ス ID によるイベントをフィルターするために インスタンス ID 列に表示されているリンクをクリックします。これは現在選択されているインスタンス

に関する全ての情報を個別のページで開きます。 ログインスタンスの確認を参照してください。これは適用不可能なため、ログされたイベント

の一部にはジョブインスタンス ID が存在しません。この場合、例えば、ジョブ構成のためにイベントを変更します。

メッセージ 列にはイベントをトリガーしたジョブの構成ページへのリンクが含まれている場合があります。

グリッド上の列のサイズ調整を行う場合、列の見出しを区切る垂直のバーのいずれかをクリックし、左側のマウスを押したまま、左右にドラッグ

します。
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永久リンクをクリップボードにコピーする ボタンは選択されたパラメーターを含むログビューの現在の URL をクリップボードにコピーします。

例、 ?id=2773968&limit=25。これは同じ情報を後にページに素早くロードすることを希望する場合役に立ちます。例えば、永久

URL を他のブラウザーアドレスバーに張り付け、または同じログビューを確認するために誰かに送信することができます。

ログのエクスポート

ログをディスク上のファイルにエクスポートする場合エクスポートをクリックします。ページ内で現在表示されているすべてのレコードはジップされた

JSON (JavaScript Object Notation) ファイルとしてエクスポートされます。「エクスポート」 をクリックすると、 ZIP アーカイブをローカル

ディレクトリに保存する、または、ブラウザーのデフォルトのダウンロードディレクトリに保存するようにプロンプトされます。

ログをフィルターする方法

以下の条件でログをフィルターすることができます:

· 開始日 - この日付以降のイベントが含まれます。

· 開始日 - この日付までのイベントが含まれます。

· オブジェクトパス - 選択されたパスでの上行性から発生するイベントのみが含まれます。ジョブまたは重要なレコードなど

FlowForce オブジェクトへのパスを選択することが可能です。

· 最小の重要度 - 重要度が最小に設定されたイベントのみが含まれます。例えば、全ての重要度のイベントを含む場合、最小の

重要度として[情報]を選択します。両方の情報メッセージと警告をスキップするために、最小重要度として[エラー]を選択します。

開始日 と 終了日 フィルターの両方を設定した場合、その範囲内のレコードが 1000 件のレコードまで表示されます。追加のレコードを確

認する場合、 [更に N 件の レコードを表示] ボタンをクリックします。最近の日付を持つレコードが常に最初に表示されます。 

フィルターのいずれかを変更後 表示 ボタンをクリックしてフィルターを適用します。フィルターを保ちつつ 表示 ボタンを繰り返しクリックして最近

のログをロードします。更に N 件のレコードを表示 ボタンのいずれかをクリックすると現在選択されているフィルターも保存されます。

フィルターのリセット ボタンはすべてのフィルターとログの更新をクリアします。フィルター無しの 表示 ボタンをクリックしても同じ効果(ログの更

新)が得られます。
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7.5 インスタンスログの確認

[インスタンスログ]ページはジョブ (または[ログインスタンス]).の特定のログされているインスタンスに関する詳細を提供します。このページを以下

の方法で開くことができます:

· ログビュー ページ内のレコードのインスタンス ID リンクをクリックします。

· ホームページ内の 最近および実行中の セクション内のレコードのインスタンス ID リンクをクリックします。

· ジョブ構成ページからログをビューをクリックし ログビュー ページに移動し、レコードのインスタンス ID リンクをクリックします。

インスタンスログ

適用可能な場合[インスタンスログ]ページは以下のデータのカテゴリをレポートする場合があります

· ジョブインスタンスの実行中に生成されるメッセージはステップごとにグループ分けされています。以下が含まれます:

o ビルトイン関数またはマッピングの実行からのメッセージとパラメーター。

o compute と compute-string 関数を実行するステップの結果。
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o [成功/失敗を持つ実行]ハンドラーステップまたはジョブの失敗内のエントリに導くエラーメッセージ。

· ステップの実行間に経過した時間に関する情報。

· [for-each] ステップの反復

· ジョブが再試行された回数に関する情報 エラー時に再試行 を参照してください。

· マッピングの実行、または commandline 関数により生成されたストリーム

エクスポート ボタンは現在のログインスタンスに関連したすべてのデータ .zip アーカイブを作成します。ログされたインスタンスをディスク上の

.zip アーカイブにエクスポートした場合、 インスタンスのためにエクスポートされたログをビュー ボタンをクリックして確認することができます。

インスタンスのためにエクスポートされたログをビュー ボタンにより以前に保存された .zip アーカイブをページにロードすることができるようにな

ります。

.zip アーカイブからロードされたログインスタンスの確認が完了すると エクスポートされたログビューを閉じる ボタンをクリックします。
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7.6 統計詳細ページ

次の6個のチャートはという系詳細ページを提供しています:

· 過去30日間に実行されたジョブ - は過去30日間に実行されたジョブの個数と、実行の結果を表示します。

· 過去24時間に実行されたジョブ - は過去24時間に実行されたジョブの個数と、実行の結果を表示します。

· 過去60分に実行されたジョブ - は過去60分に実行されたジョブの個数と、実行の結果を表示します。

· 過去30日間にトリガーされたジョブ - は過去30日間にトリガーされたジョブの個数と、実行の結果を表示し、ジョブインスタンス

がトリガーされた方法を表示します。

· 過去24時間にトリガーされたジョブ - は過去24時間にトリガーされたジョブの個数と、実行の結果を表示し、ジョブインスタンス

がトリガーされた方法を表示します。

· 過去60分にトリガーされたジョブ - は過去60分にトリガーされたジョブの個数と、実行の結果を表示し、ジョブインスタンスがトリ

ガーされた方法を表示します。

上に示されている通り、チャートが2セットあり、以下のように分類することができます:

1. [実行の結果]チャート

2. [トリガー型]チャート

各セット内の3個のチャートは以下の期間をカバーしています:  過去 30 日、過去 24 時間、および過去 60 分。

[実行の結果]チャート

ジョブインスタンスの実行の結果は以下の状態の1つです:  

· 成功 - ジョブインスタンスの実行が成功したことを示しています

· 失敗 - ジョブインスタンスが実行中に失敗したことを示しています (例えば、エラーが存在しないパスなどのエラーに遭遇したなど。)

· 中断済み - ジョブインスタンスが中断されたことを示しています (例えば、ハードウェアまたはサーバーの失敗など)

サンプルとして、下に表示されるチャートは過去24時間内の実行の結果を示しています。チャート 1 は実行中に成功した1個のジョブと、失

敗した4個のジョブである 5 個のジョブインスタンスをレポートしています:
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チャート１.過去 24 時間に実行されたジョブ

 ラベルをクリックして任意のデータセットをオフに切り替えすることができます。チャート 2 は 成功 データセットがクリックされており、レポートから

除外されていることが表示されています。 
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チャート2.成功がオフに切り替え済み

[トリガー型]チャート

このセクションはジョブインスタンスを開始するトリガーの 3 つの種類について説明しています。 

· タイマー - 特定の時刻に実行されるようにプログラムされているためにジョブインスタンスが実行されます。 タイマートリガーを参照し

てください。

· ファイル - HTTP またはファイルシステムの変更が発生するためジョブインスタンスが実行されます (例えば、新規のファイルがディレ

クトリに追加される場合など)。 ファイルシステムトリガー と HTTP トリガーを参照してください。

· サービス - プログラムまたはユーザーがそのジョブに関連した W eb サービスを呼び出した場合、ジョブインスタンスが実行されます

W eb サービスとしてジョブを公開するを参照してください。

下に表示されるチャートは過去24時間内にトリガー型により実行された統計を反映しています。具体的には、過去24時間に5個のジョブイ

ンスタンスが実行され、その内2個のインスタンスがタイマー時よりトリガーされ、3個が W eb サービス呼び出しによりトリガーされていることを示

しています。 
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(トリガー型により)過去 24 時間内にトリガーされたジョブ

チャートデータの検索

統計ページ上のチャートはホームページ上のチャートと同じ性質を持っています、具体的には以下が挙げられます:

· チャートの特定のバーにマウスをポイントすると、対応する期間をカバーする詳細情報と共にヒントが表示されます。

· チャート上の特定の情報を更に詳しく知るにはチャートからログビューページに簡単にナビゲートすることができます。これを行うには、

チャートでフォーカスされるバーをクリックします。これは、与えられた日、時間、分のために既にフィルターされているログと共にログペー

ジを表示します。

メモ: チャートとログによりトラックされるログの詳細との間に若干、および影響の小さい差分が存在します。
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8 FlowForce 式

FlowForce 式は、ジョブが作動する際に FlowForce Server により計算され実行されるステートメントです。 FlowForce 式は、ジョブ

内の複数のステップをつなげる FlowForce により理解される基本のスクリプト言語です。 FlowForce 式には、以下のコンテキストが通常

必要とされます:

· ビルトイン関数のパラメーター内 (つまり、ジョブ構成ページ内の入力フィールドに式を書き込む、または、埋め込むことができます )。

以下は、例の一部です:

o 実行ステップにより返された結果のデータ型を変更します。

o 値の配列を返す結果から特定の値を選択します。

o 文字列を作成するために複数の値を結合します。

· 条件付きのステートメントを 「when」 ステップ内で作成します。これにより、ブール値が true を評価する式を与えるとステップを実

行することが可能になります。 

· 「for-each」 ステップ内。 「for-each」 ステップを使用することにより、シーケンスが式により定義されている箇所のアイテムのシー

ケンスをループすることができます。

このセクションでは、上にリストされたシナリオのために FlowForce 式 を構築する際に手助けとなる概念について説明されています。 
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8.1 式の計算

/system/compute 関数を呼び出す実行ステップを作成することにより、ジョブに埋め込む前に FlowForce 式を簡単にテストすること

ができます。 順序を追った例に関しては、 以下を参照してください:  "Hello, W orld!" ジョブの作成。

 /system/compute 関数は、 「式」 パラメーターの値を評価し、計算された結果を返します。 重要な点は、 この関数は定義された

戻り値の型を持ちません。実際の型は、計算される式により異なります。例えば、この関数を式 1+1 にパスすると、関数は、数値 2 を返し

ます。 しかしながら、例えば、この関数を式 '1+1' にパスすると、関数は、文字列の値 1+1 を返します。

この概念をより良く理解するために、 /system/compute 関数を呼び出すステップを作成し、式フィールド内に "1+1" を

入力します。ジョブの戻り値の型を下に示されるように「文字列」として宣言してください。 

ジョブを保存しようと試みると、 FlowForce は、「型文字列と数値が一致しません」エラーを表示します。 計算された

式が数値で、ジョブの戻り値の型が文字列の値として宣言されているため、このエラーが生じました。

入力に関する問題を解決するために、ジョブの戻り値の型を「数値」に変更するか、または数値を文字列に変換し

ます。 下の例は、数値を文字列の値に変換する  FlowForce 式関数 string を呼び出します。

式を計算して、値を文字列として返す場合、代わりに /system/compute-string 関数を使用することができます。この場合、文字列

から中かっこを使用して区別される必要があることに注意してください(以下を参照:  文字列フィールド内に式を埋め込む  )。 
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8.2 式言語のルール

FlowForce 式内でエラーを回避するためには、 以下のルールを守ってください:

· 許可されたまたは宣言された値のみを使用してください。 

· 文字列をそのまま使用するには、一重引用符で囲んでください。 

· 文字列フィールド内に式を埋め込むには、中かっこ、つまり、 {  と }  文字で囲んでください。

· 式は入力された箇所のフィールド内で意味を持つ必要があります。 

式言語のルールの詳細を確認してみましょう。

ルール #1: 許可された、または、宣言された値のみを使用します

FlowForce 式内では以下の構造文を使用することがで許可されています:

· FlowForce 式関数 (完全なレファレンスに関しては、 以下を参照してください:  式関数 )

· FlowForce 演算子 (以下を参照:  演算子 )

· 数値

· 文字列の値

· 前に宣言された値

FlowForce 式が許可されているフィールドのテキスト内部に入力すると、リアルタイムで構文のチェックが行われます。構文が正確ではない

場合、 FlowForce は、文字を赤でハイライトします。以下は構文検証エラーのサンプルです:

ソース または ターゲット がジョブ内で宣言されていないため、 FlowForce が式を解釈できないため、エラーが発生します。問題はこれらの

値を(例えば、ジョブ入力パラメーターとして)宣言することにより解決されます :

ルール #2: 文字列を一重引用符で囲みます 

文字列をそのまま使用するには、一重引用符で囲んでください。 それ以外の場合、 式は、期待しない結果を出す場合があり、また、検証

に失敗する場合があります。次の例を考慮してください:



226 FlowForce 式 式言語のルール

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

式 評価. . . 説明

2

値のデータ型は、数値です。

1+1

値のデータ型は、文字列です。

true

値のデータ型は、ブール値です。

データの型を他の型に変換する必要がある場合、 FlowForce 式関数を使用してください (以下も参照してください:  ルール #4 )。

ルール #3:  文字列フィールド内で中かっこを使用します 

文字列フィールド内に式を埋め込むには、中かっこで囲んでください。下のサンプルでは、中かっこは、( FlowForce 式関数である) 式

instance-id() を文字列の残りから区切ります。

フィールド全体が 型 「式」の場合、中かっこを使用しないでください。 例えば、  system/compute ビルトイン関数の「式」パラメーターで

は、関数はこの型を持ちます。(中かっこが使用されていない)下の例はこのフィールドのための正しい値の使用の例です:

式フィールド内に中かっこを入力することは、構文エラーをトリガーします:

以下も参照してください:  文字列フィールド内に式を埋め込む。

ルール #4:  正確なデータ型を使用してください

最後に、 FlowForce は、ジョブを保存する際に、データの型のチェックを行います。 フィールドにより期待されるデータ型に一致しないフィール

ドに式が入力されると、エラーが発生します。各フィールドできたいされるデータ型は、各フィールドの右端に表示されています。 例:

ですから、 1+1 などの式は、明示的に数値として評価されるため、文字列のフィールドでは有効ではありません。その一方、 式 '1+1' は、

有効な文字列フィールドです。 次の例を考慮してください:
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式 評価 説明

1/4

0. 25 ( 数値として) 値のデータ型は、数値です。

この式をフィールド内、または、数値を期待するコンテキストで使用してく

ださい。 それ以外の場合、 ジョブの検証は失敗します。

1+1==2

t r ue  ( ブール値として)

値のデータ型は、ブール値です。

この式をフィールド内、または、ブール値の値を期待するコンテキストで使

用してください。 それ以外の場合、 ジョブの検証は失敗します。

'apple'

appl e  ( 文字列として)

値のデータ型は、文字列です。

この式をフィールド内、または、文字列の値を期待するコンテキストで使

用してください。それ以外の場合、 ジョブの検証は失敗します。

concat('1','2','3')

123  ( 文字列として)

値のデータ型は、文字列です。

この式をフィールド内、または、文字列の値を期待するコンテキストで使

用してください。  それ以外の場合、 ジョブの検証は失敗します。

1+'apple'

-

この式は有効ではありません、 FlowForce は、ジョブを保存しようとす

ると、エラーを返します。2つの異なるデータ型(文字列と数字)が比較され

ているため、検証を行うことはできません。

{content

(stdout(result))}

[ . . . ]  ( 文字列として)

この式は、2つのネストされた式関数を使用します:

· 関数 stdout は、シェルコマンドの標準出力をストリームとし

て取得します。

· 関数 content は、ストリームの値を文字列に変換します。

式は、正確ですが、ジョブは、以下の条件が満たされている場合のみ検

証を成功することができます:

· 値 「結果」 は既に宣言されています。

· 値 「結果」  シェルコマンドの標準出力を含んでいます。

· 式は文字列フィールドに埋め込まれています。

以下も参照してください:  式関数の呼び出し。
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8.3 文字列フィールド内に式を埋め込む

文字列フィールド内で FlowForce 式を使用するには、式を中かっこで囲んでください。つまり、  "{" and "}"  文字で囲んでください。 文

字列フィールドの式の部分は、通常、文字列の他の部分特別しやすい薄い紫色の背景色で表されています。 例:

文字列フィールド内では、式のみが中かっこに囲まれ、 FlowForce により式として扱われます。FlowForce に "{" and "}"  文字をそのま

ま解釈するように指示する場合は、一重引用符の代わりに中かっこを使用してください。以下のケースを考慮してください

次の値を持つ文字列フィールド.. . 評価 説明

echo Hello, World!

(文字列は、埋め込まれた式を含んでいません)文字

列は中かっこを使用しません ですから、そのまま評価

されます。

- 文字列を評価することができません。埋め込まれた式

が構文的に正確ではないため、 FlowForce は、

構文エラーを表示します。

echo Hello, World!

文字列は、構文的に正しい埋め込まれた式を含み

ます。 しかしながら、 式は、文字列フィールドの内部

にあり、評価結果は、式が使用されていない場合と

同じになります (最初の例を参照してください)。

echo {'Hello,

World!'}

エスケープ文字 { {  and } }  が使用されたため文字列

は、式を含みません。
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8.4 式関数の呼び出し

FlowForce 式言語は、(主に、実行すてぷにより返される値を扱う)基本的なオペレーションを実行するための一連の関数を含んでいます。

FlowForce 式が有効なコンテキスト)からこれらの関数を呼び出すことができます (例えば、関数のパラメーターを表すテキストボックス内に入

力することなど)。 

FlowForce 式関数と FlowForce ビルトイン関数を区別する必要があります。ビルトイン関数は、 FlowForce 実行ステップから

呼び出されますが、 (つまり、ステップとして実行されますが)、式関数は FlowForce 式から呼び出されます。

式関数を呼び出す典型的なシナリオは、2つの実行ステップから構成されている、下で説明されているジョブが挙げられるでしょう。

最初のステップは、シェルコマンドを実行します (具体的には、"Hello, W orld!" を出力します)。 このステップにより返されるデータ型は、 「結

果として」であり、 戻り値は、var1  として宣言されています。 

2番目の実行ステップは、  /system/compute-string ビルトイン 関数を呼び出します。この関数は、 var1 を文字列に変換するため

に呼び出されます。 式自身は、文(中かっこで示されている)字列フィールドに埋め込まれており、2つのネストされた式関数を呼び出します。 

· 関数 stdout は、シェルコマンドの標準出力をストリームとして返します。

· 関数 content は、ストリームの値を文字列に変換します。

データ型の変換が完了し、 文字列の値 var2 をジョブの処理ロジックに従い、更に(例えば、電子メールへの送信などに )使用することがで

きます 。

使用することのできる式関数に関しては、 以下を参照してください:  式関数。
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8.5 FlowForce データ型

次のデータ型を使用して FlowForce を操作します。

文字列

 文字列の値を表します。 例:  'Hello, World!' 。

数値

 数値を表します。 例:  -1, 0, 56, 0.45565.。

ブール値

 true または false 値を表します。 

結果

実行ステップにより生成された結果を表す抽象的な型です。

実行ステップは、 MapForce マッピング、StyleVision 変換ファイル、 シェル関数、など、多種の実行可能ファイルを処理します。

result データ型は、ですから、 そのようなファイルの出力を表します。

実行ステップが、 MapForce マッピングを実行する場合、出力は以下の可能性があります:  XML、 XBRL、 テキスト、 JSON、および 

MapForce により生成される他のファイル型。

実行ステップが、 StyleVision 変換を実行する場合、 出力は以下の可能性があります:  PDF、 W ord、 HTML ファイル、および

StyleVision により生成される他の出力の型。

結果の値にアクセスするには、名前を与え、 (例えば、 「output」)、 {result} 式関数にパスします。これにより、ストリーム式関数を使

用して値をストリームに変換し、更にこの値を処理することができます (以下も参照してください:  式関数の呼び出し )。

実行ステップがシェルコマンドを実行すると、出力に応じ特定のステップ結果式関数を呼び出します。例えば、ストリームとしての標準出力を

返すためには、式 {stdout(output)} を使用します。標準エラーをストリームで返す場合、式 {stderr(output)}を使用します。

詳細に関しては、 以下を参照してください:  ステップ結果関数。

結果

MapForce マッピング または StyleVision 変換が複数のオブジェクトを返す場合があります。このようなステップにより生成される結果は、

データ型として results を持ちます。 

このような出力を扱うには、ストリームの配列を返す {results(output)} 式関数を使用します。nth 関数を使用して、配列から特定

のストリームを選んでください。

例えば、下で説明されるジョブは FlowForce にデプロイされた StyleVision 変換ファイルから作成されました。このジョブは、入力パラメー

ターとして、 XML ファイルを取り、多種のフォーマットの複数の出力を返します。
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このジョブには3つの実行ステップが存在します。

1.  最初の実行ステップは、実際のデータ変換をおこないます。

2.  2番名の実行ステップは、この変換の結果を取得するために、 FlowForce の compute 関数を呼び出します。具体的に

は、式  as-file(nth(results(otput), 0)) は、ストリームの列挙内の最初のアイテムをファイルとして取得しま

す。 列挙にはゼロベースのインデックスが存在するため、式は、 「1」 ではなく、 「0」 を使用します。 

3.  3番目のステップは、 c:\archive ディレクトリに HTML ファイルをコピーします。

アイテム

リストをアセンブルまたは分解する式を作成する必要がある場合があります (以下を参照:  リスト関数  )。リストはジェネリックな型 item の

オブジェクトのリストから構成されています。アイテムには、抽象的なデータ型を持ちます。リストを作成するオブジェクトの型に従い、(文字列、

数値、またはストリームであることができる ) item のデータ型を決定することができます。 リストは同じデータ型のアイテムのみを含むことしかで

きないことに注意してください。

下のイメージは、リストが数値により構成されているため、 「item」 が数値の型であるループを表しています。

リストを活用するステップバイステップのサンプルに関しては、ファイルをコピーするを参照してください。 
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8.6 演算子

FlowForce 式を構築するには、下にリストされる演算子を使用することができます。 ビルトイン関数 system/compute を使用して全

ての式をテストできることを忘れないでください。

演算子 説明 例

== a が b  と等しいかチェックします (数値的に番号が同じです。文字列のため

のコードポイント )。

2 + 3 == 5 は、true  を算出しま

す。 

2 + 3 == 4 は、false  を算出しま

す。 

!= a が b  と等しくないかチェックします。 次の3つの式は同じで:

· a != b 

· not (a == b)

· a <> b

2 + 2 != 5 は、true

  を算出します。 

3 + 2 != 5 は、 false を算出しま

す。 

< a が b より小さいかチェックします (数値的に番号が小さいです。文字列に

関しては、以下を参照してください )。

4 < 5  は、true  を算出します。 

<= a が b より小か等しいかチェックします。

5 <= 5  は、true  を算出しま

す。 

> a が b より大きいかチェックします 

5 > 1  は、true  を算出します。 

>= a が b より大か等しいかチェックします。

5 >= 5  は、 true を算出しま

す。 

+ 加算

1 + 1 は、2  を算出します。 

- 減算

2 - 1 は、 1 を算出します。 

* 乗算

3 * 2  は、 6 を算出します。 

/ 除算

6 / 3 は、2  を算出します。 

文字列の比較は以下のように行われます:  

· 2つの文字列の共通のプレフィックスは無視されます (コードポイントで評価されます)

· 残り2つの文字列が空では内場合、最初のコードポイントが数値的に比較されます。

· 空の文字列は、空では内文字列よりも小さいと考えられます。

かっこを使用して、 FlowForce にかっこの中の式を最初に計算するように命令します。例:

2 + 3 * 4 は、14 を算出します。

(2 + 3) * 4 は、20 を算出します。 
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9 Altova 製品との統合

動作の説明 内では、 Altova 製品間での共同作業の概要が説明されていますが、基本的には、Altova MapForce により作成された

マッピングファイルと  Altova StyleVision により作成された変換ファイルは、次のサーバー製品を使用することにより自動的に作成すること

ができます:  MapForce Server (または MapForce Server Advanced Edition) と StyleVision Server。 MapForce

Server と StyleVision Server は、サーバー環境 (W indows、macOS、Linux) 内でマッピングと変換をマンドラインで、 または 

API からの呼び出し、実行することを可能にしました。これらの製品は、 FlowForce とは同時に実行されません。自動化とは API を呼び

出す、または、 MapForce Server または StyleVision のコマンドラインを呼び出すプログラムを開発、または、スクリプトを作成することを

含みます。更に、FlowForce Server 管理下で作動している場合、RaptorXML Server 内で使用可能な関数は FlowForce

Server ジョブから呼び出すことができます。

MapForce Server と StyleVision Server はコマンドライン、または、 API 呼出から複数のプラットフォーム (W indows、 macOS、

Linux) でマッピングと変換を作動することができます。FlowForce と共にこれらの製品が作動していない場合、自動化は API を呼び出す

スクリプトの作成、または、 MapForce Server または StyleVision Server のコマンドラインの呼び出しを含みます。

MapForce Server と StyleVision Server が FlowForce Server 管理下で実行される場合、自動化を次のレベルで実行すること

ができます。すなわち、 マッピングと変換を直接に FlowForce Server にデプロイすることができ、ジョブを実行できることを意味します (次を

参照してください:  しくみ)。 このように、マッピングまたは変換は以下を含む FlowForce Server ジョブの全ての利点を活用することができ

ます:  スケジュールされた、または、オンデマンドのジョブの実行、 W eb サービス、AS2  統合、としてのジョブの実行、 FlowForce 式を使

用した構成、 エラーの処理、条件付けられた処理、電子メールによる通知など。

FlowForce Server にデプロイされると、デプロイしたマッピング、または、変換がコンテナー内に表示されます。以下に示されるとおり、 マッピ

ングには .mapping 拡張子、変換には .transformation 拡張子が存在します。

FlowForce の観点からは、 このようなオブジェクトは関数であり、このため、新規のジョブに変更することができます。これらは、既存のジョブか

ら呼び出すことができ、パラメーターとして(通常はファイルである)多種の入力 を受け入れることができます。FlowForce Server はこのような

マッピング、または、変換を自身で実行しません。 MapForce Server または StyleVision Server (または、場合により両方) は、実

際の実行を行うために呼び出されます。

RaptorXML 関数を RaptorXML コンテナー内で使用することができます。RaptorXML Server との統合 も参照してください。

次のセクションでは、サーバー実行のためにどのようにマッピングと変換を準備するか、これらをジョブにし、 FlowForce Server 内で結果を

処理する方法について説明されています。
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9.1 サーバー実行のためにファイルを準備する

MapForce を使用してデザインされ、プレビューされるマッピングは、現在使用中のマシンと (データベースなどの) オペレーティングシステムの

外部にあるリソースを参照することができます。更に、 MapForce 内では、全てのマッピングのパスがデフォルトで W indows スタイルの規則

に従っています。また、 MapForce Server が作動するサーバーでは、マッピングがデザインされたマシンと同じデータベースをサポートしない

場合ばあります。このため、サーバー環境でマッピングを実行するには、また、ターゲットマシンがソースマシンと異なる場合は特に、若干の準備

が必要とされます。

メモ: ソースマシンという用語は、 MapForce がインストールされているマシンを指し、ターゲットマシンは、 MapForce Server 、また

は、 FlowForce Server がインストールされているマシンを指します。最もシンプルなシナリオは、ソースマシンとターゲットマシンが

同じコンピューターの場合を指します。最も複雑なシナリオは、MapForce が W indows マシンで作動し、 MapForce

Server 、または、 FlowForce Server が Linux 、または、 macOS マシンで作動する場合を指します。

FlowForce Server にデプロイする前に MapForce 内でマッピングの検証を常に行うことが奨励されます。または、 MapForce

Server 実行ファイルにコンパイルすることが奨励されます。

MapForce Server がスタンドアロンで (FlowForce Server 無しで)作動する場合、必要とされるライセンスは、以下のとおりです:

· ソースマシン上で、 MapForce Enterprise 、または、 Professional  Edition がマッピングをデザインし サーバー実行ファイ

ル (.mfx) にコンパイルするために必要とされます。。

· ターゲットマシン上で、 MapForce Server 、または、 MapForce Server Advanced Edition がマッピングを実行するため

に必要とされます。

MapForce Server が FlowForce Server 管理下で作動する場合、次の条件が適用されます:

· ソースマシン上で、 MapForce Enterprise 、または、 Professional Edition がマッピングをデザインして、ターゲットマシンに

デプロイするために必要です。。

· MapForce Server と FlowForce Server がターゲットマシンにインストールされている必要があります。MapForce Server

の役割は、マッピングの実行であり、FlowForce の役割はマッピングを、スケジュールまたは、オンデマンドの実行、としての実行、

エラーの処理、条件付きの処理、電子メールの通知などの機能を活用することのできるジョブとして使用できるようにすることです。

· FlowForce Server は構成されているネットワークアドレスとポートで作動している必要があります。すなわち、「FlowForce

W eb Server」 サービスが開始され、構成されており、 HTTP (または、構成されている場合は HTTPS )クライアントからの接

続をファイアウォールにブロックされることなく受け入れる必要があります。「FlowForce Server」 サービスも開始され、指定された

アドレスとポートで作動されている必要があります。

· コンテナーの1つへのパーミッションが与えられている FlowForce Server ユーザーアカウントを所有している必要があります (デフォ

ルトでは、/public コンテナーは認証済みのユーザーであればアクセスすることができます)。

全般的な注意点

· スタンドアロン MapForce Server で作動するターゲットマシン上のマッピングを作動するには、マッピングにより参照される全ての

入力ファイルをターゲットマシンにもコピーする必要があります。MapForce Server が FlowForce Server 管理化で作動する

場合、ファイルを手動でコピーする必要はありません。この場合、インスタンスとスキーマファイルはターゲットマシンにデプロイされたパッ

ケージ内に含まれます。。

· マッピングに特定のデータベースドライバーを必要とするデータベースコンポーネントが含まれる場合、このようなドライバーはターゲット

マシンにもインストールされている必要があります。例えば、マッピングが Microsoft Access データベースからデータを読み取る場

合、 Microsoft Access 、または、 Microsoft Access Runtime がターゲットマシンにもインストールされている必要がありま

す (https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=50040)。

· マッピング を非 W indows プラットフォームにデプロイする場合、 ADO、 ADO.NET と ODBC データベース接続は自動的に

JDBC に変更されます。ネイティブ SQLite とネイティブ PostgreSQL 接続は保存され、追加の構成を必要としません。「デー

タベース接続」も参照してください。

· (例えば、  .dll 、または、 .class ファイルなどの)カスタム関数呼び出しをマッピングが含む場合、このような依存は、ランタイム前に

既知ではないため、マッピングと共にデプロイされません。この場合、これらを手動でターゲットマシンにコピーすることができます。サー

https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=50040


(C) 2015-2021 Altova GmbH

サーバー実行のためにファイルを準備する 235Altova 製品との統合

Altova FlowForce Server 2021

バー上の .dll または .class ファイルのパスは MapForce 内の「ライブラリの管理」ウィンドウと同じである必要があります。例:

· マッピングの一部は、ワイルドカードパスを使用して複数の入力ファイルを読み取ります この場合、 入力ファイル名はランタイム前に

既知ではないため、デプロイされません。マッピングの実行に成功するには、入力ファイルがターゲットマシン上に存在する必要があり

ます。

· マッピングの出力パスにディレクトリが含まれている場合、これらのディレクトリはターゲットマシン上に存在している必要があります。そ

れ以外の場合、マッピングを実行するとエラーが生成されます。この振る舞いは、「一時的なファイルに出力を生成する」オプショ

ンが有効化されている場合既存ではないディレクトリが自動的に生成される MapForce とは異なります。

· マッピングが クライアント証明書を使用する HTTPS 認証を必要とする W eb サービスを呼び出す場合、証明書をターゲットマシ

ンに手動で移動する必要があります。次も参照してください:デジタル署名の管理。

· Microsoft Access と SQLite などのファイルをベースにしたデータベースにマッピングが接続される場合、データベースファイルは

手動でターゲットマシンに移動、または、参照することのできる共有されるディレクトリに保存される必要があります。次を参照:「ファ

イルをベースにしたデータベース」。

パスをポータブルにする方法

サーバー上でマッピングを実行する場合、マッピングが適用することのできる変換パスを使用していること、および、サポートされるデータベース接

続を使用していることを確認してください。

パスを非 W indows オペレーティングシステムへ移動可能にするためには、 MapForce 内でマッピングをデザインする際に絶対パスの代わり

に相対パスを使用してください。

1. 希望するマッピングデザインファイル (.mfd) を W indows 上の MapForce で開きます。

2. 「ファイル」 メニューでマッピングの設定 を選択し、 チェックされている場合「生成されたコード内でパスを絶対パスにする」

 チェックボックスをクリアします。

3. 各マッピングコンポーネントのために プロパティ ダイアログボックスを開き、 (例えば、コンポーネントのタイトルバーをダブルクリックして)

全てのファイルパスを絶対パスから相対パスに変更します。「 MFD ファイルに対して全てのパスを相対的に保存する」 チェック

ボックスを選択します。便宜上、マッピングと同様全ての入力ファイルとスキーマを同じファイルにコピーし、ファイル名で参照することが

できます。 

マッピングのデザイン時に相対および絶対パスを処理するには MapForce ドキュメントを参照してください。

更に、MapForce Server と FlowForce Server は、すてべの相対パスが解決される、いわゆる「作業ディレクトリ」をサポートします。。

作業ディレクトリは以下のとおりマッピングのランタイムに指定することができます:

· FlowForce Server では、 ジョブの「作業ディレクトリ」 パラメーターを編集します。

· MapForce Server API では、COM と .NET API の WorkingDirectory プロパティにより、または、Java API の

setWorkingDirectory メソッドにより行うことができます。
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· MapForce Server コマンドライン では、作業ディレクトリはコマンドシェルの現在のディレクトリです。

データベース接続

ADO、ADO.NET、 および ODBC 接続は Linux と macOS マシンではサポートされていないことに注意して下さい。このため、ターゲッ

トマシンが Linux または macOS の場合、このような接続は、マッピングが FlowForce にデプロイされると、または、 MapForce

Server 実行ファイルにマッピングをコンパイルすると、 JDBC に変換されます。この場合、マッピングをデプロイ、または、サーバー実行ファイル

にマッピングをコンパイルする前に以下のオプションを使用することができます:

· MapForce 内では、データベースへの JDBC 接続を作成します

· MapForce 内では、データベースコンポーネントの「JDBC 固有の設定」 セクション内の JDBC データベース接続の詳細に入

力してください。(データベースコンポーネント設定を参照してください)。 

マッピングが PostgreSQL または SQLite データベースへのネイティブな接続を使用する場合、ネイティブな接続が保存され、 JDBC 変

換は発生しません。。マッピングが Microsoft Access と SQLite などのファイルベースのデータベースに接続される場合、追加構成が必

要とされます。下記の「ファイルベースのデータベース」を参照してください。

JDBC 接続を使用してマッピングを作動することは、 Java Runtime Environment または Java Development Kit がサーバーマシ

ンにインストールされていることを必要とします。Oracle JDK または Oracle OpenJDK などのオープンソースビルドであることができます。 

· JAVA_HOME 環境変数は JDK インストールディレクトリを指している必要があります。 

· W indows 上では、 W indows レジストリ内で検出された Java Virtual Machine パスは JAVA_HOME 変数よりも高

い優先順位を有します。 

· JDK プラットフォーム (64-ビット、32-ビット) は MapForce Server を同じである必要があります。それ以外の場合は、

理由があるエラーが挙げられる可能性があります:  「JVM へのアクセスが不可能です。」

Linux または macOS 上での JDBC 接続のセットアップ:

1. データベースベンダーにより提供される JDBC ドライバーをダウンロードして、オペレーティングシステムにインストールします。オペレー

ティングシステムが32-ビットで作動する場合は32-ビット版バージョンを、オペレーティングシステムが 64-ビットで作動する場合は

64-ビット版バージョンを選択してください。

2. 環境変数を JDBC ドライバーがインストールされている場所に設定してください。通常、 CLASSPATH 変数と、必要があれば

その他複数を設定します。どの特定の環境変数が構成されるかを検出するには、 JDBC ドライバーに付随するドキュメントを確

認してください。

メモ: macOS では、システムは JDBC ライブラリが /Library/Java/Extensions ディレクトリにあることを必要とします。ですから、

JDBC ドライバーをこの場所でアンパックすることが奨励されます。それ以外の場合、システムを構成し、 JDBC ライブラリが

JDBC ドライバーをインストールしたパスを検索するようにする必要があります。

macOS 上での Oracle Instant Client 接続

macOS 上で、Oracle Database Instant Client を介して Oracle データベースに接続する場合これらの命令を適用することがで

きます。必要条件:

· Java 8.0 または、以降がインストールされている必要があります。Mac マシンが Java 8 以前の Java バージョンで作動作動し

ている場合、 「JDBC Th in for All Platforms」 ライブラリを介して接続し、以下の命令を無視することも可能です。

· Oracle Instant Client がインストールされている必要があります。Oracle Instant Client を Oracle の公式ダウンロードペー

ジからダウンロードすることができます。Oracle ダウンロードページでは複数の Instant Client パッケージがあることに注意してくだ

さい。Oracle Call Interface (OCI) サポートのあるパッケージが選択されていることを確認してください (例えば Instant

Client Basic)。また、オペレーティングシステムが32-ビットで作動する場合は32-ビット版バージョンを、オペレーティングシステムが

64-ビットで作動する場合は 64-ビット版バージョンを選択してください。
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ダウンロードした後、 Oracle Instant Client　をアンパックし、インストーラと共にパックされているプロパティリストファイル (.plist) を編集する

と、以下の環境変数が対応するドライバーパスをポイントします。例えば:

変数 サンプル値

CLASSPATH /opt/oracle/instantclient_11_2/ojdbc6.jar:/opt/oracle/instantcli

ent_11_2/ojdbc5.jar

TNS_ADMIN /opt/oracle/NETWORK_ADMIN

ORACLE_HOME /opt/oracle/instantclient_11_2

DYLD_LIBRARY_PATH /opt/oracle/instantclient_11_2

パス $PATH:/opt/oracle/instantclient_11_2

メモ: 使用中のオペレーティングシステムで Oracle Instant Client ファイルがインストールされている場所で上記のサンプル値を編集し

てください。

ファイルをベースにしたデータベース

Microsoft Access と SQLite などのファイルをベースにしたデータベースは、FlowForce Server にデプロイされるパッケージ内に含まれ

ません、または、コンパイルされた MapForce Server 実行ファイルにも含まれません。このため、 ソースとターゲットマシンが同じでは内場

合、次のステップに従ってください:

1. MapForce 内では、マッピングを右クリックして、「生成されたコード内でパスを絶対パスにする」のチェックボックスのチェックを解

除します 。

2. マッピング上のデータベースコンポーネントを右クリックし、相対パスを使用してデータベースファイルへの接続を追加します。。マッピン

グデザイン (.mfd ファイル) をデータベースファイルと同じディレクトリに保存し、ファイル名別(相対パスを使用して)にマッピングから

参照することによりパスに関連した問題を回避することができます。

3. データベースファイルをターゲットマシン内のディレクトリにコピーします ( "作業ディレクトリ"と呼ぶことにします)。以下に表示されるよう

にマッピングを実行する際必要とされるため、このディレクトを忘れないでください。

このようなマッピングをサーバー上で実行するには以下を行います:

· FlowForce Server コントロール下で作動する MapForce Server によりマッピングが実行される場合、FlowForce

Server ジョブが前に作成された作業ディレクトリをポイントするように構成します。データベースファイルは作業ディレクトリ内に存在

する必要があります。

· コマンドラインでスタンドアロン MapForce Server によりマッピングが実行される場合、MapForce Server 上で run コマンド

を呼び出す前に、 現在のディレクトリを作業ディレクトリに変更します (例えば、 cd path\to\working\directory) 。

· MapForce Server API によりマッピングが実行される場合、作業ディレクトリをプログラミング的にマッピングを実行する前に設

定します。これを効果的に行うために、 COM と .NET API 内の MapForce Server オブジェクトのためにプロパティ

WorkingDirectory を使用することができます。Java API 内では、メソッド setWorkingDirectory を使用することが

できます。

ローカルネットワーク上の W indows マシン上にソースとターゲットマシンが存在する場合、共有されるディレクトリからデータベースファイルを読

み取るためにマッピングを以下のように構成することができます:

1. ソースとターゲットマシンによりアクセスすることのできる共有されるディレクトリにデータベースファイルを保管します。

2. マッピング上のデータベースコンポーネントを右クリックし、絶対パスをしようしてデータベースファイルに接続を追加します 。

グローバルリソース

マッピングが直接のパスまたはデータベース接続の代わりにグローバルリソースへの参照を含む場合、サーバー側でもグローバルリソースを使用
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することができます。MapForce Server 実行可能ファイル (.mfx) にマッピングをコンパイルする場合、グローバルリソースへの参照は変更

されないので、マッピングランタイムにサーバー側に提供することができます。FlowForce Server にマッピングをデプロイする場合、リソースを

サーバー上で使用するかを任意で選択することができます。 

マッピング (または FlowForce Server の場合マッピング関数) の実行に成功するために、グローバルリソースとして提供する実際のファイ

ル、フォルダー、またはデータベース接続の詳細はサーバー環境で互換性を持つ必要があります。例えば、マッピングが Linux サーバーで作動

する場合、パスのために Linux 変換を使用する必要があります。同様に、データベース接続として定義されているグローバルリソースはサーバ

ーマシンで利用が可能である必要があります。

詳細に関しては リソースを参照してください。

XBRL タクソノミパッケージ

マッピングが FlowForce Server へのXBRL タクソノミパッケージを参照する場合MapForce はマッピングから全ての外部レファレンスを集

め、現在の構成と現在インストールされているタクソノミパッケージを使用して解決します。タクソノミパッケージを指す解決された外部レファレン

スが存在する場合、タクソノミパッケージはマッピングと共にデプロイされます。FlowForce Server は、そのパッケージを、デプロイ時と同様、

マッピングを実行するために使用します。FlowForce Server により使用されるタクソノミパッケージを更新するには、 MapForce 内で変

更し、マッピングをもう一度デプロイします。

MapForce Server のルートカタログは、ターゲットマシン内でタクソノミの解決方法に影響を与えます。ルートカタログは、MapForce

Server インストールディレクトリに対して相対的に以下のパスで見つけることができます :  etc/RootCatalog.xml.

MapForce Server のルートカタログがこのようなカタログを含んでいない場合、または、同 URL じプレフィックスのために定義されているパッ

ケージを含まない場合、マッピングと共にデプロイされるタクソノミパッケージが使用されます。MapForce Server のルートカタログはデプロイ

されたタクソノミよりも優先順位が高いです。

MapForce Server がスタンドアロンで (FlowForce Server 無しで)作動する場合、次に用にマッピングにより使用されるルートカタログ

を指定することができます:

· コマンドラインでは、オプション -catalog を run コマンドに追加することが可能です。

· MapForce Server API で、メソッド SetOption を呼び出し、文字列 「cat a l og」 を最初の引数として、ルートカタログを

2番目の引数として与えます。

マッピングがテーブルリンクベースを使用する XBRL コンポーネントである場合、タクソノミパッケージ 、または、 タクソノミパッケージ構成ファイル

がランタイムでマッピングに提供される必要があります:

· MapForce Server コマンドラインにて、オプション --taxonomy-package 、または、 --taxonomy-packages-

config-file を run コマンドに追加します。

· MapForce Server API 内で、メソッド SetOption を呼び出します。最初の引数は、 「t axonomy-package」 、また

は、 「t axonomy-packages-conf i g- f i l e」である必要があります。2番目の引数は、タクソノミパッケージ (、または、 タクソ

ノミパッケージ構成) ファイルへの実際のパスである必要がありますファイル。
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9.2 FlowForce Server にマッピングをデプロイする

FlowForce Server へのマッピングのデプロイは MapForce が特定のマッピングにより使用されるリソースを整理し HTTP (または構成さ

れている場合 HTTPS ) を介して FlowForce Server が作動するマシンにパスすることを意味します。メモ:「ソースマシン」 という用語は、

MapForce がインストールされているコンピューターを指し、「ターゲットマシン」という用語は、 FlowForce Server がインストールされてい

るコンピューターを指します。マッピングがデプロイされると、完全機能を搭載した FlowForce Server ジョブを作成することができ、(例えば、

ジョブのためにカスタムトリガーを定義する、ジョブをサービスとして公開するなど)ジョブ固有の機能全てを活用することができます。

メモ: 「ソースマシン」という用語は、 MapForce がインストールされているコンピューターを指しており、「ターゲットマシン」は FlowForce

Server がインストールされているマシンを指しています。最もシンプルなシナリオは、ソースマシンとターゲットマシンが同じコンピュータ

ーの場合を指します。最も複雑なシナリオは、MapForce が W indows マシンで作動し、 FlowForce Server が Linux 、

または、 macOS マシンで作動する場合を指します。

FlowForce にデプロイされるパッケージは以下の通りです:

· マッピング自身コンポーネントは入力引数となり、ターゲットコンポーネントはこの関数の出力引数となります。全てのソースコンポーネ

ントは入力引数になり、全てのターゲットコンポーネントはこの関数の出力関数になります。

· マッピングにより使用される入力インスタンスファイル (XML、CSV、テキスト)。

必要条件

 サーバー実行のためにマッピングを準備するを参照してください。

FlowForce Server にマッピングをデプロイする

1. MapForce を作動し(Built-in  ツールバーボタンをクリック、または 出力 | Built-in 実行エンジン メニューコマンドを選択

して) 変換言語が BUILT-IN に設定されていることを確認してください。

2. 「ファイル」 メニューから 「FlowForce Server にデプロイ」 を選択します。マッピングのデプロイダイアログボックスが開かれます。
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3. (下で説明される通り)デプロイ設定を入力し [OK]を押します。「新しいジョブ作成のためにウェブブラウザを開く」 チェックボック

スが選択されている場合、FlowForce Server 管理インターフェイスが開かれ、すぐに FlowForce Server ジョブの作成を開

始することができます。 

以下のテーブルは、マッピングのデプロイダイアログボックスで使用することのできるマッピングデプロイ設定をリストしています。

設定 説明

サーバー、ポート、SSL の使用 FlowForce Server のサーバーホスト名 (または I.P. アドレス) とポートを入力します。これ

は FlowForce Server がデフォルトのポートと同じマシンで実行されている場合、

localhost と 8082 である可能性があります。疑問がある場合は、 FlowForce Server

W eb 管理インターフェイス にログインして、 W eb ブラウザーのアドレスバーに表示される

I.P. アドレスとポートを確認してください。

接続エラーが生じた場合、 FlowForce Server が実行されているマシンが入力接続を許

可するように構成されていることを確認してください。

SSL 暗号化済み接続を介してマッピングをデプロイする場合 SSL の使用 チェックボックスを

選択しますこれは、FlowForce Server が既に SSL 接続を受け入れるように構成されて

いるものの想定しています。詳細に関しては、 FlowForce Server ドキュメント

(https://www.altova.com/ja/documentation) を参照してください。

https://www.altova.com/documentation
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設定 説明

ユーザーとパスワード ユーザー名とパスワードは、ログインドロップダウンリストの値 (次のオプション参照)により入力さ

れます。ログインドロップダウンリストが <Default> または Directly に設定されている場

合、 FlowForce Server ユーザー名とパスワードを入力します。それ以外の場合ドメインユ

ーザー名とパスワードを入力し、ドメイン名をログインドロップダウンリストから選択します。

ログイン FlowForce Server 内で Directory Service が有効化されていると この ドロップダウン

リストからドメイン名を選択し、ユーザーとパスワードフィールドにドメイン資格情報を入力します

(前のオプションを参照してください)。

リソースの使用、リソースパス マッピング関数がサーバーにデプロイ後にリソース を使用する場合リソースの使用 チェックボッ

クスを選択しますチェックボックスを選択すると、「リソースパス」テキストボックス上の対応するリ

ソースのパスを入力する必要があります。リソースを選択し、「省略記号」 ボタンをクリックしま

す。

サーバー上に選択するリソースが存在しない場合、 「グローバルリソースのデプロイ」をクリッ

クして、必要とされるグローバルリソースをサーバーにデプロイします。

「リソースの使用」 チェックボックスを選択しない場合、 グローバルリソースは現在選択されて

いる構成をベースに解決されます。サーバー上では、マッピング関数はグローバルリソースを必

要とせず、代わりに解決された値を使用します。

パス 「参照」 をクリックして、 FlowForce Server コンテナーの階層内でマッピング関数が保存

されるパスを選択します。デフォルトでパスは FlowForce Server の /public コンテナーに

設定されています。 

必要な FlowForce Server パーミッションと特権が与えられている場合、既存のコンテナー

とマッピングを削除できることもできます。

デプロイ前にマッピングを保存する 保存されていないマッピングをデプロイする時にこのオプションを使用することができます。デプロイ

前にマッピングを保存する場合このチェックボックスを選択します。

新しいジョブを作成するためにブラウザを

開く

このチェックボックスを選択した場合、FlowForce Server W eb 管理インターフェイスがデプ

ロイ後開かれ、 FlowForce Server ジョブの作成の開始をすることができます。

トラブルシューティング

次のテーブルはマッピングをデプロイする際に発生する一般的な問題をリストしています。

問題 ソリューション

マッピングのデプロイは以下のエラーを返します:

ファイル上の I /O オペレーションに失敗しました。

I /O エラー 28 :  <ser ver >  ポート 8082  への接続に失

敗しました。タイムアウト

システムエラー 10060 :  接続されたパーティが一定の時間内に

正確にレスポンドしなかった、または、接続されたホストがレスポンド

に失敗し確立された接続が失敗したため接続の試みは失敗しまし

た。

ターゲットマシン上で FlowForce Web Server サービスが作動し

ており、 指定されているポート(デフォルトで 8082 )で接続のためにリッ

スンするように構成されていることを確認してください。またファイアウォー

ルがこのポートを介して受信される接続をブロックしないようにしてくださ

い。

デプロイを可能にするために FlowForce Server サービスも作動し

ている必要があります。

マッピングのデプロイは以下のエラーを返します: デプロイされるマッピングの入力ファイルが FlowForce Server により

許可されている HTTP リクエストの最大量(大体 100 MB)を超える
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問題 ソリューション

ファイル上の I /O オペレーションに失敗しました。

I /O エラー 413 :  ペイロードが大きすぎます

とエラーが発生する場合があります。リミットを

max_request_body_size オプションを (in bytes)

flowforceweb.ini と flowforce.ini ファイル内で設定して増量

することができます。詳細に関しては 構成ファイルレファレンスを参照し

てください。

サーバーバージョンの選択方法 (W indows のみ)

マッピングをデプロイするサーバーで FlowForce Server 管理下で、複数のバージョンの MapForce Server を作動している場合、

( W indows サーバーのみに適用することができます) このマッピングを実行する MapForce Server のバージョンを指定するようにプロンプ

トされます。

メモ: FlowForce Server インストールディレクトリに . tool ファイルが含まれている場合、FlowForce Server の管理下で実行され

る各 MapForce Server のバージョンのために、ダイアログボックスが表示されます。デフォルトでは、 MapForce Server を

FlowForce Server の一部としてインストールすると、  MapForce Server .tool ファイルは、このディレクトリに自動的に追加

されます。FlowForce 内でファイルが保管されるパスは以下のとおりです:  C:\Program

Files\Altova\FlowForceServer2021\tools。FlowForce Server 管理下での他の MapForce Server バージョン

を作動する場合、 . tool ファイルを手動で上記のディレクトリにコピーする必要があります。MapForce Server の .tool ファイル

は以下に保管されています:  C:\Program Files\Altova\MapForceServer2021。
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9.3 マッピングと変換をジョブとして実行する方法

MapForce マッピング、または、 StyleVision 変換から FlowForce Server ジョブを以下のように作成することができます:

1. 最初に、マッピング、または、変換を FlowForce Server にデプロイします。このステップは MapForce (と StyleVision でそ

れぞれ)で行うことができます:

· 「ファイル」 メニューから、「FlowForce (Server) へデプロイする」をクリックします。 

デプロイの設定の説明は、 MapForce と StyleVision ドキュメントを参照してください

(https://www.altova.com/documentation)。

2. FlowForce Server 内で、マッピング、または、変換がデプロイされている個所に FlowForce コンテナーをナビゲートします (例

えば、 コンテナー "/public")。

3. 必要なマッピング、または、変換をクリックし、「ジョブの作成」をクリックします。または、関数の実行 ボックスにパスを入力して既存

のジョブからマッピング、または、変換を参照することができます :

必要に応じてジョブを構成することができます。例えば、 W eb サービス として、または、トリガーを使用して実行することができます。

StyleVision 変換のデプロイ、および、変換からジョブを作成する方法について説明するステップバイステップのサンプルに関しては、

StyleVision 変換からのジョブの作成を参照してください。 MapForce のための類似したサンプルに関しては、MapForce マッピングから

のジョブの作成 を参照してください。MapForce Server と StyleVision Server の両方を呼び出すサンプルジョブに関しては、サンプル:

複数の PDF を複数の XML から生成するを参照してください。

変換、または、ジョブのマッピングの実行の最も重要なパートは、ジョブの入力ファイルの処理です。2つのアプローチをとることができます:  入力

ファイルを静的にジョブに提供する、または、ジョブのランタイムに (例えば、 パスから).動的に提供する。必要に応じて使用する正確なアプロ

ーチを決定します。ジョブが同じ入力データを使用して毎度実行される場合、最初のアプローチが適切です。それ以外の場合、パスから動的

に提供されるファイルからデータを取得するために、 FlowForce ジョブが必要になるため、2番目のアプローチが適切です。 

https://www.altova.com/ja/documentation


244 Altova 製品との統合 マッピングと変換をジョブとして実行する方法

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

MapForce マッピング

MapForce からマッピングがデプロイされる場合、 (XML、CSV、JSON、Excel などの) インスタンスファイルがマッピングと共にデプロイさ

れ、明示的に静的にパッケージされます。これは、ジョブが作動すると、  FlowForce はデフォルトでパッケージ済みのファイルから静的にデー

タを読み取ります。ここで2つのシナリオが考えられます:

1. MapForce 内でマッピングを右クリックし、「生成されたコード内でパスを絶対にする」 チェックボックスをマッピングをデプロイする

前に選択します。 FlowForce Server 内ですべての入力ファイルはプレフィックス altova://packagefile/ と共に明示

的に表示されます。

FlowForce Server にパッケージファイルからデータを読み取らないように命令するには、プレフィックス

altova://packagedfile をパスから削除します。絶対または相対ファイルを使用してファイルへ参照することができます。相

対パスを使用する場合、作業ディレクトリ パラメーターに対してパスは相対的になります。例えば、C:

\FlowForce\CompletePO からファイルを入力として提供する場合、 C:\FlowForce\CompletePO を作業ディレクト

リに設定し、以下に示される通り入力ファイルの名前を入力します。

2. 「生成されたコード内でパスを絶対にする」 チェックボックスが FlowForce へマッピングをデプロイする前に選択されていない場

合、FlowForce 内で入力ファイルは相対パスで表示されます。FlowForce はこの場合作業ディレクトリ内の同じ名前を持つ

ファイルであっても、パッケージ済みのファイルからデータを読み取ります。FlowForce にパッケージ済みのファイルからデータを読み取

らないように命令するには、ファイルパスを絶対にする、または、以下で示されるようにジョブにパラメーターとして提供します:
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代わりに、入力ファイル名がマッピングの入力パラメーターになるように MapForce 内でマッピングデザインを変更することができま

す。例えば、下で説明されるマッピングは入力と出力ファイル名をパラメーターとしてとります。 

FlowForce Server にデプロイすると、ジョブ構成ページにパラメーターがそのように表示されます (ファイル自身はパッケージされて

いません)。

上記のマッピングは FileNamesAsParameters.mfd と呼ばれ、 MapForce に含まれるサンプルファイルの一つです。この

マッピングのデザイン方法に関しては、MapForce ドキュメントを確認してください。

StyleVision 変換

StyleVision 変換の場合、 入力ファイルを以下のように処理することができます:
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1. PXF (Portable XML Form) ファイルを StyleVision 内で開きます。SPS (StyleVision Power Stylesheet) が存在

する場合、FlowForce Serverにデプロイしようとすると、StyleVision は PXF 書式に変換するようにプロンプトします。

2. デザイン概要ウィンドウ内で、「埋め込まれたファイルの構成」 クリックします。ダイアログボックスが表示されます。

3. オプション 「作業 XML ファイルの埋め込み」 に注意してください。このチェックボックスを選択すると、作業 XML ファイルがデプロ

イされるパッケージの一部になり、デフォルトで FlowForce Server はジョブの実行の都度データを読み込みます。FlowForce

内でパッケージファイルが表示されます:

ジョブにファイルを動的に提供するには、プレフィックス altova://packagedfile/ を削除、または、 パスを絶対パスに変更

します。相対的なパスを使用する場合、相対的なパスを使用する場合、作業ディレクトリ パラメーターに対してパスは相対的で

す。代わりに、 FlowForce Server に変換をにデプロイする前に、「作業 XML ファイルに埋め込む」 チェックボックスをクリアし

ます。

CSS ファイルまたはイメージなどのリソースのために 「埋め込み」 チェックボックスをクリアすると、 FlowForce Server はジョブの

作業ディレクトリ内でこれらを検索します。

9 .3 .1 マッピング関数内の資格情報

資格情報 の紹介で説明されているとおり、FlowForce Server 内だけではなくマッピングデザイン時に内で MapForce でも資格情報を

作成することができます。

MapForce から FlowForce Server に資格情報を含むマッピングをデプロイする場合、サーバーに資格情報もデプロイされます。デプロイ
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された情報には資格情報レコードを作成した際に記入されたフィールドのみが含まれます。 例えば(資格情報名のみを保管することを選択

し) 空の資格情報である場合、または、ユーザー名とパスワードの両方を含む資格情報オブジェクトの場合。

MapForce から FlowForce Server へ資格情報オブジェクトをスタンドアロンオブジェクトとしてデプロイすることができます。。 

MapForce から直接デプロイ先のターゲットコンテナーを選択することができます。 詳細に関しては、MapForce ドキュメントを参照してくだ

さい (https://www.altova.com/ja/documentation)。

次のフィールドは重要なデータとして考えられます:

· (型「パスワード」の資格情報のための) パスワード 

· (型 「OAuth 2.0」の資格情報のための) クライアントの秘密、アクセストークン、および 更新トークン

 MapForce 内のデザイン時に 「実行可能ファイルとマッピングのデプロイに含まれる」 チェックボックスを選択した場合のみ重要なデータ

がデプロイされます。これはマッピングをデプロイする際、およびスタンドアロン資格情報をデプロイする際に適用されます。

FlowForce Server 内では、対応するマッピング関数のページを開くことにより、マッピング関数が資格情報を必要とするか確認します。例:

「実行可能ファイルとマッピングのデプロイに含まれる」 チェックボックスを資格情報を作成する際に選択した場合、マッピングと共に資格

情報をジョブはデプロイします。この場合、ジョブ構成ページから指定する必要はありません。 例えば、次の実行ステップは存在する場合保管

された資格情報と共にマッピング関数を実行します ("my.credentials" パラメーターが展開されていないことに注目してください):

FlowForce Server 内で直接定義された、または、ローカルの資格情報により定義された他の資格情報オブジェクトと保管された資格情

報を上書きすることができます。これを行うには、「+」 ボタンを押して、FlowForce Server 内に既存の資格情報オブジェクトを選択、また

は、直接ユーザー名とパスワードを入力します。 例:

https://www.altova.com/ja/documentation
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実行ステップにパラメーターとして提供された資格j方法は、マッピング関数内に保管されている資格情報よりも優先順位が高いです。

「実行可能ファイルとマッピングのデプロイに含まれる」 チェックボックスを MapForce 内で資格情報を作成する際に選択しなかった場

合、実行ステップにパラメーターとして資格情報を提供することは必須です。それ以外の場合、実行は失敗します。

OAuth 2.0 認証が必要なマッピング関数の場合、アクセストークンの期限が切れる、または、W eb サービスプロバイダーにより呼び出される

ことがあります。この状況が発生すると、ジョブインスタンスの作動中 FlowForce Server は新規のものを自動的に取得しようと試みます。

複数の作動中のジョブが同じ資格情報を使用し、ランタイム要素が許可する場合、 FlowForce Server はアクセストークンを中央化され

た方法で更新し、必要に応じて影響を受けるジョブインスタンスを全て同期化します。

9 .3 .2 例: OAuth 2 .0 認証

このサンプルは OAuth 2.0 認証を必要とする REST-スタイル W eb サービスを呼び出す方法について説明しています。 クライアントアプリ

ケーションはGoogle カレンダー API (https://developers.google.com/calendar/)を使用してのイベントを抽出する FlowForce

Server ジョブ です。 簡素化するために ジョブ はカレンダーの情報を[そのまま]抽出し、他の処理無しに JSON 結果を生成します。 

必要条件:

· MapForce Enterprise Edition

· MapForce Server Advanced Edition

· MobileTogether Server Advanced Edition

· このサンプルをステップバイステップでフォローするには Google アカウントが必要です。他の W eb サービスを呼び出す必要がある

場合 OAuth 2.0 資格情報 W eb サービスプロバイダーから取得し、以下のステップで使用してください。

OAuth 2.0 認証情報を取得する

W eb サービスにアクセスするために必要な OAuth 2.0 認証情報が既存の場合このステップをスキップすることができます。それ以外の場

合、取得方法はマッピングが呼び出す W eb サービスのプロバイダーにより異なります。このサンプルのような Google カレンダー API を呼び

出す場合以下のステップに従ってください:

1. Google API コンソールにログインしてください (https://console.developers.google.com/)。

2. 新規のプロジェクトを作成します。

https://developers.google.com/calendar/
https://console.developers.google.com/
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3. OAuth 同意画面をクリックしてください。

4. 所属機関内のユーザーのみに API アクセスを許可することを可能にする G Suite アカウントが既存の場合を除き 外部 をユーザ

ー型として選択します。 
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5. [mapforce-demo]をアプリケーション名として入力し、設定を保存します。 

6. 認証情報の作成 をクリックし OAuth Client ID を選択します。

7. デスクトップアプリ と [MapForce Client] をクライアント名として入力します。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

マッピングと変換をジョブとして実行する方法 251Altova 製品との統合

Altova FlowForce Server 2021

8. 「作成」をクリックします。 ID が作成され 認証情報 ページで使用できるようになります。

9.  をクリックして OAuth 2.0 認証情報を JSON ファイルとしてダウンロードします。
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OAuth 2.0 認証情報が Google コンソール API から取得されました:

1. 認証エンドポイント

2. トークンエンドポイント

3. クライアント ID

4. クライアントの秘密

Google カレンダー API の有効化

クライアントからの呼び出しを受け入れるには、このサンプルで使用された Google カレンダー API が有効化されます。Google API コンソ

ール内で ライブラリをクリックし Google カレンダー API を検索し有効化します:

このサンプルでは イベント エンティティの list メソッドが呼び出されます。

https://developers.google.com/calendar/v3/reference/events/list でこの API メソッドへの詳細な参照を見つけることができま

す。以下の重要点に注意してください:

1. このドキュメンテーションで指摘されているとおり calendarId が Google カレンダーの識別子である個所で GET リクエストを

https://www.googleapis.com/calendar/v3/calendars/calendarId/events に送信することによりメ

ソッドは呼び出される必要があります。 calendarId リクエストパラメーターは次のステップ内で MapForce から構成されます。

2. API メソッドの呼び出しは少なくとも以下のスコープの一つを必要とします:

· https://www.googleapis.com/auth/calendar.readonly

· https://www.googleapis.com/auth/calendar

· https://www.googleapis.com/auth/calendar.events.readonly

· https://www.googleapis.com/auth/calendar.events

OAuth 2 認証プロセス中で、マッピングは上記のスコープの一つを提供し、これは次のステップでも構成することができます。このサ

ンプルの目的のためには[読み取り専用]スコープで十分です。

https://developers.google.com/calendar/v3/reference/events/list
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認証トークンのリクエスト

MapForce 内でマッピングをプレビューするには、下で説明される通り OAuth 2.0 認証詳細をマッピングに追加し、認証トークンをリクエス

トする必要があります。 

1. MapForce 内でマッピング上の空白のエリアを右クリックし 資格情報マネジャーを開くをコンテキストメニューから選択します。

2.  認証情報の追加をクリックします。

3. 名前 (このサンプルでは "my.oauth") を入力して OAuth 2 を型として選択します。

4. 認証エンドポイント、トークンエンドポイント、クライアント Id、クライアントの秘密、クライアントの秘密 テキストボックスを以前

にダウンロードされている JSON ファイルからの対応する値で入力します。 

5. https://www.googleapis.com/auth/calendar.readonly  を スコープ テキストボックスに入力します。

6. 他の設定をそのままにします。

7. アクセストークンのリクエスト をクリックして認証サーバーからトークンを取得します (このサンプルでは Google です)。Google ア

カウントに接続するように問うブラウザーウィンドウが開かれます。

8. Google アカウントにログインします。アプリの検証リクエストが Google に提出されていないため、以下のページが表示されます。
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9. 高度な をクリックして  mapforce-demo (安全ではない)に移動するをクリックします。
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10. 許可をクリックします。ブラウザー内に確認が表示されます。

MapForce は OAuth 2.0 認証コードの抽出の成功も通知します。
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11. 「OK」をクリックします。アクセストークン と 更新トークン フィールドにデータが入力されていることに注意して下さい。

12. マッピングを GetCalendarEvents.mfd asとして保存します。

このチュートリアルでは  MFD ファイルに暗号化を保存する チェックボックスが資格情報の編集ダイアログボックスで選択さ

れています。このため、機敏なフィールド クライアントの秘密、 認証トークン、 更新トークン はマッピングの保存時にマッピ

ングデザインファイル (.mfd) 内で暗号化された書式で保存されます。

認証トークンは一定期間が過ぎると期限が切れることに注意してください。これが発生すると、マッピングを実行することができなくなります (こ

の段階では、マッピングはデザインされず、これは次のステップで発生します)。認証コードを手動で取得する必要がある場合 アクセストークン

のリクエストをクリックして上記のステップに従ってください。

W eb サービスの呼び出しのデザイン

作成されたマッピング GetCalendarEvents.mfd はまだ何も行いません。含まれている唯一のアイテムは Google カレンダー API への

アクセスを有効化する OAuth 2.0 資格情報のみです。 

W eb サービスの呼び出しを MapForce 内でデザインしましょう:

1. GetCalendarEvents.mfd マッピングを開きます。

2. 「挿入」 メニューから「W eb サービス関数」をクリックします。W eb サービス 呼び出し設定ダイアログボックスが表示されます。

3. 手動をクリックします。

4. GET をリクエストメソッドとして選択し URL を前のステップで入力された W eb サービスに入力します:

https://www.googleapis.com/calendar/v3/calendars/calendarId/events。 

5. calendarId はパラメーターとして提供される必要のあるプレースホルダのため、以下に示される通り中かっこで囲みます。 
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6.  パラメーターの追加 ボタンをクリックし以下のようにパラメーターの詳細を定義します:

上記の構成では[テンプレート]スタイルにより中かっこで囲まれた URL 部分をランタイムのパラメーター値と置き換えることができま

す。 [マッピング可能]はマッピングから値を提供できることを意味します (例えば、定数から、または入力パラメーターから値を提供す

ること)。最後に、パラメーターは[必須]とマークされます。これは呼び出しはこのパラメーター無しでは発生しないからです。 

7. HTTP セキュリティ設定の横の「編集」 ボタンをクリックします。 

8. [HTTP セキュリティ設定] ダイアログボックスで、 資格情報を使用する を選択し、以前に構成されている [my.oauth] 資格情

報レコードを選択します。 
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ここまでに構成済みの W eb サービスには以下のマッピングの外観を持っています:

以下のステップに従いデザインを完了することができます:



(C) 2015-2021 Altova GmbH

マッピングと変換をジョブとして実行する方法 259Altova 製品との統合

Altova FlowForce Server 2021

1. 挿入 メニューで 入力の挿入をクリックして、以下のようにコンポーネントを構成します:  

上で表示されている通り、入力コンポーネントはデザインタイム値[プライマリ]を持っています。API のドキュメントによると、値[プライ

マリ]は API サーバーに現在ログインしているユーザーのプライマリ Google カレンダーにアクセスするように命令します。 この値はデ

ザイン時の値でないでマッピングをプレビューする際にのみ適用することが可能です。マッピングがサーバー環境で作動する場合、ラン

タイムで希望される値を提供する必要があります。

2. decode-mime-entity 関数をライブラリウィンドウからマッピングエリアにドラッグします。この関数はサーバーから取得した

MIME ボディを文字列に変換します。 を参照してください。

3. 挿入 メニューで 出力の入力 をクリックし、プレーンな文字列として結果を出力するロールを持つ単純型出力コンポーネントを追

加します。

4. コンポーネント間の接続が以下に表示されているようになっていることを確認してください。

ここで MapForce 内でのデザインパートは終わりです。

マッピングの実行のテスト

MapForce 内でマッピングの実行をテストする場合、click the 出力 タブをクリックし、メッセージウィンドウ内で表示される結果を確認してく

ださい。 

[承認されていません (401)] などの認証エラーが表示されると、以下のトラブルシューティングのヒントを考慮してください:

1. Google カレンダー API が有効化されていることを確認してください。 Google カレンダー API の有効化を参照してください。

2. 以前に取得されたアクセストークンの期限が切れている場合、新規の認証トークンのリクエスト してください。

3. 全ての OAuth 2.0 詳細が MapForce 内に正確に入力されているか再度確認してください。

実行と MapForce からの OAuth 2.0 認証に成功すると、マッピング出力は以下に表示されるようなマッピングになります:
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このサンプル内に存在するようなイベントが存在しない Google アカウントを使用すると [アイテム]配列はレスポンス内では空白です。 しかし

ながら、 Google カレンダーにイベントを追加してマッピングを再度実行すると、出力はこれを反映します。サイドメモとしては、デフォルトのカレ

ンダー以外の公開されているカレンダーからイベントを抽出することもできます。例えば、 [Holidays in United States] などの公開されてい

るカレンダーからデータを抽出することができます。これを行うには calendarId パラメーターを primary の代わりに

en.usa#holiday@group.v.calendar.google.com に変更してください。 

API 呼び出しに追加可能な他のパラメータ-の詳細に関しては

https://developers.google.com/calendar/v3/reference/events/list で API メソッドのドキュメンテーションを参照してください。

FlowForce Server にマッピングをデプロイする

このセクションは OAuth 2.0 FlowForce Server 管理下でインストールされた MapForce Server を使用してデモ OAuth 2.0 マッピ

ングを実行する方法について説明しています。以下の必要条件が満たされている必要があります:

1. FlowForce Server Advanced Edition がインストールされており、ライセンス供与されている必要があります。

2. MapForce Server Advanced Edition がインストールされており、ライセンス供与されている必要があります。

3. FlowForce W eb Server サービスも開始され、構成されたアドレスとポートをリッスンするように構成されている必要があります。

デフォルトの設定で FlowForce Server が使用中のコンピューターにインストールされている場合、アドレスは

http://localhost:8082 です。

4. FlowForce Server ユーザーアカウントおよびコンテナーへの書き込み権限を所有している必要があります。簡素化するために、

このサンプルはデフォルトの FlowForce Server root アカウントを使用し、マッピングをデフォルトの public コンテナーにデプロ

イします。これらの設定は構成可能です。 

マッピングをサーバー環境内でジョブとして実行する場合、指定されている FlowForce Server インスタンスにデプロイする必要があります。

マッピングにデプロイする前に OAuth 2.0 資格情報を以下の方法の一つで対応することができます:

· FlowForce Server にデプロイされたパッケージ内で (暗号化された書式で) OAuth 2.0 トークンを含む。このアプローチでは、

https://developers.google.com/calendar/v3/reference/events/list
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埋め込まれたトークンが使用されるためジョブが実行される都度に OAuth 2.0 資格情報を提供する必要があります。

FlowForce ジョブを認証トークンの期限が切れるまで、または認証サーバーが呼び出すまで実行することができます。 OAuth

2.0 認証の詳細を新規のものとオーバーライドすることができる点に注意してください (以下の点を参照してください)。

· OAuth 2.0 トークンを FlowForce にデプロイされたパッケージに含まないでください。この場合、構成する際にジョブへの OAuth

2.0 資格情報レコードにパスを提供する必要があります。 これを達成するためには、新規の OAuth 2.0 資格情報レコードを in

FlowForce Server 内に作成、または、既存の OAuth 2.0 資格情報レコードを MapForce から FlowForce Server

にデプロイすることができます。 

このチュートリアルでは、説明のために OAuth 2.0 資格情報はデプロイされているパッケージに含まれていません。 代わりに、資格情報は個

別にデプロイされ、 FlowForce ジョブを構成して参照されます。この目的のために以下のステップに従います:

1. MapForce 内でマッピング上の空白のエリアを右クリックし 資格情報マネジャーを開くを選択します。 

2. 資格情報レコード (このサンプルの場合 [my.oauth] ) ダブルクリックし  MapForce Server 実行可能ファイルとマッピング

のデプロイ内に含む チェックボックスをクリアします。

3. マッピングデザインファイル (.mfd) を保存します。

マッピングを FlowForce Server にマッピングをデプロイする:

1. 「ファイル」 メニューから、「FlowForce Server にデプロイする」をクリックします。

2. 適用可能な FlowForce Server 詳細を記入して OK をクリックします。デプロイに成功すると、メッセージウィンドウは関連した

メッセージが表示されます:
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個別に既存の OAuth 2.0 資格情報もデプロイしましょう:

1. MapForce 内でマッピング上の空白のエリアを右クリックし 資格情報マネジャーを開くを選択します。

2. 資格情報マネージャー内で [my.oauth] レコードを右クリックし  FlowForce Server にデプロイ をコンテキストメニューから

選択します。

3. 適用可能な FlowForce Server 詳細を記入して OK をクリックします。デプロイに成功すると、メッセージウィンドウは関連した

メッセージが表示されます:

デプロイされた資格情報を確認する場合、 FlowForce Server にログインして上記のパスから資格情報ページを開きます。
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FlowForce Server ジョブの構成方法

前のステップでは GetCalendarEvents.mfd マッピング ローカルで作動している FlowForce Server インスタンスにデプロイされまし

た。このステップではデプロイされたマッピングを FlowForce ジョブに変換します。このサンプルではジョブはオンデマンドで素早くトリガーできるよ

うに W eb サービスと呼ばれます。

1. FlowForce Server にログインし GetCalendarEvents.mapping を [Public] コンテナーから開きます。FlowForce

Server 内ではデプロイされたマッピングは関数になるため、下のインターフェイス内でこの用語が使用されます。関数は認証情報

を入力パラメーターとして期待することに注意してください。認証情報の名前は MapForce 内で与えられているものと同じで

[my.oauth] です。 
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2. [ジョブの作成]をクリックします。ジョブ構成ページが開かれます。

3. [ジョブ入力パラメーター] で  をクリックして calendarId と呼ばれる新規のパラメーターを

en.usa#holiday@group.v.calendar.google.com のデフォルトの値と共に作成します。(または以前の実行で使

用されている同じ値である primary をデフォルトの値として入力することができます)。

4. [実行ステップ]で calendarId パラメーターを検索し [設定]をクリックして calendarId を選択します。

5. my.oauth パラメーターのために click the  ボタンをクリックして 既存の資格情報を選択するを選択し以前にデプロイさ

れている OAuth 2.0 資格情報を参照します。デプロイ時でのデフォルトの設定が変更されていない場合 public コンテナーで見

つけることができます:

6. [サービス] でチェックボックス  HTTP を介して使用できるジョブにする. . .  をクリックしサービス名を入力します (この場合は

[GetCalendarEvents])。
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7. [資格情報]で ローカルの資格情報の定義 を選択し、使用中のオペレーティングシステムの資格情報を入力します。これらは

FlowForce Server アカウント資格情報とは異なりジョブを実行するために必要とされることに注意してください。 

8. 設定をそのままにして、ジョブを保存します。

ジョブを以下のように実行することができます:

1. [サービス]で  ジョブ URL を新規のウィンドウで開始する ボタンをクリックします。

2. 資格情報を提供するようにプロンプトされると、 FlowForce Server アカウント資格情報を入力します。

実行の成功と OAuth 2.0 認証では Google カレンダー API から抽出されたブラウザーは JSON レスポンスを表示します。 例:
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上記の W eb サービスの呼び出しでは calendarId のデフォルトの値が使用されています。オプションで URL へ入力パラメーターを追加す

ることができます。例:  http://localhost:4646/service/GetCalendarEvents?calendarId=primary。W eb サービ

スの呼び出しは Google カレンダー API からパラメーターとして提供されているカレンダー識別子からデータを取得します。

このサンプルではブラウザーから直接 W eb サービスが呼び出されているため calendarId パラメーターは HTTP GET メソッドを介して提

供されています。 W eb サービスをプログラミング的に呼び出す場合 HTTP POST メソッドを使用することができます。詳細に関しては

W eb サービスの公開を参照してください。

9 .3 .3 動的な認証

MapForce 内では、ユーザー名とパスワードを入力パラメーターとして受け入れるために基本的な HTTP 認証のための W eb サービスを呼

び出すマッピングを構成することができます。  動的な認証の構成に関する詳細は、 MapForce ドキュメント

(https://www.altova.com/ja/documentation) を参照してください。

FlowForce Server に動的な認証を含むマッピングをデプロイする場合、ユーザー名とパスワードはマッピング関数の入力パラメーターになり

ます。このようなマッピング関数を呼び出す FlowForce Server ジョブは実行に成功するためにユーザー名とパスワードが必要です。 例:

https://www.altova.com/ja/documentation
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上記のサンプルでは、ユーザー名とパスワードはそれぞれのテキストボックス内に入力されています。しかしながら、ジョブに入力パラメーターとして

提供することもできます。入力パラメーターの管理 を参照してください。

9 .3 .4 リソース

Altova グローバルリソースはファイル、フォルダー、またはデータベースへのポータブルなレファレンスです。グローバルリソースとして保管されると、

パスとデータベース接続の詳細は再利用できるようになり Altova アプリケーション全体で使用可能になります。例えば、複数の Altova デス

クトップアプリケーション内で同じファイルを頻繁に開く必要がある場合、グローバルリソースとして定義すると便利な場合があります。このように

すると、「ファイルを開く」ダイアログボックスから対応するグローバルリソースを開くことができるため、ファイルパスを覚えている必要がありません。こ

の方法はファイルパスが変更されると、パスの一部を変更するのみという利点があります。 

グローバルリソースの一般的な使用法は、データベース接続を一度定義し、グローバルリソースをサポートする全ての Altova アプリケーション

で再利用することです。 例えば、 MapForce マッピングがデザインされるマシンでデータベース接続を作成し、MapForce Server がマッピ

ングを実行するマシン上で同じ接続を再利用することができます (これは、一部の場合、両方のマシンに同じデータベースクライアントソフトウェ

アがインストールされている場合があります)。

任意で、 (「構成」として既知の)同じグローバルリソースの複数のバリエーションを作成することができます。これにより ファイル、またはフォルダ

ーパス (またはデータベース) を必要に応じて変更することができます。 例えば、「開発」と「生産」の構成を持つ「データベース」リソースを作成

することができます。 FlowForce Server を例に挙げると、マッピング関数に希望する構成を与えることで、開発、または生産データベースか

らデータを簡単に抽出することができます。

次の Altova デスクトップアプリケーションからグローバルリソースを作成することができます:  Altova Authentic、DatabaseSpy、

MobileTogether Designer、MapForce、StyleVision、 および XMLSpy。 サーバー製品では、次の Altova サーバーアプリケー

ションでグローバルリソースを作成することができます:  FlowForce Server、MapForce Server、RaptorXML Server、

RaptorXML+XBRL Server。

グローバルリソースの作成に関する詳細は MapForceドキュメントの「Altova グローバルリソース」のチャプターを参照してください。

FlowForce Server 内のリソース

FlowForce Server の観点からは、デスクトップアプリケーション同様に1つの XML ファイルに保管されないため、グローバルリソースはある

程度グローバルではなくなります。FlowForce 内では、各リソースファイルまたはフォルダーパス、またはデータベース接続詳細を含む可能性

のあるは再利用可能なオブジェクトです。リソースをコピー、エクスポート、またはインポートすることができ、他の FlowForce Server オブジェ

クト同様に同じユーザーアクセスの対象となることができます。 つまり、FlowForce ユーザーはマッピング関数内のすべてのリソースを使用する

ことができます。
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MapForce 内でグローバルリソースを使用するマッピングを作成すると、 FlowForce Server にデプロイすることができます。デプロイ時に

デプロイメントダイアログボックス上の 「リソースの使用」 チェックボックスを選択することにより、マッピングがグローバルリソースを使用するかを選

択することができます。チェックボックスを選択しない場合、マッピングにより使用されるグローバルリソースは現在選択されている構成をベースに

解決されます。チェックボックスを選択すると、 FlowForce Server 内でもマッピング関数はリソースを必要とします。次のマッピング関数のサ

ンプルはリソースの実行を必要とする FlowForceにデプロイされます。 (最初のパラメーターがリソースファイルからデフォルトのファイルパスを取

得することに注意してください):

上で説明されているとおり FlowForce Server 内では、ジョブではなくマッピング関数がグローバルリソースを使用します。 例えば、マッピン

グがパスから読み取り、または、パスへ書き込むように構成されている場合が挙げられます。上のサンプルでは、マッピング関数はリソースから最

初の入力ファイルを 読み取ります 。ジョブ構成ページからのパスをオーバーライドしない限り、これはこの関数を使用するすべてのジョブが同じ

パスを使用することを意味します。

FlowForce Server にグローバルリソースをスタンドアロンオブジェクトととしてデプロイすることができます。つまり、グローバルリソースをデプロイ

するためにマッピングを最初にデプロイする必要はありません。詳細に関しては FlowForce Server にグローバルリソースをデプロイする詳細

に関しては、 MapForce ドキュメントを参照してください (https://www.altova.com/ja/documentation)。

リソースの構造

すべての Altova デスクトップアプリケーション内では、 グローバルリソースは XML ファイルとして管理されます。デフォルトのファイルは

GlobalResources.xml で、 MapForce がインストールされているコンピューター上の C:

\Users\<username>\Documents\Altova ディレクトリで見つけることができます。グローバルリソースファイルは「エイリアス」として既

知の複数のリソースを含んでいます。エイリアスはファイルパス、ディレクトリパスデータベース接続の詳細のグループです。 前述の通り、構成によ

りパスまたはデータベースを切り替えることができます。これは以下のサンプルグローバルリソースファイルの構造を見ることにより理解することがで

きます (データの一部は簡素化のために削除されていることに注意してください):

<Resources>

      <Resource Alias="MyFile">

         <Configurations>

            <Configuration Location="C:\test.json" ContentKind="File"

Configuration="Default"/>

            <Configuration Location="C:\production.json" ContentKind="File"

Configuration="Production"/>

https://www.altova.com/ja/documentation
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         </Configurations>

      </Resource>

      <Resource Alias="MyDirectory">

         <Configurations>

            <Configuration Location="C:\Test" ContentKind="Folder"

Configuration="Default"/>

            <Configuration Location="C:\Production" ContentKind="Folder"

Configuration="Production"/>

         </Configurations>

      </Resource>

      <Resource Alias="MyDatabase">

         <Configurations>

            <Configuration ContentKind="DataSource" Configuration="Default">

               <DatabaseContextInfo vendor="sqlite" connection="C:

\Resources\Test.sqlite"/>

            </Configuration>

            <Configuration ContentKind="DataSource" Configuration="Production">

               <DatabaseContextInfo vendor="sqlite" connection="C:

\Resources\Production.sqlite"/>

            </Configuration>

         </Configurations>

      </Resource>

</Resources>

上記のファイルは3つのリソース(エイリアス)を定義します :  「MyFile」と呼ばれるファイルパス、「MyDirectory」と呼ばれるディレクトリパス、

「MyDatabase」と呼ばれる SQLite データベース。各エイリアスには2つの構成が存在します:  テストのために使用されるデフォルトの構成と

生産の構成です。

FlowForce Server 内では、複数のユーザーサーバー環境の特性のため、リソースは若干異なって作動します。具体的には、

FlowForce 内でリソースオブジェクトになるような XML リソースファイルIの場合、デスクトップアプリケーション何のように複数のエイリアスが存

在することができます。各エイリアスには1つの構成のみ存在することができ、 MapForce から FlowForce Server へデプロイする際に選

択されている構成を指します。

MapForce から FlowForce Server にグローバルリソースをデプロイする場合、一度に1つの構成だけをデプロイすることができま

す。

例えば、上記のグローバルリソースファイルをデプロイした場合、サーバ―に「デフォルト」または「生産」構成のどちらかがデプロイされます (一

度に両方の構成はデプロイされません)。「デフォルト」の構成を選択する場合、リソースオブジェクトは FlowForce Server 内で以下のよう

になります:
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FlowForce 内では、マッピング関数はグローバルリソースの特定の構成を1つ使用することができます。このため、このサンプルではサーバー上

の「生産」構成が必要になり、 MapForce 内のデプロイダイアログボックスから構成「生産」を選択し同じリソースをもう一度デプロイします。

代わりに、サーバー上で以下で説明される通り直接リソースを作成し、マッピング関数を「デフォルト」の代わりにポイントするように変更すること

ができます。代替のアプローチはファイルとディレクトリリソースに対してのみ可能で、データベースに対しては可能ではありません。

マッピング関数のリソースの変更

FlowForce 内では、  アイコンによりリソースオブジェクトは識別されます。このため、上のサンプルから「デフォルト」と「生産」構成がデプロ

イされている場合、 FlowForce Server 内の対応するリソースが以下のように表示されます:

マッピング関数により使用されたリソースを変更する方法:

1. マッピング関数がデプロイされているコンテナーに移動し、クリックして関数を開きます。

2. 「リソース」の下で、新規リソースパスを選択します。リソースの選択は関数や資格情報などの他の FlowForce オブジェクトと同様

に作動します。
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マッピング関数が「リソース」セクションを持たない場合、(または、デプロイ時に「リソースの使用」チェックボックスが選択されていない場合)マッ

ピングは MapForce 内のグローバルリソースのために構成されません。

以下の条件が満たされている場合マッピング関数はすべてのリソースを使用することができます:

· リソース型が関数と互換性を持つ場合。 例えば、 「フォルダー」リソースは「ファイル」リソースを必要とするマッピング関数には適して

いません。

· リソースエイリアス名はマッピング関数により必要とされているものです。MapForce 内では通常エイリアス名はマッピングのデザイン

時に選択されますが、FlowForce 内では以下で説明されている通りオーバーライドすることができます。 

リソースとジョブ構成

上記の通り、リソースはジョブ構成レベルではなくマッピング関数レベルで消費されます。ジョブが実行されると、ジョブにより呼び出される関数内

で定義されているグローバルリソースを消費します。このために、ジョブ構成ページからジョブを編集する場合、リソースエイリアスのオーバーライド

などリソースに対して最小の構成オプションのみを使用することができます (下で詳しく説明されています)。

一部の場合は、(フォルダーまたはファイルのように)リソースを直接ジョブ構成ページから参照することが可能な場合があります。これは、全ての

コンテキストで可能な場合がりますが、このようなレファレンスを使用する良い理由がない限り一般的には回避さえるべきです。 

メモ: 実行ステップの[作業ディレクトリ]パラメーターからリソースを参照してはなりません。これはリソースの処理が MapForce Server

処理が既に開始されていることを必要としますが、作業ディレクトリは MapForce Server が開始する前に設定されているからで

す。

リソースエイリアスの上書き

ファイル、またはフォルダーリソースは複数のエイリアスを持つことができますが、ジョブランタイムでは1つのエイリアスのみ使用することができます。

マッピングのデザイン時に MapForce 内でランタイム時に使用されるエイリアスが選択されます。 例えば、次の MapForce コンポーネント

は "MyDirectory" と呼ばれるディレクトリエイリアスに output.csv を生成するために構成されます。 FlowForce Server にこのマッピ

ングをデプロイする場合、サーバー上のマッピング関数は "MyDirectory" エイリアスを含むリソースを指している必要があります。
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エイリアスを変更する都度 MapForce 内でマッピングを編集する代替としてはジョブ構成ページから FlowForce Server 内でエイリアスを

オーバーライドすることができます。ジョブ内のファイルまたはフォルダーエイリアスをオーバーライドする場合、 MyFile または MyDirectory

を必要とされるエイリアス名に置き換えます:

必要とされる型 サンプル

ファイル

altova://file_resource/MyFile

ディレクトリ

altova://folder_resource/MyDirectory

例えば、下のジョブの構成ではディレクトリエイリアスは「TestDir」に変更されています。

メモ: 上記の通りエイリアスの上書きはデータベースリソースのためにサポートされていません。複数のデータベースエイリアスが存在する場

合、マッピングを FlowForce Server にデプロイする前に MapForce 内で必要とされるデータベースに切り替えます。

リソースの作成

FlowForce Server 内でファイルまたはフォルダーリソースを作成することができます。 FlowForce Server 内でグローバルリソースを作成

するには、コンテナーを作成して 「作成 | リソースの作成」をクリックします。
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メモ: データベースリソースの作成はサーバー環境ではサポートされていません。データベースリソースを作成するには、 MapForce または

他の Altova デスクトップアプリケーションのグローバルリソースエディターを使用し、 MapForce から FlowForce Server へリソ

ースをデプロイしてください。

リソースエイリアスはこのリソースを使用する箇所のマッピング関数により比津町とされているものに一致する必要があります。それ以外の場合、

「リソースエイリアスの上書き」で説明されている通り、正確なエイリアスを指すようにジョブを手動で行う必要があります。

同じリソースオブジェクト内で、必要な場合、「新規のファイルリソース」 または 「新規のフォルダーリソース」 ボタンをクリックして複数のエイ

リアスを作成することができます。これはオプションです。複数のエイリアスを作成する場合、どのエイリアスが使用されるか指すためにジョブを変

更する必要があることを忘れないでください。

リソースの編集

MapForce 内で行い再デプロイする代わりに FlowForce Server 内でファイルまたはフォルダーリソースを編集することができます。リソー

スを編集するには、対応するレコードをクリックし、パス (または、データベース接続の詳細)を更新し、「保存」をクリックします。

メモ: データベースリソースの場合、接続文字列、または、デフォルトのデータベースなどの特定のフィールドのみを FlowForce 内で編集

することができます。データベースベンダーと接続メソッドを変更することはできません。

リソースを更新すると、この更新は以下に影響を及ぼします:

· リソースを参照する全てのマッピング関数

· 対応するマッピング関数を呼び出す全てのジョブ
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9.4 マッピング/変換結果へのアクセス

MapForce マッピング または StyleVision 変換が FlowForce Server にデプロイされた後、実行ステップから呼び出すことのできる

FlowForce 関数になります。 例えば、下のジョブの最初のステップは、SimpleTotal.mapping と呼ばれ、実行されます。 

ジョブは、2つのステップにより構成されています:

1. ステップ 1 は、 MapForce Server は、実際に実行する SimpleTotal.mapping 関数を呼び出します。重要な点は、

「このステップの結果を割り当てる」 フィールドがマッピングの結果に名前を与える点に注意してください(この場合、 output。

しかしながら、名前を変更することは可能です)。

2. ステップ 2 は、マッピングの出力をストリームに変換する /system/compute 関数を呼び出します。 

デフォルトでは、マッピング または 変換 関数の出力は、 ジェネリックな型 「resu lt」 です。出力を使用するには、 「resu lt」 を必要なデー

タ(例えば、 文字列、ストリーム、ファイル)に変換する必要があります。この目的のために、 /system/compute ビルトイン関数と、

FlowForce 式関数を使用することができます。上のサンプルでは、ビルトイン関数 /system/compute が必要とするデータ型を変換す

るために呼び出されています。すなわち、式 stdout(output) は、前のステップの結果をストリームに変換します。

下のテーブルは、マッピングまたは変換関数の結果を処理するために使用される可能性のある FlowForce 式の例をリストしています。 これ

ら全てのサンプルは、 内に入力された output は、 「このステップの結果を割り当てる」内に入力されている名前であることに注意してくだ

さい。

FlowForce 式 目的

stdout(output)

output をストリームに変換します。

as-file(stdout(output))

output をファイルに変換します。

as-file(nth(results(output), 0))

output が 複数のファイルにより構成されている場合このような式が

必要になります。(MapForce または StyleVision 内で) 単一の

出力ではなく、複数の出力を生成するようにデザインされると発生しま
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FlowForce 式 目的

す。 式は、 output をストリームのシーケンスに変換し、シーケンス

から最初のストリームをピックアップし、ファイルに変換します。サンプル

に関しては、次を参照してください:  StyleVision 変換からジョブを

作成する。

as-file(nth(results(output,

"CompletePO"), 0))

ゼロベースのインデックスではなく、名前別に ストリームのシーケンスか

らファイルは抽出されます (この場合、 "CompletePO")。

ステップ または ジョブの結果を処理するための FlowForce 式関数に関するレファレンスについては、次を参照してください:ステップ結果関

数 。FlowForce 式の概要については、FlowForce 式を参照してください。
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9.5 RaptorXML Server との統合

RaptorXML が FlowForce に統合される場合、RaptorXML Server により公開されているすべての関数はジョブ内で呼び出すことが

できるように FlowForce で使用できるようになります。具体的には、RaptorXML 関数は FlowForce の /RaptorXML コンテナー内

に存在しています。RaptorXML+XBRL Server の場合、コンテナー名は /RaptorXMLXBRL です。 

FlowForce ビルトイン関数の呼び出しに類似したジョブから RaptorXML 関数を呼び出すことができます:

· /RaptorXML (または /RaptorXMLXBRL) コンテナー内で、興味のある関数を開き、「ジョブの作成」をクリックしま

す。  /RaptorXML/valjson などのジェネリックな関数を参照、または、 /RaptorXML/2021/valjson などのを参照するこ

とができます。これら2つの相違点は以下で説明されています。

· ジョブ内で新規の実行ステップを作成し、実行ステップから希望する RaptorXML 関数を呼び出します。 例えば、下のステップは

valjson 関数を呼び出します:

RaptorXML Server を呼び出すジョブのサンプルに関しては、以下を参照してください:

· RaptorXML を使用してドキュメントを検証する

· エラーログのある XML を検証する

· RaptorXML を使用してKey/Value パラメーターペアをパスする

すべての RaptorXML 関数への参照に関しては、RaptorXML Server ドキュメントを参照してください

(https://www.altova.com/ja/documentation)。 

手動の統合

FlowForce Server と RaptorXML Server 間の統合は多くの場合自動的に行われます (例えば、FlowForce Server インストー

ルを W indows で実行し、RaptorXML Server もインストールする場合など)。しかしながら、2つの間での統合が手動で行われる必要が

https://www.altova.com/ja/documentation
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ある場合もあります。手動の統合は通常、個別に異なるバージョンの FlowForce Server と RaptorXML Server がインストールされて

いる場合に必要とされます。 例えば、特定の RaptorXML Server バージョンの関数の定義が FlowForce Server インターフェイスで

不足している場合、 RaptorXML Server のそのバージョンがインストールされている場合でも、手動の統合が必要とされます。 

手動の統合を行うには、以下のパスで見つけることのできるスクリプトを実行します:  RaptorXML installation directory}

\etc\functions\integrate.bat。

メモ: Unix システムでは、 スクリプト名は integrate.cs です。スーパー ユーザー権限 (sudo) はこのスクリプトを実行するために必

要とされています。

スクリプトは2つの引数を取ります:  FlowForce Server インストールディレクトリへのパスと、 と FlowForce Server データディレクトリへの

パス ( FlowForce Server アプリケーションデータを参照してください)。 このスクリプトを実行すると、次の状態が発生します:

· 統合された RaptorXML Server バージョンのすべてのリリース固有の関数はジョブとして呼び出すために FlowForce Server

で使用できるようになります。

· ジェネリックな (リリースを指定しない) RaptorXML 関数は統合された RaptorXML バージョンのリリース固有の関数のポイント

までアップデートされます。

スクリプトがエラーを返すと、統合された RaptorXML バージョンの関数の定義は、FlowForce Server と互換性を持っていません。もしも

この状態が発生した場合はサポートに連絡してください。

ジェネリックとリリース固有の RaptorXML 関数

RaptorXML 、または、 RaptorXMLXBRL コンテナーで使用することができる関数は以下のように整理されています:

· /RaptorXML コンテナーからの関数は、(RaptorXML 関数をサポートする最初のバージョンである) FlowForce Server の

2014 バージョンまで下位互換性があります。これらのジェネリックな関数は /RaptorXML/{Release} コンテナーからのリリース

固有の関数のラッパーとしての役割を果たします。これらはリリース間では互換性がありますが、最近インストールされている

RaptorXML Server のすべての機能を提供しません。

· /RaptorXML/{Release} コンテナーからの関数は対応すｒ RaptorXML リリースのすべての機能を提供します。これらの関数

は、同じリリースの FlowForce Server と互換性があります。しかしながら、RaptorXML Server のすべてのバージョンは

FlowForce Server のすべてのバージョンと互換性を持つとは限りません。(「手動の統合」で説明されているとおり)統合スクリプ

トを実行して互換性を確認してください。

ジョブが RaptorXML 関数を呼び出す場合、 関数は RaptorXML Server のリリース固有の関数と同等のラッパーとしての役割を果たし

ます。 選択された RaptorXML リリースは手動で統合されたものを含む最近 FlowForce に統合されたものです。上記の通り、 (新規の

引数 、または、 関数などの)このような呼び出しは最新の RaptorXML 機能からの機能の利益を得ることはありません。FlowForce ジョ

ブから最新の RaptorXML 機能を活用するには、リリース固有の関数を触接呼び出します。
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リリース固有の関数は RaptorXML . tool ファイルが RaptorXML 実行可能ファイルを検索するために使用されるかを決定します。 個別

の .tool ファイルは各 RaptorXML Server リリースのために存在します。. tool ファイルは FlowForce Server に RaptorXML

Server 実行可能ファイルのロケーションを指定し、環境変数を設定するためにも使用することができます。環境変数の設定を参照してくだ

さい。

FlowForce ジョブがバージョン固有の RaptorXML 関数を参照する場合、 そして FlowForce Server と RaptorXML Server の

新しいバージョンにアップグレードする場合、最新のリリース固有の RaptorXML 関数の時点にまですべてのジョブを変更、または、

Raptor.tool ファイルを RaptorXML Server 実行可能ファイルの最新のバージョンに以下の通りマップすることができます:

1. Raptor_<release>.tool  を最近にインストールされたリリースの RaptorXML Server の {installation}\etc ディレクト

リから同じリリースの FlowForce Server の {configuration data}\tools ディレクトリににコピーします。

2. (ジョブがポイントする Raptor リリースを指すように)古リリースのバージョンに一致するようにファイルの名前を変更します。例えば、

古いリリースがRaptorXML 2017r3 の場合、ファイルを Raptor_2017r3.tool に名前を変更します。

マッピングアプローチをとる場合、全ての既存のジョブは RaptorXML 2017r3 関数 を呼び出すように継続され、 . tool ファイルは最新の

RaptorXML Server 実行ファイルまでマップします。
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9.6 ツールファイル

他の Altova サーバーが FlowForce Server と共にインストールされている場合 . tool 拡張子が FlowForce Server 管理下で作動

する各実行可能ファイルのためにインストールされます。 FlowForce Server は . tool ファイルのために DATADIR\tools と

INSTALLDIR\tools ディレクトリをスキャンします。前のディレクトリが後のディレクトリよりも優先順位を与えられます。

FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリ (DATADIR)

Linux

/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

macOS

/var/Altova/FlowForceServer2021/data

Windows

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data

FlowForce Server インストールディレクトリ (INSTALLDIR)

Linux

/opt/Altova/FlowForceServer2021/

macOS

/usr/local/Altova/FlowForceServer2021/

Windows

C:\Program Files\Altova\FlowForceServer2021\

C:\Program Files (x86)\Altova\FlowForceServer2021\

DATADIR\tools ディレクトリは通常は空で、カスタマイズかされたツールファイルを配置する場所です。 INSTALLDIR\tools ディレクト

リと含まれているツールファイルは変更される必要はありません。

アプリケーションプール

(名前により識別される)検出されたそれぞれの .tool ファイル のために、FlowForce Server はアプリケーションプールを作成します。アプリ

ケーションツールはですから実行中のツール処理インスタンスをグループ化し、 FlowForce Server はこれらのインスタンスをツールファイル内

で構成される通り管理します。 

FlowForce がツール処理インスタンスのライフタイムに関数る情報を強制する場合、これらのイベントはログ内に情報メッセージを生成しま

す。例:

Starting instance {id} of {tool} for {session}.

Starting {commandline}.

Instance {id} of {tool} for {session} is now idle.

Shutting down instance {id} of {tool} for {session}; sitting idle for too long.

Shutting down instance {id} of {tool} for {session}; maximum reuse count reached.

Instance {id} of {tool} for {session} unexpectedly ceased communication.

Instance {id} of {tool} for {session} attached to job instance {instanceid}.

上記にリストされている情報メッセージはライセンスまたはキューに関する問題を表示しません。代わりに特定の時刻に実行された処理に関す

る情報を提供することで可能な問題をトラックすることができます。ステップまたはジョブが失敗すると、個別のログメッセージが生成されます。 

ツールファイル構成

常に必要ではありませんが、ツールファイルを編集することができます。具体的に、以下の構成オプションを提供します:

1. [ ツール]  セクションの下の実行可能 パス古いバージョンの .tool ファイルが新しいバージョンを実行する、またはその逆の場合など

特定のケースではこのパスを変更する必要があります。
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2. [Environment] セクションツールにより必要とされる環境変数を定義するためにこのセクションを追加または編集することができ

ます。環境変数の設定を参照してください。

重要点:

· Altova サポートにアドバイスされた場合を除き上記以外のツールファイル設定を変更しないでください。

· カスタムツールを定義することは可能です。

9 .6 .1 環境変数の設定

FlowForce Server 管理下でジョブとして、 MapForce Server マッピング、または、 StyleVision Server スタイルシートが作動する

場合、では環境変数が設定される必要がある場合があります。 (例えば、データベースに接続する際に JDBC ドライバーの場所を指定す

るための CLASSPATH )。 

MapForce Server マッピング、または、 StyleVision Server 変換に必要な環境変数を設定するには、対応する Altova サーバー製

品の .tool ファイルを編集してください。. . tool ファイルを編集するには、 DATADIR がアプリケーションのデータディレクトリである

DATADIR\tools を最初にチェックしてください:

FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリ (DATADIR)

Linux

/var/opt/Altova/FlowForceServer2021/data

macOS

/var/Altova/FlowForceServer2021/data

Windows

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data

. tool ファイルが DATADIR\tools に存在しない場合、INSTALLDIR がアプリケーションのインストールディレクトリである FlowForce

Server の INSTALLDIR ディレクトリからコピーしてください。 

FlowForce Server インストールディレクトリ (INSTALLDIR)

Linux

/opt/Altova/FlowForceServer2021/

macOS

/usr/local/Altova/FlowForceServer2021/

Windows

C:\Program Files\Altova\FlowForceServer2021\

C:\Program Files (x86)\Altova\FlowForceServer2021\

MapForce Server または StyleVision Server が FlowForce Server の後にインストールされている場合、

INSTALLDIR\tools ディレクトリ内に . tool ファイルを見つけることができます。. tool ファイルが FlowForce アプリケーションデータディレク

トリ、または、FlowForce インストールディレクトリに存在しない場合、 FlowForce Server が MapForce Server または

StyleVision Server の後にインストールされた可能性が高いです。MapForce Server または StyleVision Server に相対的な

etc ディレクトリ内で . tool ファイルを見つけることができます。 

(インストールディレクトリではなく) FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリに . tool ファイルをコピーしてください。

FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリ内の .tool ファイルは他のディレクトリに既存の .tool ファイルよりも優先順位が

高いです。 

警告:  migratedb コマンドを FlowForce の最新のメジャーバージョンへのアップグレード中に実行すると、前のバージョンのアプリケー

ションデータディレクトリからの .tool ファイルが新しいバージョンのアプリケーションディレクトリにコピーされます。これは期待されない結果を

引き起こす可能性がありますので、アプリケーションデータディレクトリ内で必要な . tool ファイルのみを保管するようにしてください。
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. tool ファイル内の [Environment] セクションの下に必要な環境変数を追加することができます。例えば、 CLASSPATH 変数を設定

する . tool ファイルは、以下のようになります:

[Environment]

CLASSPATH=.:/usr/local/jdbc/oracle/ojdbc6.jar

サンプル .tool ファイル (Linux)

. tool ファイル内出設定された環境変数は、他の方法で定義された環境変数をオーバーライドします。

シェルコマンドの実行、または、 FlowForce Server ジョブとしてスクリプトとして実行するには、 /system/shell/commandline 関

数を参照してください。
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10 AS2 との統合

AS2 (Applicability Statement 2) はインターネット上でファイルを安全に交換することを可能にする仕様です。AS2 は HTTP

HTTPS を使用して EDIINT (インターネット上の EDI ) と XML ファイルを伝送することができます。 

このドキュメントには以下に関連するレファレンスが含まれています:

· RFC 4130、 「MIME-Based Secure Peer-to-Peer Business Data Interchange Using HTTP, Applicability

Statement 2 (AS2)」。次を参照してください:  https://www.ietf.org/rfc/rfc4130.txt 。

主な機能

· FlowForce Server Advanced Edition を使用すると、機関の AS2 取引パートナーに FlowForce ジョブを使用して、

AS2 フォーマットのメッセージを送信することができます。 取引パートナー から AS2 メッセージを受信することもでき、必要に応じ

て更に処理し、 FlowForce Server を AS2 Server にすることもできます。

· 証明書を使用してパートナーに送信される AS2 メッセージを任意で暗号化し署名することができます。暗号化と署名をサポート

するには、 (AS2 データの送信、または、受信パートナーとして) 全ての取引パートナーから受信される公開証明書を中央でイン

ポートし管理することのできる証明書ストアを有し、公開と秘密証明書の組合せは所属機関により作成されることが必要です。こ

の結果、他の取引パートナーからサイン済み、かつ、 暗号化された AS2 メッセージを受信する際、 FlowForce Server は、こ

のようなメッセージの署名を暗号化し検証することができます。同様に、暗号化済み、署名済みのデータを送信する際、

FlowForce Server はそれぞれの証明書を使用して、ストアにインポートされたデータを準備します。

· From FlowForce から、 FlowForce Server から送信される AS2 メッセージ の応答として、任意でパートナーに同期メッセ

ージ処理通知 (MDN)を送信するようにを送信することをリクエストすることができます。パートナーに MDN の署名をリクエストする

こともできます。W hen FlowForce Server が AS2 メッセージの受信者としての役割を果たす場合、MDN を受信済みの

AS2 リクエストの応答として自動的に送信します。

· FlowForce Server は次のアルゴリズムを使用してデータを暗号化、または、暗号化の解除を行うことができます:  DES、

3DES、 AES-128、 AES-192、 AES-256、 RC2-40、 RC2-64、 RC2-128、 RC4-40、 RC4-128。 次のアルゴ

リズムを使用して署名済みのデータを署名、または、検証することができます:  MD5、 SHA-1、 SHA-224、 SHA-256、

SHA-384、 および SHA-512。

· 任意で、送信されたメッセージの圧縮を行うことができます (署名の前後に圧縮を行うかを任意で指定することができます)。圧縮

済みの AS2 データを他の取引パートナーから受信すると、必要な場合、 FlowForce Server は、(データが署名の前後に圧

縮されたかに関わらず)自動的にデータの圧縮を解除することができます .

· AS2 データを受信、または、送信するジョブをビジネスデータフローに統合し、他の FlowForce ジョブと同様にカスタマイズすること

ができます。  例えば、 ジョブをオンデマンド、または、計画されたとおりに複数の実行ステップ、条件付き処理、ユーザーアクセス権

などを使用してトリガーすることができます。 加えて、 FlowForce ビルトイン関数 と FlowForce 式関数による全ての機能を

活用することができます。

制限

· 現在、 FlowForce 同期 MDN (メッセージ処理通知) のみをサポートします。  同期 MDN は現在サポートされていません。

· メッセージのサイズは、使用することのできるシステムメモリにより制限されています。

· 基本的な HTTP 認証はサポートされています (プリエンプティブな資格情報は最初のリクエストに含まれています)。クライアント証

明書を使用するダイジェスト認証、または、 HTTPS 認証はサポートされていません。

· (証明書を持たない) 秘密キー を含む PEM ファイルのインポートはサポートされていません。

https://www.ietf.org/rfc/rfc4130.txt
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10.1 概要:  AS2 データの送信

下の図は FlowForce Server Advanced Edition を使用して AS2 メッセージを送信するハイレベルのプロセスを示しています。

FlowForce Server を使用した AS2 メッセージの送信

上記のプロセスは以下のように作動します:

Step # 説明

1. AS2 パートナーと証明書の構成 AS2 パートナーとの通信をセットアップするには、( URI と AS2 名など) AS2 接続の

詳細と交換証明書を取得する必要があります。証明書 (とパートナーの詳細)は
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Step # 説明

FlowForce Server にインポートされる必要があります。次を参照してください:  AS2

証明書の構成 と  AS2 パートナーの構成。

2. ジョブの作成 FlowForce ジョブジョブは AS2 メッセージを送信するために作成される必要がありま

す。FlowForce Server ジョブは必要に応じて多種の方法で実行されるように構成

することができます。 例えば、W eb サービスの呼び出しとして実行することができます。ま

たは、ファイルシステム上のファイルに変更が加えられると、特定の日時に実行されるよう

にスケジュールすることができます。次を参照してください:トリガーの管理 。 このプロセス

は完全に自動化されています。

3.  ジョブの実行と AS2 メッセージの送信 AS2 メッセージを送信するには、 your ジョブ (または、ジョブ内の実行ステップ) は

FlowForce Server ビルトイン 関数 /system/as2/send を呼び出す必要がありま

す。この関数は、ステップ1で定義されているパートナーオブジェクト、および送信するメッセ

ージコンテンツを含む、 AS2 メッセージを送信するために必要なパラメーターをとります。

ジョブは多種の FlowForce Server AS2 式関数 をマッピングの出力を必要とされる

書式に変換するために呼び出す必要があります(例えば、 ファイルからストリームに変換

する場合など)。

4.  同期  MDN を使用してパートナーに返答

する

AS2 パートナーオブジェクトをステップ 3 で作成すると、 FlowForce Server により送

信される AS2 メッセージの返答として メッセージ処理通知 (MDN) を返すようにパート

ナーに任意でリクエストすることができます。 パートナーは、を FlowForce Server から

送信される HTTP 呼び出しと同じセッション内に MDN を送信する必要する必要があ

ります(すなわち、「同期」として構成されている必要があります)。

上のダイアグラムは、簡単な構成を表示しています。このダイアグラムは AS2 メッセージに必要なコンテンツが準備されており、 FlowForce

Server ジョブに入力として提供されるのみであることが想定されています。 多種のソースからマッピングデータにより自動的に AS2 メッセージ

コンテンツを生成する必要がある場合、 AS2 プロセスは、 Altova MapForce と MapForce Server を使用して更にプロセスを自動化

することができます。次を参照してください:  MapForce と MapForce Server を使用した AS2 との統合。

詳細な手順に関しては、 次を参照してください:  AS2 メッセージの送信.
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10.2 概要:  AS2 データの受信

下の図は FlowForce Server Advanced Edition を使用してメッセージを受信するハイレベルのプロセスを示しています。

FlowForce Server を使用した AS2 メッセージの受信

上記のプロセスは以下のように作動します:

Step # 説明

1. AS2 パートナーと証明書の構成 AS2 パートナーとの通信をセットアップするには、( URI と AS2 名など) AS2 接続の

詳細と交換証明書を取得する必要があります。証明書 (とパートナーの詳細)は
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Step # 説明

FlowForce Server にインポートされる必要があります。次を参照してください:  AS2

証明書の構成 と  AS2 パートナーの構成。

2. ジョブの作成 A FlowForce ジョブは、 AS2 リクエストのために FlowForce がリッスンする AS2

サービスを公開されるために作成される必要があります。

3.  パートナーによる AS2 データの送信 パートナーとサービスの URL を共有すると、 AS2 リクエストの送信を開始することがで

きます。

4.  同期  MDN を使用してパートナーに返答

する

FlowForce Server が AS2 メッセージを受信すると、 成功、または、多種の検証エ

ラーを通知する同期 MDN レポートを返します。

それ以外の場合、受信されるデータは AS2 サービスを公開するジョブにより処理されま

す。必要に応じてジョブがデータを処理するように構成することができます (例えば、メッセ

ージをストリームから文字列に変換、メッセージから特定のヘッダーの読み取り、カスタム

名を持つファイルにデータを保存、送信元のパートナーの名前を取得するなどの処理が

挙げられます)。

AS2 仕様によると、 MDN ではメッセージのコンテンツではなくメッセージのデリバリ

ーのみが考慮するべきです。この理由により、 AS2 受取ジョブは、できるだけ最小

である必要があります (通常、メッセージはファイル、または、データベースに保存さ

れます)。 

メッセージのコンテンツが理由で AS2 受取ジョブは失敗することはありません。この

ため、余分なステップは (メッセージの受信と保存以外で)  個別のジョブとして定

義される必要があります。これ以外の場合、受取ジョブがメッセージにデリバリーに

関連しないステップを含まず、ステップが失敗すると、 AS2 仕様にでは期待され

ない (ネガティブな) MDN の失敗を引き起こします。

5. 受信済みの AS2 データの処理 AS2 サービスを公開する同じジョブにより受信されるデータは処理されます。 必要に応

じてデータを処理するようにジョブを構成することができます (例えば、ストリームから文字

列にメッセージを変換する、メッセージから特定のヘッダーを読み取る、カスタム名と共にデ

ータをファイルに保存する、取引パートナーの名前を取得するなど)。

FlowForce を AS2 サーバーとして構成する詳細に関しては、 次を参照してください:  AS2 メッセージの受信。
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10.3 MapForce と MapForce Server を使用した AS2 との統合

FlowForce Server Advanced Edition は、取引パートナーに AS2 メッセージを送信、または、取引パートナーから AS2 を受信する

ために必要な機能を提供します。更に、 FlowForce Server はビルドインの関数を使用して AS2 データを処理し、ローカルで保管する

ことができます。更に高度な必要性に関しては、既存のソース(例えば、 データベース)から AS2 データを準備する場合、または、他の書式

に変換する場合、または、 W eb サービスに送信する場合、MapForce と MapForce Server を AS2 プロセスに含むことができます。 

MapForce と MapForce Server が必要なシナリオが2つ存在します:

1. AS2 パートナーに送信する前に、MapForce によりサポートされる書式( XML、XBRL、Excel、データベース、 W eb サービ

ス)でデータをマップまたは生成する場合。

2. AS2 パートナーから受信下データを多種の方法で変換する場合 (例えば、Excel に変換する。異なる XML スキーマに変換す

る場合。データベースに保管する、W eb サービスに保管するなど)。

AS2 データの生成と作成

パートナーに送信する前に、 MapForce を使用して AS2 データを準備、または、生成するシナリオでは、高度なプロセスは以下のようにな

ります:



288 AS2 との統合 MapForce と MapForce Server を使用した AS2 との統合

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

ハイレベルの AS2 プロセスのダイアグラム

上のダイアグラムでは、 MapForce Server と FlowForce Server は同じマシンにインストールされている必要があります (W indows、

Linux、または、 macOS オペレーティングシステムを使用することができます。 システムの必要条件を参照してください:  (W indows マシン

であることが前提で) MapForce は MapForce Server と FlowForce Server と同じマシン、または、 異なるマシン上で HTTP また

は HTTPS を介して FlowForce Server に接続することができます。AS2 パートナーは、 HTTP(S) を使用して FlowForce

Server が通信する遠隔のサーバーです。

上記の AS2 プロセスは以下のように作動します:

ステップ # 説明

1. EDI/XML データマッピングのデザインとテ

スト

MapForce を使用すると、 (テキスト、CSV、JSON、XML、多種の EDI フレーバ

ー、データベース、W eb サービス) 異なるフォーマットのデータを入力として取るデータマッ

ピングの変換をデザインし、 (例えば、 UN/EDIFACT) 目的のフォーマット内に1つまた

は複数のファイルとして出力することができます。データマッピング EDI 目的のためにデー

タマッピングをデザインすることは、他のデータマッピングと違いはありません。MapForce

ドキュメントの中に多種のサンプルが含まれています。次を参照してください:EDI チャプタ

ー。マッピングのデザイン中、出力タブをクリックして、 MapForce 上で直接マッピングを

検証しプレビューすることができます。マッピングがサーバー環境内での実行に適するよう

に、 BUILT-IN 変換言語をデザインしてストする必要があります。を参照してください。

2.2. マッピングを FlowForce Server にデ

プロイする

FlowForce Server は W eb インターフェイス内で定義されているオンデマンド、また

は、計画されたジョブにより多種のジョブを自動化します。MapForce Server が

FlowForce Server の管理下で作動することを前提に、 FlowForce Server は

MapForce でデザインされたマッピングの実行も自動化することができます。

MapForce マッピングが必要な出力を生成すると、 FlowForce Server にデプロイ

することにより実行を自動化することができます。

3.AS2 パートナーと証明書の構成 AS2 パートナーとの通信をセットアップするには、( URI と AS2 名など) AS2 接続の

詳細と交換証明書を取得する必要があります。証明書 (とパートナーの詳細)は

FlowForce Server にインポートされる必要があります  。 AS2 証明書の構成 と

 AS2 パートナーの構成を参照してください。

4.ジョブの作成 FlowForce ジョブはマッピングを実行し、 (a) 必要な出力を生成(b)  AS2 メッセー

ジを送信するために作成されます (ステップ 7 を参照してください)。これらの2つのアクショ

ンは、同じジョブの実行ステップ、または、2つの異なるジョブの実行ステップです。

MapForce マッピングを実行する FlowForce Server ジョブの例に関しては、次を

参照してください:MapForce マッピングからジョブを作成する。

5.ジョブの実行 前のステップで作成された FlowForce Server ジョブは必要に応じて多種の方法で

実行されるように構成することができます。例えば、W eb サービスの呼び出しとして実行

することができます。または、ファイルシステム上のファイルに変更が加えられると、特定の

日時に実行されるようにスケジュールすることができます。次を参照してください:  トリガー

の管理。このステップは完全に自動化されています。

6.データマッピングの実行 このステップは MapForce Server により自動的に実行することもできます。(オンデマ

ンド、または、計画されている)データマッピングを実行するようにジョブが構成されている場

合、MapForce Server への内部呼び出しが発生します。この結果、 MapForce

Server はマッピングを実行し、出力を FlowForce Server に返します。

7.出力をピックし、 AS2 メッセージを送信す

る

AS2 メッセージを送信するには、ジョブ (または、ジョブ内の実行ステップ) は

FlowForce Server ビルトイン 関数 /system/as2/send を呼び出す必要がありま

す。この関数は、ステップ3で定義されているパートナーオブジェクト、パートナー URI 、お

よび送信するメッセージコンテンツを含む、 AS2 メッセージを送信するために必要なパラ

https://www.altova.com/manual/Mapforce/mapforceenterprise/mffmapforceandedifact.htm
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ステップ # 説明

メーターをとります。ジョブは多種の FlowForce Server AS2 式関数をマッピングの

出力を必要とされる書式に変換するために呼び出す必要があります(例えば、 ファイルか

らストリームに変換する場合など)。 

8.同期 MDN を使用してのパートナーの応

答

AS2 パートナー オブジェクトをステップ 3 で作成すると、オプションでパートナーに、

FlowForce Serverにより送信される AS2 メッセージの応答として Message

Disposition Notification (MDN) をリクエストすることができます次を参照してくださ

い:  AS2 概念。パートナーは、を FlowForce Server から送信される HTTP 呼び

出しと同じセッション内に MDN を送信する必要する必要があります(すなわち、「同

期」として構成されている必要があります)。

AS2 データの受信と処理

取引パートナーからの AS2 データを受信する場合、 ワークフローを受信するデータを追加して構成することができます。このシナリオの場合、

AS2 データを受信し保管するだけではなく、他のフォーマットに変換し、データベースに保存し、他の W eb サービスに送信することができま

す。例えば、EDI または XML 書式のファイルを AS2 取引パートナーから受信し、FlowForce Server ジョブに再帰して実行されるマッ

ピングに入力として提供することができます。このセクションでは、サンプルの AS2 プロセスが示されています:
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AS2 データの受信と処理

上記の AS2 処理は以下のように作動します:

ステップ # 説明

1, 2, 3 これらは前のテーブル内のステップと同じです。唯一の違いは、マッピングが入力として

AS2 取引パートナー から受信を期待するファイル(例えば、EDI または XML ファイ

ル)を期待することです。

4. (AS2 サービスとしての)ジョブの作成 これは1度きりのステップです。このステップでは、AS2 サービスを公開する FlowForce

Server ジョブを作成します。AS2 サービスは構成された HTTP(S) アドレスとポート

で、 AS2 パートナーからのリクエストをリッスンします。 
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ステップ # 説明

5.AS2 データの送信 このステップでは、取引パートナーは AS2 サービスを AS2 メッセージ に送信します。コ

ミュニケーションに成功するには、パートナーのAS2 名と証明書が FlowForce

Server 内で既に定義されている必要があります。

6.同期 MDN を使用しての回答 FlowForce Server は操作の出力(成功、または、エラー)を示す同期 MDN を使

用して AS2 パートナーに応答します。

7.データの処理と保存 メッセージが受信されると、FlowForce Server ジョブは、受信されたデータを文字列、

または、ファイルに変換し、ディレクトリに保存、または、引数として他のジョブにパスしま

す。正確な処理ロジックは、 FlowForce Server ビルトインと式関数を使用して構

成することができます。

8.データマッピングの実行 AS2 データを受信する FlowForce Server ジョブは最初のステップで作成されたデー

タマッピングジョブを任意で呼び出すことができます。マッピングジョブは入力としてパートナ

ーから受信した AS2 データを取り MapForce によりサポートされる方法で処理します

:  例えば、他の書式への変換、他の W eb サービスに送信するなど。
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10.4 AS2 概念

AS2 メッセージを取引相手に送信する場合、取引相手からデータの暗号化図書名のために必要なデジタル証明書を含む AS2 接続の

詳細を取得する必要があります。次の項目が構築される必要があります:

· パートナーは HTTP、または、HTTPS を介した接続を必要としますか?

· パートナーは AS2 メッセージを暗号化することを必要としますか? 

· パートナーは AS2 メッセージを署名することを必要としますか?

· AS2 メッセージが受信されたことの(「メッセージ ディスポジション通知」からの MDN ) 確認を必要としますか?

HTTP(S) 接続

HTTP 接続 暗号化は実際の AS2 メッセージの暗号化と異なります。 AS2 メッセージは通常個別に異なるレイヤーで暗号化されている

ため取引相手はプレーン HTTP を受け入れ、 HTTPS 接続を必要としない場合があります(次の段落を参照してください)。 取引相手が

AS2 メッセージがプレーン HTTP の代わりに HTTPS を使用して送信されることを必要とする場合、取引相手のサーバーはクライアントから

の SSL 暗号化されている接続を受け入れるように構成されている可能性があり、追加の構成は必要とされません。

AS2 暗号化

AS2 メッセージの「暗号化」は、転送前にデータを変更 (暗号化)し、目的とするパーティ (すなわち取引相手) が暗号化を解除して読み

取ることを意味します。 AS2 メッセージ 暗号化の証明書は、取引相手への安全な接続を確立するために使用される証明書とは異なりま

す (前の段落を参照してください)。 AS2 メッセージ 暗号化を可能にするために、取引相手の公開された証明書が必要とされ、この証明

書を FlowForce Server 証明書ストアに追加する必要があります、次を参照してください:  AS2 証明書の構成。

AS2 署名

「署名」はメッセージの受け取り相手 (すなわち 取引相手) が送信元 (すなわち所属機関)を確認し、メッセージが変更されていないことを

確認するためのメッセージの処理方法を意味します。署名を可能にするには、署名の目的のための作成された所属機関の公開された証明

書 (または、 公開キー) が必要になります。他方、 所属機関の秘密の証明書 (または、 秘密キー)  FlowForce Server 証明書スト

ア、次を参照してください:  AS2 証明書の構成。 取引相手に AS2 メッセージと共に送信されるデジタル構成 (ハッシュ) を作成するために

秘密キーを FlowForce は使用します。取引相手にメッセージがある場合、デジタル構成と所属機関の公開された証明書はメッセージが実

際に送信され、データが改ざんされていないかを検証することができます。

MDN

メッセージ ディスポジション通知 (MDN) は AS2 転送の一部として送信されるメッセージです。これにより、所属機関(または、 所属機関の

取引相手) は実際の AS2 メッセージの受信の成功を知ることが出来ます。また、送信済みのメッセージのトランスミッションに関連しているた

め、送信済みのメッセージをトラックすることができます。MDN には以下の2つの型が存在します: (AS2 メッセージとして同じ HTTP セッショ

ン内に存在する)  同期 および(個別の HTTP セッションを介して送信された) 同期。FlowForce Server は AS2 メッセージの受信の

承認を取引相手から、同期 MDN をリクエストします。これはパートナーの詳細の構成ページでおこなうことができます、次を参照してください:

AS2 パートナーの構成。 同期 MDN のリクエストは、現在サポートされていません。次を参照してください:  制限。

取引相手をデータの送信と転送の方法に合意すると、次のステップでは、関連する証明書とパートナーの詳細が FlowForce Server に

追加されます(次を参照してください:  AS2 証明書の構成 と AS2 パートナーの構成)。 
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10.5 AS2 証明書の構成

AS2 メッセージ交換プロセス内に多種のレベルでのセキュリティを電子証明書は提供します。 AS2 通信のコンテキストで、証明書は次の目

的のために使用することができます:

· AS2 メッセージ 暗号化

· AS2 メッセージ 署名

· AS2 署名の検証

AS2 メッセージの署名と暗号化と署名の検証に使用される証明書についてのみこのトピックで説明されます。FlowForce Server には、

FlowForce Server が作動するオペレーティングシステムの証明書ストアから独立した証明書ストアが存在します。FlowForce Server

内では、証明書はコンテナー内に保管されます (このために FlowForce 内での他の一連のオブジェクトとして同じユーザーアクセスを活用す

ることができます。 次を参照してください:  パーミッションのしくみ)。AS2 プロセスのために必要なすべての秘密、または、公開された証明書は

に FlowForce Server インポートされる必要があります (ターゲットコンテナーとアクセスすることのできるユーザーを決定することができます)。

AS2 メッセージ 暗号化のための構成ステップは、以下のとおりです:

1. 暗号化または署名の検証のために使用される公開証明書を取引相手から取得します。多くの場合同じ証明書がしようされま

す。

2. FlowForce Server 証明書ストアにインポートする方法は、以下に示されるとおりです。 FlowForce 内でパートナーの詳細を

作成する際にこの証明書を参照する必要があります。(次を参照してください:  AS2 パートナーの構成)。

AS2 メッセージ 署名のための構成ステップは以下のとおりです:

1. (FlowForce Server に対して外部のプログラムで)所属機関の公開された証明書と秘密キーを作成します。署名のための所

属機関の証明書が既にオペレーティングシステムの証明書ストア内に存在する場合、ファイルにエクスポートします(公開証明書と

秘密キーの両方がファイルに含まれている必要があります)。 W indows 上の作成方法は次を参照してください:

https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754329(v=ws.11).aspx。Linux の場合、証明書ファイルが証明書

ストアとしての役割を果たすディレクトリからコピーされる必要があります。例えば、 Ubuntu 上で /etc/ssl/private 、また

は、/etc/ssl/certs 。 macOS の場合、次を参照してください:  https://support.apple.com/kb/PH20122?

locale=en_US。

2. パートナーへの(秘密キー無しで)公開証明書。秘密キーは所属機関の外部と共有されてはなりません。

3. (秘密キーを使用して) FlowForce Server 証明書ストアに証明書を以下のとおりインポートします。

署名済みの MDN パートナーが送信すると、(MDN 署名を検証するために) パートナーの公開された証明書が FlowForce にインポート

される必要があります。パートナーオブジェクトを作成する際にこの証明書を参照する必要があります。 次を参照してください:  AS2 パートナ

ーの構成。

FlowForce Server に証明書をインポートする方法 :

1. FlowForce Server W eb 管理インターフェイス にログオンします。

2. 「構成」をクリックして、証明書を作成するコンテナーに移動します。

メモ: デフォルトでは、 「パブリック」 コンテナーは全ての認証済みの FlowForce Server ユーザーによりアクセスすることができるため、

機密な情報を保管するために最も適した場所ではありません。「パブリック」コンテナーへのアクセスを制限する、または、パーミッショ

ンを有するユーザーのみがアクセスすることのできる別のコンテナーに機密なオブジェクトを保管するように定義することが奨励されま

す。次を参照してください:  パーミッションとコンテナー。

3. 「作成」をクリックして、「証明書を作成」をクリックします。 

https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754329(v=ws.11).aspx
https://support.apple.com/kb/PH20122?locale=en_US
https://support.apple.com/kb/PH20122?locale=en_US
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4. 名前を入力し、オプションで、証明書の名前を入力します。証明書を後に簡単に識別するために分かりやすい名前を与えてくださ

い。詳細を後に変更することは可能です。

5. 「参照」 をクリックして、証明書ファイルを選択します。

インポートされるファイルは PEM、 DER、または、PKCS#12 書式である必要があります(ファイル拡張子と区別してください)。ファイ

ル拡張子以下のリストの1つであることができます:  .pem、.der、.cer、 .crt、 pfx、 p12。 FlowForce はファイルを次のように処理

します:

· 拡張子が .pem、.cer、 .crt の場合ファイルは PEM 書式として処理されます。ファイルは "-----BEGIN "、また

は、"----  BEGI N "により開始するラインを含みます。

· 拡張子が .der、 .cer、 .crt の場合ファイルは DER 書式として処理されます。ファイルは上記のラインを含みません。

· 拡張子が .p12、または、.pfx の場合、PKCS#12 として処理されます。

(証明書ではなく)秘密キーのみを含むファイルをインポートすることはできません。

6.  証明書ファイルがパスワードを必要とする秘密キーを含む場合、対応するフィールドにパスワードを入力してください。 証明書ファイ

ルが保護されていない秘密キーを含む場合、「削除」  をクリックしてこのフィールドを削除してください。 

7. 「保存」をクリックします。

証明書のインポートに成功すると、ページ内に詳細が表示されます。例:
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証明書は一定期間内で有効期限が切れるため、FlowForce Server W eb 管理インターフェイスから、定期的に置き換えられる必要が

あります。これは、所属機関により発行された証明書と取引相手より受け取った証明書の両方に適用されます。 (公開証明書の期限が切

れると、取引相手に通知されることが想定されています。同様に、公開証明書の期限が切れると、取引相手に通知され、新しい証明書が

送信される必要があります)。 証明書の有効期限と他の関連情報は (FlowForce Server に証明書がインポートされた後) W eb 管理

インターフェイスで確認することができます。

FlowForce Server 内での証明書の置換えはこの証明書を使用するパートナー全てに影響を与えます。AS2 操作の整合性のた

めに、事前に取引相手と所属機関の証明書の変更について調整してください。

証明書の置換えの方法:

1. FlowForce Server ログイン後、「構成」をクリックして、証明書を保管するコンテナーに移動します。

2. 証明書のエントリをクリックします。 証明書詳細ページがロードされます。

3. 「証明書のインポート」をクリックします。

4. 「参照」をクリックして、新規の証明書を選択します。

5. 「保存」をクリックします。これにより古い証明書が新しい証明書と置き換えられます。

FlowForce Server に以前にインポートされた証明書は、他の FlowForce Server オブジェクトと同様に削除することができます (特定

のレコードの横のチェックボックスを選択し、「削除」をクリックします)。証明書の複製、または、エクスポートは不可能です。

署名と暗号化のための証明書を交換する2つの取引パートナーを含む AS2 転送のサンプルに関しては、サンプル:  フル AS2 メッセージ交

換 (シンプル)を参照してください。
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10.6 AS2 パートナーの構成

「パートナー」という用語は、AS2 通信内の一部であるパーティを指します。所属機関が AS2 取引相手と通信するために FlowForce

Server 内で詳細が最初に定義されている必要があります。AS2 パートナーの詳細を定義すると、ジョブ内で再利用することができます。具

体的には、 AS2 メッセージを送信するジョブを作成する際に、( FlowForce ジョブのためにパートナーの詳細を入力する代わりに)既に定

義されている取引相手のリストからパートナーを選択することができます。

メモ: 暗号化と署名の有効化が必要な場合、必要とされる(所属機関の パートナーの)証明書を FlowForce Server にインポート

してください 次を参照してください:  AS2 証明書の構成。

AS2 パートナーの構成方法:

1. FlowForce Server W eb 管理インターフェイス にログオンします。

2. 「構成」をクリックして、パートナーオブジェクトを作成するコンテナーに移動します。

メモ: デフォルトでは、 「パブリック」 コンテナーは全ての認証済みの FlowForce Server ユーザーによりアクセスすることができるため、

機密な情報を保管するために最も適した場所ではありません。「パブリック」コンテナーへのアクセスを制限する、または、パーミッショ

ンを有するユーザーのみがアクセスすることのできる別のコンテナーに機密なオブジェクトを保管するように定義することが奨励されま

す。次を参照してください:  パーミッションとコンテナー。

3. 「作成」 をクリックして、「AS2 パートナーの作成」をクリックします。

パートナー 構成ページ内の設定は、 FlowForce W eb 管理インターフェイスの他の部分と同じ振る舞いを持つグループごとに整理さ

れています。例えば、グループが任意の場合は    をクリックして必要とされるオプションを設定します。グループを再度任意に設定す

るには、  ボタンをクリックして、この設定のグループを非表示にして、関連性をなくします。

パートナー 構成ページは次の設定のグループにより構成されています:

キー 説明

パートナー名 必須のフィールド。FlowForce Server への取引パートナーを識別する名前です。こ

の名前は FlowForce グラフィカルなユーザーインターフェイスで表示され、この取引パ

ートナーを識別するための手助けをします。

パートナーの説明 任意のフィールド。パートナー 機関の詳細に関するテキスト (例えば、郵便番号、連

絡先など)。

パートナーの設定

キー 説明

AS2 名 必須のフィールド。FlowForce Server が AS2 データを送信すると、 この値はデー

タ交換(「AS2-To」 ヘッダーの値).の受信者を識別します。FlowForce Server が

AS2 データを受信する際、この値はデータ交換 (「AS2-From」 ヘッダーの値)の送

信者を識別します。



298 AS2 との統合 AS2 パートナーの構成

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

キー 説明

通常この名前は AS2 取引パートナー間で合意されている必要があり、システム上で

一意の名前である必要があります。 RFC 4130, §6.2 を参照してください。

ローカル側の設定

フィールド 説明

AS2 名 必須のフィールド。FlowForce Server が AS2 データを送信する際、この値はデー

タ交換 (「AS2-From」 ヘッダーの値)の送信者を識別します。FlowForce

Server が AS2 データを送信すると、この値はデータ交換 (「AS2-To」 ヘッダーの

値) の受信者を識別します。

通常この名前は AS2 取引パートナー間で合意されている必要があり、システム上で

一意の名前である必要があります。 RFC 4130, §6.2 を参照してください。

AS2 サービス設定

フィールド 説明

フィールド 任意のフィールドこのチェックボックスを選択すると FlowForce Server は AS2 パー

トナーからのメッセージを受信することができます。 

AS2 データを受信しない AS2 データを送信するのみの AS2 パートナー を作成する

場合、このチェックボックスを解除します。

この機能により同じ 「ローカルl AS2 名」 と 「AS2 名」 組み合わせを持つパートナー

を一人以上作成するエラーを回避することができます。これが発生する場合、 AS2

メッセージをこのボックスが選択されているパートナーからのみ受信することができます。

HTTP エンドポイントの設定

キー 説明

URL のリクエスト 必須のフィールド。このフィールドは AS2 メッセージが送信されるパートナー URL を指

定する必要があります。 例:

http://example.org:8080/as2/HttpReceiver。

値は 「http://」 または 「https://」 から開始する必要があります。

リダイレクトモード 任意のフィールド。セキュリティ上の理由から、 HTTP リクエストのリダイレクトを禁止、

または、同じホスト上でのリダイレクトのみを許可する必要がある場合があります。有効

な値:

· リダイレクトは許可されていません [デフォルト]

· 同じホストでリダイレクト

· 任意のリダイレクト (リダイレクトを許可する場合、異なるホスト間でもこの

値を設定してください)。

チャンクされた転送エンコードを使用する 任意のフィールド。有効な値:
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キー 説明

· はい:  FlowForce は送信のためにチャンクされた転送エンコードを(強制で

はなく) 使用することができるようになります。このオプションが有効化される

と、受信先のシステムもチャンクされた転送エンコードをサポートすることが期

待されます。

· いいえ [デフォルト]:  FlowForce は、コンテンツの終わりを示すために

Content-Length と接続の終了のみを使用することができます。

HTTP 認証資格情報 任意のフィールド。HTTP 認証をパートナーの URI が必要とする場合のみ適用するこ

とができます。パートナーのサーバーと認証するために必要とする HTTP 資格情報をこ

こに入力してください。資格情報のレコードから専用のページから HTTP 資格情報を

定義し、このページから参照することもできます。資格情報を参照してください。

メモ:  FlowForce Server は事前に資格情報を送信します。

タイムアウト 任意のフィールド。応答が受信されない場合、サーバーがタイムアウトする値を秒数で

指定します。デフォルトはシステム固有です。

圧縮の設定

キー 説明

圧縮の使用 任意のフィールド。FlowForce Server が AS2 データをパートナーに送信する前に

圧縮する場合、このチェックボックスを選択します。

セキュリティ設定 | 暗号化

所属機関がこのパートナーにより送信される AS2 メッセージを暗号化する必要がある場合この設定のグループを設定する必要があります。

キー 説明

アルゴリズム 任意のフィールド。暗号化に使用される対称アルゴリズムを指定します。有効な値:

· DES

· 3DES [デフォルト]

· AES-128

· AES-192

· AES-256

· RC2-40

· RC2-64

· RC2-128

· RC4-40

· RC4-128

パートナーの証明書 必須のフィールド。AS2 メッセージ の暗号化のために使用される証明書を指定しま

す。AS2 メッセージ の暗号化のために使用される証明書を指定します。これは、取

引パートナーから受信し、 FlowForce Server にインポートされる証明書である必

要があります。次を参照してください:  AS2 証明書の構成。
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セキュリティの設定 | 暗号化の解除

所属機関がこのパートナーにより受信される AS2 メッセージの暗号化を解除する必要がある場合、この設定のグループを設定する必要があ

ります。

キー 説明

アルゴリズム 任意のフィールド。所属機関に送信されるメッセージの暗号化解除のためにパートナー

の使用が許可されているアルゴリズムを指定します。 

他のアルゴリズムまたは選択されていないアルゴリズムをパートナーが使用する場合、

FlowForce Server はエラー MDN を送信しジョブは開始されません。エラー

MDN はこの場合以下のようなテキストを含んでいます:  "automatic-

action/MDN-sent-automatically ; 失敗 / エラー: insufficient-

message-security" 

このフィールドの有効な値:

· DES

· 3DES

· AES-128

· AES-192

· AES-256

· RC2-40

· RC2-64

· RC2-128

· RC4-40

· RC4-128

ローカル側の証明書 必須のフィールド。AS2 メッセージ の暗号化の解除のために使用される証明書を指

定します。以前に FlowForce Server にインポート済みの秘密キーを持つ証明書

への参照である必要があります。 AS2 証明書の構成を参照してください。所属機関

がパートナーにより送信される MDN の署名を検証する必要がある場合、この設定の

グループを設定する必要があります。

セキュリティ設定 | 署名の作成

所属機関がこのパートナーに送信される AS2 メッセージを署名する必要がある場合、この設定のグループを設定する必要があります。

キー 説明

アルゴリズム 必須のフィールド。署名 MIC (message integrity check) の計算のために使用

されるハッシュアルゴリズムを指定します。有効な値:  
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キー 説明

· MD5

· SHA-1 [デフォルト]

· SHA-224

· SHA-256

· SHA-384

· SHA-512

ローカル側の証明書 必須のフィールド。このパートナーに送信される AS2 メッセージと MDN を署名するた

めに所属機関により発行される証明書を指定します。以前に FlowForce Server

にインポート済みの秘密キーを持つ証明書への参照である必要があります。 AS2 証

明書の構成を参照してください。所属機関がパートナーにより送信される MDN の署

名を検証する必要がある場合、この設定のグループを設定する必要があります。

セキュリティ設定 | 署名の検証

所属機関がパートナーにより送信される MDN の署名を検証する必要がある場合、この設定のグループを設定する必要があります。

フィールド 説明

アルゴリズム 必須のフィールド。署名内の署名済みメッセージハッシュの計算のために受け入れられ

るハッシュアルゴリズムを指定します。トレードパートナーが以下のアルゴリズムを使用し

ない場合、 FlowForce Server は以下のようなエラーテキストを含む MDN を返し

ます:  "automatic-action/MDN-sent-automatically ; 失敗 / エラー:

insufficient-message-security"この場合メッセージは受け入れられず、処理さ

れません。 

有効な値:

· MD5 [デフォルト]

· SHA-1 [デフォルト]

· SHA-224 [デフォルト]

· SHA-256 [デフォルト]

· SHA-384 [デフォルト]

· SHA-512 [デフォルト]

パートナーの証明書 条件付きフィールド。条件付きフィールド。 パートナーから送信されるメッセージと MDN

の署名を検証するためにしようされる証明書を指定します。これは、取引先パートナー

から受信される公開証明書である必要があり、FlowForce Server 次を参照してく

ださいにインポートされる必要があります。 次を参照してください:  AS2 証明書の構

成。

「サイン済みの MDN リクエスト」 チェックボックスが有効化されている場合、 このフィ

ールドも設定してください。
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メッセージ処理通知

フィールド 説明

MDN リクエスト オプション 「同期」 は、 FlowForce がパートナーに AS2 メッセージの応答として、

同期 MDN の送信をリクエストすることを意味します。MDN をリクエストしない場合、

「削除」   クリックして、オプションのこの部分を削除します。

メモ:  非同期 MDN は現在サポートされていません。次を参照してください:  制限。 

サイン済みの MDN リクエスト 任意のフィールド。このチェックボックスを選択し、取引パートナーから署名済みの MDN

をリクエストします。次を参照してください:  メッセージ処理通知。

相互運用性の設定

キー 説明

データの圧縮 条件付きフィールド。「圧縮の使用」 オプションが有効化されている場合、 このオプ

ションは AS2 パートナーへのトランスミッションのためにデータの署名が圧縮の前後に

実行されるかを指定します。 

送信するメッセージの場合、選択されているオプションは AS2 パートナーがサポートす

るものである必要があります。

受信するメッセージの場合、 (すなわち、 FlowForce Server が他のパートナーから

メッセージを受信する場合)、このオプションは関連性がありません。 FlowForce

Server は、署名の前後にメッセージが圧縮されたかに関わらず、メッセージの圧縮を

解除します。

MIC 検証アルゴリズム 条件付きフィールド。このフィールドは、「MDN リクエスト」 オプションが設定されている

場合適用することができます (上記参照)。AS2 データの署名のために使用されるメッ

セージ性合成チェックを検証、または、計算する際に FlowForce Server が使用す

るアルゴリズムを指定します (次も参照してください:

AS2 パートナーが Microsoft BizTalk で作動する場合、相互運用性の理由か

ら、「MDN 署名のアルゴリズムを使用する」を選択します。AS2 パートナーが

mendelson AS2 または FlowForce Server 上で作動する場合、 「元のメッ

セージ署名のアルゴリズムを使用する」 を選択します。

通信する両方の AS2 サーバーが run FlowForce Server を作動している場合、

このオプションは双方で同じである必要があります。

AS2 メッセージまたは MDN ( 例えば SHA-256)内の署名 MIC のために SHA-

1 以外のアルゴリズムが使用されるとこのフィールドの値は異なる結果をもたらします。

メッセージを正規のフォームに変換する このチェックボックスが選択されていると FlowForce Server will は MIME メッセー

ジを MIME ヘッダーとメッセージボディを含む可能性のある正規メッセージフォームのた

めの MIME ルールに従い再フォーマットします。

このオプションの下のテキストボックスを使用してメッセージボディが正規フォームに再フォ

ーマットされる必要のあるコンマで区切られた追加コンテンツ型のリストを指定します。

HTTP Accept ヘッダーに類似し is-mime-content-type 式関数の
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キー 説明

accept パラメーターに一致するワイルドカードを受け入れられた型のリストはサポート

します。

メッセージボディは以下の条件で正規フォームに再フォーマットされます:

1.MIME ヘッダー Content-Transfer-Encoding が(大文字と小文字を区

別) "base64" の値を持つ場合。

2.MIME ヘッダー Content-Transfer-Encoding が "7bit"、 "8bit"、

"quoted-printable" (大文字と小文字を区別) であり Content-Type が

(text/plain を含み、 text/ から開始する) text/* の場合。

3.MIME ヘッダー Content-Transfer-Encoding が "7bit"、 "8bit"、

"quoted-printable" (大文字と小文字を区別) であり Content-Type が以前

に説明済されているテキストボックス内で定義されているものの場合。 

4.マルチパートのメッセージの場合、プロローグとエピローグが再フォーマットされ、ヘッダー

に従い同じ過程がすべてのパーツに適用されます。

Content-Transfer-Encoding が 「バイナリ」 の箇所のメッセージのメッセージ

ボディは正規フォームに再フォーマットされません。AS2 のためのデフォルトの

Content-Transfer-Encoding は「バイナリ」です。すなわち、ヘッダーが存在しない

場合、「バイナリ」は予測されボディは正規フォームに再フォーマットされません。

メッセージヘッダーの正規フォームは以下のようになります:

1.CR LF 行末文字によりヘッダーは終了しています。

2.ヘッダーは折りたたまれています (値を持つヘッダー全体は一行で表示されていま

す)。 

3.ヘッダーとその値はコロンとその後の空白文字により区切られています : .
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10.7 AS2 メッセージの送信

 AS2 メッセージを遠隔のパートナーに送信するジョブも他の FlowForce Server ジョブ。と類似しています。具体的には、多種の実行ス

テップを含むパラメータを取ることができ、計画された、または、オンデマンドのジョブとしてトリガーすることができます。このサンプルは、 AS2 サー

バーに EDIFACT ファイルを送信するシンプルな AS2 ジョブ サンプルの作成方法について説明しています。 

必要条件

· AS2 サーバーを使用することができ HTTP クライアントから AS2 メッセージを受け入れるように構成されている必要があります 

(この場合、 FlowForce Server)。

· 遠隔のパートナーの詳細が FlowForce Server に追加される必要があります。次を参照してください:  AS2 パートナーの構成.

最小限の基本的な接続テストのために、証明書無しのパートナーを定義する必要があります (暗号化されていない署名されてい

ない接続を受け入れることが前提とされます)。 この場合、 このパートナーと通信するには、パートナーの URL、パートナー AS2

名、と所属機関の AS2 名 のみが必要となります。

ジョブの作成

新規の FlowForce Server ジョブを通常の方法で作成します (コンテナー内の「作成 | ジョブの作成」 をクリックします。次を参照してく

ださい:  ジョブの作成)。 次に、 /system/as2/send 関数を呼び出す実行ステップを追加します。 関数を素早く検索するには、「関

数の実行」 ボックス内をクリックし、関数名を入力します、例えば:

ジョブに関数を追加すると、ページとフィールドに構造がロードされ、全ての必要とされるパラメーターが使用できるようになります。 ページとフィー

ルドに構造がロードされ、必要とされるパラメーターが使用できるようになります。AS2 トランスミッションが正確に設定されていることを確認する

ためにパラメーターを次のように設定します:

· パートナー - このフィールドは以前に構成されたパートナーオブジェクトを参照する必要があります。次を参照してください:  AS2 パ

ートナーの構成。フィールドをクリックしてパートナーオブジェクトを参照してください。 

· メッセージ - このフィールドはメッセージ内に含むストリームを開く FlowForce 式 を含んでいる必要があります。 例えば、C:

\as2\orders.edi で検索された EDIFACT ファイルを送信するには、Content-Type ヘッダーを持つ

application/EDIFACT、次の式を入力してください:

stream-open("c:\as2\orders.edi", "application/EDIFACT")



(C) 2015-2021 Altova GmbH

AS2 メッセージの送信 305AS2 との統合

Altova FlowForce Server 2021

FlowForce 内の式詳細に関しては、 FlowForce 式を参照してください。 ソースファイル (EDI、または、XML) も(例えば、

以前に FlowForce Server にデプロイされたマッピングを実行する前の実行ステップなど) MapForce を使用して生成される

ファイルになることができます。次を参照してください:  MapForce と MapForce Server を使用した AS2 との統合。

· エラー時には中断する - ジョブは AS2 メッセージを送信するステップだけではなく、多種の実行ステップから構成されることができ

ます。 例えば、パートナーにより返された MDN を処理するために、現在のステップの後に他の実行ステップを定義するとします。こ

のパラメーターを TRUE (有効化済み) に設定し、現在の実行ステップに失敗するとジョブの実行の続行を破棄することができま

す。  エラー時には中断する パラメーターが TRUE (有効化済み) で、現在の実行ステップに失敗した場合、次に続く実行ス

テップは実行されず、ジョブ全体が中断されます。次を参照してください:   順番にステップを処理する。

下のイメージは、「サンプル パートナー」を参照し、 FlowForce Server 式を使用してメッセージボディに EDIFACT ファイルを提供する実

行ステップのサンプルを現しています:

上記のように、 FlowForce ジョブはオンデマンドで作動するように構成することもできます。または、計画されたジョブとして実行されるように

構成することもできます。 構成することのできるジョブのトリガーに関する詳細は、次を参照してください:  トリガーの管理。このサンプルでは、

W eb サービスとしてブラウザーからジョブをオンデマンドで実行するように AS2 ジョブを以下に示されるように構成します。W eb サービスの名

前を確認してください。このサンプル内では、 「sendAS2」ですが、必要に応じて異なる名前を与えることもでき案巣。 詳細に関しては、次

を参照してください:  W eb サービスとしてジョブを公開する。

最後に、ジョブを保存する前に、FlowForce Server が作動しなければならないオペレーティングシステムアカウントに証明書を入力します

(これらは FlowForce Server にログオンするために使用される証明書と同じ証明書ではないことに注意してください)。このサンプルでは、

証明書はジョブ内に直接挿入されますが、証明書レコードとして個別に保管資、便利にジョブ内で選択、または、参照することもできます。

次を参照してください:  資格情報 。

ジョブをページの下の 「保存」ボタンをクリックして保存します。
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FlowForce Server はデータの整合性をチェックし、構成されていないプロパティであるジョブを保存することを回避することができます。

多くの場合、エラーはパラメーターの値として正確ではない式が適用されることにより引き起こされます。次を参照してください:  データ型を

ステップで処理する。FlowForce Server の初心者の場合、FlowForce 式 と ジョブ構成のサンプル セクションを参照してください。

メモ: 類似している複数のジョブを作成する場合、 FlowForce ジョブを簡単に複製することができ時間を削減することができます。次を

参照してください:  ジョブの複製。

ジョブの実行

W eb サービスとしてジョブが公開されるため、ブラウザーのアドレスバー内に W eb サービス URL を入力して実行することができます。

FlowForce Server サービスが実行される URL で W eb サービス URL は構成されます (例えば、

http://localhost:4646/)、 および、 W eb サービスの名前が sendAS2 である service/sendAS2 パート。 最終 URL は

以下になります:  http://localhost:4646/service/sendAS2。 FlowForce Server サービスが異なるホストとポートで実行

されるように構成されている場合、この URL が調整されていることを確認してください。 ネットワーク設定の定義を参照してください。下のイメ

ージはブラウザー内に表示される実行の成功例の結果を表示しています:

ジョブの実行の結果は FlowForce Server ログを介して確認することができます。ジョブのログを確認するを参照してください。
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AS2 ジョブの結果の処理

/system/as2/send 関数を呼び出す1つの実行ステップにより構成される簡単なジョブの作成方法が説明されていますが、実社会の

シナリオでは、 FlowForce Server ジョブは複数のステップにより構成されます。

/system/as2/send 関数の戻り型は、 AS2 MDN オブジェクトです。 このオブジェクトから有益な情報を抽出するために、

FlowForce 式関数を使用して更に処理される必要があります。 例えば、元の AS2 メッセージのメッセージ ID を取得するには、実行ス

テップを以下のように追加することができます:

上のジョブでは、 (output1 として宣言されている )  最初のステップの結果をパラメーターとして取ることにより、2番目のステップは元の

AS2 メッセージ ID を文字列として取得します。これを達成するには、 FlowForce で式を計算するための通常の方法である 

/system/compute 関数を呼び出します。 式は、 as2-message-id 式関数 を最初の実行ステップ (output1)の結果に適用し

ます。

FlowForce Server には、多種の環境で役に立つ他の式関数が含まれています。例えば、 AS2 呼び出しが成功であるかを決定するに

は、 as2-success 関数を呼び出すことができます。 AS2 呼び出しの HTTP ステータスを取得するには、 as2-http-status 式関

数を呼び出すことができます。使用することのできる式関数は 式関数 チャプター内にリストされています。AS2 と MIME に適用することので

きる式関数は、それぞれ AS2 式関数 と MIME 式関数にリストされています。

FlowForce 式と作業する際の重要なルールは、各関数の戻りデータ型に注意することです。データ型は呼び出し関数とステップと互換性を

有する必要があります。 それ以外の場合、ジョブは検証エラーのため保存することができません。使用するには、 FlowForce 式についての

基本的理解が必要になります。FlowForce 式を参照してください。
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10.8 AS2 メッセージの受信

FlowForce Server を使用して、期間のパートナーから AS2 サービスを受け取り、このデータを処理し、ローカルな場所に保存することが

できます。 一般的には、このようなジョブは FlowForce ジョブと同じような性質を共有し、更に次の追加機能を提供します:

· ジョブ構成ページから直接、リクエストをリッスンする AS2 サービスを作成することができます。

· 下記のとおり、 2つの定義済みのパラメーターを受信する AS2 データは、 パートナー と メッセージ を取ります。これらのパラメータ

ーは送信元のパートナーと受信されるメッセージに関する情報を提供します。 

ジョブを AS2 サービスとして公開することは、ジョブを W eb サービスとして公開する方法とほぼ同じです。次も参照してください:  ジョブを

W eb サービスとして公開。 具体的には、 AS2 サービス URL は以下のフォーマットのようになります http(s)://<flowforce-

server>:<port>/service/<as2-service-name>:

· <ht t p ( s ) >  は HTTP または HTTPS を選択することのできるプロトコールを参照し、 プロトコール(これらは FlowForce

Server セットアップページで構成することができます、次を参照してください:  ネットワーク設定の定義)

· <flowforce-server> は FlowForce Server が作動するマシンのホスト名、または、 IP アドレスです。

· <port> はポート名です (デフォルトでは、 4646)。 HTTP と HTTPS はセットアップページ 「FlowForce Server」 セクショ

ンで構成されているとおり異なるポート番号を持津ことに注意してください。次を参照してください:  ネットワーク設定の定義

· service— この URL パートは常に同じで変更することはできません。

· <as2-service-name> は AS2 サービスに与えるカスタム名です。 この URL の部分をジョブを作成する際に定義することが

できます。

必要に応じて、FlowForce Server を構成して、認証されていないクライアントからのリクエストを受け入れることができます、または、クライア

ントから基本的な HTTP 認証をリクエストすることもできます (従って、サービスを公開することができます)。AS2 サービスを認証無しにアクセ

ス可能にするには、ユーザー anonymous が次のパーミッションを持つ FlowForce Server コンテナー内で AS2 サービスジョブを作

成します。 次のパーミッション:  「サービス:  使用」。 コンテナーとパーミッションの詳細に関しては、次を参照してください:  パーミッションとコンテナ

ー。このような構成のサンプルに関しては、次を参照してください:  サンプル:  フル AS2 メッセージの交換 (シンプル)。

必要条件

AS2 データをパートナーから受信する前に、次の必要条件を満たす必要があります:

· データを受け取る各パートナーの詳細は、 FlowForce Server に追加される必要があります。次を参照してください:  AS2 パー

トナーの構成.

· 「FlowForce Server」 サービスは上記のとおり、目的 URL 上のリモートクライアントからの接続を受け入れる必要があります。

デフォルトでは、 FlowForce Server はポート 4646 上の ローカルホスト からの接続を受け入れます。ローカルホスト以外のマシン

から AS2 サービスにアクセスを可能にするには、セットアップページを開き、 FlowForce Server のバインドアドレスを、すべてのイン

ターフェイス (0.0.0.0) に、または、特定のインターフェイスに変更してください。次を参照してください:  ネットワーク設定の定義.  更に、

FlowForce Server との通信がオペレーティングシステムのファイアウォールを介して、可能なことを確認してくださ、。

メモ: 「FlowForce Server」 サービスを 「FlowForce W eb Server」 サービス特別してください。後者は W eb 管理者インター

フェイスにアクセスするために使用され、ポート 8082 上での接続を受け入れ、個別の構成を有します。次も参照してください:  しく

み。

AS2 サービスの作成方法

このサンプルは、 AS2 サービスを公開するジョブの作成方法について説明しています。 最初に、FlowForce W eb 管理者インターフェイス

にログオンします (次を参照してください:  FlowForce Server へログオンする方法)。デフォルトの public コンテナー内に AS2 サービスを

作成することができます。 個別のコンテナーを作成することは良案です (このサービスが個別のパーミッションを必要とする可能性があるため)。

構成 をクリックし、「作成 | コンテナーの作成」をクリックします。 
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コンテナー名 (例えば、 「as2service」) を入力し、「保存して移動」をクリックします。  次に、「作成 | ジョブの作成」 をクリックします。

ジョブ構成ページが開かれます:

このジョブを AS2 サービスにするには、チェックボックス 「このジョブを利用可能にする」 を選択し、サービスの名前を入力します (例えば、

「as2-receiver」)。 更に、 AS2 サービス をドロップダウンリストから選択します。

2つの新規のパラメーターが自動的にジョブに追加されます:
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パラメーター 目的

partner

このパラメーターは、メッセージを送信する AS2 パートナーについての情報を提供します。 パラメーターデータ型は

「AS2 パートナー」です。このオブジェクトを次のステップにて処理することができ、 FlowForce 式関数 as2-

partner-local-name または as2-partner-remote-name を使用してパートナーのローカル、また

は、リモートの名前を文字列として取得することができます。

message

このパラメーターは、受信するメッセージへのアクセスを提供します。メッセージのデータ型は、 「stream」 です。 下記

のとおり、 FlowForce 式関数を使用してファイルへのストリームを変換することができます。 

メモ: 定義済みのパラメーター partner と message を削除してはなりません。次のステップ内で定義済みのパラメーターを使用しな

い場合、これらを無視することができ、ジョブが無効になることはありません。受信されるメッセージは通常何らかの方法で処理されま

す  (例えば、ファイルに保存するなど)。 下記のとおり、これを FlowForce 式関数、具体的には、 MIME 式関数、を使用して

おこなうことができます。一部の場合、追加パラメーターをジョブに追加する必要がある場合があります  (例えば、複数のステップ全

体で再利用するために定数の値の一部を定義する場合など) これを行う場合、パラメーターがデフォルトの値を持つことを確認して

ください。それ以外の場合、 AS2 メッセージが受信されるとジョブが開始されず、エラーメッセージがログされます

AS2 データを受け入れるようにジョブが構成されましたが、データの処理はまだ行われません。ストリームからメッセージコンテンツを読み取り、

ファイルに保存するには、新規の実行ステップをジョブに追加する必要があります。 新規の実行ステップ をクリックし

て、 /system/filesystem/copy 関数。を参照し、ソース と ターゲット パラメーターを下記のとおり入力します:
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上の実行ステップは /system/filesystem/copy 関数を呼び出し、ソース から ターゲット へデータをコピーします。ソース は

FlowForce 式です。 このサンプルでは、式

{as-file(message)}

は、以前に説明されたメッセージパラメーターを読み取り、 as-file 式関数を使用してファイル名に変換します。

式

{substring(current-message-id(), 1, -1)}

以下を行います:

1. current-message-id を使用して message-ID ヘッダーフィールドの値を文字列として取得します。 例えば、 通常

Message-ID は以下のようになります <20180309125433018954-

56c8aeb2fb4b478eb02f6f57662607da@somehostname>。

2. substring 式関数を使用して結果文字列の最初と最後の文字を取り除きます。これにより Message-ID は次のようになり

ます 20180309125433018954-56c8aeb2fb4b478eb02f6f57662607da@somehostname (山かっこ "<" and

">" が取り除かれていることに注意してください)。

最後に、文字列 「.msg」 が式に追加され、これにより FlowForce が受信される AS2 メッセージを保存する場所にパスが作成されます。

作業ディレクトリ C:\temp にパスが作成されることに注意してください。基本的には、AS2 メッセージが http://<flowforce-

server>:<port>/service/as2-receiver に送信されると、このジョブはメッセージコンテンツを読み取り、次のようなパスに保存し

ます C:\temp\20180309125433018954-56c8aeb2fb4b478eb02f6f57662607da@somehostname.msg。

コメント:

· 「上書き」 チェックが選択されていない場合、 同じ メッセージ ID が2回受信されると、ジョブはエラーを返すことを意味します。
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· 「エラーが発生すると中断」 設定が有効化されている場合、関数のコピーが失敗するとジョブが失敗することを意味します。 失

敗したジョブにより、 FlowForce はネガティブな MDN をパートナーに送信します。 この場合、 このオプションは内部で有効化さ

れます。 

AS2 リクエストをリッスンする基本的な AS2 サービスを作成し、受信される AS2 サービスをローカルに保管します。この AS2 サービスがク

ライアントにより使用される方法に関してのサンプルに関しては:  サンプル:  フル AS2 メッセージの交換 (シンプル)。

実際のシナリオでは、更に高度な処理のために、ジョブに更なる実行ステップを追加する必要があり、 FlowForce 内で他の式関数を使用

する必要があります。実行ステップ内で呼び出すことのできる FlowForce 関数に関するレファレンスに関しては、次を参照してください:  ビル

トイン関数。 FlowForce 式の基本的な紹介に関しては、 FlowForce 式 チャプターと参照してください。

全てのジョブステップが実行される前に FlowForce が結果を返すように構成することは可能です。サービスとして呼び出されたジョブが時間

を要す場合場合この機能は特に役に立ちます。早い結果は処理のために FlowForce Server により受け入れられた呼出元により確認と

して扱われます。詳細に関しては延期されたステップを参照してください。 
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10.9 例: フル AS2 メッセージの交換 (シンプル)

このサンプルでは、FlowForce Server のパースペクティブから2つの AS2 パートナー間の AS2 メッセージ交換の構成方法について説明

されています。このサンプルでは、送信元 AS2 パートナーと受信先の AS2 パートナーは双方とも FlowForce Server インスタンスです。

送信する側のサーバー 「Hermes」 と受信する側のサーバー 「Apollo」 と呼ぶことにします。Hermes は CentOS 上で作動、Apollo は

W indows 上で作動することとします(この詳細はパスと、ファイアウォールの構成時に重要になります)。このサンプルの目的は、以下のとおり

です:

· 送信する側のサーバー (Hermes) が受信先の AS2 サーバー (Apollo) への AS2 メッセージの送信に成功する

· 受信する側のサーバー (Apollo) が受信するメッセージの処理に成功し、ローカルに保存する。

このサンプルは、2つの AS2 パートナー間の単純な通信のシナリオを表しています (RFC 4130 のセクション 2.4.2 に従い12の可能な順

列の最初の順列) 基本的には以下の点について説明されています:

· 送信者は暗号化が解除された AS2 データを送信します。

· 送信者は署名されていない AS2 データを送信します。

· 送信者はメッセージへの応答内で MDN が返されることを必要としません。

他の前提:

· Apollo と Hermes は両者、ローカルのプライベートネットワーク上で作動しています。

· 受信側 AS2 サーバー (Apollo) は、認証されていないクライアントからの HTTP リクエストを受け入れます。 (すなわち、サービス

に公的にアクセスすることができます)

必要条件

· FlowForce Server Advanced Edition がインストールされている必要があり、 Apollo と Hermes マシン上でライセンスが

供与されている必要があります。

· Apollo と Hermes サーバー上で、 FlowForce W eb 管理者インターフェイスが構成されているホストとポート上で作動してい

る必要があります。 (例えば、 http://apollo:8082 と http://hermes:8082、「apollo」 と 「hermes」 がそれぞれ

対応するホスト名であることが前提です)。  次も参照してください:  ネットワーク設定の定義。

AS2 サーバー (「Hermes」) の送信の構成方法

1. FlowForce W eb 管理者インターフェイスにログオンし、「APOLLO」 という名前の新規の AS2 パートナーを作成します。(次

も参照してください:  AS2 パートナーの構成)。 このパートナーは、AS2 サービスを受信するサーバーを識別します。暗号化、署

名、 MDN はこの単純なサンプルでは必要とされず、パートナーの設定外かのように設定されるだけです:
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上記のとおり、AS2 通信のために使用された AS2 パートナーの名前は 「Apollo」 で、FlowForce Server 内に保管されて

いるパートナーオブジェクト名は 「APOLLO」 です。 「Request URL」 値は、パートナーのホスト名が apollo であることを想定

しています。 ホスト名が異なる場合、 URL を必要に応じて調整してください。次のステップ内でこの URL の背景で実際の AS2

サービスを構成します。

2. AS2 メッセージを送信する新規のジョブを作成します。

a) 「pub lic」 コンテナーを開き、「作成 | ジョブの作成」をクリックします。 
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(例えば、 「send-as2」) ジョブ名を入力し、任意で詳細を入力します。

b) 新規のファイルシステムトリガー をクリックして、以下に示されるようにトリガー設定を設定します。 ディレクト

リ /home/altova/as2/outgoing が Hermes のマシン上に存在しない場合、作成してください。

トリガーが追加されると、 triggerfile という名前のパラメーターがジョブに追加されます。 このパラメーター

は /home/altova/as2/outgoing にファイルをコピーする都度ジョブを自動的にトリガーするファイル名を示しています。詳細に

関しては、次を参照してください:  ファイルシステムのトリガー。

c) AS2 パートナーにより定義されている EDI ファイルをローカルパスから送信する実行ステップを追加します。 このステップの詳細

に関しては、次を参照してください:  AS2 メッセージの送信。
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d) 最後に、ローカルのマシン上のユーザーのアカウントに資格情報を追加します (通常、このマシンにログオンするために使用する

ユーザー名とパスワード)。これらは FlowForce W eb 管理者インターフェイスのユーザー名とパスワードと同じ資格情報ではないこ

とに注意してください。 詳細に関しては、次を参照してください:  資格情報。

e) 「保存」 をクリックします。FlowForce Server ホームページ内の「アクティブなトリガー」の下にジョブが表示されます。

受信先 AS2 サーバー (「Apollo」) の構成方法

1. FlowForce Server を目的の URL 上で AS2 クライアントから接続を受け入れるように構成します。このサンプルでは、 AS2

クライアント デフォルトのポート 4646 上でプレーンな HTTP を介して Apollo に接続します。構成ページは以下のようになります

(次も参照してください:  ネットワーク設定の定義):
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2. FlowForce Server がオペレーティングシステムのファイアウォールを介して通信することが許可されていることを確認してくださ。 こ

のサンプルでは、「Apollo」 FlowForce Server は W indows 上で作動するため、 W indows Defender ファイアウォール

を介して通信が許可されている必要があります。

3. 新規の FlowForce Server コンテナーを作成します。 「as2service」 と呼ぶことにします。(FlowForce 内では、パーミッショ

ンはコンテナーレベルで設定されており、 AS2 サービスを受け取るジョブのために個別のコンテナーが作成されることが奨励されま

す。 このようにして、既存の FlowForce ジョブに適用されているパーミッションに影響を与えることなく AS2 固有のパーミッション

を必要とされるコンテナーのみに対して設定することができます)。
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4. 前に定義されている 「as2service」 コンテナーを開き、送信元のパートナーである Hermes を下記のとおり作成します。

「Request URL」 値は、パートナーのホスト名が hermes であることを想定しています。ホスト名が異なる場合、 URL を必要

に応じて調整してください。

両方のサーバーで 相互運用性 設定が同じであることを確認してください。 例:
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5. 前に定義されている 「as2service」 コンテナーを開き、 新規のジョブを作成します。このジョブの目的は、 AS2 リクエストをリッス

ンする AS2 サービスを公開することです。新規の AS2 メッセージが受信されると、このジョブは一時フォルダーにコピーします。

a) このジョブを HTTP を介して利用可能にする. . .  チェックボックスを選択し、 AS2 サービスに名前を与えます (このサンプル

では、 「as2-receiver」)。

b) 上記のとおり、オプション AS2 サービス をドロップダウンリストから選択します。 この結果、 2つの 入力パラメーターがジョブ、 パ

ートナー と メッセージに追加されます。 これらは送信元のパートナーとメッセージに関する情報を処理し保管するために使用され

ます。 このサンプルでは、以下に示されるようにメッセージのみを保管します。 
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c) ローカルパスに受信済みのメッセージをコピーする実行ステップを追加します。以下で使用される FlowForce Server 式は基

本的にはメッセージをファイルに変換し、 Message-ID ヘッダーフィールドをベースにファイル名を作成します。これらの式に関する

詳細に関しては、次を参照してください:  AS2 サービスの受信。

ディレクトリ C:\as2\incoming が存在することを確認してください。 これが受信された AS2 コミュニケーションが保存されるディ

レクトリです。

d) 最後に、ローカルのマシン上のユーザーのアカウントに資格情報を追加します (通常、このマシンにログオンするために使用する

ユーザー名とパスワード)。 これらは FlowForce W eb 管理者インターフェイスのユーザー名とパスワードと同じ資格情報ではない

ことに注意してください。 詳細に関しては、次を参照してください:  資格情報。

6. コンテナー public / as2service に移動し、 パーミッションをクリックします。 パーミッションの追加 をクリックして、 パーミッショ

ン サービスを 「as2service」 コンテナー上のユーザー  anonymous に割り当てます:  
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コンテナーパーミッションは以下のようになります:

これにより効果的に AS2 サービスを公開し、アクセスを可能にし、認証無しで使用できるようになります。

AS2 メッセージの送信

Hermes マシン上で、.edi ファイルを前に構成された次のディレクトリにコピーします:  /home/altova/as2/outgoing。ディレクトリのポー

リング間隔が開始されると (デフォルトでは 60 秒 ) トリガーが実行され、 Apollo マシン上でジョブはファイルを AS2 サービスに送信します。

ジョブの結果を確認するには、FlowForce Server ログをチェックし、次を参照してください:  ジョブのログの確認。ジョブが失敗すると、ログ

内に失敗の理由が表示されます。 以下を含む理由がジョブが失敗する理由として挙げられます:

· Hermes 上の EDI ファイルへのパスが正確ではありません。

· ジョブ内で指定されている Hermes オペレーティングシステムの資格情報が正確ではない場合
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· Apollo のマシン上でファイアウォールがブロックするために、Apollo サービス http://apollo:4646/service/as2-

receiver を使用することができない場合

· サービス http://apollo:4646/service/as2-receiver のための FlowForce Server コンテナー パーミッションは

匿名のアクセスを禁止しています (すなわち、クライアントは AS2 サービスにアクセスすることができません)

·  Apollo パートナーの「URL のリクエスト」 パラメーターが正確ではない場合 ( Hermes マシン上で、Apollo のマシン上で、また

は両方)

· Apollo のマシン上で 「相互運用性の設定」 パラメーターが Hermes パートナー のために正確に構成されていない場合

成功すると、Apollo マシン上の受信ジョブは、受信するメッセージを処理し、次のパスに新規のファイルを作成します:  C:

\as2\incoming。
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10.10 例: フル AS2 メッセージ交換 (高度)

このサンプルは、FlowForce Server 上で作動する 2つの AS2 パートナー間の暗号化、署名など、更に高度な AS2 メッセージの交換

について説明しています。 このチュートリアルを開始する前に、基本をカバーしている前のチュートリアルを確認してください。次を参照してくだ

さい:  サンプル:  フル AS2 メッセージの交換 (シンプル).

このサンプルは、 2つの AS2 パートナー間の複雑な通信のシナリオを表しています (RFC 4130 のセクション 2.4.2 に従い12の可能な順

列の12番目の順列) 基本的には以下の点について説明されています:

· 送信者は暗号化された AS2 データを送信します。

· 送信者は署名済みの AS2 データを送信します。

· 送信者は受信者がメッセージへの応答内で MDN を返すことを必要とします。

前提

· 前のサンプルと同じ送信者と受信者が使用されます:  Hermes (Linux 上の FlowForce Server) と Apollo (W indows

上の FlowForce Server)

· Hermes は Apollo に暗号化済み、署名済みのメッセージをに送信し、署名済みの MDN が返されることを期待しています。

· Apollo と Hermes は両者、ローカルのプライベートネットワーク上で作動しています。

· 受信側 AS2 サーバー (Apollo) は、認証されていないクライアントからの HTTP リクエストを受け入れます。 (すなわち、サービス

に公的にアクセスすることができます)。

必要条件

· FlowForce Server Advanced Edition がインストールされている必要があり、 Apollo と Hermes マシン上でライセンスが

供与されている必要があります。

· Apollo と Hermes サーバー上で、 FlowForce W eb 管理者インターフェイスが構成されているホストとポート上で作動してい

る必要があります。 (例えば、 http://apollo:8082 と http://hermes:8082、「apollo」 と 「hermes」 がそれぞれ

対応するホスト名であることが前提です)。  次も参照してください:  ネットワーク設定の定義。

Apollo の資格情報のセットアップ

この構成ステップでは、 以下が行われます:

1. Apollo  は公開証明書と秘密キーを生成し、両方を FlowForce Server にインポートします。

2. Apollo は公開証明書 (秘密キー無しに) を Hermes に送信します。

3. Hermes は Apollo の公開証明書を FlowForce Server にインポートします。

上記が必要な理由:

· Apollo にメッセージを送信する前に、 Hermes は Apollo の公開キーを暗号化する必要があります。 Hermes からのメッセー

ジを受信すると、 Apollo は自身の秘密気ーを使用して暗号化を解除します。

· Hermes によりリクエストされている MDN を送信する前に、Apollo は自身の秘密キーを使用して署名します。署名済みの

MDN を受け取ると、Hermes は、署名を検証するために Apollo の公開証明書が必要になります。

このサンプルのスコープのために、Cygwin (https://cygwin.com/) 内に含まれる OpenSSL library (https://www.openssl.org/)

を使用して自身により署名された証明書を作成します。現実のシナリオでは、他のツールを使用してを生成、または、既に所属機関で使用

することのできる証明書を使用します。

Apollo のために自身で署名された証明書を生成するには、Cygwin ターミナルを開き、以下を入力します:

https://cygwin.com/
https://www.openssl.org/
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openssl req -x509 -newkey rsa:2048 -keyout apollo_private.pem -out apollo_public.pem -

days 365

パスフェーズを入力するようにプロンプトされると、秘密キーを暗号化するパスワードを入力し、記憶しておいてください。 FlowForce Server

に証明書をインポートする際にこのパスワードが必要になります。 すべてのウィザードステップに従い、すべての必要とされるフィールド

(「Country」、 「State or Province Name」、 「Locality Name」、 「Organization Name」、 「Department Name」、

「Common Name」、 および 「Email」 など)に記入します。 

ウィザードが完了すると、コマンドは、以下の2つのファイルを Cygwin のホームディレクトリ内に生成します apollo_private.pem と

apollo_public.pem (例えば、  Cygwin を C:\cygwin64 にインストールしている場合 C:\cygwin64\home\<user>\ が作

成されます)。このペアはに単一のファイルとして FlowForce Server にアップロードすることができ、公開証明書を秘密キーファイルにコピー

するために次の追加コマンドを実行します:

cat apollo_public.pem >> apollo_private.pem

Apollo マシン上で、FlowForce Server にログオンし、構成 メニューをクリックし、 作成 > 証明書の作成　をクリックします。

証明書名と詳細を入力し、 参照をクリックして、前に作成された apollo_private.pem ファイルを選択します。 このステップで以前に作

成されたパスワードを入力します。 「保存」をクリックします。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

例: フル AS2 メッセージ交換 (高度) 325AS2 との統合

Altova FlowForce Server 2021

公開+秘密証明書ペアは Apollo の FlowForce Server にインポートされます。 アイコン  と詳細テキストは、この証明書ファイルが以

下を含んでいることに注意してください:

Hermes に公開キーを送信するには、apollo_public.pem ファイルを Hermes マシンにコピーします。次に、  Hermes マシン上で

FlowForce Server  にログオンし、上と同じステップに従い、インポートします (今回は秘密キーはファイル内に存在しないため、パスワード

が必要になります)。 
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アイコン  と詳細テキストは、この証明書ファイルには(秘密キーを持たない)公開証明書のみが含まれていることを示していることに注意し

てください。

Hermes の証明書のセットアップ

この構成ステップでは、 以下が行われます:
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1. Hermes は公開証明書と秘密キーを生成し、 FlowForce Server にインポートします。

2. Hermes は(秘密キー使用せずに)公開証明書  を Apollo に送信します。

3. Apollo は Hermes の公開証明書を FlowForce Server にインポートします。

上記が必要な理由:

· Apollo にメッセージを送信する前に、 Hermes は自身の秘密キーを使用して署名します。

· Hermes からのメッセージを受信すると、 Apollo は Hermes の公開証明書を使用してメッセージの署名を検証します。

最初に、Apollo のためのステップと同じステップで Hermes の公開証明書と秘密キーを作成します。 ファイル名を置き換えてください:

openssl req -x509 -newkey rsa:2048 -keyout hermes_private.pem -out hermes_public.pem -

days 365

更に、 「Organization name」、「Common Name」 などは Hermes の物である必要があります:

次に、コマンドを使用して両方のファイルを1つのファイルに結合します:

cat hermes_public.pem >> hermes_private.pem

次に、 Hermes マシン上で hermes_private.pem を FlowForce Server にインポートします:
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次に、hermes_public.pem を Apollo マシンにコピーし、FlowForce Server にインポートします:
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Hermes 上で AS2 暗号化、署名、および、 MDN 署名検証を有効化する方法

Hermes マシン上で、APOLLO パートナー設定を以下のとおり編集します:
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Apollo 上で AS2 暗号化、署名、および、 MDN 署名検証を有効化する方法

Apollo マシン上で、 HERMES パートナー設定を以下のとおり編集します:
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MDN の処理 

上記の必要条件に従い、 Hermes は Apollo に AS2 伝送の MDN を認めるを送信するようにリクエストします。  as2-success 式

関数。を使用して、受信される MDN (成功、失敗) の状態を計算することができます。これを達成するには、 Hermes マシン上で

FlowForce にログオンし、サンプル:  フル AS2 メッセージの交換 (シンプル) 内で作成された 「send-as2」 ジョブを開きます。次に、ジョブ

を下記のとおり変更します:
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以下の点に注意してください:

·  「AS2 MDN」 最初の実行ステップの結果が宣言されました。最初の実行ステップの結果が宣言されました (次を参照してくださ

い:  「このステップの結果を割り当てる」)。

· 実行が次のステップを続行する必要があるため、「エラー時に中断」 チェックボックスはクリアされます。

· 2番目の実行ステップは、 /system/compute 関数を呼び出します。 この関数は、as2-success 関数を使用してブール式

を計算します。後者は最初の実行ステップにより返された MDN を引数として取ります。

AS2 メッセージの送信

Hermes から Apollo に暗号化され、署名済みの AS2 メッセージを送信する準備ができました。Hermes マシン上で .edi ファイルを以

前に構成された ディレクトリ  /home/altova/as2/outgoing にコピーします。ディレクトリポーリング間隔が開始され (デフォルトでは、60

秒)、Apollo のマシン上でトリガーが実行され、ジョブは AS2 サービスにファイルを送信します。 Apollo のマシン上のディレクトリ C:

\as2\incoming には Hermes により送信されたメッセージが含まれているはずです。例:
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ジョブの実行の失敗、または、成功を確認するには、 システムのログをチェックします (Hermes のマシンだけではなく、 Apollo マシンのマシ

ンでこの操作を行ってください)。 詳細に関しては、次を参照してください:  ジョブのログの確認。

ログには、この伝承に関連して発生した可能性のあるエラーに関する情報が含まれています。 例えば、 Hermes が暗号化されていないデ

ータを送信し、 Apollo が暗号化されたデータを期待する場合、ジョブは失敗し、関連するメッセージがログされます。
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11 コマンド ライン インターフェイス

上記のとおり FlowForce ソリューションは2つのサービスにより構成されています:  FlowForce Server と FlowForce W eb Server.こ

れらのサービスのそれぞれのために、コマンドラインで実行可能な管理コマンドをサポートする実行可能ファイルを使用することができます。両方

の実行可能ファイルを次のパスで見つけることができます:

Linux

/opt/Altova/FlowForceServer2021/bin/

macOS

/usr/local/Altova/FlowForceServer2021/bin/

Windows

<ProgramFilesFolder>\Altova\FlowForceServer\bin\

実行可能ファイル名は以下の通りです：

Linux

flowforceserver

flowforcewebserver

macOS

flowforceserver

flowforcewebserver

Windows

FlowForceServer.exe

FlowForceWebServer.exe

コマンドラインインターフェイス (CLI) を(ライセンス供与、トラブルシューティング、内部データベースのバックアップなど)管理の目的のために使

用することができます。CLI によりサポートされるコマンドは下にリストされています:

メモ: 省略 [FFS] と [FFW ] はコマンドが FlowForce Server または FlowForce W eb Server のために使用可能かをして指

定ます。

コマンド FFS FFW 説明

help

はい はい 引数として与えられたコマンドのためのヘルプを表示します。 

assignlicense

はい W indows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができます。

FlowForce Server にライセンスファイルをアップロード、およびライセンス

ファイルを割り当てるために使用されます。

compactdb

はい 削除済みのレコードが含まれる場合 FlowForce .db ファイルのサイズを

削減します。

createdb

はい 新規の FlowForce データベースの作成

debug

はい はい デバッグモードでアプリケーションを開始します。 

exportresourcestrings

はい はい XML ファイルに全てのリソース文字列をエクスポートします。

foreground

はい はい 前景モードでアプリケーションを開始します。

initdb

はい FlowForce データベースを作成または更新します。

install

はい はい アプリケーションを W indows サービスとしてインストールします。
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licenseserver

はい ローカルネットワーク上の Altova LicenseServer に FlowForce

Server を登録します。

migratedb

はい FlowForce Server データを前のバージョンから最新のバージョンに移

行します。

repair

はい 修復モードでアプリケーションを開始します。

resetpassword

はい

root ユーザーのパスワードをデフォルトの値にリセットし、 root ユー

ザーに全ての特権を与えます。

setdeflang | sdl

はい はい デフォルトの言語を設定します。

start

はい はい アプリケーションをサービスとして開始します。

uninstall

はい はい アプリケーションを W indows サービスとしてアンインストールします。

upgradedb

はい FlowForce Server データベースを最新のバージョンにアップグレードし

ます。

verifylicense

はい W indows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができます。

FlowForce Server にライセンスが与えられているか、与えら得たライセ

ンスキーが既に FlowForce Server に与えられているかを検証するため

に使用されます。

規則

規則としては、このドキュメンテーションは特定のコマンドを説明する際に実行可能ファイルのフルパスを省略し、実行可能ファイルのなめを使

用する代わりに flowforceserver を使用します。 例:

flowforceserver help

flowforceserver は実行可能ファイルのパスまたは名前です。絶対パスを使用する場合、コマンドプロンプトウィンドウ (ターミナル) があ

る現在のディレクトリに関わらずコマンドを実行することができます。しかしながら、実行可能ファイルを名前を入力するだけで呼び出す場合、

以下を最初に行ってください:

· ターミナルの現在のディレクトリを FlowForce Server インストールディレクトリに変更します。

· ディレクトリを実行可能ファイルが PATH 環境変数である場所に追加します。

これらのシナリオの詳細は以下で説明されています。

ヒントとトリック

コマンドラインの初心者の場合、以下のヒントとトリックに注意してください。

· コマンドラインウィンドウがある現在のディレクトリを探すには pwd を Linux と macOS 上で入力します。W indows 上では

echo %CD% を入力します。

· Tab キーを活用して素早く多種のファイルまたはディレクトリパスを全て入力することなく素早く入力してください。 例えば cd c:

\prog をコマンドラインに入力し、 Tab を押すと C:\Program Files が自動的に入力されます (または、 [Prog] で開始

する C:\ の下の他のディレクトリが入力されます)。

· W indows 上で C:\Program Files などの空白が含まれるパスを入力する場合、引用符で囲んでください。

· [このコマンドは内部または外部コマンド、実行可能なプログラム、またはバッチファイルとして認識されていません]に類似したメッセー

ジが表示されると、パスまたはコマンドを間違って入力した可能性があります。
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· Linux 上ではファイルまたはディレクトリ名のために正確な大文字と小文字が使用されていることを確認してください。例えば、ディレ

クトリ名が /home/nikita/Downloads の場合 /home/nikita/downloads はエラーを返します。

· Linux または macOS 上でパスを入力する場合、 W indows でのバックスラッシュの使用とは異なりスラッシュを使用します。

コマンドの実行方法

1. コマンドプロンプトウィンドウを開く

a. W indows 上でコマンドプロンプトを開くには Windows キーを押し、 cmd の入力を開始します。key and then start

表示される コマンドプロンプト 提案をクリックします。

b. Mac 上でターミナルを開き ファインダー アイコンをクリックし 移動 > ユーティリティ をメニューから選択します。ターミナル ア

イコンをユーティリティウィンドウ内でダブルクリックします。

c. Linux をグラフィカルなユーザーインターフェイスから作動する場合、 ターミナル コマンドを使用中の Linux の配布に適用で

きるようにロケートし実行します。Linux をコマンドラインインターフェイスから実行する場合、このステップを無視してください。

2. 実行するコマンドが後に続く実行可能ファイルへのフルパスを入力します。例えば、下のコマンドはコマンドラインでヘルプを提供しま

す。

Linux

/opt/Altova/FlowForceServer2021/bin/flowforceserver help

macOS

/usr/local/Altova/FlowForceServer2021/bin/flowforceserver help

Windows

C:\Program Files (x86)\Altova\FlowForceServer2021\bin\FlowForceServer.exe

help

上のサンプルでは、コマンド help がオプションまたは引数無しに実行されています。他のコマンドは引数またはオプションを持っている場合があ

り、これrなお引数とオプションは必須またはオプションです。各コマンドの詳細に関してはレファレンスセクションをチェックしてください。

FlowForce Server をインストールディレクトリから呼び出す方法

実行可能ファイルをフルパスを入力することなく呼び出すには、現在のディレクトリを FlowForce Server 実行可能ファイルがインストールさ

れている個所に変更します。例:

Linux

cd /opt/Altova/FlowForceServer2021/bin

macOS

cd /usr/local/Altova/FlowForceServer2021/bin

Windows

cd "C:\Program Files (x86)

\Altova\FlowForceServer2021\bin\FlowForceServer.exe"

実行可能ファイル名のみを入力してコマンドを実行することができます。例:

Linux

./flowforceserver help

macOS

./flowforceserver help

Windows

FlowForceServer.exe help

メモ: Linux と macOS システム上では、プレフィックス ./ は実行可能ファイルが現在のディレクトリ内にあることを示しています。

FlowForce Server をディレクトリから呼び出す方法

実行可能ファイルをディレクトリから呼び出すには絶対パスを使用して参照してください。または、プログラムを実行可能ファイル名を入力する
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だけで呼び出す場合、使用中のオペレーティングシステムの PATH 環境変数を編集することにより、 FlowForce Server インストールディ

レクトリへのフルパスが含まれるようになります。PATH 環境変数を変更する方法に関しては、使用中のオペレーティングシステムのドキュメンテ

ーションを参照してください。

メモ: PATH 環境変数の変更後、 ターミナルウィンドウを閉じ、変更の効果が反映されるように新規のウィンドウを開く必要がある場合

があります。
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11.1 help

目的

引数として与えられたコマンドのためのヘルプを表示します。

構文

FlowForceServer help Command

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

引数

ヘルプコマンドは単一の引数を取ります:  ヘルプが必要なコマンド名。コマンドの正確な構文と正確なコマンドの実行に関連する他の情報を

表示します。 

サンプル

FlowForceServer help createdb

--help を他のコマンドのためのオプションとして使用する

コマンドに関するヘルプ情報は、 そのコマンドの --help オプションで使用することができます。例えば、 createdb コマンドを使用した --

help オプションの使用方法 は、以下の通りです:

FlowForceServer createdb --help

以下と同じ結果が得られます:  

FlowForceServer help createdb
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11.2 assignlicense

目的

W indows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができます。ライセンスファイルを FlowForce Server にアップロードし割り当

てるために使用されます。

構文

FlowForceServer assignlicense [options] FILE

引数

FILE

ライセンスファイルがアップロードされるパスを指定します。

オプション

--t, --test-only=true|false

true に設定されていると、ライセンスはアップロードされ検証されま

す。

false に設定されていると、ライセンスはアップロード、検証、および

割り当てられます。

このオプションが指定されていないと、デフォルトの値は true です。
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11.3 compactdb

目的

削除されたレコードを含む FlowForce .db ファイルのサイズを縮小します。このコマンドは、 archive-log または truncate-log シ

ステム管理関数を実行した後とても役にたちます。

構文

FlowForceServer compactdb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、縮小される .db ファイルのデータディレクトリのパスです。この

オプションが指定されていない場合、 /data ディレクトリがデフォルトで

使用されます (次も参照してください： FlowForce Server アプリケ

ーションデータ )。
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11.4 createdb

目的

新規データベースを作成します。データベースが既存の場合、コマンドは失敗します。デフォルトのデータベースはインストール時に作成され、通

常このコマンドを使用する必要はありません。

構文

FlowForceServer createdb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データディレクトリのパスです。
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11.5 debug

目的

一般使用のためのコマンドではありません。このコマンドは FlowForce Server デバッグモードで開始します (つまり、サービスではなく開始し

ます )。 このモードを停止するには、「CTRL+C」を押します。 

構文

FlowForceServer debug [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データディレクトリのパスです。
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11.6 exportresourcestrings

目的

FlowForce Server のリソース文字列を含む XML ファイルを出力します。以下の引数を取ります:  (i) 出力 XML ファイル内のリソース文

字列の言語、および (ii) 出力 XML ファイルのパスと名前。 有効なエクスポート言語は以下の通りです(言語コードはかっこの中です) :  英

語 (en)、 ドイツ語、 (de),  スペイン語 (es)、および 日本語 (ja )。

構文

FlowForceServer exportresourcestrings Language XMLOutput

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

引数

Language

エクスポートされた XML ファイル内のリソース文字列の言語を指定します。

許可される言語:  en, de, es, ja

XMLOutput

エクスポートされた XML ファイルの場所と名前を指定します。

サンプル

このコマンドは、英語の FlowForce Server アプリケーションの全てのリソース文字列を含む c:\ に Strings.xml という名前のファイ

ルを作成します。 

FlowForceServer exportresourcestrings en c:\Strings.xml
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11.7 foreground

目的

一般使用のためのコマンドではありません。このコマンドは、 Altova FlowForce Server を前景で開始します。 Linux のためのスタ

ートアップスクリプトにより内部で使用されます。
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11.8 initdb

目的

新規データベースを作成、または、既存のものを最新のバージョンにアップデートします。データベースが既存の場合、コマンドは失敗します。デ

フォルトのデータベースはインストール時に作成され、通常このコマンドを使用する必要はありません。

構文

FlowForceServer initdb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データベースディレクトリのパスです。
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11.9 install

目的

このコマンドは FlowForce Server インストーラーにより自動的に実行され、一般の目的には使用することができません。 このコマンド

は Altova FlowForce Server をサービスとして W indows にインストールします。このコマンドを Linux と macOS に適用すること

はできません。
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11.10 licenseserver

目的

FlowForceServer を LicenseServer に登録します。FlowForceServer を LicenseServer に登録するには、管理者の特権(ル

ート)が必要です。詳細に関しては、 以下を参照してください:   LicenseServer ドキュメント。

構文

FlowForceServer licenseserver [options] Server-or-IP-Address

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

サンプル

FlowForceServer licenseserver DOC.altova.com

上のコマンドは、 DOC.altova.com という名前のマシンが Altova LicenseServer を動作しています。LicenseServer がユーザーの

マシンで作動している場合、 次のコマンドも使用することができます:

FlowForceServer licenseserver localhost

FlowForceServer licenseserver 127.0.0.1

オプション

オプションは下にリストされており、 短い書式 (最初の列) と長い書式 (２番目の列)はそれぞれ詳細を記載しています。 コマンドライン上で

は、１つまたは２つのダッシュが短い、および、長い書式のために使用されています。

--j --json

 JSON オブジェクトとして登録の結果を生成しようと試みます。

フォーム:  --json=true|false
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11.11 migratedb

目的

前の アプリケーションデータディレクトリ から FlowForce Server データを現在のディレクトリにコピーし、FlowForce データベースを必要な

場合最新バージョンに更新します。FlowForce Server の前のバージョンがが既にインストールされている場合に FlowForce インストー

ルスクリプトによりこのコマンドは呼び出され、通常実行する必要はありません。FlowForce Server を新しいマシンに移行する場合、または

アプリケーションデータディレクトリをバックアップから復元する場合、このコマンドの実行は役に立つかもしれまれん。バックアップと復元を参照し

てください。 

FlowForce データベースバージョンを最新のバージョンに更新するのみが必要な場合、 upgradedb を実行するだけで十分です。

構文

FlowForceServer migratedb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

--olddatadir=VALUE

VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

FlowForce Server 2017 のアプリケーションデータディレクトリからデータを FlowForce Server 2021 に移行する場合、以下を実行し

ます:

"C:\Program Files(x86)\Altova\FlowForceServer2021\bin\FlowForceServer.exe" migratedb

--datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data --olddatadir=C:

\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017\data
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11.12 repair

目的

FlowForce Server を全てのトリガーとジョブの実行プロセスを無効化した状態で、トラブルシューティングを有効化するために開始します。

構文

FlowForceServer repair [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

FlowForceServer repair --datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data
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11.13 resetpassword

目的

root ユーザーのパスワードをデフォルトの値にリセットし、 root ユーザーに全ての特権を与えます。 このオペレーションを開始する前

に、実行中の FlowForce Server インスタンスを停止することが奨励されます。I (以下を参照:  Linux、macOS、および Windows 上

でサービスを開始または停止するための命令)。

構文

FlowForceServer resetpassword [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

FlowForceServer resetpassword --datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data
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11.14 setdeflang (sdl)

目的

setdeflang コマンド (略して sdl) は、 FlowForce Server のデフォルトの言語を設定します。デフォルトの言語を変更するには、

FlowForceServer と FlowForceWebServer サービスのためにこのコマンドを実行してください (以下を参照:  構文 )。

構文

FlowForceServer setdeflang | sdl LanguageCode

FlowForceWebServer setdeflang | sdl LanguageCode

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

LanguageCode の値には以下があります。

en

英語

es

スペイン語

de

ドイツ語

fr

フランス語

ja

日本語

サンプル

FlowForceServer setdeflang de



352 コマンド ライン インターフェイス start

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

11.15 start

目的

FlowForce Server をサービスとして開始します。 このコマンドは、内部でスタートアップスクリプト、または、 Windows サービスインストー

ルにより使用され、一般の使用のためではありません。

構文

FlowForceServer start [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データベースディレクトリのパスです。
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11.16 uninstall

目的

このコマンドは FlowForce Server インストーラーにより自動的に実行され、一般の目的には使用することができません。 このコマンドは

Altova FlowForce Server をサービスとして W indows にインストールします。 このコマンドを Linux と macOS に適用することはでき

ません。
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11.17 upgradedb

目的

データベースを最新のバージョンにアップグレードします。 デフォルトのデータベースは自動的にインストール時にアップブレードされるため、手動

でこのコマンドを使用する必要はありません。

構文

FlowForceServer upgradedb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE

VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

FlowForceServer upgradedb --datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2021\data
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11.18 verifylicense

目的

W indows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができます。 FlowForce Server にライセンスが与えられているか、与えら得た

ライセンスキーが既に FlowForce Server に与えられているかを検証するために使用されます。

構文

FlowForceServer verifylicense [options]

オプション

--l, --license-key=VALUE

このオプションにより、特定のライセンスキーが既に FlowForce

Server に与えられているかを検証することができます。

検証するライセンスキーに値が設定されている必要があります。
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12 ビルトイン関数

このセクションでは、 FlowForce Server に内蔵されているシステム関数について説明しています。ビルトイン関数を使用することにより、ファ

イルをコピー、移動し、ディレクトリを作成し、シェルコマンドを実行するなど多種のアクションを実行することができます。 FlowForce Server

ビルトイン関数は、 /system コンテナー内で使用することができます。

以下のトピックは、ルートコンテナーに相対したパスに従いグループ化されたビルトイン関数について説明しています。 

· /system/abort

· /system/compute

· /system/compute-string

· /system/as2

· /system/filesystem

· /system/ftp

· /system/mail

· /system/maintenance

· /system/shell

RaptorXML Server が FlowForce Server に統合されている場合、すべての RaptorXML Server 関数を含む追加コンテナーを使

用することができます。これは RaptorXML+XBRL Server にも同様に適用されます。詳細に関しては、RaptorXML Server との統合

を参照してください。

W indwos ネットワークパスの参照

ジョブを作成する際、通常 FlowForce Server が作動するマシン上で、または、ネットワーク上のファイルパスを参照します。マップされたネッ

トワークドライブなどの、W indows ネットワークパスを参照する場合、 Universal Naming Convention (UNC) 構文を使用します。こ

れは、ドライブ文字は、システムに対してグローバルではないため、また、各ログインセッションは自身のドライブ文字に割り当てられているため、

これはドライブ文字がシステムに対してグローバルではなく、ログオンセッションが自身のドライブ文字に割り当てられているため必須です。

UNC 構文は以下のフォームをとります:

\\server\sharedfolder\filepath

該当する箇所:

· server が (DNS により定義される)ネットワーク内のサーバー名を参照する箇所.

· sharedfolder が管理者により定義されるラベルを参照する箇所(例えば、 admin$ が通常オペレーティングインストールのル

ートディレクトリである箇所 )。

· filepath がシェアの下のサブディレクトリを参照する箇所。
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12.1 /system

/system コンテナーには全ての FlowForce ビルトイン関数が含まれています。abort、compute、 および compute-string 関数

のみが直接このコンテナーで見つけることができます。(例えば、 AS2 関数、 ファイルシステム関数、など )他の関数は適用できるエリア別に

サブコンテナーに分別されています。

12 .1 .1 abort

フルパス：/system/abort

ジョブの実行を中断します。ジョブの実行を中断します。 この関数は、通常条件(つまり、 選択ステップ) 内で条件が満たされた場合、ジョブ

を意図的に中断するために使用されます。プログラム言語内の throw または raise 関数と同じです。この関数は、値を返しません。

パラメーター

名前 型 説明

メッセージ

string

必須の文字列パラメーターです。ジョブを停

止する際に出力されるメッセージを指定しま

す。

サンプル

次のジョブでは、abort 関数は、チェックされた値が10個のアイテムを超えると、ジョブがエラーを返して完了するために使用されます。アイテム

の数が、10個よりも少ない、または、10個の場合、ジョブは「リストのアイテムは10個よりも少ないです」 というテキストをローカルシステム上の

ファイルにか書き込みます。
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12 .1 .2 compute

フルパス：/system/compute

式 の結果を計算し、計算された値を返します。計算され値は、パラメータ内、または他の実行ステップの式内で使用することができます。サー

ビスとして使用されるジョブの出力を定義するためにこの関数を使用することができます (例を参照)。
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この関数は、任意の型を示す値 T0 を返します。 つまり、 返されたデータ型は、式パラメーター内で使用された式から推定されます。つまり、

返されたデータ型は、式 パラメーター内で使用された式から推定されます。

パラメーター

名前 型 説明

式

Expression of T0

計算される FlowForce Server 式。式

の詳細に関しては、The FlowForce 式

言語を参照してください。

サンプル

このサンプルは、2つの実行ステップを使用するジョブに関する説明をします。最初のステップは、 c:\temp ディレクトリ内のシェルコマンドを実

行、 結果は hello として宣言されています。

次に、この結果は 2番目の実行ステップにパスされます。2番目の実行ステップは式言語 (特に、 stdout と content 関数) を使用して

以下を行います:  

· 最初のステップの結果の標準出力を取得します。

· 出力を文字列に変換します。

compute 関数は、Express ion式テキストボックスに入力された式を評価します。the text box.

"Hello, W orld!" ジョブの作成を参照してください。
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12 .1 .3 compute-string

フルパス：/system/compute-string

式 の結果を文字列として出力します。このステップ関数は、フォーマットが式ではなく文字列である以外、compute 関数と基本的に同じ処

理を行います。

パラメーター

名前 型 説明

式

string

計算される(文字列としての) FlowForce

Server 式

サンプル

/system/compute/ と /system/compute-string 関数の違いを理解するには、以下のサンプルに留意してください:  
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上記のジョブでは、3つの実行ステップがあります。

最初のステップは、 /system/compute/ 関数を呼び出します。中かっこが使用されていないことに注意してください。(背景色により示さ

れるように)フィールド全体が式を保管する場合、 中かっこを示します。式は、2つの値を連結し、ジョブ入力パラメーターにより文字列を作成し

ます。例えば、入力パラメーター が "c:\temp\invoices.txt" の場合、ステップは、(outputname1 と宣言された)文字列の値

"invoices.txt" を返します。

2番目のステップは、/system/compute-string 関数を呼び出します。この関数は、埋め込まれた FlowForce 式を含む文字列を

処理します。ここでは、中かっこは、文字列の残りから式を区別するために使用されています。埋め込まれた式は、文字列の残りの部分と背

景色が異なることに注意してください。異なる技術が使用されていますが、ステップの結果 (outputname2) は outputname1 と同じで

す。
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最後に、3番目のステップは、 outputname1 と outpuname2 を比較するために /system/compute-string 関数をもう1度呼び

出します。両方の値が同じの場合、結果は文字列の値 「両方の式は同等です」となります。それ以外の場合、 結果は「両方の式は同等

ではありません」となります。
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12.2 /system/as2

/system/as2 コンテナーには、 AS2 パートナーに AS2 メッセージを送信するために使用されている send 関数が含まれます。

12 .2 .1 send

フルパス：/system/as2/send

AS2 メッセージをリモートの AS2 サーバーに送信します。ジョブからこの関数を呼び出すには、(適用することのできる証明書を含む) AS2

パートナーの詳細が FlowForce Server 内で構成されている必要があります。次も参照してください:  AS2 ジョブの作成。

この関数はサーバーとプロトコールからの補助情報により返された実際の MDN をカプセル化するAS2 MDN オブジェクトを返します。AS2

MDN オブジェクトから追加情報を取得するには、実行ステップを追加し (例、 HTTP ステータス、または、オリジナルのメッセージの MDN )

必要とする AS2 式関数を呼び出す実行ステップを追加します。

パラメーター

名前 型 説明

パートナー

AS2 Partner

「AS2 パートナー」 オブジェクトを参照する

には、次を参照してください:  AS2 パートナ

ーの構成。

メッセージ

stream

AS2 メッセージのコンテンツ。 このフィールド

は FlowForce 式を期待します。送信さ

れるファイルを意味する「ストリームの式」が

期待されるデータ型がストリームに変換され

る必要があることに注意してください (例え

ば、 XML または EDI ファイル) 。これを達

成するには、このフィールドにストリーム関数

を呼び出す FlowForce 式を入力してくだ

さい。例 :  

stream-open("C:

\files\myfile.edi",

"application/EDIFACT")

上の stream-open 関数は、を2番目の

パラメーターとして メッセージ Content-

Type を提供します。Content-Type

のための他の値も必要に応じて使用するこ

とができます。

FlowForce 内の式の詳細に関しては、

FlowForce 式言語を参照してください。

エラー時には中断する

Boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、
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名前 型 説明

TRUE です。

サンプル

以下の例を参照してください:  

· サンプル:  フル AS2 メッセージ交換 (シンプル)

· サンプル:  フル AS2 メッセージ交換 (高度)
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12.3 /system/filesystem

/system/filesystem コンテナー は、 FlowForce Server が作動するオペレーティングシステム上のファイルとディレクトリを管理するため

に使用される関数を含んでいます。

ジョブの実行内のファイルパスは、使用中のローカルマシンではなく、 FlowForce Server が作動するオペレーティングシステム上のパス

である必要があります。

12 .3 .1 copy

フルパス：/system/filesystem/copy

ソースからターゲットディレクトリにファイルをコピーします。任意で、ファイルを新しい名前と共にターゲットディレクトリにコピーすることができます。

シンプルな実行ステップから呼び出された場合、この関数は1つのファイルをその都度コピーします。FlowForce を使用して複数のファイルをコ

ピーする場合、 copy 関数を呼び出すステップを ステップ内で ファイルのコピー サンプル内で説明されているとおり、囲んでください。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

パラメーター

名前 型 説明

ソース

string as file

コピーするソースファイルのファイル名とパス。

ターゲット

string as file

保存先ディレクトリのパスとファイル名。ファイ

ルの名前を変更する場合、保存先フィール

ドに異なる名前を入力することもできます。

上書き

boolean

true の場合は、保存先ファイルが上書き

されます。デフォルトの値は false です。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

作業ディレクトリ

string as directory

作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:

\somedirectory )。相対的なパスが使

用されると、作業ディレクトリに対して解決さ

れます。
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サンプル

ファイルのコピーを参照

12 .3 .2 delete

フルパス：/system/filesystem/delete

引数として与えられたパスからファイルを削除します。

シンプルな実行ステップから呼び出された場合、この関数は1つのファイルをその都度削除します。FlowForce を使用して複数のファイルを

削除する場合、 delete 関数を呼び出すステップを 「for-each」 ステップ内で ファイルのコピー する サンプル内で説明されているとおり、囲

んでください。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

パラメーター

名前 型 説明

パス

string as directory

削除するファイルのファイル名とパス。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

作業ディレクトリ

string as directory

作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:

\somedirectory )。相対的なパスが使

用されると、作業ディレクトリに対して解決さ

れます。

12 .3 .3 mkdir

フルパス：/system/filesystem/mkdir

指定されたパスにディレクトリを作成します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護
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されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

パラメーター

名前 型 説明

パス

string as directory

新規ディレクトリのパス。

親にする

boolean

チェックボックスを選択して、 アクティブ化する

ことにより、 c:\d ir1\d ir2\d ir3 のような

階層パスが1つのステップで作成されます。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

作業ディレクトリ

string as directory

作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:

\somedirectory )。相対的なパスが使

用されると、作業ディレクトリに対して解決さ

れます。

サンプル

作業ディレクトリ が c:\temp、 パス が temp2\temp3 の場合、関数は、新規ディレクトリ c:\temp\temp2\temp3 を作成しま

す。

12 .3 .4 move

フルパス：/system/filesystem/move

ファイルを移動またはファイルの名前を変更します。

シンプルな実行ステップから呼び出された場合、この関数は1つのファイルをその都度移動、または、名前を変更します。FlowForce を使用

して複数のファイルを移動する場合、 move 関数を呼び出すステップを 「for-each」 ステップ内で ファイルのコピー サンプル内で説明されて

いるとおり、囲んでください。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。
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パラメーター

名前 型 説明

ソース

string as file

移動するソースファイルのパスとファイル名。

保存先

string as file

保存先ディレクトリの名前。このフィールドに

ディレクトリ名のみが与えられている場合、

元の名前が保持されます。

ターゲットの上書き 

boolean

true の場合は、保存先ファイルが上書き

されます。デフォルトの値は false です。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

作業ディレクトリ

string as directory

作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:

\somedirectory )。相対的なパスが使

用されると、作業ディレクトリに対して解決さ

れます。

12 .3 .5 rmdir

フルパス：/System/filesystem/rmdir

ディレクトリの削除。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

パラメーター

名前 型 説明

パス

string as directory

削除するファイルのファイル名。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、
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名前 型 説明

TRUE です。

作業ディレクトリ

string as directory

作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:

\somedirectory )。相対的なパスが使

用されると、作業ディレクトリに対して解決さ

れます。
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12.4 /system/ftp

/system/ftp コンテナーには FTP または FTPS サーバーに接続し、ファイルをアップロード、抽出、削除、またはリモートディレクトリと他を

作成または削除するために使用される関数が含まれています。

FTP 関数内のパス

FTP 関数の一部には 作業ディレクトリ パラメーターが存在します。このパラメーターは FlowForce 関数の多くで共通です。作業ディレク

トリ を設定するには、FTP 関数にパラメータとして提供されるすべてのローカルパスが絶対的ではなく相対的であることに注意してください。

ファイルをアップロードするには 作業ディレクトリ として C:\Upload と ソースファイルとして file.txt を入力することができます。最後

のソースパスは C:\Upload\file.txt になります。

更に、FTP 関数の一部はリモート FTP サーバー上で 作業ディレクトリ と同じ役割を果たすホスト上のディレクトリ パラメーターを有しま

す。このためにホスト上のディレクトリ を設定するには、FTP 関数にパラメータとして提供されるすべてのローカルパスが絶対的ではなく相対

的であることに注意してください。例えば、ファイルをアップロードするには ホスト上のディレクトリ として uploads と ターゲットファイルとして

file.txt を入力することができます。最後のターゲットパスは /uploads/file.csv になります。

ファイルシステムトリガー または HTTP トリガーとしてジョブを構成することも重要です。このようなジョブはジョブをトリガーしたファイルのパスを提

供する triggerfile パラメーターを有します。FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘

れないでください。

triggerfile から拡張子を持つファイル名を取得するには、次の FlowForce 式を使用してください:

 {filename-with-extension(triggerfile)}

サンプルに関しては FTP store 関数を参照してください。

FTP 関数内のワイルドカード

以下の FTP 関数はワイルドカードをパラメーターとして受け入れます:

· /system/ftp/delete-wildcard

· /system/ftp/retrieve-wildcard

· /system/ftp/store-wildcard

このような関数を使用する場合、専用の ワイルドカード パラメーター内にワイルドカードを入力します。使用可能なワイルドカードは以下の

通りです:

ワイルドカード 使用法 サンプル

* ゼロまたはより多くの文字を一致します。 *.htm は home.htm と index.htm

を一致します。

? 単一の文字を一致する。 *.xm? は index.xml と project.xmi

に一致します。

ワイルドカード + (1つまたは複数) はサポートされています。代わりに ?* を使用して同じ効果を得ることができます。例えば、 *.c?* は

.cs 、 .cp と .csproj ファイルに一致しますが、.c ファイルには一致しません。
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12 .4 .1 delete

フルパス：/system/ftp/delete

FTP サーバーからファイルを削除します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

URL または IP アドレスとしてのリモート

FTP サーバーのアドレス

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号です。デフォルト の値は 21 で

す。

ホスト側のディレクトリ

string

ファイルを削除するホスト上のディレクトリの

名前です。

任意のパラメーターです。

ログインの資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての、

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。 資格情報を参照してください。

FTP サーバーが視覚情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップします。

受動モードを使用する

boolean

接続エラーが発生すると、パッシブモードを

使用します(例えば、 ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

設定されている場合 )。

SSL/TLS 暗号化の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:
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名前 型 説明

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は
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名前 型 説明

無視されます。

ターゲットファイル

string

サーバーから削除されるファイル名です。

必須のパラメーターです。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

アカウント

string

リモートサーバー上でアクセスすることのでき

る、ユーザーが許可されている FTP アカウ

ント名です。

任意のパラメーターです。

12 .4 .2 delete-wildcard

フルパス:  /system/ftp/delete-wildcard

FTP サーバーからワイルドカードに一致するファイルを削除します。例、 *.xml。成功すると、関数は削除されたファイルのリスト (パスの無い

ファイル名) を返すまたは、一致が見つからない場合は空のリストを返します。実行に失敗すると、結果は以下で説明されている エラー時に

中断 パラメーターにより異なります。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

リモート FTP サーバーのアドレス。 URL ま

たは IP アドレスのいずれかです。

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号デフォルト の値は 21 です。

ホスト上のディレクトリ

string

ファイルを削除するホスト上のディレクトリの

名前

任意のパラメーターです。

ログイン資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。資格情報を参照してください。
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名前 型 説明

FTP サーバーが資格情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップしてくださ

い。

受動モードの使用

boolean

接続問題が発生すると受動モードを使用し

てください (例えば、ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

セットアップされている場合)。

SSL/TLS の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証
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- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ワイルドカード

string

必須のパラメーターです。ワイルドカードを指

定します。例、*.xml。ワイルドカードに一

致するファイルが削除されます。FTP 関数

内のワイルドカードを参照してください。

エラー時には中断する

boolean

実行に失敗するとこのパラメーターは関数の

振る舞いを指定します。具体的には、実行

が失敗した場合、関数は以下の1つを返し

ます:

· エラー時に中断 パラメーターが

false の場合、削除されたファイ

ルのリストは返されません。

· エラー時に中断 パラメーターが

true の場合、失敗が発生する

まで関数はファイルを削除し、実

行を中断します。

このために、ファイルの一部は実行が失敗し

ても削除される場合があります。

アカウント

string

リモートサーバー上のファイルにアクセスを許

可されているユーザーの FTP アカウント名

任意のパラメーターです。

12 .4 .3 mkdir

フルパス：/system/ftp/rmdir

FTP サーバー上にディレクトリを作成します。
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実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

URL または IP アドレスとしてのリモート

FTP サーバーのアドレス

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号です。デフォルト の値は 21 で

す。

ホスト側のディレクトリ

string

ホスト上で新規のディレクトリを作成するディ

レクトリ名です。

任意のパラメーターです。

ログインの資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての、

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。 資格情報を参照してください。

FTP サーバーが視覚情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップします。

受動モードを使用する

boolean

接続エラーが発生すると、パッシブモードを

使用します(例えば、 ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

設定されている場合 )。

SSL/TLS 暗号化の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると
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名前 型 説明

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ターゲットディレクトリ

string

作成するディレクトリ名です。

必須のパラメーターです。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には
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名前 型 説明

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

アカウント

string

リモートサーバー上でアクセスすることのでき

る、ユーザーが許可されている FTP アカウ

ント名です。

任意のパラメーターです。

12 .4 .4 move

フルパス：/system/ftp/retrieve

FTP サーバーからファイルを移動します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

URL または IP アドレスとしてのリモート

FTP サーバーのアドレス

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号です。デフォルト の値は 21 で

す。

ホスト側のディレクトリ

string

ファイルを移動するホスト上のディレクトリの

名前です。

任意のパラメーターです。

ログインの資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての、

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。 資格情報を参照してください。
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名前 型 説明

FTP サーバーが視覚情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップします。

受動モードを使用する

boolean

接続エラーが発生すると、パッシブモードを

使用します(例えば、 ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

設定されている場合 )。

SSL/TLS 暗号化の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され
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名前 型 説明

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ソースファイル

string

移動するディレクトリ名です。

必須のパラメーターです。

ターゲットファイル

string

ターゲットの場所でのコピーされたファイルの

名前です。コピーされたファイルの名前を変

更する場合、異なる名前を使用してくださ

い。

必須のパラメーターです。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

アカウント

string

リモートサーバー上でアクセスすることのでき

る、ユーザーが許可されている FTP アカウ

ント名です。

任意のパラメーターです。

12 .4 .5 list

フルパス:  /system/ftp/list

FTP サーバー上のディレクトリのコンテンツをリストします。実行に成功するとこの関数は 文字列のシーケンスを返します。それ以外の場合、結

果は以下に説明される通り エラー時に実行を中断 パラメーターにより異なります。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては
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FTP store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

リモート FTP サーバーのアドレス。 URL ま

たは IP アドレスのいずれかです。

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号デフォルト の値は 21 です。

ホスト上のディレクトリ

string

コンテンツをリストするホスト上のディレクトリ

の名前

任意のパラメーターです。デフォルトの値は

現在のディレクトリ , "/" です。

ログイン資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。資格情報を参照してください。

FTP サーバーが資格情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップしてくださ

い。

受動モードの使用

boolean

接続問題が発生すると受動モードを使用し

てください (例えば、ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

セットアップされている場合)。

任意のパラメーターです。デフォルトの値は、

true です。

SSL/TLS の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。
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名前 型 説明

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ワイルドカード

string

ホスト上のディレクトリ パラメーターにより指

定されるディレクトリからすべての . js ファイル

を抽出する必要がある場合使用するワイル

ドカード文字列は、例えば *.js です。 

任意のパラメーターです。デフォルトの値はワ

イルドカードフィルターが実行されないことを

意味する空の文字列です。
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名前 型 説明

エラー時には中断する

boolean

このパラメーターは実行が失敗すると何が起

こるかを管理します。実行に失敗すると エ

ラー時に中断 が true になり、ジョブ実行

が中断され、 保護されたブロックを使用して

エラーを処理できます。実行に失敗すると

エラー時に中断 が false で、関数は空

のシーケンスを返します。

任意のパラメーターです。デフォルトの値は、

true です。

アカウント

string

リモートサーバー上のファイルにアクセスを許

可されているユーザーの FTP アカウント名

任意のパラメーターです。

12 .4 .6 retrieve

フルパス：/system/ftp/retrieve

FTP サーバーからファイルを抽出します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

URL または IP アドレスとしてのリモート

FTP サーバーのアドレス

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号です。デフォルト の値は 21 で

す。

ホスト側のディレクトリ

string

ファイルを抽出するホスト上のディレクトリの

名前です。

任意のパラメーターです。
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名前 型 説明

ログインの資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての、

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。 資格情報を参照してください。

FTP サーバーが視覚情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップします。

受動モードを使用する

boolean

接続エラーが発生すると、パッシブモードを

使用します(例えば、 ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

設定されている場合 )。

SSL/TLS 暗号化の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が
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名前 型 説明

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ソースファイル

string

抽出するディレクトリ名です。

必須のパラメーターです。

ターゲットファイル

string

抽出後のファイル名です。

必須のパラメーターです。

ターゲットの上書き

boolean

true の場合は、保存先ファイルが上書き

されます。デフォルトの値は false です。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

作業ディレクトリ

string

ジョブの作業ディレクトリ を指定します(例え

ば、 c:\somedirectory )。相対的な

パスが使用されると、作業ディレクトリに対し

て解決されます。

アカウント

string

リモートサーバー上でアクセスすることのでき

る、ユーザーが許可されている FTP アカウ

ント名です。

任意のパラメーターです。
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12 .4 .7 retrieve-wildcard

フルパス:  /system/ftp/retrieve-wildcard

FTP サーバーからワイルドカードに一致するファイルを抽出します。例、 *.xml。成功すると、関数は書き込まれたファイル(絶対ローカルパ

ス) のリストを返すまたは、一致が見つからない場合は空のリストを返します。実行に失敗すると、結果は以下で説明されている エラー時に

中断 パラメーターにより異なります。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

リモート FTP サーバーのアドレス。 URL ま

たは IP アドレスのいずれかです。

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号デフォルト の値は 21 です。

ホスト上のディレクトリ

string

ファイルを削除するホスト上のディレクトリの

名前

任意のパラメーターです。

ログイン資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。資格情報を参照してください。

FTP サーバーが資格情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップしてくださ

い。

受動モードの使用

boolean

接続問題が発生すると受動モードを使用し

てください (例えば、ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

セットアップされている場合)。

SSL/TLS の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的
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名前 型 説明

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ワイルドカード

string

必須のパラメーターです。ワイルドカードを指

定します。例、*.xml。ワイルドカードに一
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名前 型 説明

致するファイルが抽出されます。  FTP 関

数内のワイルドカードを参照してください。

エラー時には中断する

boolean

実行に失敗するとこのパラメーターは関数の

振る舞いを指定します。具体的には、実行

が失敗した場合、関数は以下の1つを返し

ます:

· エラー時に中断 パラメーターが

false の場合、抽出されたファイ

ルのリストは返されません。

· エラー時に中断 パラメーターが

true の場合、失敗が発生する

まで関数はファイルを抽出し、実

行を中断します。

このために、ファイルの一部は実行が失敗し

ても抽出される場合があります。

作業ディレクトリ

string

FTP サーバーから抽出されるすべてのファイ

ルのあるディレクトリ

アカウント

string

リモートサーバー上のファイルにアクセスを許

可されているユーザーの FTP アカウント名

任意のパラメーターです。

12 .4 .8 rmdir

フルパス：/system/ftp/rmdir

FTP サーバーからディレクトリを削除します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

URL または IP アドレスとしてのリモート

FTP サーバーのアドレス



(C) 2015-2021 Altova GmbH

/system/ftp 389ビルトイン関数

Altova FlowForce Server 2021

名前 型 説明

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号です。デフォルト の値は 21 で

す。

ホスト側のディレクトリ

string

ファイルを削除するホスト上のディレクトリの

名前です。

任意のパラメーターです。

ログインの資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての、

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。 資格情報を参照してください。

FTP サーバーが視覚情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップします。

受動モードを使用する

boolean

接続エラーが発生すると、パッシブモードを

使用します(例えば、 ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

設定されている場合 )。

SSL/TLS 暗号化の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -
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名前 型 説明

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ターゲットディレクトリ

string

削除するディレクトリ名です。

必須のパラメーターです。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

アカウント

string

リモートサーバー上でアクセスすることのでき

る、ユーザーが許可されている FTP アカウ

ント名です。

任意のパラメーターです。
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12 .4 .9 store

フルパス：/system/ftp/store

FTP 削除ーバーにファイルをアップロードします。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

URL または IP アドレスとしてのリモート

FTP サーバーのアドレス

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号です。デフォルト の値は 21 で

す。

ホスト側のディレクトリ

string

ファイルを保管するホスト上のディレクトリの

名前です。

任意のパラメーターです。

ログインの資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての、

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。 資格情報を参照してください。

FTP サーバーが視覚情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップします。

受動モードを使用する

boolean

接続エラーが発生すると、パッシブモードを

使用します(例えば、 ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

設定されている場合 )。

SSL/TLS 暗号化の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的
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名前 型 説明

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。
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名前 型 説明

ソースファイル

string

FTP サーバーにアップロードされるファイル

名です。

必須のパラメーターです。

ターゲットファイル

string

FTP サーバーへのアップロード後のファイル

名です。これは ソースファイルとは異なる場

合があります。

必須のパラメーターです。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

作業ディレクトリ

string

ジョブの作業ディレクトリ を指定します(例え

ば、 c:\somedirectory )。相対的な

パスが使用されると、作業ディレクトリに対し

て解決されます。

アカウント

string

リモートサーバー上でアクセスすることのでき

る、ユーザーが許可されている FTP アカウ

ント名です。

任意のパラメーターです。

サンプル

このサンプルはジョブ構成時にファイル名と拡張子を知ることなく、リモート FTP サーバーにファイルをアップロードする方法を説明しています。こ

れは下記の通りファイルシステムトリガーとしてジョブを実行するように構成することにより可能になります:  

上記のトリガーはディレクトリ C:\FlowForce\Upload の変更をモニターします。ファイルをこのディレクトリにコピーすると、ジョブが実行さ

れ、ジョブをトリガーしたファイルの絶対パスが triggerfile 入力パラメーター内で使用できるようになります。これにより下記のとおりジョブ内で

このファイルを名前および拡張子を知ることなく使用できるようになります。
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上記のジョブ構成では store 関数は以下のパラメータと共に呼び出されます:  

· FTP サーバー - FTP サーバ―のアドレス (このサンプルの場合 I.P. アドレス)

· ポート - デフォルトのポートは 21 です。

· ホスト上のディレクトリ - このサンプルでは、アップロードされたすべてのファイルを FTP ルートディレクトリに相対するサーバー上の

「アップロード」サブディレクトリに置きます。

· ログインの資格情報 - FTP ユーザー名とパスワードが FTP サーバーに接続するには必要です。再利用の目的のために 資格

情報 として以前に定義されており、ここでは public コンテナーから参照されています。

· ソースファイル - アップロードされるローカルファイルのパスです。作業パス が設定されているため、このサンプルではこれは相対的な

パスである必要があります。

· ターゲットファイル - アップロード後の FTP サーバー上のファイルのパスです。このサンプルではホスト上のディレクトリ が設定され

ているため、これは相対的なパスである必要があります。

· 作業ディレクトリ - ローカルコンピューター上のディレクトリです。ローカルの相対パスはこのディレクトリに対して相対的であると仮定

されます。トリガー内で定義されているポーリングディレクトリと同じであることに注意してください。

作業ディレクトリ が設定されていると、 ソースファイル は絶対的ではなく相対的である必要があります。同様に ホスト上のディレクト

リ が設定されていると、ターゲットファイル は相対的なパスである必要があります。

このサンプルは 作業ディレクトリ と ホスト上のディレクトリ を使用するため triggerfile の絶対的パスを相対的パスに変更する必要があ

ります。
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これを達成するために ソースファイル は FlowForce 式を使用します。この式は triggerfile を引数(これは絶対パスであることに注意し

てください)として取り ファイル名と拡張子のみを返します。例えば、 triggerfile が C:\data.txt の場合、式は data.txt のみを返

します。ターゲットファイル内の式を使用しても同様に作動します。FlowForce 内の式の詳細に関しては、The FlowForce 式言語を

参照してください。

上記の構成では、 (拡張子に関わらず) ファイルを作業ディレクトリにコピーすると以下が発生します:  

· data.txt と呼ばれるファイルがコピーされたと仮定すると、ジョブが実行され C:\FlowForce\Upload\data.txt を

triggerfile として取得します。

· 式を使用することでソースファイル は data.txt になり、 ターゲット も同様にまります。

· アップロードするファイルの実際のパスは 作業ディレクトリ を ソースファイルと結合することにより取得されます。

· サーバー上のファイルの目的パスは ホスト上のディレクトリ を ターゲットファイルと結合することにより取得されます。

· FlowForce は提供済みの FTP 資格情報に接続しようと試みます。成功するとファイル data.txt を FTP サーバー上の アッ

プロード ディレクトリにアップロードします。

12 .4 .10 store-wildcard

フルパス:  /system/ftp/store-wildcard

ワイルドカードに一致する場合、 FTP サーバーファイルをローカルディレクトリからアップロードします。例、*.xml。成功すると、関数はアップ

ロードされたファイル(絶対ローカルパス) のリストを返すまたは、一致が見つからない場合は空のリストを返します。実行に失敗すると、結果は

以下で説明されている エラー時に中断 パラメーターにより異なります。

FTP 関数内で triggerfile パラメーターを使用する場合、そのパスは 絶対的であることを忘れないでください。サンプルに関しては FTP

store 関数を参照してください。

パラメーター

名前 型 説明

FTP サーバー

string

リモート FTP サーバーのアドレス。 URL ま

たは IP アドレスのいずれかです。

必須のパラメーターです。

ポート

number

FTP サーバーに接続するために使用される

ポート番号デフォルト の値は 21 です。

ホスト上のディレクトリ

string

ファイルを削除するホスト上のディレクトリの

名前

任意のパラメーターです。

ログイン資格情報

credential

FlowForce 資格情報レコードとしての

FTP アカウントのユーザー名とパスワードで

す。資格情報を参照してください。

FTP サーバーが資格情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップしてくださ

い。
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名前 型 説明

受動モードの使用

boolean

接続問題が発生すると受動モードを使用し

てください (例えば、ルーターまたはファイア

ウォールがアクティブな接続を回避するように

セットアップされている場合)。

SSL/TLS の使用

string

(任意のパラメーターです。デフォルトの値は

いいえです。) 情報を転送するには FTP

はコマンドチャンネルとデータチャンネルを使

用します。FTP データを暗号化無しに転

送する場合、この値を いいえ に設定しま

す。それ以外の場合、この値を以下に設定

します:

· 暗号化されたコマンドチャンネ

ルと共に明示的

· 暗号化されたコマンドとデータ

チャンネルと共に明示的

上の2つのオプションのいずれかを設定すると

証明書は下で説明されている サーバー証

明書の検証 パラメーターに従い検証されま

す。

メモ: 明示的な暗号化は奨励され

ず、 FlowForce 内でサポート

されていません。

サーバー証明書の検証

string

任意のパラメーターです。FlowForce がど

のように FTP サーバーの証明書を検証す

るか指定します。有効な値:

· 検証無し - 全ての証明書を受

け入れます。

· 証明書ストアに対して検証し

ます (デフォルトの値) -

W indows ではジョブを実行中

のユーザーアカウントの証明書ス

トアとシステムストアを証明書署

名を検証するために使用してくだ

さい。Linux では、システム証明

書ストアを使用します。これらは

通常 /usr/lib/ssl/cert.pem

と /usr/lib/ssl/certs または

SSL_CERT_FILE と

SSL_CERT_DIR 環境関数が

ポイントするパスにあります。

· サーバー証明書に対して検証

- FlowForce は サーバー証

明書 パラメーター内で指定され

ている FTP サーバーの証明書と

比較します。
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名前 型 説明

このパラメーターの使用はサーバー証明書と

安全な接続が必要です。安全な接続を構

築できない場合、 FTP 関数は失敗しま

す。

サーバーの証明書

certificate

任意のパラメーターです。FlowForce 内の

証明書オブジェクトへのパスを指定します。

前のパラメーターを 選択されたサーバー証

明書に対して検証に設定している場合、

指定されている FlowForce 証明書は

FTP サーバー証明書に対して検証されま

す。 それ以外の場合、このパラメーター値は

無視されます。

ワイルドカード

string

必須のパラメーターです。ワイルドカードを指

定します。例、*.xml。このワイルとカードに

一致すると 作業ディレクトリ パラメーターに

より指定されるディレクトリからのファイルが

アップロードされます。

FTP 関数内のワイルドカードを参照してく

ださい。

エラー時には中断する

boolean

実行に失敗するとこのパラメーターは関数の

振る舞いを指定します。具体的には、実行

が失敗した場合、関数は以下の1つを返し

ます:

· エラー時に中断 パラメーターが

false の場合、アップロードされ

たファイルのリストは返されませ

ん。

· エラー時に中断 パラメーターが

true の場合、失敗が発生する

まで関数はファイルをアップロード

し、実行を中断します。

このために、ファイルの一部は実行が失敗し

てもアップロードされる場合があります。

作業ディレクトリ

string

ワイルドカードが一致する場合、 FTP サー

バーにアップロードされるファイルが存在する

ディレクトリ。

アカウント

string

リモートサーバー上のファイルにアクセスを許

可されているユーザーの FTP アカウント名

任意のパラメーターです。
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12.5 /system/sftp

/system/sftp コンテナーは セキュア FTP(SFTP) を使用した FTP サーバーへの接続に使用された関数を含んでおり、ファイルのアップ

ロードと取得、ディレクトリの作成と削除、ファイルの削除などの操作を行います。

パスの規則に関しては /system/sftp 関数は /system/ftp コンテナーからの関数と同様の性質を有しています。それ以外の場合、完全

に異なるプロトコルが使用され、サーバーへのその接続は専用の FlowForce ステップ内で確立されることが必要となります。SFTP 接続が

確立されると、 FTP サーバー上で必要とされる操作を実行するための次のステップ内で使用できます。例:

上で説明されているサンプルジョブ内では、2つのステップが定義されています:

· 最初のステップは SFTP 接続を構築し my_sftp_connection としてオブジェクトを宣言します。

· 2番目のステップは FTP サーバー上の現在のディレクトリからすべてのファイルをローカルの作業ディレクトリ C:\Local に取得しま

す。最初のパラメーターは最初の実行ステップ内で宣言されている my_sftp_connection オブジェクトをポイントしています。

SFTP 関数内のワイルドカード

以下の関数はワイルドカードをパラメーターとして受け入れます:

· /system/sftp/delete-wildcard

· /system/sftp/retrieve-wildcard

· /system/sftp/store-wildcard

このような関数を使用する場合、専用の ワイルドカード パラメーター内にワイルドカードを入力します。使用可能なワイルドカードは以下の
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通りです:

ワイルドカード 使用法 サンプル

* ゼロまたはより多くの文字を一致します。 *.htm は home.htm と index.htm

を一致します。

? 単一の文字を一致する。 *.xm? は index.xml と project.xmi

に一致します。

ワイルドカード + (1つまたは複数) はサポートされています。代わりに ?* を使用して同じ効果を得ることができます。例えば、 *.c?* は

.cs 、 .cp と .csproj ファイルに一致しますが、.c ファイルには一致しません。

12 .5 .1 connect

フルパス:  /system/sftp/connect

SFTP サポートを使用した SSH サーバーへ接続し、 次のステップ内の他の SFTP 関数のために使用可能な SFTP 接続オブジェクトを

返します。 

メモ: エラー時に中断 パラメーターが false の場合、この接続は未接続の SFTP 接続を返すかもしれません。 SFTP 接続はジョブ

の実行中に接続を切断し接続されていない状態になる場合があります。両方の場合、 SFTP 接続などを使用する全ての後の

ステップは成功しません。

パラメーター

名前 型 説明

ホスト

string

URL または IP アドレスのいずれかとしての

リモート SFTP サーバーのアドレス。 

必須のパラメーターです。

ポート

number

SFTP サーバーに接続するために使用され

るポート番号デフォルト の値は 22 です。

ログイン資格情報

credential

SFTP アカウントのユーザー名とパスワード

を使用  またはユーザー名とパスワードまた

はユーザー名と SSH キーを選択します。

FlowForce 資格情報レコードを選択 し

ます。詳細に関しては 資格情報　を参照

してください。

FTP サーバーが資格情報を必要としない

場合、このパラメーターをスキップしてくださ

い。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ
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名前 型 説明

ルトの値は、 true です。

12 .5 .2 delete

フルパス:  /system/sftp/delete

SFTP サーバーからのファイルを削除します。 

実行に成功するとこの関数は ブール値 true を返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に中断 パラメーターに

より異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ターゲットファイル

string

削除するファイル

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

12 .5 .3 delete-wildcard

フルパス:  /system/sftp/delete-wildcard

SFTP サーバーからワイルドカードに一致するファイルを削除します。例、 *.xml。 

実行に成功するとこの関数は削除されたファイル名を持つ文字列のリストを返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラ

ー時に中断 パラメーターにより異なります。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

/system/sftp 401ビルトイン関数

Altova FlowForce Server 2021

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブジェクトSFTP

接続オブジェクトを取得するために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初に呼び出しま

す。

必須のパラメーターです。

ワイルドカード

string

必須のパラメーターです。ワイルドカードを指定します。例、

*.xml。ワイルドカードに一致するファイルが削除されま

す。SFTP 関数内のワイルドカードを参照してください。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場合、関数の戻り

値を決定します。このパラメーターが false の場合、関数

は削除に成功したディレクトリ名のリストを返し、何らかの理

由で削除できなかったファイル名を省略します。このパラメー

ターが true の場合、削除できなかった最初のファイル内の

ジョブの実行が中断されます。デフォルトの値は、 true で

す。

12 .5 .4 list-directories

フルパス:  /system/sftp/list-directories

SFTP サーバーからディレクトリのリストを文字列のシーケンスとして返します。

実行に成功するとこの関数はディレクトリ名を持つ文字列のリストを返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に

中断 パラメーターにより異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ワイルドカード

string

一致するディレクトリワイルドカードを指定し

ます。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値
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名前 型 説明

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

12 .5 .5 list-files

フルパス:  /system/sftp/list-files

SFTP サーバーからファイルのリストを文字列のシーケンスとして返します。

実行に成功するとこの関数はファイル名を持つ文字列のリストを返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に中

断 パラメーターにより異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ワイルドカード

string

一致するディレクトリワイルドカードを指定し

ます。

エラー時には中断する 

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

12 .5 .6 mkdir

フルパス:  /system/sftp/mkdir

SFTP サーバー上でディレクトリを作成します。

実行に成功するとこの関数は ブール値 true を返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に中断 パラメーターに

より異なります。



(C) 2015-2021 Altova GmbH

/system/sftp 403ビルトイン関数

Altova FlowForce Server 2021

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ターゲットディレクトリ 

string

作成されるディレクトリの名前を指定しま

す。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

12 .5 .7 move

フルパス:  /system/sftp/move

SFTP サーバー上のファイルを移動します。

実行に成功するとこの関数は ブール値 true を返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に中断 パラメーターに

より異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ソースファイル

string

移動されるファイルのソースパスを指定しま

す。

ターゲットファイル

string

移動先にパス。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値
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名前 型 説明

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

12 .5 .8 retrieve

フルパス:  /system/sftp/retrieve

SFTP サーバーからのファイルを抽出します。

実行に成功するとこの関数は ブール値 true を返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に中断 パラメーターに

より異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ソースファイル

string

必須のパラメーターです。抽出されるファイル

のソースパスを指定します。

ターゲットファイル

string

必須のパラメーターです。ローカル (目的)

ファイルパスを指定します。

ターゲットの上書き

boolean

任意のパラメーターです。同じ名前のファイ

ルが上書きされる場合これを true に設定

します。デフォルトの値は false です。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

作業ディレクトリ

string

全てのローカル相対パスが解決される作業

ディレクトリを指定します。

12 .5 .9 retrieve-wildcard

フルパス:  /system/sftp/retrieve-wildcard
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SFTP サーバーからワイルドカードに一致するファイルを抽出します。例、 *.xml。

実行に成功するとこの関数はローカルファイル名を持つ文字列のリストを返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー

時に中断 パラメーターにより異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ワイルドカード

string

必須のパラメーターです。ワイルドカードを指

定します。例、*.xml。ワイルドカードに一

致するファイルが削除されます。SFTP 関

数内のワイルドカードを参照してください。

ターゲットの上書き 

boolean

任意のパラメーターです。同じ名前が目的

の箇所で上書きされる場合これを true に

設定します。デフォルトの値は false です。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

作業ディレクトリ

string

ファイルが抽出される元のローカルディレクト

リを指定します。

12 .5 .10 rmdir

フルパス:  /system/sftp/rmdir

SFTP サーバー上のディレクトリを削除します。

実行に成功するとこの関数は ブール値 true を返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に中断 パラメーターに

より異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内
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名前 型 説明

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ターゲットディレクトリ 

string

必須のパラメーターです。削除されるディレク

トリの名前を指定します。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

12 .5 .11 rmdir-wildcard

フルパス:  /system/sftp/rmdir-wildcard

SFTP サーバーからワイルドカードに一致するディレクトリを削除します。例、 *.xml。 

実行に成功するとこの関数は削除されたディレクトリ名を持つ文字列のリストを返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り

エラー時に中断 パラメーターにより異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブジェクトSFTP

接続オブジェクトを取得するために 個別の実行ステップ内

 /system/sftp/connect 関数を最初に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ワイルドカード

string

必須のパラメーターです。ワイルドカードを指定します。例、

TEST*。ワイルドカードに一致するディレクトリが削除されま

す。ディレクトリはオペレーションを成功するために空である必

要があります。SFTP 関数内のワイルドカードを参照してく

ださい。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場合、関数の戻り

値を決定します。このパラメーターが false の場合、関数

は削除に成功したディレクトリ名のリストを返し、何らかの理

由で削除できなかったディレクトリ名を省略します。このパラ

メーターが true の場合、削除できなかった最初のディレク

トリ内のジョブの実行が中断されます。デフォルトの値は、

true です。
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12 .5 .12 store

フルパス:  /system/sftp/store

SFTP サーバーにファイルをアップロードします。

実行に成功するとこの関数は ブール値 true を返します。それ以外の場合、結果は以下に説明される通り エラー時に中断 パラメーターに

より異なります。

パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ソースファイル

string as file

必須のパラメーターです。アップロードされる

ローカルファイルへのパスを指定します。

ターゲットファイル

string

必須のパラメーターです。リモートサーバー上

にアップロードされるファイルへのパスを指定

します。

ターゲットの上書き

boolean

任意のパラメーターです。同じ名前が目的

の箇所で上書きされる場合このチェックボッ

クスを選択します。デフォルトの値は false

です。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

作業ディレクトリ

string

全てのローカル相対パスが解決される作業

ディレクトリを指定します。

12 .5 .13 store-wildcard

フルパス:  /system/sftp/store-wildcard

ワイルドカードに一致する場合、 SFTP サーバーファイルをローカルディレクトリからアップロードします。例、*.xml。

実行に成功するとこの関数はアップロードされたローカルファイル名を持つ文字列のリストを返します。それ以外の場合、結果は以下に説明さ

れる通り エラー時に中断 パラメーターにより異なります。
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パラメーター

名前 型 説明

SFTP 接続

SFTP Connection

SFTP 接続を提供する FlowForce オブ

ジェクトSFTP 接続オブジェクトを取得する

ために 個別の実行ステップ内

で /system/sftp/connect 関数を最初

に呼び出します。

必須のパラメーターです。

ワイルドカード

string

必須のパラメーターです。ワイルドカードを指

定します。例、*.xml。ワイルドカードに一

致するファイルが削除されます。

ターゲットディレクトリ

string

必須のパラメーターです。ファイルがアップロー

ドされるリモートシステム上のディレクトリ名を

指定します。SFTP 関数内のワイルドカー

ドを参照してください。

ターゲットの上書き

boolean

任意のパラメーターです。同じ名前が目的

の箇所で上書きされる場合このチェックボッ

クスを選択します。デフォルトの値は false

です。

エラー時には中断する

boolean

ブール値パラメーターは実行に失敗した場

合、関数の戻り値を決定します。このパラメ

ーターが false の場合、関数はブール値

false も返します。パラメーターが true の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォ

ルトの値は、 true です。

作業ディレクトリ

string

ファイルがアップロードされる元のローカルディ

レクトリを指定します。
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12.6 /system/mail

/system/mail コンテナー は、電子メールを送信するために使用される 関数 send と send-mime を含んでいます。

12 .6 .1 send

フルパス：/system/mail/send

指定された宛先、通常は管理者、に電子メールを送信します 

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

この関数を使用する前に、メールサーバー設定が構成されていることを確認してください (メールパラメーターの設定を参照してください)。

パラメーター

名前 型 説明

差出人

string

電子メールが送信されるアドレス。例:

flowforce@<hostname>。

宛先

string

電子メールアドレスの宛先必須のパラメータ

ーです。このフィールドは複数の宛先電子メ

ールアドレスの コンマで区切られた リストを

含んでいる場合があります。

件名

string

メッセージの件名必須のパラメーターです。

本文

string

文字列としてメッセージの本文を提供する

任意のパラメーター。 メッセージの本文は、

ASCII と Unicode 文字をサポートしま

す。

テキストが1行以上ある場合(すなわち、改

行を入力後) メッセージ本文のためのテキス

トボックスには付番機能があります。更に、

波 {  }  かっこに囲まれた式を入力すると、

FlowForce 式の基本の構文のハイライト

機能を使用することができます。 

このテキストボックス内に入力する場合以下

の制限があることに注意してください:
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名前 型 説明

· FlowForce 式は同じラインで

開始し終了する必要がありま

す。

· 元に戻す/やり直しサポートを使

用することはできません。 

· 数千のラインを含む長い本文は

エディターのパフォーマンスに影響

を与えます。

任意のパラメーターです。

添付

string as file

電子メールと共に送信される添付ファイルの

名前。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

サンプル

エラー処理をジョブに追加するを参照

12 .6 .2 send-mime

フルパス：/system/mail/send-mime

指定済みの宛先に電子メールを送信します。通常宛先は管理者です。

この関数を使用する前に、メールサーバー設定が構成されていることを確認してください (メールパラメーターの設定を参照してください)。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗すると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値

により以下のように異なります:

· 「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護

されたブロックを使用して処理することができます (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

· 「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を返します。

send 関数とは異なり、この関数の メッセージ本文パラメーターは、文字列ではなくストリームを生成する式を期待します。これにより、ストリ

ームから (例えば、 HTML として) メッセージを取得することができます。 

HTML コンテンツをメッセージ本文のために取得するには、 HTML 出力を MIME として生成する、StyleVision Server 変換を呼

び出すことが強く奨励されます。FlowForce Server 自身は、イメージ、スタイルシート、または、 HTML ファイルにより参照されている

類似したリソースを内蔵 MIME ストリームに集めません。
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内蔵 HTML メッセージ本文を StyleVision Server を使用して生成するには、以下を行います:  

1.Altova StyleVision 内で電子メールの HTML 本文をデザインします。デザインにはローカルイメージとスタイルシートが含まれる場合があ

ります。

2.StyleVision 変換を FlowForce Server にデプロイします。FlowForce 内では、変換は StyleVision Server により実行が可

能な内蔵 FlowForce 関数になります。 

3.上記の StyleVision Server 変換を呼び出すジョブを作成します。GenerateHtmlOutputAsMime オプションがジョブ構成ページ

で選択されていることを確認してください。

4.ジョブ構成ページ内で FlowForce Server 式関数を呼出、生成された MIME ストリームをピックアップし、send-mime 関数の 「メッ

セージ本文」パラメーターにパスします (下の 「例 1」 を参照してください)。

HTML ファイルにより参照されている外部リソースは MIME ストリームに埋め込むことはできず、電子メールの添付として追加されます。

HTML 出力を MIME ストリームとして生成するジョブのサンプルは、以下で説明されています。StyleVision 変換を FlowForce

Server にデプロイする方法をステップバイステップで説明しているサンプルに関しては、StyleVision 変換からのジョブの作成 を参照してくだ

さい。StyleVision Server 統合の詳細に関しては、 他の Altova サーバーとの統合.  統合を参照してください。

メッセージ本文のためにストリームを直接 FlowForce 内で作成するには、stream-open または stream-from-string などの式

関数を呼び出すこともできます。同様に、MIME 式関数を使用して電子メール、または、添付メッセージヘッダーをカスタマイズすることができ

ます。

宛先側の迷惑メールフォルダーに電子メールが振り分けられないように、MIME ヘッダーを受信先のサーバー、または、プログラムで許可

されている方法で構成してください。

パラメーター

名前 型 説明

差出人

string

電子メールが送信されるアドレス。例:

flowforce@<hostname>.

宛先

string

電子メールアドレスの宛先必須のパラメータ

ーです。このフィールドは複数の宛先電子メ

ールアドレスの コンマで区切られた リストを

含んでいる場合があります。

件名

string

メッセージの件名必須のパラメーターです。

本文

stream

ストリーム型を返す FlowForce 式として

のメッセージの本文テキスト。

添付

sequence of stream

電子メールと共に送信される添付ファイルで

す。各添付は、ストリームを生成する

FlowForce 式である必要があります。文

字列またはファイルからストリームを作成する

ために、 ストリーム式関数 を呼び出しま

す。MIME 式関数 を呼び出して、MIME

ヘッダーを追加、変更、または、削除するこ

とができます。
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名前 型 説明

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、

TRUE です。

サンプル

サンプル 1:   HTML 書式で電子メールを送信するには、下で説明されるジョブは send-mime 関数を呼び出します。

最初の実行ステップは HTML 出力を StyleVision Server 変換を呼び出して生成します。この変換は StyleVision を使用してデザイ

ンされ、StyleVision 変換からのジョブの作成で説明されている通り、 FlowForce Server にデプロイされます。

GenerateHtmlOutputAsMime チェックボックスが選択されています。最初の実行ステップの結果は、「出力」と呼ばれています (この

文字列は以降のステップで必要とされ、式内に「output」を入力することのより参照することができます)。

2番目の実行ステップは FlowForce 式を計算するために compute 関数を呼び出します。具体的には、式

nth(results(output), 0) はインデックス 0 を持つ(この場合、OutHtml) MIME ストリームを前のステップにより生成された結果

からピックアップします。

最後に、3番目の実行ステップは電子メールメッセージを送信します。「メッセージ本文」 フィールドは、ステップ2で前に計算された結果である

FlowForce 式を含んでいます。
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サンプル 2:   下で表示されているジョブは HTML 書式のイメージ添付を含む .png 書式で電子メールを送信する send-mime 関数を

呼び出します。
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最初の実行ステップはメッセージの内容のための HTML コードを準備します。簡素化のために、このサンプル内の HTML コードは直接テキス

トボックスに入力されます。HTML 出力を取得するには、奨励される方法は、前のサンプルで説明されている通り StyleVision Server 変

換を呼び出すことです。この実行ステップは次のステップで使用される文字列出力を生成します。

2番目の実行ステップは電子メールのボディをストリームとして生成します。具体的には最初の実行ステップ (body_html,  型 string) の

結果を stream に変換します。Stream-from-string 関数はこの目的のために呼び出されます。希望されるエンコードと MIME 型はこ

の関数の引数としてパスされています。

3番目の実行ステップは電子メールの添付をストリームとして生成します。イメージ添付はローカルパスからです： C:\sample.png。具体的

には、このステップは以下の式を計算します:

add-mime-header(stream-open('C:\sample.png', 'image/png'), 'Content-

Disposition', 'attachment; filename=sample.png')

上の式は以下を行います:  

· stream-open 関数はイメージをストリームとして開きます。

· add-mime-header 関数は、 「コンテンツ - ディスポジション」 ヘッダーをストリームに追加します。このようにして、イメージ添付は

想定された名前 (「sample.png」) が与えられます。

最後にこれはバイナリファイルのため「添付」フィールドからの式が必要とされます。mime-content-encode 式関数を使用して転送中に保

管されるためにこのようなファイルは base-64 としてエンコードされる必要があります。
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12.7 /system/maintenance

/system/maintenance コンテナー は、サーバー上でのオペレーションを管理するために使用される関数を含んでいます。

12 .7 .1 arch ive- log

フルパス：/system/maintenance/archive-log

古いログ記録をサーバー上のアーカイブファイルに移動します。作成されるアーカイブファイルの名前を文字列の値として返します。

パラメーター

名前 型 説明

日、よりも古い

number

ここに入力された日数よりも古いアーカイブ

ファイル。デフォルト の値は 30 です。

アーカイヴディレクトリ

string

アーカイブディレクトリ名 (例えば、 c:

\temp)。必須。

アーカイブファイルプレフィックス

string

アーカイブファイルのプレフィックス。デフォルト

は flowforcelog です。

アーカイブされた記録の削除

boolean

FlowForce データベースからアーカイブされ

た記録を削除します。

作業ディレクトリ

string

ジョブの作業ディレクトリ を指定します(例え

ば、 c:\somedirectory )。相対的な

パスが使用されると、作業ディレクトリに対し

て解決されます。

12 .7 .2 cleanup-files

フルパス：/system/maintenance/cleanup-files

使用されていないファイル、または、デプロイされたオブジェクト(MapForce マッピングと StyleVision 変換など )により参照されるファイルを

削除します 。数値として削除されたファイルの数量を返します。

デプロイされたオブジェクトを削除、 または、変更されたファイルを持つ既存のオブジェクトを再デプロイすると、以前デプロイされたオブジェクトに

関連するファイルは未使用になります。デフォルトでは、 FlowForce Server は未使用のファイルを削除しません。ですから、 デ特に複数

のユーザーがオブジェクトを FlowForce Server にデプロイする企業の環境では、ディスク容量をクリーンアップするためには、この関数を定

期的に呼び出すジョブを作成することが奨励されます。

デプロイされたオブジェクトにより使用されている現在のディスク容量を確認するには、 FlowForce Server アプリケーションデータフォルダー

内にあるファイルフォルダーのサイズを確認してください (以下を参照:  FlowForce Server アプリケーションデータ )。

この関数にはパラメーターが存在しません。
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12 .7 .3 truncate- log

フルパス：/system/maintenance/truncate-log

与えられた日付よりも古いログ記録を削除します。削除された記録の数を数量の値で返します。

パラメーター

名前 型 説明

日、よりも古い

number

ここに入力された日数よりも古いアーカイブ

ファイルを削除します。デフォルトの値は 30

です。
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12.8 /system/shell

/system/shell コンテナー には、シェルコマンド、または、スクリプトを実行する関数 commandline が含まれています。

12 .8 .1 commandline

フルパス：/system/shell/commandline

シェルコマンドまたはバッチファイルを実行します。

FlowForce Server ジョブに環境関数を読み込ませるには、スクリプト内で定義されている必要があります。またはスクリプト

は /system/shell/commandline 関数により実行されなければなりません。FlowForce Server は、インタラクティブでは内

シェルにより作動されています。これは、( Linux 上の executing .profile または .bashrc などの)インタラクティブなシェル特有の振

る舞いには適用することができない点に注意してください。

シェルコマンドからの終了コードが 「0」 よりも大きい場合、出力 は、以下の通りです:  

パラメーターエラー時には中断が true (デフォルト)の場合、 この関数は、実行を中断します。この場合、 エラーを保護されたブロックとして

処理することができます。 (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

パラメーターエラー時には中断が false の場合、関数は、標準の出力、標準のエラーおよび終了コードを含むシェルコマンドの結果を返しま

す。

最後のコマンドから終了コードが 「0」 (成功) の場合、関数は最後のシェルコマンドの結果を、ジェネリックな型として返します。この関数によ

り返された値を、他のステップまたはジョブで処理するには、以下を行ってください:  

1.「このステップの結果を以下に割り当てる」 テキストボックス内に値を入力して返された結果に名前をつけます。 (例えば、

myresult )。

2.必要とする戻り値の型により、 関数 compute または compute-string を実行する新規ステップを作成します。

3.FlowForce ステップ結果関数を使用して。上記の関数の引数として、ジェネリックな結果から希望する部分を取得する式を入力します。

例えば、式 stdout(myresult) を入力して、ストリームとしての結果の標準出力を取得する、または、標準エラー出力ストリームを取

得するために stderr(myresult) を入力します。文字列と同じ値を取得するには、 content(stdout(myresult)) と

content(stderr(myresult)) をそれぞれ使用します。

stdout 関数 (とジョブ) は、シェルコマンドが標準の出力を返さない場合、失敗することに注意してください。同様に、stderr 関数は、

標準のエラーがない場合でも失敗します。

詳細に関しては、 以下を参照してください:  データ型をステップで処理する と ステップ結果関数

パラメーター

名前 型 説明

コマンド

string

実行するシェルコマンドを入力します。

エラー時には中断する

boolean

このブールパラメーターはジョブが失敗した場

合の戻り値を決定します。  「エラー時には

中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー

ル値の FALSE を返します。 「エラー時に

は中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行

は中断されます。デフォルトの値は、
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名前 型 説明

TRUE です。

作業ディレクトリ

string as directory

ジョブの作業ディレクトリ を指定します(例え

ば、 c:\somedirectory )。相対的な

パスが使用されると、作業ディレクトリに対し

て解決されます。

サンプル

次のジョブは DoTransform.bat と呼ばれる W indows バッチファイルを実行します。DoTransform.bat が XML ファイルを入力と

して必要とすると仮定し、 入力 XML ファイルは作業ディレクトリにコピーされる必要があります。このサンプル内では、作業ディレクトリは以下

のとおりです:  C:\codegen\xslt2。

次のジョブは XSLT 変換をパラメーターを使用して実行するために RaptorXML Server を呼び出します。PATH 環境変数は

RaptorXML Server 実行可能ファイルへのパスを含んでいます。 例えば、 C:\Program Files (x86)

\Altova\RaptorXMLServer2021\bin。RaptorXML Server, に関する詳細は https://www.altova.com/raptorxml を参照

してください。

コマンドラインにより返された出力を処理するステップバイステップのサンプルに関しては、 パスが存在するか確認を参照してください。

https://www.altova.com/raptorxml
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13 式関数

このセクションでは、 FlowForce 式関数に関するレファレンスについて説明されています。式の使用方法を理解する概念に関する情報に

関しては、 FlowForce 式を参照してください。

式関数は以下に示されるようにグループ化されています:

· ステップ結果関数

· ストリーム関数

· ファイルシステム関数

· ファイルパス関数

· リスト関数

· 文字列関数

· ブール値関数

· ランタイム情報関数

· AS2 関数

· MIME 式関数
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13.1 ステップ結果関数

ステップ結果関数は、ジョブにより返された結果(または、ジョブ内での実行ステップにより返された結果 )を処理します。

13 .1 .1 error-message

この関数はステップが遭遇するエラーメッセージのテキストを返します。この関数は典型的に保護されたブロックの内部、具体的には「エラー時」

のハンドラーで使用されます。エラーに遭遇しない場合、またはジョブの性質からエラーのテキストを技術的に抽出できない場合、関数は空の

文字列を返します。

署名

error-message(result:result) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

result

エラーテキストが抽出されるエラーのあるス

テップを提供します。エラーのあるステップに

移動するには failed-step() 関数を

呼び出します。

サンプル

エラー処理をジョブに追加するを参照してください。

13 .1 .2 exitcode

結果の数値終了コードを返します。

署名

exitcode(result:result) -> number

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

result

取得する終了コードを持つステップの結果
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サンプル

次のジョブは2つのステップから構成されています。最初のステップは現在の作業ディレクトリ内 (C:\FlowForce) に data と呼ばれるディレ

クトリを作成しようと試みる W indows コマンドラインコマンドを呼び出します。このステップの結果は outcome として宣言されます。2番目

のステップは outcome を取得し、 exitcode 関数の手助けを受け、数値の終了コードを返します。string 関数の助けを受け、数値

の終了コードは文字列に変換されます。式のデータ型が文字列のためこの変換が必要になります。

更に重要なことは、 エラー時に中断 オプションが選択されていないことです。 それ以外の場合、実行はエラー発生時に中断され、処理のた

めの2番目のステップのための終了コードは存在しません。

ジョブが最初に実行される場合 data ディレクトリの作成が成功すると、終了コードは 0 になります。次の実行では、ディレクトリは既存のた

め、終了コードは 1 になります。

エラー処理をジョブに追加するを参照してください。

13 .1 .3 failed-step

ステップ結果を返します。保護されたブロックを有するエラーを処理する際にこの関数は役に立ちます。failed-step 関数は、 「エラー時」 ハ

ンドラーの一部である必要があります。それ以外の場合、ステップを使用している箇所で、エラーのステップが存在しないため、失敗します。 

このように、この関数は、エラーが発生したステップを指しません。属性の結果を確認するには、この関数を stdout または stderr などの関

数に引数としてパスします。例:

stderr(failed-step())

stdout(failed-step())

署名

failed-step() -> result

ジェネリックな署名
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サンプル

以下の例を参照してください:  

· ジョブにエラー処理を追加する

· エラー処理を使用して XML ドキュメントを検証する

13 .1 .4 resu lts

オプションで名前でフィルターされた指定された結果のストリームの配列を返します。関数 nth を使用して配列内の特定の値にアクセスしま

す。

署名

results(result:result, name:string) -> array of stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

result

必須のパラメーターです。ストリームの配列を

返すステップの結果です。

name

string

任意のパラメーターです。与えられると、結

果内で特定な値を名前に従いフィルターし

ます。

サンプル

サンプル A。 FlowForce Server に出力として単一の XML ファイルを生成するマッピングをデプロイしたと仮定します。このようなマッピン

グのサンプルは CompletePO.mfd で MapForce サンプルに含まれています。MapForce 内のターゲット XML コンポーネント名は

CompletePO です。このマッピングの結果を処理し、 FlowForce からのファイルに保存するには、ジョブを次のように構成します:  
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上記のジョブ構成では、最初のステップはマッピングを実行し、結果を mapping_result として返します。2番目のステップでは、式は、

{as-file(nth(results(mapping_result), 0))}

mapping_result を処理し、ファイルに変換します。具体的に results 関数は、 MapForce コンポーネントからストリームの配列を

選びます。nth 関数は、この配列から最初のアイテムを選びます。as-file 関数はストリームからファイルを生成します。

copy 関数は生成されたファイルを作業ディレクトリにコピーします。Target テキストボックスは生成されたファイルの名前を定義します。同じ

名前の既存のファイルは上書きされます。

サンプル B。 FlowForce Server に2つのターゲット XML コンポーネント 「MarketingExpenses」 と 「DailyExpenses」 が存在す

るマッピングをデプロイしたと仮定します。このようなマッピングのサンプルは MarketingAndDailyExpenses.mfd で MapForce サン

プルに含まれています。「DailyExpenses」コンポーネントからファイルを 生成するには、上記に類似したジョブを作成し、式を以下に変更し

ます:

{as-file(nth(results(mapping_result,'DailyExpenses'), 0))}

ここでの唯一の違いはマッピングにより生成されたストリームの配列が希望するコンポーネントの名前によりフィルターされていることです (この場

合 「DailyExpenses」)。

サンプル C。 FlowForce Server に複数の XML ファイルを動的に生成するマッピングをデプロイしたと仮定します。出力ファイル名はマッ

ピング自身により生成され、ランタイムの前は不明です。このようなマッピングのサンプルは
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DividePersonsByDepartmentIntoGroups.mfd で MapForce サンプルに含まれています。マッピングの3番目の出力ファイル

を生成するには、上記に類似したジョブを作成し、式を以下に変更します:

{as-file(nth(results(mapping_result), 2))}

ここで、3番目のファイルが必要になるため、 nth 関数に2番目引数として与えらえれたインデックスは、インデックスがゼロベースのため、 (3 で

はなく) 2です。 

以下の例を参照してください:  

· StyleVision 変換からジョブを作成する

· 複数の XML から複数の PDF を作成する

13 .1 .5 retry-count

FlowForce が再試行を行ったエラー/成功の処理 (いわゆる「保護されたブロック」)を持つ1つまたは複数のステップの回数を示す数値を返

します。関数は特に関数を囲む最も内側の保護されたブロックを評価することに注意してください。再試行が行われなかった場合 (すなわち、

保護されたブルックの最初の実行に成功した場合) 戻り値は 0 です。エラー時に再度試すも参照してください。

署名

retry-count() -> number

ジェネリックな署名

13 .1 .6 stdout

(シェルコマンドを実行する) などの実行ステップの一部は、標準の出力を返します。例えば、 シェルコマンド dir (W indows) はディレクトリ

のリストを返します。

ステップが結果を返すと、 FlowForce Server は、自動的に結果を一般的な型のresultに割り当てます。stdout 関数に関しては、

result の標準の出力は、以下の通りです:

stdout(result)

result は実行ステップにより返された値です。

この関数は、 result が標準の結果を与えない場合失敗します。

署名

stdout(result:result) -> stream

ジェネリックな署名
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パラメーター

名前 型 説明

result

result

標準エラーを得るステップの結果。

サンプル

以下の例を参照してください:  

· ジョブにエラー処理を追加する

· エラー処理を使用して XML ドキュメントを検証する

· パスの存在を確認する

13 .1 .7 stderr

結果の標準エラーを返します。結果が標準のエラーを返さない場合失敗します。

署名

stderr(result:result) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

result

標準エラーを得るステップの結果。

サンプル

例に関しては、 ジョブへエラー処理を追加する を参照します。
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13.2 ストリーム関数

ストリーム関数は、データのストリームを処理するために使用されます。ストリームを W eb サービスまたはステップ結果から FlowForce

Server にパスすることができます。

13 .2 .1 as-file

ストリームソースがファイルの場合ファイルを作成します。ストリームソースがファイルでは内場合、一時ファイルを作成します。

署名

as-file(stream:stream) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

stream

stream

ストリームソースを指定します。

サンプル

次のジョブはテキスト1行を持つ file.txt と呼ばれるファイルを作成します。最初に stream-from-string 関数は、引数として提供されたテ

キストからストリームを生成します。次に as-file 関数は、ストリームを引数としてとり、一時的なファイルを生成します。一時的なファイルを

永続的なパスにコピーするには、内蔵の copy 関数が実行ステップから呼び出されます。ジョブ (C:\FlowForce) の作業ディレクトリにファ

イルはコピーされ、ジョブが作動する都度上書きされます。
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エラーログのある XML ドキュメントを検証するも参照してください。

13 .2 .2 content

指定されたストリームのコンテンツを指定されたエンコード内のテキストとして読み取ります。

署名

content(stream:stream, encoding:string="UTF-8") -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

stream

stream

ストリームソースを指定します。

encoding

string

使用するエンコードを指定します。デフォルト

のエンコードは 'UTF-8'です。

サンプル

以下の例を参照してください:  

· エラー処理をジョブに追加する
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13 .2 .3 empty-stream

空のストリームを作成します。

署名

empty-stream() -> stream

ジェネリックな署名

13 .2 .4 stream-from-string

与えられたエンコードを使用する文字列からストリームを作成します。引数として与えられたコンテンツの型はストリームに関連しています。この

ストリームの型は自動的にファイルとして保存されません。

署名

stream-from-string(string:string, encoding:string="UTF-8",

contenttype:string=contenttype=text/plain) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

ストリームを作成する文字列

encoding

string

使用するエンコードを指定します。デフォルト

のエンコードは 'UTF-8'です。

contenttype

string

ストリームに関連させるために

contenttype を指定します。デフォルト

は contenttype=text/plainです。

13 .2 .5 stream-open

既存のファイルからストリームを作成します。

署名

stream-open(name:string, contenttype:string=contenttype=application/octet-stream) ->

stream

ジェネリックな署名
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パラメーター

名前 型 説明

name

string

このストリームのためのソースファイルのパス

contenttype

string

ストリームに関連させるために

contenttype を指定します。デフォルト

は

contenttype=application/oct

et-streamです。

サンプル

次のジョブは、.txt 拡張子を持つ既存のファイルを開き、 .csv 拡張子を持つ同じディレクトリに書き込みます:
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13.3 ファイルシテム関数

ファイルシステム関数は、ファイルシステムへのアクセスを許可します。これらの関数を実行するために、ジョブはオペレーティングシステムの対応す

るアクセス権を使用してユーザーアカウントの資格情報を使用する必要があります。

13 .3 .1 list-files

(ワイルドカードにより中断される可能性のある)パス内のファイルをリストし、 結果の文字列のリストを返します。 

パスがパス区切り文字、または、ワイルドカードで終了しない場合、指定されたアイテムの検索が親ディレクトリ内で行われます。

署名

list-files(path:string) -> list of string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

path

string

ディレクトリ、または、ファイルへのパスを指定

します。

サンプル

サンプルに関しては ファイルのコピー を参照してください。

13 .3 .2 list-directories

(ワイルドカードにより中断される可能性のある) パス内のサブディレクトリをリストし、 結果の文字列のリストを返します。

署名

list-directories(path:string) -> list of string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

path

string

ディレクトリへのパスを指定します。
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13 .3 .3 read- lines

与えられたファイルからラインを読み取り、文字列のリストとして返します。返される文字列は (\n などの)行末を含みます。下のサンプルで説

明されている通り、処理前に trim() 関数を使用して各ラインをトリムする必要がある場合があります。

署名

read-lines(filename:string, encoding:string="UTF-8") -> list of string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

filename

string

ファイルへのパスを指定します。

encoding

string

使用するエンコードを指定します。デフォルト

のエンコードは 'UTF-8'です。

サンプル

FlowForce Server がインストールされているコンピューター上の複数のディレクトリ内にある複数のファイルを処理する必要があると仮定しま

す。ディレクトリパスは各ラインがディレクトリパスに対応する箇所でテキストファイルとして保存されています。例:

C:\FlowForce\Examples\ListDirectories\1

C:\FlowForce\Examples\ListDirectories\2

C:\FlowForce\Examples\ListDirectories\3

下で説明されているジョブは2つのステップから構成されています。最初のステップは read-files 関数を呼び出し、全てのディレクトリパスを

上のテキストファイルから集めリストにします。2番目のステップはパスのリストを反復し list-files 関数を呼び出します。パスは処理される

前にトリムされます。結果する文字列が空白文字または新規ライン文字を含んでいないことに注意してください。
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このジョブを W eb サービスとして公開し、デフォルトのアドレスとポートでブラウザーからアクセスするとブラウザーは各ディレクトリのコンテンツを例

えば JSON 配列として出力します:
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13.4 ファイルパス関数

ファイルパス関数は、パスとファイル名の特定の一部を抽出するために使用されます。例えば、 ディレクトリをポール、または、triggerfileパラ

メーターからジョブをトリガー下ファイル名を抽出する場合、この操作を行う必要がある場合があります (ファイルシステムトリガーを参照してくだ

さい)。

13 .4 .1 extension

パスからファイル拡張子を抽出します。

署名

extension(path:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

path

string

ファイルへのパスを指定します。

サンプル

次の式は". txt"を返します :

extension("c:\temp\file.txt")

13 .4 .2 filename

パスから(拡張子の無い) ファイル名と拡張子を抽出します。

署名

filename(path:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

path

string

ファイルへのパスを指定します。
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サンプル

次の式は"file"を返します :

filename("c:\temp\file.txt")

13 .4 .3 filename-with-extension

パスからファイル名と拡張子を抽出します。

署名

filename-with-extension(path:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

path

string

ファイルへのパスを指定します。

サンプル

次の式は"file.txt"を返します :

filename-with-extension("c:\temp\file.txt")

13 .4 .4 join-paths

パスに引数として提供されるパスを結合します。

署名

join-paths(string1:string, string2:string, stringN:string) -> string

パラメーター

名前 型 説明

string1

string

ジョインする単一のパスステップを指定しま

す。全ての続き引数はコンマにより区切られ

ます。 

string2

string

上記と同様です。
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名前 型 説明

stringN

string

上記と同様です。

サンプル

W indows 上では次の式が "C:\tmp\test.txt" を返します:

join-paths('C:\tmp', 'test.txt')

join-paths('C:\tmp\', 'test.txt')

join-paths('C:\', 'tmp', 'test.txt')

join-paths('C:\Users', '\tmp', 'test.txt')

join-paths('D:\Data', 'C:\tmp', 'test.txt')

Linux と MacOS では次の式が "/home/user/test.txt」 を返します:

join-paths('/home/user', 'test.txt')

join-paths('/var', '/home/user', 'test.txt')

13 .4 .5 parent-directory

パスから親ディレクトリを抽出します。

署名

parent-directory(path:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

path

string

ディレクトリへのパスを指定します。

サンプル

XML ファイルからデータベースを更新する MapForce マッピングが存在すると前提します。FlowForce Server には既にデプロイされてお

り、ジョブも既に作成されています。また、ディレクトリが変更されると実行されるジョブも構成ずみです(つまり、ジョブはファイルシステムトリガー,

を使用します。 ファイルシステムトリガーを参照してください)。 

ジョブの最初のステップは、データベースを更新するマッピングを実行します:  



436 式関数 ファイルパス関数

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

マッピングステップが実行を完了すると、目的は、ソース XML ファイルを "processed" という名前のサブディレクトリに移動することです。これ

を行うことにより、どのファイルが処理済みかを管理することができます。このゴールを達成するために /system/filesystem/move 関数を

呼び出す新規のステップを追加し、ソース と ターゲット として下の値を入力します:  

ソース フィールドのパラメーター値 {triggerile} は、 FlowForce にマッピングをトリガーしたファイルを移動するように命令します。

パラメーター値:

{parent-directory(triggerfile)}processed

保存先 フィールドが現在のディレクトリ内の "processed" という名前のディレクトリに設定します。これは、式と文字列により構成されていま

す。式の部分が中かっこにより区切られていることに注意してください (以下を参照:文字列フィールド内に式を埋め込む)。式は、 

{parent-directory(triggerfile)}

親ディレクトリ 関数を呼び出し、引数として値 "triggerfile" を与えます。

ですから、 ジョブが実行されると、 次のアクションが実行されます:  

1.スクリプト、または、ユーザーがファイルを現在の作業ディレクトリに (例えば、 C:\FFSERV )コピーします source.xml。

2.トリガーが実行され source.xml は "triggerfile" になります。

3.FlowForce Server は、マッピングを作動するステップを実行します。

4.FlowForce Server は、 source.xml を"processed" サブディレクトリに移動するステップを実行します。パス C:

\FFSERV\processed 存在しなくてはならないことに注意してください。
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13.5 リスト関数

リスト関数はリストを作成、および、分解するために使用されます。リストは常に、単一の型のアイテムを含んでいます (例えば、 文字列の

み、数値のみ、ネストされた同じアイテムの型のリストなど)。

13 .5 .1 char

引数として与えられた数字の Unicode 文字を含む文字列を返します。例えば、 char(10) は改行を返します。特定の Unicode 文字

の数値コードを見つけるには コード 関数を使用してください。

署名

char(number:number) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

number

number

文字の数値コードこのコードは HTML 内で

Unicode 文字を表すために使用される数

値コードと同様です(例えば 8734 は無限

のシンボルを表します)。

サンプル

次の実行ステップは無限シンボルを返します:
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13 .5 .2 code

引数として与えられた文字列の最初の文字の Unicode 値を返します。

署名

code(string:string) -> number

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力ストリームを指定します。

サンプル

次の実行ステップはスペース文字を表す数値 32 を返します:
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13 .5 .3 from-to

"from" と "to" の間の整数のリストを返します。"from" が"to" より大きい場合、このリストは空です。

署名

from-to(from:number, to:number) -> list of number

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

from

number

開始インデックス ("from")を指定します。

to

number

終了インデックス ("to")を指定します。

サンプル

次の式は [3, 4, 5, 6, 7]を生成します:

from-to(3, 7)

13 .5 .4 join

2番目のリストを各リストのペアの区切りとして使用し、最初の引数のリストを結合します。

署名

join(lists:list of lists, separator:list=empty list) -> list

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

lists

list of lists

ジョインするリストを指定します。引数は2つ

以上のリストのリストである必要があります。

ネストされているすべてのリストは同じ型であ

る必要があります。

separator

list

ジョインされたリストを区切るセパレーターを

指定する任意の引数与えらえていない場

合、セパレーターは使用されません。
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名前 型 説明

セパレーターは型 リストである必要がありま

す。リスト 関数を使用してセパレーターを作

成します。例えば、式 list(',') は単

一のコンマ文字をセパレーターとして指定し

ます。

サンプル

次の実行ステップは２つのリストをジョインする方法を説明しています。ステップ 1 は最初のリストを作成します。ステップ 2 は２番目のリストを

作成します。ステップ 3 は両方のリストを含む」リストのリスト"のオブジェクトを作成します。最後に、ステップ 4 はセミコロン文字をセパレーター

として使用しリストをジョインします。
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13 .5 .5 length

リスト内のアイテムの数を返します。

署名

length(list:list) -> number

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

list

list

入力リストオブジェクトを指定します。

13 .5 .6 list

単一アイテムのリストを構築します。全てのアイテムは同じ型である必要があり、’結果のリストはその型のアイテムのリストです。

署名

list(item1:any type, item2:any type, itemN:any type) -> list

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

item1

any type

単一のアイテムを指定します。次のアイテム

はコンマにより区切られる必要があります。

item2

any type

上記と同様です。

itemN

any type

上記と同様です。

サンプル

次の式はリスト[1, 2, 3]を返します。すべてのリストアイテムは数値の型です:

list(1,2,3)

次の式はリスト['a', 'b', 'c']を返します。すべてのリストアイテムは文字列の型です:

list('a','b','c')
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13 .5 .7 nth

リストから指定されたアイテムを返します。インデックスは、ゼロベースです。インデックスが範囲外の場合は失敗します。

署名

nth(list:list, index:number) -> item

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

list

list

入力リストを指定します。

index

number

返されるアイテムのゼロベースインデックスを

指定します。

サンプル

次の式は"b"を返します :

nth(list('a', 'b', 'c'), 1)

13 .5 .8 slice

リストからリストの一部を返します。

署名

slice(list:list, start:number, end:number=length(list)) -> list

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

list

list

入力リストを指定します。

start

number

スライス内に含まれる最初のリストアイテムの

ゼロベースのインデックスを指定します。

end

number

スライス内で無視される最初のアイテムのゼ

ロベースのインデックスを指定します。
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サンプル

次の式はリスト(2,3)を返します :

slice(list(1,2,3,4),1,3)
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13.6 文字列関数

文字列関数は結合、文字列からのサブ文字列の抽出、トリミング、分割などの基本的な文字列のオペレーションを行います。

13 .6 .1 concat

引数として与えられた文字列を単一の文字列に結合します。string-join 関数を使用して、型"文字列のリスト"のオブジェクトのすべて

のアイテムを結合します。

署名

concat(string1:string, string2:string, stringN:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string1

string

ジョインする単一の文字列を指定します。

次のアイテムはコンマにより区切られる必要

があります。

string2

string

上記と同様です。

stringN

string

上記と同様です。

サンプル

次の式は"file"を返します :

concat('a', 'b', 'c')

13 .6 .2 contains

最初の文字列がサブストリングの発生を１度でも含む場合、 TRUE を返します。

署名

contains(string:string, substring:string) -> Boolean

ジェネリックな署名
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パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列

substring

string

チェックする文字列の値

サンプル

次の式はtrueを返します :

contains('cat','a')

次の式はfalseを返します :

contains('cat','b')

13 .6 .3 ends-with

string 引数内で与えられた文字列が end 引数内で与えられた文字列で終わる場合、 true を返します。

署名

ends-with(string:string, end:string) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列

end

string

チェックする文字列の値

サンプル

次の式はtrueを返します :

ends-with('cat', 't')

次の式はfalseを返します :

ends-with('cat', 'a')
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13 .6 .4 find-all

pattern が正規表現の箇所で、文字列内の全ての pattern の発生を抽出します。

署名

find-all(string:string, pattern:string) -> list of string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列

pattern

string

正規表現としてのパターン

サンプル

次の式は文字列"apollo"からのすべての "o" の発生を抽出します。

find-all('apollo', 'o')

結果は文字列の次のリストです:  ["o", "o"]

13 .6 .5 number

文字列の数字表記を計算します。例えば、引数として与えられている文字列を数値に変換します。

署名

number(string:string) -> number

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

変換する入力文字列の値

サンプル

次の式は文字列の値"1"を数値 1に変換します:
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number('1')

13 .6 .6 split

引数として与えられているセパレーターの発生ごとに文字列を分割します。

署名

split(string:string, separator:string) -> list of string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列

separator

string

セパレーター文字列

サンプル

次の式はリスト["1", "2", "3"]を返します:

split('1;2;3', ';')

13 .6 .7 starts-with

文字列 引数内で与えられた文字列が開始 引数内で与えられた文字列で終わる場合、trueを返します。

署名

starts-with(string:string, start:string) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列

start

string

チェックする文字列の値
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サンプル

次の式はtrueを返します :

starts-with('cat', 'c')

次の式はfalseを返します :

starts-with('cat', 'b')

13 .6 .8 string

与えられた数値の文字列表示を計算します。例えば、引数として与えられている数値を文字列に変換します。

署名

string(number:number) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

number

number

文字列に変換する数値

サンプル

次の式は数値"1"を文字列 1に変換します:

string(1)

13 .6 .9 string-join

引数として与えられた文字列のリストを単一の文字列にジョインします。任意で、各文字列間に引数として与えられているセパレーターを挿

入します。

署名

string-join(list:list of string, separator:string="") -> string

ジェネリックな署名
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パラメーター

名前 型 説明

list

list of string

文字列の入力リスト

separator

string

任意の引数すべてのジョインされている文字

列を区切るセパレーターを指定します。

サンプル

次の式は文字列a;b;cを返します。

string-join(list('a', 'b', 'c'), ';')

13 .6 .10 string- length

文字列内の文字の数量を返します。

署名

string-length(文字列:string) -> number

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

文字列

string

入力文字列

サンプル

次の式は 3を返します:

string-length('cat')

13 .6 .11 substring

指定された、開始 文字のポジションから、 終了 文字のポジションまでの 文字列 からサブ文字列を返します。開始 と 終了 インデックスは

ゼロベースです。 

設定されていない場合は end は与えられた文字列の長さです。

end 引数は、負の整数であることもできます。負の値 -n は「文字列から最後の n 文字をトリムすること」を意味します。
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署名

substring(string:sting, start:number, end:number) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

sting

入力文字列

start

number

ゼロベースの開始インデックス

end

number

ゼロベースの終了インデックス

サンプル

次の式は "Force" を返します :

substr('FlowForce',4)

次の式は "t" を返します:

substr('Altova',2,3)

次の式は "ltov" を返します:

substr('Altova',1,-1)

13 .6 .12 trim

先頭および末尾スペースを文字列から削除します (スペース、タブ、 開業、 リターン、フォームフィード、および 垂直タブ)。

署名

trim(string:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列
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13 .6 .13 trim-start

引数として与えられている文字列から先頭の空白を削除します (トリム 関数も参照してください)

署名

trim-start(string:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列

13 .6 .14 trim-end

引数として与えられている文字列から末尾の空白を削除します (トリム 関数も参照してください)

署名

trim-end(string:string) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

string

string

入力文字列
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13.7 ブール値関数

TRUE/FALSE 式を検証するためにブール値関数を使用します。

13 .7 .1 all

全てのブール値が truevの場合 true を返します。最初の false 値の後に評価を停止し、 falsevを返します。

署名

all(booVal1:Boolean, boolVal2:Boolean, boolValN:Boolean) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

booVal1

Boolean

評価するブール値を指定します。次のアイテ

ムはコンマにより区切られる必要があります。

boolVal2

Boolean

上記と同様です。

boolValN

Boolean

上記と同様です。

13 .7 .2 any

全てのブール値がtrueの場合true を返します。最初の true 値の後に評価を停止します。すべての値が false の場合、falseを返しま

す。

署名

any(boolVal1:Boolean, boolVal2:Boolean, boolValN:Boolean) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

boolVal1

Boolean

評価するブール値を指定します。次のアイテ

ムはコンマにより区切られる必要があります。

boolVal2

Boolean

上記と同様です。

boolValN

Boolean

上記と同様です。
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13 .7 .3 false

ブール値 falseを返します。

署名

false() -> Boolean

ジェネリックな署名

13 .7 .4 if

ブール値が true の場合、valueTrueを返し、 false の場合、valueFalse を返します。選択されたサブ式のみが評価されます。両方の

サブ式は戻り値でもある同じ型である必要があります。

署名

if(condition:Boolean, valueTrue:any type, valueFalse:any type) -> any type

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

condition

Boolean

評価する条件を指定します。

valueTrue

any type

条件 が trueを評価した場合、返されるサ

ブ式を指定します。

valueFalse

any type

条件 が falseを評価した場合、返される

サブ式を指定します。

サンプル

次の式は XML スキーマに準拠した値としてブール値をパスします:

if(b, "true", "false")

これを行う代替法は以下の通りです:

if(b, "1", "0")
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13 .7 .5 not

引数として与えられたブール値の否定型を返します

署名

not(value:Boolean) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

value

Boolean

否定するブール値を指定します。

13 .7 .6 true

ブール値 trueを返します。

署名

true() -> Boolean

ジェネリックな署名
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13.8 ランタイム情報関数

ランタイム情報関数は、現在実行されているジョブの詳細を処理するために使用されます。

13 .8 .1 instance- id

各ジョブの実行のために一意の文字列を返します。これは、文字列がディレクトリ名を定義するために使用される、各ジョブの実行のために一

意のディレクトリを作成するためにも使用することができます。

署名

instance-id() -> string

ジェネリックな署名

13 .8 .2 log

引数として受信された式を変換し、システムログに書き込みます。この関数はステップにより生成される式を明示的にログする場合などのシ

チュエーションで役に立ちます。この方法での値をログすると、ログされた値が長すぎる場合、システムログ内で切り捨てが発生しません、 ログ

イン設定 も参照してください。

署名

log(expression:T0) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

expression

T0

FlowForce 式はログされます、型 T0

(全ての型)。

サンプル

以下のようなパスからファイルのリストを取得するジョブが作成されたと仮定します。 
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ソースディレクトリ内のファイル数がリストのための FlowForce デフォルトのログリミットを超えた場合、ジョブログ内のエントリは省略されます。

下記の通り、このサンプルでは、最初の 10 ファイル名のみが表示されます。また、パスは50文字のデフォルトの制限を超えるため各ファイルパ

スの最後の文字は切り詰められます。

省略を回避するために log 関数内の式を囲み、ジョブの構成を保存します。

システムによりログ済みのエントリに加え、新規の構成と共にジョブを実行すると、ログにはログ済みの式のための新規のエントリが含まれます。

切り捨てはもう発生しません。
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このサンプルでは、 log 式関数の呼び出しの代替として、ログするステップパラメーターの横の "ログの有効化"  ボタンをクリックすることが

できます。これを行うことは log 関数の使用と同様で、次回ジョブ構成ページを開くと、FlowForce は log 関数を隠します。  ボタンと

log 関数の違いは、 前者はテキストボックス内の式全体をログし、 log 関数は小さいサブ式などのために厳選して使用することができま

す。例:

13 .8 .3 slot-number

現在ジョブを実行しているキューの実行スロット番号を返します。ファイル名として数値を使用してはなりません。平行ジョブを実行するために

サーバーにアクセスするために番号は使用されます (簡単にロードをバランスするため)。 

スロット実行が開始されたキューによりスロット番号は異なります。現在のジョブ型のジョブにより呼び出される場合、呼び出しジョブのスロット番

号が継承されます。
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署名

slot-number() -> number

ジェネリックな署名
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13.9 AS2 式関数

AS2 式関数は遠隔のサーバーに AS2 メッセージを送信するジョブに適用することができます。AS2 統合を参照してください。

13 .9 .1 as2-disposition

/as2/send 関数により返された MDN から配置ヘッダー値を抽出します。同期の失敗の通知が返されるトランスミッションに失敗しない限

り、 ヘッダーの値は受信されたとおり返されます。処理値のサンプル:  

automatic-action/MDN-sent-automatically; processed/error: decryption-failed

署名

as2-disposition(result:AS2 MDN) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

AS2 MDN

型 AS2 MDNの値

13 .9 .2 as2-http-status

/as2/send 関数により返された MDN から HTTP ステータスを抽出します。成功した MDN のためのHTTP ステータスは 200 範囲内で

す。失敗した MDN は、 HTTP レベルで失敗した場合は、異なるステータスを含んでいる場合があり、また、 HTTP レスポンスが受信され

ないと、 0 を含みます。

署名

as2-http-status(result:AS2 MDN) -> number

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

AS2 MDN

型 AS2 MDNの値
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13 .9 .3 as2-mdn-serialize

(更に処理して他の場所で保管できるように)シリアル化できるようにMDN をストリームとして返します。

署名

as2-mdn-serialize(result:AS2 MDN) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

AS2 MDN

型 AS2 MDNの値

13 .9 .4 as2-message- id

/as2/send 関数により返された MDN からメッセージ ID 値を抽出します。この ID は MDN の ID とは同じではありません。失敗した

MDN のために、メッセージ ID は空の文字列場合があります。この関数はログのために役に立つ場合があります。

署名

as2-message-id(result:AS2 MDN) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

AS2 MDN

型 AS2 MDNの値

13 .9 .5 as2-partner- local-name

AS2 メッセージを受け取るジョブ内では、受信する側の AS2 パートナーの名前を取得するためにこの関数を呼び出すことができます。AS2

パートナー構成ページ内の「ローカル側設定」で定義される AS2 名前です。AS2 パートナー名を抽出するには、/system/compute-

string または /system/compute ビルドイン関数を実行する実行ステップを追加します:  

/system/compute-string

{as2-partner-local-name(partner)}

/system/compute

as2-partner-local-name(partner)
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partner が型 AS2  パートナー の入力パラメーターの名前である個所。

型 AS2  パートナー の入力パラメーターはジョブ構成ページに自動的に追加されます。チェックボックス このジョブを URL. で HTTP を介し

て使用できるようにするを選択し AS2 サービスを選択します。このようなジョブの詳細に関しては AS2 メッセージの受信を参照してくださ

い。

署名

as2-partner-local-name(partner:AS2 Partner) -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

partner

AS2 Partner

ローカル名が抽出される型 AS2  パートナー

のオブジェクトを指定します。

13 .9 .6 as2-partner-remote-name

AS2 メッセージを受け取るジョブ内では、送信する側の AS2 パートナーの名前を取得するためにこの関数を呼び出すことができます。AS2

パートナー構成ページ内の「パートナー設定」で定義される AS2 名前です。AS2 パートナー名を抽出するには、/system/compute-

string または /system/compute ビルドイン関数を実行する実行ステップを追加します:  

/system/compute-string

{as2-partner-local-name(partner)}

/system/compute

as2-partner-local-name(partner)

partner が型 AS2  パートナー の入力パラメーターの名前である個所。

型 AS2  パートナー の入力パラメーターはジョブ構成ページに自動的に追加されます。チェックボックス このジョブを URL. で HTTP を介し

て使用できるようにするを選択し AS2 サービスを選択します。このようなジョブの詳細に関しては AS2 メッセージの受信を参照してくださ

い。

署名

as2-partner-remote-name(partner:AS2 Partner) -> string

ジェネリックな署名



462 式関数 AS2 式関数

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

パラメーター

名前 型 説明

partner

AS2 Partner

リモート名が抽出される型 AS2  パートナー

のオブジェクトを指定します。

サンプル

下で説明されるジョブは送信する AS2 パートナーの名前を取得します。このジョブは  AS2 メッセージの受信内で説明されているサンプルよ

りも若干複雑です。
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上記のジョブは1つのが AS パートナー オブジェクトである2つの入力パラメーターを有しています。ジョブは3つの実行ステップから構成されてい

ます:  

· 最初のステップは AS2 メッセージをファイルに保存し返します。

· 2番目のジョブは as2-partner-remote-name 関数を使用して partner 入力パラメーターから AS2 パートナーの名前

を抽出します。

· 3番目ののジョブは受信者 name@example.org に新規の AS2 メッセージが以前に計算されたパートナー名から受信され

たことを通知します。



464 式関数 AS2 式関数

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

2番目と3番目のステップは延期されたブロックにより囲まれていることに注意してください。これは送信先のパートナーへのメッセージ処理通知

(MDN) の送信が遅延または防がれること回避するために行われます。最初にジョブは延期されていないステップ1(AS2 メッセージの保存)を

実行します次に結果 (MDN) を送信するパートナーに返し、延期されたステップ 2 と 3 を実行するためにのみ続行されます。ステップ 2 と 3

が何らかの理由で失敗する場合、問題はローカルで解決されますが、 AS2 パートナーへ送信されるレスポンスには影響を与えません。

延期されたステップの実行に関しては延期されたステップを参照してください。

13 .9 .7 as2-success

MDN がトランスミッションに成功すると、 true を返します。

HTTP トランスミッションに成功すると、トランスミッションは成功とみなされます。 (有効化されている場合) MDN は署名に対して検証され、

MDN は成功を示します。/as2/send のために「エラー時には中断」がオンに切り替えられていると、この関数を使用する必要はありません。

署名

as2-success(result:AS2 MDN) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

AS2 MDN

型 AS2 MDNの値

13 .9 .8 as2-signed

MDN が署名済みで、署名の検証に成功している場合、 true を返します。

HTTP レイヤーで失敗したトランスミッションは正確に署名されません。この関数は以下の場合必要です:  

a. /as2/sendのために「エラー時には中断」が有効化されており、

b. 「署名済みの MDN リクエスト」オプションが AS2 パートナーのために有効化されている場合、  AS2 パートナーの構成を参照してくださ

い。

署名

as2-signed(result:AS2 MDN) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

result

AS2 MDN

型 AS2 MDNの値



(C) 2015-2021 Altova GmbH

MIME 式関数 465式関数

Altova FlowForce Server 2021

13.10 MIME 式関数

MIME 式関数は MIME (Multipurpose Internet Mail Extensions) エンティティのヘッダーを操作する必要なジョブに適用することが

できます。

13 .10 .1 add-mime-header

追加されたヘッダー key: value を持つ、ストリームを返します。この関数はキーを持つ既存のヘッダーを削除しません。

署名

add-mime-header(s:stream, key:string, value:string) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

ヘッダーが追加されるストリーム

key

string

キー値ペアからの キー。

value

string

キー値ペアからの 値。

13 .10 .2 add-mime-headers

追加されたヘッダー からの全てのストリームを返します。

署名

add-mime-headers(s:stream, headers:list of (string, string)) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

headers

list of (string, string)

追加されるヘッダーのリストリスト 関数を使

用してリストを作成します。
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サンプル

サンプル次の式は、2つのヘッダーを含むストリームを返します:  Content-Disposition と Content-Transfer-Encoding.

add-mime-headers(empty-stream(), list(('Content-

Disposition','attachment; name=something'), ('Content-Transfer-Encoding','7bit')))

13 .10 .3 current-message- id

AS2 メッセージの Message-ID ヘッダーフィールドを返します。AS2 リクエストを受信するために構成されたジョブ内でこの関数は使用され

る必要があります。すなわち、チェックボックス 「このジョブを HTTP を介して URL 上で利用可能にする」がジョブ構成ページ内で選択さ

れている必要があります。これ以外の場合、 この関数は、新たに生成された Message-ID を返します。(新規のジョブインスタンスが実行さ

れ、終了までそのジョブインスタンスのために安定している場合、新規の値が生成されます)。

署名

current-message-id() -> string

ジェネリックな署名

サンプル

次の式は Message-ID をベースにしたファイル名を作成します。substring 関数は、山かっこ (最初と最後の文字) を Message-ID

から削除します。

C:\temp\{substring(current-message-id(), 1, -1)}.msg

次の式は、上記と同じように作動し、更に現在の Message-ID を分割 関数を使用して、文字 @  の箇所で分割します。nth 関数は、

ランダムな16進数の値を持つ32文字の長さの最初の部分のみを抽出し、ファイル名の一部として使用します。

C:\temp\{nth(split(substring(current-message-id(), 1, -1), '@'), 0)}.msg
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13 .10 .4 get-mime-content-disposition-param

このようなヘッダーとパラメーターが存在する場合、ストリームの "Content-Disposition" ヘッダーから、パラメーター paramを返します。これ

以外の場合、 default 引数の値を返します。この関数はオプションの AS2 プロファイルFileName preservation (FN) に続くメッセー

ジを受信し、 MIME ヘッダーからの元のファイル名を取得するために使用されます。

署名

get-mime-content-disposition-param(s:stream, param:string, default:string="") -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

param

string

返すパラメーター名を指定します。

default

string

指定されている パラメーター と ヘッダーが

存在しない場合返される値を指定します。

デフォルトではこれは空の文字列です。

サンプル

ストリーム msg がヘッダー Content-Disposition: attachment; filename="GETMSG.edi"を含むと想定して、次の式は

GETMSG.edi を返します:

get-mime-content-disposition-param(msg, "filename")

13 .10 .5 get-mime-content- id

存在する場合、 Content-ID ヘッダーの値を引数として与えられたストリームから返します。それ以外の場合、default の引数が返されま

す。

署名

get-mime-content-id(s:stream, default:string="") -> string

ジェネリックな署名
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パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

default

string

Content-ID ヘッダーが存在しない場合

返す値を指定します。デフォルトではこれは

空の文字列です。

サンプル

ストリームmsg が次のヘッダー Content-ID: <root.attachment> を持つと仮定します。式は、この場合

get-mime-content-id(msg, "")

"<root.attachment>" を返します。このようなヘッダーが存在する場合、上の式は空の文字列(2番目の引数の値)を返します。

13 .10 .6 get-mime-content-type-param

ヘッダーとパラメーターが存在する場合、ストリームの "Content-Type" ヘッダーからパラメーター param を返します。 それ以外の場合、 デ

フォルトの 引数の値を返します。任意の AS2 プロファイル Multiple Attachments (MA)に続くメッセージを受信するためにこの関数

は使用されます。具体的には、開始ドキュメント Content-ID と Content-Type を multipart/related コンテンツ型に対するパラメ

ータ 'start' と 'type'通りに抽出します。下のサンプルに示される通り、文字セットを抽出するためにも使用することができます。

署名

get-mime-content-type-param(s:stream, param:string, default:string="") -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

param

string

返すパラメーター名を指定します。

default

string

指定されている パラメーター が存在しない

場合返される値を指定します。デフォルトで

はこれは空の文字列です。

サンプル

ストリーム msg はヘッダー Content-Type: text/html; charset=utf-8 を含むことを前提として、次の式は utf-8 を返します :

get-mime-content-type-param(msg, "charset", "ascii")
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13 .10 .7 get-mime-header

ヘッダーが存在する場合、特定の MIME ヘッダーを現在のストリームから取得します。これ以外の場合は、 デフォルト の引数を返します。

署名

get-mime-header(s:stream, key:string, default:string="") -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

key

string

ヘッダーを構成するキー値ペアからの キー 。

default

string

返すデフォルトの値を指定します。デフォルト

ではこれは空の文字列です。

サンプル

ストリーム msg がヘッダー Content-Disposition: attachment; filename="GETMSG.edi" を含むこと前提して、次の式は

attachment; filename=\"GETMSG.edi\" を返します :

get-mime-header(msg, "Content-Disposition", "")

このサンプルでは、ストリームが Content-Disposition ヘッダーを持たない場合、 上の式は、(3番目の引数の値である)空の文字列を返し

ます。

13 .10 .8 get-mime-headers

ストリームからすべての MIME ヘッダーを取得し、タプル (キー、値)のリストを返します。返されるリストはadd-mime-headers 式関数の

headersパラメーターとして与えることができます。

署名

get-mime-headers(s:stream) -> list of (string, string)

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。



470 式関数 MIME 式関数

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

13 .10 .9 get-stream-filename

引数と共に提供されたストリームがファイルから作成される場合、拡張子と共にストリームのファイル名を返します。それ以外の場合 デフォルト

の 引数の値を返します。

署名

get-stream-filename(ストリーム:stream, default:string="") -> string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

ストリーム

stream

入力ストリームを指定します。

default

string

返すデフォルトの値を指定します。デフォルト

ではこれは空の文字列です。

13 .10 .10 is-file

関数 as-file が既存のファイル名を返す場合、trueを返し、as-fileが一時ファイルを作成するとfalseを返します。

例えば、関数、または、 stream-open 関数、または、マッピングから返された関数を使用してストリームを作成すると true が返されま

す。ファイルからストリームがサーブされない場合、または、一時的なファイルの場合、この関数は falseを返します。

署名

is-file(s:stream) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

13 .10 .11 is-mime-content-type

ヘッダーストリームの "Content-Type" ヘッダーに一致し、カスタム定義済みのルールを受け入れます。"Content-Type" ヘッダーが存在

し、ルールが値に一致する場合、 true を返します。それ以外の場合は、falseを返します。"Content-Type」ヘッダー を持たないストリー

ムは、"application/octet-stream" として扱われます。
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受け入れルールは次の書式を取ります:  拡張された Backus-Naur form (EBNF) 反復:

Match ::= Single ("," Single)*

Single ::= Spaces? Type-Match ( Spaces? ";" Spaces? Parameter )* Spaces?

Type-Match ::= 

    "*/*" |

    Type "/*" |

    Type "/*+" Suffix |

    Type "/" Subtype

Parameter ::= Name "=" Value

署名

is-mime-content-type(s:stream, accept:string) -> Boolean

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

accept

string

カスタムで定義された受け入れルールを指

定します。

サンプル

ストリーム msg がヘッダー Content-Type: text/html; charset=utf-8 または Content-Type: text/plain; charset=utf-

8を含む場合、次の式はtrueを返します。

is-mime-content-type(msg, "text/*; charset=\"utf-8\"")

ストリーム msg がヘッダー Content-Type: application/rss+xml または Content-Type: application/svg+xmlを含む場

合、次の式はtrueを返します。

is-mime-content-type(msg, "application/*+xml")

コンマで区切り複数のルールを一致させることができます。ストリーム msg がヘッダーContent-Type: text/xml または Content-

Type: application/xmlを含む場合、次の式はtrueを返します。

is-mime-content-type(msg, "text/xml, application/xml")

13 .10 .12 mime-content-encode

Content-Transfer-Encoding としてのエンコードをストリーム sに適用します。 

サポートされるエンコードは:  
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空の文字列:  "binary"に等しい。

· "base64":  Base64 エンコード

· "quoted-printable":  引用された印刷可能なエンコード

他の文字列:  エンコード無し

現在の Content-Transfer-Encoding を使用してストリームのエンコードし、指定されたコードを使用して再コードします。新規の

Content-Transfer-Encoding は結果ストリームのヘッダー内に保管されます。 

関数はソースエンコード内のエラーが報告されることを保証しません。

署名

mime-content-encode(s:stream, encoding:string="") -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

encoding

string

適用するエンコードを指定します。デフォルト

ではこれは空の文字列です。

13 .10 .13 mime-flatten

MIME ヘッダーを持つストリームを取り、 コンテンツ内の元のヘッダーを含むストリームに変換します。結果するストリームは

message/rfc822 のコンテンツ型を持ちます。

署名

mime-flatten(s:stream) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

13 .10 .14 mime-mu ltipart

無限の数量のストリームを取り、単一の multipart/subtype に結合します。 
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境界は自動的に作成されます。ストリームはアセンブリ前にフラット化されます。追加パラメーターを持つマルチパートはサポートされません。

FlowForce Server Advanced Ed ition ユーザーのためのメモ:  AS2 型のマルチパートメッセージを定義しないため、AS2 のため

にサブ型は常に 関連付けられています。mime-multipart-related 関数を確認してください。

署名

mime-multipart(subtype:string, s:stream) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

subtype

string

使用する multipart/subtype を指定し

ます。

s

stream

入力ストリームを指定します。

サンプル

次の式は EDI ファイルと PDF の２つのファイルを含むストリームを返します。

mime-multipart("related", stream-open("c:

\example\order.edi", "application/EDIFACT"), stream-open("c:

\example\measuredetails.pdf", "application/pdf"))

13 .10 .15 mime-mu ltipart-related

無制限の数のストリームを取り、 multipart/related に結合します。境界は自動的に作成されます。ストリームはアセンブリ前にフラット化さ

れます。 

FlowForce Server Advanced Ed ition ユーザーのためのメモ:  任意の AS2 プロファイル Multiple Attachments (MA) の

後にくるメッセージをアセンブルするためにこの関数を使用することができます。最初のストリームが主要なパートになります。存在しない場合、

マルチパートのアセンブリの前に全てのパートは作成された一意の値を持つ Content-ID ヘッダーを取得します。new-message-id関数

に返された通り作成された値は新規の Message-ID です。ソースストリームは影響を受けていません。
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署名

mime-multipart-related(s:list of stream) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

list of stream

ストリームの入力リストを指定します。

サンプル

次の式は、2つのストリームを含むストリームを返します。

mime-multipart-related(list(part1, part2))
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13 .10 .16 mime-mu ltipart-from- list

ストリームのリストを取り、 multipart/subtype と組み合わせます。

署名

mime-multipart-from-list(subtype:string, s:list of stream) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

subtype

string

使用する multipart/subtype を指定し

ます。

s

list of stream

ストリームの入力リストを指定します。

13 .10 .17 mime-parse

ストリーム s 内に保管されている MIME メッセージを解析し、 MIME ヘッダーとメッセージボディを分割します。必要な場合、 "Content-

Transfer-Encoding" ヘッダーに従い暗号化が解除されているメッセージボディコンテンツを持つストリームを返します。MIME ヘッダーに

get-mime-header、is-mime-content-type などの式関数によりアクセスすることができます。mime-flatten 関数により実

行された項目を元に戻します。関数はソースストリーム内のエラーが報告されることを保証しません。

署名

mime-parse(s:stream) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

13 .10 .18 mime-split-mu ltipart

ストリーム s が MIME マルチパートのメッセージの場合、この関数は分割し、ストリームのリストを返します。ストリームsがマルチパートのメッセ

ージではない場合、 (すなわち、is-mime-content-type(s, "multipart/*") がfalseを返す場合)、関数は1つの要素— ス

トリーム s (変更無し)のリストを返します。関数はソースストリーム内のエラーが報告されることを保証しません。
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署名

mime-split-multipart(s:stream) -> list of stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

13 .10 .19 new-message- id

Message-ID ヘッダーフィールドのための新規の値を生成し返します。MIME メッセージのヘッダーを作成するためにこの値を使用することが

できます。current-message-id とは異なり、この関数は、常に新規の Message-IDを返します。Message-ID は次の書式を有

します:

'<' UTC timestamp '-' random hex value 32 characters long '@' host name related text '>

'

例:  <20180306154822808383-5933b654b26c4495bb0b619ab72b3bc6@myservername>.

署名

new-message-id() -> string

ジェネリックな署名

13 .10 .20 reset-mime-headers

新しいヘッダーを持つストリームを返します。ヘッダーリスト無しに、全てのヘッダーをクリアします。

署名

reset-mime-headers(s:stream, headers:list of (string, string)=empty) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。
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名前 型 説明

headers

list of (string, string)

作成されるヘッダーのリストを指定します。デ

フォルトの値は空です。

13 .10 .21 set-mime-content-disposition

s 内で検索された MIME "Content-Disposition」 ヘッダーのパラメーターを設定します。

FlowForce Server Advanced Ed ition ユーザーのためのメモ:  この関数は任意の AS2 プロファイル FileName

preservation (FN) を使用して、AS2 メッセージの送信時に役に立ちます。ファイル名の読み取りのために、関数 get-mime-

content-disposition-param も参照してください。

署名

set-mime-content-disposition(s:stream, disposition:string, filename:string="") ->

string

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

disposition

string

設定する "Content-Disposition" ヘッダ

ーの disposition 値

filename

string

設定する "Content-Disposition" ヘッダ

ーの filename 値デフォルトではこれは空

の文字列です。

サンプル

次の式は、Content-Disposition ヘッダーは、以下のように設定します:  Content-Disposition: attachment;

filename="GETMSG.edi":

set-mime-content-disposition(msg, "attachment", "GETMSG.edi") 

13 .10 .22 set-mime-content- id

value に設定されている "Content-ID" ヘッダーを持つストリームを返します。set-mime-header 関数を使用して同じ結果を達成す

る場合、この関数はさらに直接なアプローチを表します。
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署名

set-mime-content-id(s:stream, value:string="") -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

value

string

"Content-Disposition」 内の値を指定

します。

サンプル

ストリーム msg 内の Content-ID ヘッダーの値を <root.attachment> に設定することを前提とします。これを行うには、次の式を使

用します:

set-mime-content-id(msg, "<root.attachment>")

13 .10 .23 set-mime-header

ヘッダー キー が 値 に設定されているストリームを返し、その他のヘッダーとコンテンツには影響はありません。一度に複数のヘッダーを変更す

る場合 set-mime-headers 関数を使用する必要があります。

署名

set-mime-header(s:stream, key:string, value:string) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

key

string

設定するヘッダーのキーを指定します。

value

string

設定するヘッダー値を指定します。

サンプル

"Content-Type" ヘッダーをオーバーライドするには、次を使用します:
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set-mime-header(s, "Content-Type", "text/plain; charset=iso-8859-1") 

13 .10 .24 set-mime-headers

ヘッダーからのキー値ペアによるヘッダー引数を持つストリームを返します新しいヘッダーは同じ名前を持つ既存のヘッダーをシャドウします。

署名

set-mime-headers(s:stream, headers:list of (string, string)) -> stream

ジェネリックな署名

パラメーター

名前 型 説明

s

stream

入力ストリームを指定します。

headers

list of (string, string)

設定されるヘッダーのリスト

サンプル

"Content-Type" ヘッダーをオーバーライドするには、次を使用します:

set-mime-headers(s, list(("Content-Type", "text/plain; charset=iso-8859-1"))) 
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14 ジョブの構成の例

このチャプターにはステップバイステップの FlowForce ジョブ構成サンプルが含まれています。下のテーブルは特定の関数の種類と各サンプル

で説明されているトリガーと共にすべてのサンプルをリストしています。

例

説明される概念

内蔵された関数 式関数 トリガー

「Hello, W orld!」 ジョブの作成ジョブ

· /system/compute W eb サービス

パスが存在するか確認する

· /system/shell/commandline

· /system/compute-string

content()

stdout()

trim()

W eb サービス

ファイルをコピーする

· /system/filesystem/copy list-files() W eb サービス

MapForce マッピングからジョブを作成す

る

· MapForce マッピング タイマー

ジョブを他のジョブのステップとして使用する

· /system/filesystem/copy

ディレクトリ ポーリング ジョブの作成

· MapForce マッピング

· /system/filesystem/move

ファイルシステム

エラー処理をジョブに追加する

· /system/shell/commandline

· /system/mail/send

failed-step()

error-message()

exitcode()

stdout()

stderr()

content()

instance-id()

W eb サービス

W eb サービスとしてジョブを公開する

· MapForce マッピング W eb サービス

JSON を FlowForce W eb サービス

へポストする方法

· /system/filesystem/copy as-file()

instance-id()

W eb サービス

ジョブの結果のキャッシュ

· /system/shell/commandline

· /system/compute

stdout() W eb サービス

StyleVision 変換からジョブを作成する

· StyleVision 変換

· /system/compute

· /system/filesystem/copy

results()

nth()

as-file()

タイマー

RaptorXML を使用してドキュメントを検

証する

· /RaptorXML/valany タイマー

エラーログのある XML を検証する

· /RaptorXML/valxml-withxsd

· /system/compute

· /system/filesystem/copy

failed-step()

stdout()

as-file()

W eb サービス

RaptorXML を使用して XSLT を実行

する

· /RaptorXML/xslt list()

XML ファイルから PDF を生成

· MapForce マッピング

· StyleVision 変換

· /system/compute

as-file()

results()

filename()

W eb サービス
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14.1 "Hello, World!" ジョブの作成

この例では、テキスト "Hello, W orld!" をブラウザー内に出力する簡単なジョブの作成方法が説明されています。このテキストは、

FlowForce 式を使用して作成されます。ブラウザー内のリンクをクリックすることにより、必要に応じてジョブをトリガーすることができます (つま

り、ジョブは W eb サービスとして公開されます )。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトでは、この例で使用

されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。 

ジョブの作成方法

1. FlowForce Server にログオンし /public コンテナーにナビゲートします。 

2. 作成 | コンテナーの作成 をクリックして [Examples] という名前の新規のコンテナーを作成します。 

/public/Examples コンテナーがこのドキュメントで説明されるジョブの多くにより使用されています。他のコンテナーでジョブ

を作成することも可能であすが、このドキュメント内の次に続くチュートリアルもフォローする必要があり /public/Examples

コンテナーを作成することが奨励されます。

3. /public/Examples コンテナーで 作成 | ジョブの作成をクリックして、ジョブのタイトルと説明を入力します。

4. ビルトイン関数 /system/compute を呼び出す新規の実行ステップを追加します。
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5. 「式」 フィールドに、 一重引用符で囲まれた、テキスト 'Hello, W orld' を入力します。このフィールドのコンテンツは、

FlowForce Server 式を示します。

6. 実行の結果を「文字列」として宣言します。

7. HTTP を介してこのジョブを公開する . . .  チェックボックスを選択し "HelloW orldService" をサービス名として入力します。詳

細に関しては W eb サービスをジョブとして公開を参照してください。

8. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報　を参照してください。

9. [保存]をクリックします。

ジョブを実行する方法

文字列の値 "Hello, W orld!" を計算し、ジョブの結果として返すジョブの作成が完了しました。ジョブを実行するには、以下の内の1つを

行ってください:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/HelloWorldService をブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は

FlowForce Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホ

ストとポート設定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

http://127.0.0.1:4646/service/HelloWorldService
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提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

ジョブの実行に成功すると、ブラウザーは、ジョブの出力を表示します:

Hello, World!

ジョブの実行に失敗するとブラウザーは、「サーバー実行の失敗」 メッセージを表示します。この場合、FlowForce Server 内のジョブのログ

をチェックして、エラーを確認してください。ジョブのログの確認を参照してください。
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14.2 パスが存在するか確認する

この例では、 (ファイルまたはディレクトリへの)パスがオペレーティングシステム上に存在するか通知するジョブを作成する方法が説明されていま

す。この目的を達成するために、 ビルトイン関数と式関数の組み合わせを使用する必要があります。ジョブをブラウザーから URL にアクセスす

ることにより、需要に応じてトリガーするために、 W eb サービスとして定義されます。ジョブは、パスを引数として取り、 FlowForce Server

が作動するオペレーティングシステム上に引数として与えたれたパスが存在するか通知する文字列を返します。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトでは、この例で使用

されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。 

ジョブの作成方法

1. FlowForce Server にログオンし、新しいジョブの作成のパーミッションが与えられているコンテナーに移動します。他のサンプルとの

一貫性を保つためにこのチュートリアルでは /public/Examples コンテナーを使用します。このコンテナーが存在しない場合 作

成 | コンテナーの作成 コマンドを使用して作成してください。

2. /public/Examples コンテナー内で 作成 をクリックして ジョブの作成を選択します。

3. ジョブの名前を追加し、 (この例では、CheckPath) 任意でジョブの説明を追加します。

4. ジョブ入力パラメーターから、 をクリックし、 「パス」パラメーターを以下のように追加します。

5. /system/shell/commandline  関数を呼び出す新規の実行ステップを追加し、ファイルの存在を確認するシェルコマンドを

入力します。このステップの結果を、下に示されるように宣言してください (この例では、 output と呼びます)。 
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W indows では、パスが存在する場合、シェルコマンドは、 「1」 を出力し、パスが存在しない場合は、 「0」 を出力します。

FlowForce Server は、 Unix システム上で作動しますが、 コマンドを必要に応じて調整してください。コマンドは、

FlowForce 式 {path} を埋め込んでいることに注意してください。この式は、前のステップで定義されている入力パラメーターを

参照しています。

6. 「実行ステップ」 の下の  ボタンをクリックし、 「新規選択ステップ」を選択します。条件式として、

trim(content(stdout(output))) == '1' を入力します。この式は、次のネストされた3つの関数から構成されます

:stdout、content、および trim。最初に、stdout 関数は、前のステップにより返された結果の標準出力を取得します。そ

して、 content 関数は、標準出力を文字列に変換します。最後に、trim 関数は、先頭と末尾のスペース、改行、改行文

字を標準出力から削除します。結果は、等値演算子を使用して、「1」 と比較されます。2つの値が等しいと、パスは存在します。

それ以外の場合、パスは存在しません。

7. When 句の下に、 以下に示されるように実行ステップを追加します。この実行ステップは、パスが存在する場合返される文字列の

値を構築するために /system/compute-string 関数を呼び出します。値は、FlowForce 式 {path}を埋め込んでいる

ことに注意してください。この式は前のステップで定義された入力パラメーターを参照しています。 

8. Otherwise 句の下に、 以下に示されるように実行ステップを追加します。この実行ステップは、パスが存在しない場合返される

文字列の値を構築するために /system/compute-string 関数を呼び出します。値は、FlowForce 式 {path}を埋め

込んでいることに注意してください。この式は前のステップで定義された入力パラメーターを参照しています。 
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9. 実行の結果で、 戻り値の値を「文字列」として宣言します。

10. サービスから 「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、 CheckPathService

をサービスの名前として入力します。詳細に関しては W eb サービスの公開を参照してください。

11. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報　を参照してください。

12. [保存]をクリックします。

ジョブを実行する方法

ジョブを実行するには、以下の内の1つを行ってください:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/CheckPathServiceをブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は

FlowForce Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホ

ストとポート設定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

http://127.0.0.1:4646/service/CheckPath
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を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

このジョブには引数が存在し、ブラウザー内の W eb サービスにアクセスすると引数を与えるようにプロンプトされます。

ジョブの実行に成功すると、ブラウザーはジョブの出力を表示します。例:

Path C:\ exists.

ジョブの実行に失敗するとブラウザーは、「サーバー実行の失敗」 メッセージを表示します。この場合、FlowForce Server 内のジョブのログ

をチェックして、エラーを確認してください 。ジョブのログの確認を確認してください。
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14.3 ファイルをコピーする

このサンプルは、 FlowForce Server ジョブの助けを得てローカルファイルシステム上の複数のファイルをコピーする方法について説明してい

ます。

C:\FlowForceExamples\CopyFiles\Source から 新規のディレクトリに C:\FlowForceExamples\CopyFiles\Target

全てのファイルをコピーすると仮定します。(UNIX システム上では、 パスを適宜調整してください)。この目的を達成するには、ディレクトリ内の

すべてのファイルを繰り返す 「for-each」 ステップを使用して、ループ内の各アイテムのために /system/filesystem/copy 関数を呼

び出します。 

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトでは、この例で使用

されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。 

· このジョブは C:\FlowForceExamples\CopyFiles\Source からディレクトリ C:

\FlowForceExamples\CopyFiles\Target にファイルをコピーします。ジョブを作成する前にローカルファイルシステム上にこ

れらのディレクトリが作成されていることを確認してください。また、ジョブをテストするためにソースディレクトリにファイルが含まれている

ことを確認してください。

ジョブの作成方法

FlowForce Server にログオンし、新しいジョブの作成のパーミッションが与えられているコンテナーに移動します。他のサンプルとの一貫性を

保つためにこのチュートリアルでは /public/Examples コンテナーを使用します。このコンテナーが存在しない場合 作成 | コンテナーの作

成 コマンドを使用して作成してください。

/public/Examples コンテナー内で新規のジョブを作成します。(例えば、 「CopyFiles」 などの) ジョブ名を入力し、オプションでジョブの

詳細を入力します。

リスト内のアイテムを繰り返すために、 FlowForce Server には 「for-each」 実行ステップが搭載されています。このようなステップは、シー

ケンス内の最後のアイテムを含むアイテムのシーケンス (リスト) を繰り返します。このサンプル内では、アイテムのシーケンスはソースディレクトリ

内のファイルのリストになります。リクエストされたリストを作成するには、「新規の実行ステップ」 をクリックして、「関数の実行」 の横に

「/system/compute」 を入力します。下記の通り、ドロップダウンリストからこのパスを選択することもできます。
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次に、式フィールド内に次の式を入力します:

list-files("C:\FlowForceExamples\CopyFiles\Source\*.*") 

次に 「このステップの結果を次に割り当てる」 フィールドにリストの名前を入力します (この場合、名前は list) です)。これにより以降の

ステップ内の新規のファイルのリストを簡単に参照することができます。実行ステップは以下のようになります:

上記の式は list-files 式関数を呼び出します。関数は引数 (この場合、 C:\Source\*.*) としてパスを取り、特定のパスでファイル (また

は、ディレクトリ) のリストを返します。ディレクトリ内のすべてのファイルを選択するために、パスにはワイルドカード *.* が含まれていることに注

意してください。必要な場合、ワイルドカードを調節して、特定のファイル拡張子を選択することができます。例えば、  *.txt。FlowForce

内の式に関する詳細は、FlowForce 式 を参照してください。 

実際の 「for-each」 繰り返しステップの作成を開始することができます。「新規の For-Each ステップ」 をクリックして、「シーケンス内」ボッ

クス内に list を入力します。(これは前の実行ステップで作成された list を参照しています)。 
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ヒント:  [for-each] の [in シーケンス] ボックスに式をコピーし、この結果最初の実行ステップを削除することができます。

次に  ボタンをクリックし、「for-each」 ステップ内に新規の実行ステップを追加します。このステップは、下記の通りループ内の各アイテム

のために /system/filesystem/copy 関数を呼び出します。

上記のとおり、copy 関数が次の引数を使用して呼び出されます:

· ループ内の ソース は現在のアイテム (ファイル) です。ソースボックス内で {item} を入力、または、   ボタンをクリッ

クして「アイテム」を選択します。

· ターゲット はターゲットパスです。パスはそのまま入力されます。しかしながら、ジョブに対する引数として提供することもできます。 
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· 「上書き」 オプションが有効化されていると、すなわち、ソースディレクトリ内で同じ名前を持つファイルが既存の場合、上書きされて

います。上書きを回避するために、   ボタンをクリックしてください。

便宜上、このサンプル内では他の2つの引数は設定されていません。詳細に関しては、 /system/filesystem/copy 関数を参照して

ください。

作成されたジョブは、必要とされるすべての処理ステップを含んでいますが、トリガーはまだ存在しません。ジョブを再帰的な時間の間隔でトリ

ガーするには、タイマートリガーを使用することができます。タイマートリガーを参照してください。または、変更のためにソースディレクトリをモニター

し、ファイルシステムトリガーの方法を用いてジョブをトリガーすることもできます。ファイルシステムトリガーを参照してください。最後に、 W eb サ

ービスの呼び出しとして、ジョブをオンデマンドでトリガーすることができます。

このサンプルでは、 ブラウザー内の URL をクリックして、ジョブをオンデマンドでトリガーします (実際には、ジョブが W eb サービスとして呼び出

されます)。ジョブを W eb サービスにするには、「HTTP によりこのジョブを使用できるようにする」 チェックボックスを選択し、 W eb サービ

スの名前を入力します。

最後に、作動するためにジョブは資格情報を必要とします。このために、(「資格情報」セクションで表示されている FlowForce Server ユ

ーザー名とパスワードではなく) オペレーティングシステムのユーザー名とパスワードを入力してください。または、資格情報の定義 で説明されて

いるとおり、スタンドアロンの資格情報が作成されている場合、「既存の資格情報を選択」オプションを使用して選択することができます。 

ジョブを実行する方法

ジョブをテストするには、以下の内の1つを行ってください:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/CopyFilesServiceをブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は FlowForce

Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホストとポート設

定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

http://127.0.0.1:4646/service/CopyFilesService
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W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

実行に成功すると、ジョブはすべてのファイルをソースからターゲットディレクトリにコピーします。それ以外の場合、「サービスの実行に失敗しまし

た」エラーがブラウザーに表示されます。エラーが表示されると、 ジョブのログをチェックしてください。詳細に関しては、ジョブログの確認を参照し

てください。エラーの原因には、正確ではない資格情報、ファイルシステム上の正確ではないパーミッションなどが含まれます。例えば、下記のと

おり 「上書き」 チェックボックスが選択されていない場合、および、ターゲットディレクトリが既に同じ名前を持つファイルを含む場合、ジョブは失

敗します:
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14.4 MapForce マッピングからジョブを作成する

この例では、MapForce マッピングから FlowForce Server ジョブを作成する方法が説明されています。最初に、MapForce から

FlowForce Server でもマッピングファイルをデプロイします。マッピングが FlowForce Server にデプロイすると、サーバージョブをこれから

作成します。ジョブは毎日特定の時間に実行されるように構成されています。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  MapForce Enterprise または Professional edition、MapForce Server または MapForce

Server Advanced Edition、 FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトでは、この例で使用

されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。

· この例で作成されたマッピングジョブは XML ファイルを実行する都度作成します。ですから、 FlowForce Server が作動するオ

ペレーティングシステム でディレクトリ内にファイルを作成する権利を持つ必要があります。(この例では、 C:

\FlowForceExamples\Mapping ディレクトリを使用します )。 

使用されるデモファイル

このサンプルで使用されているマッピングファイルは CompletePO.mfd と呼ばれ、 MapForce がインストールされているマシン上で以下

のパスで見つけることができます:  <Documents>\Altova\MapForce2021\MapForceExamples。MapForce を最初に起動

する場合 [MapForceExamples] ディレクトリが作成されることに注意してください (起動前には作成されません)。

CompletePO.mfd

上ので説明されているでもマッピングは3つの XML ファイルを入力として取り、出力として単一の XML ファイルを作成します。このサンプルで

は入力 XML ファイルは自動的に FlowForce Server にデプロイされたパッケージに含まれます。FlowForce Server にマッピングをデ

プロイするで説明される通り、他のマッピングはデプロイ前に追加の準備ステップを必要とする場合があります。
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ジョブの作成

マッピングのデプロイは MapForce がマッピングに使用sあれるリソースを単一のパッケージに整理し、 HTTP (または構成されている場合

HTTPS ) を介して FlowForce Server に送信することを意味します。

FlowForce Server にマッピングをデプロイする

1. MapForce 内で CompletePO.mfd ファイルを開きます。

2. まだ行っていない場合、マッピングの変換言語を「ビルトイン」に設定します。

3. 「ファイル」 メニューから、「FlowForce Server にデプロイする」をクリックします。

4. サーバー と ポート テキストボックス内に W eb 管理インターフェイスのサーバー名とポートを入力します (例えば、 FlowForce

Web Server サービスがデフォルトのポートで同じマシン上でのリスティングの場合では 127.0.0.1 と 8082 など)。異なるアド

レスとポートが構成されている場合これらの値を変更してください。 ネットワーク設定の定義を参照してください。

5. User と Password テキストボックスに FlowForce Server ユーザー名とパスワードを入力します。 

6. ディレクトリ を ログイン ドロップダウンリストからを選択、または <Default> オプションをそのままにします。

ディレクトリサービス 統合が有効化されていると、 ドメインユーザー名とパスワードを入力し、ドメイン名をログインドロップダウン

リストから選択します。詳細に関しては、ディレクトリサービス 設定の変更を参照してください。

7. サンプル間の一貫性を保つためマッピングは /public/Examples コンテナーにデプロイされます。Browse をクリックしてコンテナ

ーのパスを /public/Examples に変更します。前のサンプルに従っている場合 /public/Examples コンテナーは既存である

べきです。それ以外の場合、下のダイアログボックス内の コンテナーの作成 をクリックして作成します:
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8. [W eb ブラウザーを開き新規ジョブを作成する] チェックボックスを選択します。
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9. [OK] をクリックしてマッピングをデプロイします。

デプロイが完了すると、 FlowForce Server 管理インターフェイスは W eb ブラウザーを開き、部分的に記入されたジョブのページが表示さ

れます。マッピング関数自体は以前に指定済みのコンテナーパスに保存されます。これでデプロイの過程は完了しました。

ジョブの作成方法

上記の通り FlowForce Server にマッピングファイルをデプロイした後、ブラウザーは部分的に入力されたジョブページを表示します。入力

済みのパラメーターと共に最初の実行ステップが自動的に作成されます。 
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ジョブを関数のページ (/public/Examples/CompletePO.mapping) を開いてジョブを作成し、 ジョブの作成をクリックします。

ジョブを構成する方法:

1. デフォルトのジョブ名を [CompletePO. job] から詳細な名前に変更します。例えば [GeneratePurchaseOrder] など。これ

は任意のステップですが、名前が同じコンテナー内の他のジョブにより使用されている場合必要なステップです。

2. デフォルトで作成された最初の実行ステップを以下のように入力します:

実行関数 このフィールドは以前にデプロイされたマッピング関数を指しています。そのままにしてくださ

い。

パラメーター Customers、Articles,  および ShortPO フィールドはジョブにパッケージ済みの対

応する XML フィールドを含んでいます。 
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CompletePO フィールドは出力ファイルのパスを指定します。デフォルトでは

CompletePO.xml です。以下で説明されている通りパスは作業ディレクトリに対して

相対的です。

このサンプルでは、全ての入力と出力オプションをそのままに保持することができます。入力

と出力インスタンスの変更に関する詳細は ジョブとして魔ピングを実行し変換するを参照

してください。

作業ディレクトリ ボック内に作業ディレクトリのパスを入力します。この例は、ジョブの作業

ディレクトリとして C:\FlowForceExamples\Mapping を使用しています。 

作業ディレクトリとは、ジョブが入力ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所

が必要な場合の、実行ステップにより必要とされるパラメーターです。 FlowForce

Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パスを解決するた

めに、使用します。 作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce

Server が実行されているオペレーティングシステム上の有効なパスを与えてください。ス

テップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、  FlowForce Server は一

時的なディレクトリを使用します。

ステップの結果を割り当て このフィールドはマッピングの結果に名前を与えます。このサンプルでは、このフィールドを空

白のままにします。

3. トリガーから 「新規タイマー」をクリックします。

4. 実行の横から、 タイマーを毎日、１日毎に実行するように設定します。開始の横から、ジョブが開始される日時を選択します。 例:

5. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報を参照してください。
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6. [保存]をクリックします。 

ジョブを実行する方法

トリガー内で指定された日付で、 FlowForce Server マッピングジョブを実行します。ジョブの実行に成功すると結果として生成されたファイ

ル (CompletePO.xml) は C:\FlowForceExamples\Mapping ディレクトリ内で使用できるようになります。ジョブの実行が成功

したかを確認するには ジョブログ を参照します。
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14.5 ジョブを他のジョブのステップとして使用する

この例では、他のジョブのステップとして定義されたジョブを使用する方法が説明されています。このサンプルは、前に作成されたジョブを必要と

するため、サンプルをこのサンプルを完了する前に、MapForce マッピングからジョブを作成する を完了することが奨励されます。

MapForce マッピングからジョブを作成する サンプルから思い出せるかもしれませんが、 GeneratePurchaseOrder は実行される都

度、 XML ファイルを一時フォルダーに生成します。このサンプルは以下を行う方法について説明しています:

1. マッピングにより生成されたファイルをコピーするジョブを作成します。このジョブを CopyOutput と呼びます。

2. GeneratePurchaseOrder を変更し CopyOutput ジョブを追加実行ステップとして追加します。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  MapForce Enterprise または Professional edition、MapForce Server または MapForce

Server Advanced Edition、および FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナーの一つへのパーミッションを持つ FlowForce Server ユーザーアカウント (デフォルトでは、 /public コンテナーはすべて

の認証済みのユーザーによりアクセスすることが可能です)。

· このサンプルで作成されたマッピングジョブはファイルを一つのディレクトリから他のディレクトリにコピーします。FlowForce Server が

作動するオペレーティングシステムでは、 両方のディレクトリが存在している必要があり、これらのディレクトリ内にファイルを作成する

権利を有していることを確認してください:  このサンプルは C:\FlowForceExamples\Mapping と C:

\FlowForceExamples\Archive ディレクトリを使用しています。

· MapForce マッピングからジョブを作成する 内で説明されているステップを完了してください。

ジョブの作成方法

1. 「構成」をクリックし  /public/Examples コンテナーに移動します。前のサンプルを試している場合 public/Examples コン

テナーは既存のはずです。それ以外の場合  作成 | コンテナーの作成 コマンドを使用して作成してください。

2. 「作成」をクリックし、「ジョブの作成」を選択します。

3. ジョブの名前を入力します (このサンプルでは "CopyOutput")。

4. 実行ステップの下で、 次の設定を持つ最初の実行ステップを追加します:
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実行関数 /system/filesystem/copy 関数を参照します。

ソース CompletePO.xml

作業ディレクトリ パラメーターが設定されていないため、相対的なパスを使用します。

ターゲット これは FlowForce Server が作動するオペレーティングシステムの既存のファイルまたはディレクトリ

のパスである必要があります。このサンプルでは、コピーされるとファイルの名前を変更し、ファイル名をパ

スに以下のように追加します:

C:\FlowForceExamples\Archive\PurchaseOrder.xml

上書き このチェックボックスを選択します。これは、 FlowForce Server に保存先パスで検索された同じ名

前を持つファイルを上書きするように命令します。

エラー時には中断する パラメーターをそのままにします。 

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定します。  「エラー時には中断」 が

FALSE の場合、関数は、ブール値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、 TRUE です。

作業ディレクトリ FlowForce はすべての相対的なファイルパスをこのディレクトリで探します。以下に設定します:

C:\FlowForceExamples\Mapping

5. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報　を参照してください。

6. [保存]をクリックします。 

既知かもしれませんが、作成されたジョブにはトリガーが存在しません。他のジョブからこのジョブを呼び出すため、トリガーは定義されていませ

ん。

CopyOutput ジョブを他のジョブのステップとして追加する方法

1. /public/Examples コンテナーを GeneratePurchaseOrder から開きます。

2. 実行ステップで、  「新規実行ステップ」をクリックし、既存のステップの後に新規ステップを追加します。

3. 実行関数の横で CopyOutput ジョブの場所を参照してください。実行ステップは以下のようになります:
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4. タイムトリガーから、「保存」をクリックします。

5. トリガー内に入力された日時から、 FlowForce Server は、ジョブを実行し、CompletePO.xml ファイルを指定されたディレ

クトリにコピーし、名前を PurchaseOrder.xml に変更します。ジョブの実行が成功したかを確認するには ジョブログ を参照し

ます。
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14.6 ディレクトリ ポーリング ジョブを作成する

このサンプルは FlowForce Server 内で作成されたファイルシステムトリガーを使用してディレクトリでの変更を監視する方法について説明

しています。(ファイルシステムトリガーを参照してください)。新規 XML ファイルがディレクトリに追加されると FlowForce Server は XML

ファイルを入力パラメーターとして取るマッピングジョブを実行します。マッピングジョブの出力は、アーカイブディレクトリに移動されます。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  MapForce Enterprise または Professional edition、MapForce Server または MapForce

Server Advanced Edition、および FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナーの一つへのパーミッションを持つ FlowForce Server ユーザーアカウント (デフォルトでは、 /public コンテナーはすべて

の認証済みのユーザーによりアクセスすることが可能です)。

· このサンプルで作成されたマッピングジョブはファイルを一つのディレクトリから他のディレクトリにコピーします。FlowForce Server が

作動するオペレーティングシステムでは、 両方のディレクトリが存在している必要があり、これらのディレクトリ内にファイルを作成する

権利を有していることを確認してください:  このサンプルは C:\FlowForceExamples\DirPolling と C:

\FlowForceExamples\Archive ディレクトリを使用しています。 

使用されるデモファイル

· ShortApplicationInfo.mfd —  FlowForce Server ジョブを作成する MapForce マッピング

· ApplicationsPage.xml —  マッピングに入力として与えられる XML インスタンスファイル。

MapForce がインストールされているマシン上の次のパスで両方のファイルを見つけることができます:

<Documents>\Altova\MapForce2021\MapForceExamples\。

マッピングのしくみ

このサンプル(ShortApplicationInfo.mfd) で使用されている MapForce マッピングは、以下のとおりです。FlowForce Server から

の観点では、XML ファイルと入力としてマッピングが取り XML ファイルを出力として生成することが重要です。

マッピングは XML ファイル ApplicationsPage.xml) を他のスキーマに変換し ShortInfo.xml として保存します。一番上の接続を

確認するとマッピングは簡単に理解することができます:  ソース内の各 アイテム のために、ターゲット内で情報 アイテムが作成されます。対応

する子アイテムから値をコピーするために他の接続は使用されます。特定の関係がある項目は点線で接続されています。MapForce 内で

は、この接続は「ソース優先」と呼ばれ、サブセクションが複合型コンテンツを含むために使用されます。
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ShortApplicationInfo.mfd

ソースとターゲット XML スキーマの名前はそれぞれ SectionedPage と ShortInfo であることに注意してください。下に示されるように、

FlowForce ジョブは FlowForce Server にデプロイ後も同じ名前の入力と出力パラメーターを持ちます。

FlowForce Server にマッピングをデプロイする

FlowForce Server にデプロイする前にマッピング ShortApplicationInfo.mfd は特別なな準備を必要としません。ソースとターゲット

コンポーネントが XML ファイルのため、FlowForce Server にデプロイされるパッケージに自動的に含まれます。 

FlowForce にマッピングをデプロイするには、MapForce 内で開きメニューコマンド「ファイル | Dep loy to FlowForce Server にデ

プロイする」を実行します。
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FlowForce Server が異なるホストとポートで作動する場合、必要に応じて接続の詳細を変更してください。ネットワーク設定の定義を参

照してください。マッピングのパスは /public/Examples/ShortApplicationInfo.mapping であることに注意してください。これは前

のサンプルと一貫しています。

ディレクトリポーリングジョブを作成する

FlowForce Server にマッピングをデプロイ後、ブラウザーが開かれジョブ作成ページがロードされます。下に説明されているように最初の実

行ステップは自動的に作成され、前にデプロイされたマッピング機能が呼び出されます。ターゲットコンポーネント (ShortInfo) と同じ名前が

出力パラメーターに与えられていますが、ソース MapForce コンポーネント(SectionedPage)と同じ名前があたえられていることに注意し

てください。 
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ジョブを次のように構成します:

1. 作業ディレクトリ ボック内に作業ディレクトリのパスを入力します。この例は、作業ディレクトリとして C:

\FlowForceExamples\DirPolling を使用しています。

作業ディレクトリとは、ジョブが入力ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所が必要な場合の、実行ステップにより必要とされるパ

ラメーターです。 FlowForce Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パスを解決するために、使用します。

作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce Server が実行されているオペレーティングシステム上の有効なパスを与えてくだ

さい。ステップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、  FlowForce Server は一時的なディレクトリを使用します。

2. トリガーから  「新規 ファイルシステムトリガー」をクリックします。FlowForce Server は、入力パラメーターに新規

triggerfile パラメーターを自動的に追加することに注意してください。このコンテナーを次のステップで参照する必要があります。

3. 次のトリガーの値を設定します:

· チェック:  変更された日付

· ファイルまたはディレクトリ: C:\FlowForceExamples\DirPolling\*.xml

· ポーリング間隔:  60 秒

4. 実行ステップで triggerfile パラメーターを SectionedPage パラメーターに対する入力値としてパスします。これを行うには、

SectionedPage パラメーターの横の  ボタンをクリックし、 triggerfile を選択します。この結果、

SectionedPage パラメーターの値は、 {triggerfile} に変更されます。中かっこは FlowForce 式を表示し、削除される必

要があります。
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これまでの構成により、 ApplicationsPage.xml が作業ディレクトリにコピーされると、トリガーが実行されます。しかしながら、トリガーはワ

イルドカード (*.xml) を使用するため、 (ShortInfo.xml) を含む他の XML ファイルがディレクトリ内で変更される場合でも実行されま

す。これは期待される振る舞いではなくエラーを引き起こします。ですから、新規ディレクトリから生成された出力ファイルを削除する2番目のス

テップを追加する必要があります。または、 トリガーの名前を C:\FlowForceExamples\DirPolling\ApplicationsPage.xml に

名前を変更することができます(この場合、2番目のステップは必要ありません)。

新規ディレクトリに出力を移動するステップを追加するには以下を行います:

1. 前のステップのすぐ後に、新規実行ステップを追加します。

2. 次のようにステップを構成します (ソースと目的のフィールドは大文字と小文字を区別することに注意してください):

実行関数 /system/filesystem/move 関数を参照します。

ソース ShortInfo.xml

作業ディレクトリ パラメーターが設定されていないため、相対的なパスを使用します。

保存先 これは FlowForce Server が作動するオペレーティングシステムの既存のファイルまたはディレクトリ

のパスである必要があります。以下に設定します:

C:\FlowForceExamples\Archive

ターゲットの上書き このチェックボックスを選択します。これは、 FlowForce Server に保存先パスで検索された同じ名

前を持つファイルを上書きするように命令します。

エラー時には中断する パラメーターをそのままにします。 

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定します。  「エラー時には中断」 が

FALSE の場合、関数は、ブール値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE の

場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、 TRUE です。

作業ディレクトリ FlowForce はすべての相対的なファイルパスをこのディレクトリで探します。以下に設定します:

C:\FlowForceExamples\DirPolling
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最後にジョブの実行に使用される使用中のオペレーティングシステムの資格情報を追加します:

1. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報　を参照してください。

2. [保存]をクリックします。

ジョブを実行する方法

ApplicationsPage.xml を作業ディレクトリにコピーしてジョブをテストすることができます。これを行う際には、 FlowForce Server は

マッピングジョブを実行し、結果出力ファイルをアーカイブディレクトリにコピーします。

ジョブの実行が成功したかを確認するには ジョブログ を参照します。
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14.7 エラー処理をジョブに追加する

このサンプルはジョブにエラー処理を追加する方法について説明しています。このサンプルで使用されたジョブはディレクトリのコンテンツをリスト

し、ブラウザーから W eb サービスとして呼び出されます。ジョブの結果を処理するために FlowForce Server をどのように構成するかについ

て学びます:

· ジョブの実行に成功すると、ブラウザー内でジョブの出力が表示されます。

· 何らかの理由でジョブが実行に失敗した場合、名前の挙げられた宛先に通知メールが送信されます。

· ジョブの実行が完了すると、実行の状態に関わらず、ローカルシステム上のファイルのジョブの内部 ID にログされます。

FlowForce Server では、この例では、次の2つのエラー処理 条件のために保護されたブロックを作成します:  「エラー時」 と 「常に」 (それ

ぞれ上記のシナリオの内の1つを処理します)。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· FlowForce Server メールの設定が構成済みであること。電子メールパラメーターの設定を参照してください。

· コンテナーの一つへのパーミッションを持つ FlowForce Server ユーザーアカウントが必要です (デフォルトでは、 /public コンテ

ナーはすべての認証済みのユーザーによりアクセスすることが可能です)。

· このサンプル内で作成されたジョブはディスクに出力を書き込みます。このために FlowForce Server がインストールされているオ

ペレーティングシステム上ではいくつかのディレクトリへの読み取りと書き込みの権利が必要になります。このサンプルは C:

\FlowForceExamples\ErrorHandling を使用しています。

ヒント

· この例は、 W indows パスとコマンドを使用していますが、 パスとコマンドを必要に応じて変更すると、他のオペレーティングシステム

上でテストすることができます。

ジョブの作成方法

1. FlowForce Server が作動するマシン上で、 ジョブ出力が保存されるディレクトリを作成します。このサンプルは C:

\FlowForceExamples\ErrorHandling を使用しています。

2. FlowForce Server W eb 管理インターフェイスにログインし /public/Examples コンテナーを開き、「ジョブの作成」 をクリッ

クします。前のサンプルに従っている場合 ublic/Examples コンテナーは既存であるべきです。 それ以外の場合 作成 | コンテ

ナーの作成 コマンドを使用して作成します。

3. ジョブの作成 をクリックして 作成中のジョブの名前を入力します。例えば、[ListDirectory] など。ジョブの説明は任意です。

4. ジョブ入力パラメーターで  ボタンを押して型[文字列]のパラメーターを追加します。ジョブランタイムでは、パラメーターはリストへの

ディレクトリのパスを提供します。このサンプルでは、パラメーターの名前は [nputDir] で後のステップで使用されます。

5. 「実行ステップ」で、「新規のエラー/成功処理ステップ」をクリックします。 

6. 「エラー/成功処理を使用して実行」から、  ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します:

実行関数 /system/shell/commandline 関数を参照します。

コマンド 以下のシェルコマンドを入力します:  

dir {inputDir}



510 ジョブの構成の例 エラー処理をジョブに追加する

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova FlowForce Server 2021

inputDir が以前に作成されたパラメーターの名前である個所名前は中かっこに囲まれています。こ

れはジョブのランタイムで、コンテンツが動的にパラメーターの値を置き換えられるからです。詳細に関し

ては、文字列フィールド内に式を埋め込むを参照してください。

エラー時には中断する オプションをそのままにします。詳細に関しては、 /system/shell/commandline 関数を参照してく

ださい。

作業ディレクトリ 以前に作成された作業ディレクトリへのパスを入力します。例えば、C:

\FlowForceExamples\ErrorHandling

7. 「エラー時」 条件から、 ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します:

実行関数 /system/mail/send 関数を参照します。

差出人 差出人の電子メールアドレスを入力します。例： flowforce@localhost。管理ページから電

子メールの設定を構成した場合、このフィールドを空のままにします。

宛先 電子メールアドレスを入力します。

件名 通知電子メールの件名を次のように入力します:

Job {instance-id()} has failed

現在の (失敗した) ジョブインスタンスの一意の ID を取得する中かっこの間の部分は instance-id

関数を呼び出す FlowForce 式です。

本文 以下を入力します:

Exit Code: {string(exitcode(failed-step()))}

Standard Error: {content(stderr(failed-step()))}

Error message: {error-message(failed-step())}

中かっこの間の部分は2つの FlowForce 式です。これらの式はエラーのある出力を取得し、電子メ

ールの本文となる文字列に変換します:

· failed-step 関数は、失敗したステップの result を返します。exitcode、

stderr、または error-message 関数への引数として提供される更に使用しやすい

ようになるこれは抽象的な FlowForce 型です。 

· exitcode 関数は終了コードが存在することを前提に数値ととして result から実際

のエラーコードを取得します。 

· stderr 関数はストリームとして result からエラーの標準エラー出力を取得します。

· error-message 関数は FlowForce エラーメッセージのテキストをログに表示されると

おりに取得します。エラーがない場合、または、エラーテキストを技術的に取得できない場

合、空の文字列が返されます。 

· string 関数は数値の終了コードを文字列に変換します (これは電子メールの本文が

string 型であるからです)。

· content 関数はストリームからのエラー出力を文字列に変換します。

実行が終了コードとエラー出力を生成した場合それぞれ exitcode と stderr 関数は値を

返します。これはコマンドラインにより生成されたものなどエラーの場合通常発生します。
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error-message 関数は情報提供のためで、全てのジョブ構成、および遭遇するエラーの状

態のためにエラーのテキストを返すことは保証されていません。 

8. 「新規のエラー/成功処理」をクリックして、「常に」を選択します。

9. 「常に」条件で  ボタンをクリックし、次の設定を持つ新規の実行ステップを追加します:

実行関数

/system/shell/commandline 関数を参照します

コマンド 以下のシェルコマンドを入力します:

echo {instance-id()} >> JobLog.txt

W indows 上では、このコマンドはジョブ ID を JobLog.txt と呼ばれるファイルに書き込みます。

ファイルにデータが含まれる場合、新規のテキストは既存のデータに追加されます。

作業ディレクトリ 以前に作成された作業ディレクトリへのパスを入力します(C:

\FlowForceExamples\ErrorHandling)。

このディレクトリは JobLog.txt ファイルへのパスを解決するために使用されます。

この段階では、ジョブは以下のようになります (異なるパス、または、シェルコマンドが使用されていないことが仮定されます)。
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10. ジョブを W eb サービスにするには、「HTTP によりこのジョブを使用できるようにする」 チェックボックスを選択し、 W eb サービ

スの名前を入力します。例:
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サービス名に注意してください。 W eb サービスを呼び出す必要があります。

11. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。

12. [保存]をクリックします。

ジョブを実行する方法

この段階ではジョブ構成が完了しました。W eb サービスとしてこのジョブは公開されており以下の方法で実行することができます:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/ListDirectoryService をブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は

FlowForce Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホ

ストとポート設定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

ジョブはパラメーターを取り、ブラウザーから W eb サービスにアクセスするようにパラメーター値を提供するようにプロンプトされます。

http://127.0.0.1:4646/service/ListDirectoryService
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C:\ のような有効なディレクトリを入力すると、例えば、ジョブは実行され結果がブラウザーに表示されます。

ジョブを実行する都度、ジョブインスタンスの ID は前に構成された[常に]条件に従い JobLog.txt ファイルのコンテンツに追加されます。

[エラー時]条件で、 [nputDir] パラメーターを意図的に(例えば、存在しないパスなど)他の無効な値に変更します。この場合ブラウザーはエ

ラーを表示し FlowForce Server は [エラー時] ハンドラーの受取人フィールド内で指定されているアドレスに電子メールを送信します。例

えば、電子メールは以下のようになります:

以前に説明されている通りこのサンプルで使用されているエラー関数がすべてのジョブ構成のために値を返すことは保証されていません。

このために、電子メールにより提供される詳細のレベルは上部構成と遭遇するエラーにより異なります。そして、 終了コード、 標準エラ

ー、 および エラーメッセージ 電子メールフィールドが常に テキストを含んでいるとは期待できません。エラーの原因として最も権限のある

レファレンスは FlowForce Server log です。
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14.8 Web サービスとしてジョブを公開する

この例では、 W eb サービスとしてのサンプルマッピングジョブを公表する方法が説明されています。MapForce を使用してにサンプルマッピン

グはデザインされており、個人のレコードを補完する Microsoft Access データベースからデータが読み取られます。マッピングはデータベース

から(パラメータとして与えられる)特定の文字で始まる姓を持つ個人のレコードのみが取得されます。(同じ、または、異なるマシン上で)

MapForce から FlowForce Server へ既存のマッピングをデプロイし、 W eb サービスへ変換する方法について学ぶことができます。この

サンプルが終わると、 W eb サービスをブラウザーから呼び出すことができます。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  MapForce Enterprise または Professional edition、MapForce Server または MapForce

Server Advanced Edition、 FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナーの一つへのパーミッションを持つ FlowForce Server ユーザーアカウント (デフォルトでは、 /public コンテナーはすべて

の認証済みのユーザーによりアクセスすることが可能です)。

· このサンプルで使用されているマッピングは Microsoft Access データベースからデータを読み取ります。Microsoft Access ま

たは Microsoft Access Runtime (https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=50040) を

FlowForce Server が作動しているマシン上人ストールする必要があります。

使用されるデモファイル

このサンプルは以下のファイルを使用しており、MapForceがインストールされているコンピューター上で次のパスを使用して見つけることができ

ます:  ..\Documents\Altova\MapForce2021\MapForceExamples.

· DB_PhoneList.mfd (MapForce マッピングデザインファイル)

· altova.mdb (マッピングがデータを読み取る Microsoft Access データベース)。

異なるマシンへマッピングをデプロイする準備

このマッピングはデータベースファイルからデータを読み取るため、このセクションで説明されているとおり追加の構成がマッピングのデプロイの前に

行われる必要があります。MapForce と FlowForce Server が同じコンピューター上にインストールされている場合、下記の「マッピングの

デプロイ」のセクションをスキップすることができます。 

メモ: 「ソースマシン」という用語は、 MapForce がインストールされているコンピューターを指しており、「ターゲットマシン」は FlowForce

Server がインストールされているマシンを指しています。

ターゲットマシンにマッピングをデプロイする前に、以下を行ってください:

1. ターゲットマシン上では、「FlowForce W eb Server」 サービスをすべてのインターフェイス、または、ローカルホスト以外の特定の

IP アドレス上でリッスンするように構成します。ネットワーク設定の定義 を参照してください。このサービスが正確に構成されている

か、ブラウザーから次の URL にアクセスして確認することができます :  http://<FlowForce Web Server><port> 。指定さ

れているアドレスとポートが受信する接続がファイアーウォールによりブロックされていないことを確認してください。

2. 上記の通り、このサンプルで作成されるジョブは W eb サービスとして使用できる必要があります。FlowForce 内では、 W eb サ

ービスとして公開されているジョブへのリクエストは「FlowForce W eb Server」 サービスではなく 「FlowForce Server」 サー

ビスにより処理されます (しくみも参照してください )。このため、 W eb サービスがローカルホストの外部の HTTP クライアントにアク

セス可能な場合、「FlowForce Server」サービスはすべてのインターフェイス上で、または、ローカルホスト以外の特定のアドレス

によりリッスンできるように構成されている必要があります。このサービスが正確に構成されているか、ブラウザーから次の URL にアク

セスして確認することができます :  http://<FlowForce Server><port>/service/ 。W eb サービスとして公開されているす

べてのジョブは (存在する場合) ブラウザーウィンドウ内に直接リンクとして表示されます。

デプロイする前に、マッピングは、絶対パスの代わりに相対パスを使用するように再度構成される必要があります:

https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=50040
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1. DB_PhoneList.mfd を MapForce 内でマッピングを開き、マッピングエリアを右クリックし、コンテキストメニューから 「マッピン

グの設定」 を選択します。

2. 「生成されたコードでは絶対パスを使用する」 チェックボックスをクリアします。

3. マッピングを保存します。

Microsoft Access または SQLite などのファイルベースのデータベースはマッピングと共にターゲットマシンにデプロイされません。このため、

Access データベースは手動でソースマシンからターゲットマシンにコピーされる必要があります。ソースマシン上のディレクトリ ..

\Documents\Altova\MapForce2021\MapForceExamples から altova.mdb データベース ファイルをコピーし、ターゲットマ

シン上の空のディレクトリに張り付けます。このサンプルでは、ターゲットディレクトリは 「C:\FlowForceW orkingDir」 です。このディレクトリ

は後に FlowForce ジョブで参照されます。

マッピングは FlowForce Server にデプロイされる準備ができています。データベース接続を含むマッピングのデプロイに関する情報は、サー

バー実行のためにマッピングを準備する。
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マッピングのデプロイ

1. DB_PhoneList.mfd を  MapForce 内で開きます。

2. 「ファイル」 メニューで、「FlowForce Server にデプロイする」をクリックします。このサンプルの目的のために、マッピングはデ

フォルトのパス (/public コンテナー)) にデプロイされます。異なるマシン上の FlowForce Server にデプロイする場合、

「localhost:8082」 からサーバーアドレスとポートを FlowForce Server から構成されたものに変更してください(上記を参照し

てください)。

FlowForce ジョブの作成方法

FlowForce Server にマッピングがデプロイされ、ブラウザー内にジョブ構成ページが表示されています (上記のダイアログボックスで「新規の

ジョブを作成するために W eb ブラウザーを開く」チェックボックスが選択されていることが前提です)。それ以外の場合、 FlowForce

Server W eb 管理インターフェイスにログインし、( /public コンテナーである)前にデプロイされたマッピング関数を開き、 「ジョブの作成」を

クリックします。 

ジョブを構成する方法:

1. 入力パラメーターから、 型 文字列 の新規入力パラメーターを作成し、NamePrefix と名前をつけます。

2. 実行ステップで、 NamePrefix の横の「設定」をクリックして、 NamePrefix を選択します。マッピングパラメーターの値

NamePrefix を前のステップで作成された NamePrefix 入力パラメーターの値に設定します。

3. Working-directory の横に 「C:\FlowForceW orkingDir」 を入力します(これは Access ファイルが以前にコピーされて

いるディレクトリと同じである必要です)。
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4. サービスから 「このジョブを HTTP を介して URL 上で利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、

GetPhoneList をサービスの名前として入力します。

5. 資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。資格情報 も参照します。 

メモ: この資格情報を FlowForce Server W eb 管理インターフェイスへのアクセスに使用される資格情報特別してください。また、こ

こにユーザーが入力する内容が作業ディレクトリから altova.mdb データベースファイルにアクセスできるように注意してください。そ

れ以外の場合、ジョブは成功せずに失敗します。

6. [保存]をクリックします。

W eb サービスの呼び出し

作成された W eb サービスを以下のように呼び出すことができます:

1. ( [FlowForceServer] と [Port] を管理ページ内で構成された設定と置き換えます):

http(s)://[FlowForceServer]:[Port]/service/GetPhoneList

FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可能にする

 チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することができます。それ以外の場

合、このボタンは表示されません。

2. 資格情報を与えるように問われると、 FlowForce Server W eb 管理インターフェイスにアクセスするために使用される資格情

報を入力します。

3. W eb サービスのパラメーターを入力するように問われると、 ( 「F」 で始まる姓を持つすべての個人を抽出することを前提として) F

を入力します。
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4. 「送信」 をクリックします。FlowForce Server はジョブを処理し、結果を返します。

ジョブの実行に成功すると、ジョブの出力は直接ブラウザーに表示されます (また、作業ディレクトリ内で出力は生成されます C:

\FlowForceWorkingDir)。それ以外の場合、実行エラーが発生すると、詳細のためにジョブのログを参照してください (以下を参照:

ジョブのログを確認する )。
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14.9 JSON を FlowForce Web サービスへポストする方法

このサンプルでは、HTTP リクエストボディ内で JSON データを持つ POST リクエストを受け入れる FlowForce W eb サービスを作成する

方法が説明されています。第2に、MapForce などのクライアントから W eb サービスを呼び出す方法について説明されています。

このサンプルでは W eb サービスは JSON データを受け入れるように構成されます。XML または他のコンテンツを以下で示される方法に類

似した方法で FlowForce Server により作成されたサービスにポストすることができます。W eb サービスは、 JSON データを受け入れ、

更なる処理無しにローカルで保存できるように簡素化されています。RaptorXML Server を使用して、 JSON データを検証、または、処

理するようにジョブを拡張することもできます。

このサンプルは、パラメーターとしてではなく、 HTTP リクエストのボディ内にデータがポストされる場合を特別に説明しています。W eb サービス

をパラメーターを使用して呼び出すサンプルに関しては、 W eb サービスを公開するを参照してください。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server、 MapForce Enterprise Edition。

コメント

FlowForce Server は W eb サービスを作成する素早い方法を提供します。MapForce Enterprise Edition は FlowForce

Server により作成される W eb サービスを呼び出すクライアントとして振る舞います。異なるクライアントを使用しても、同じ結果を得る

ことができます。

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナーの一つへのパーミッションを持つ FlowForce Server ユーザーアカウント (デフォルトでは、 /public コンテナーはすべて

の認証済みのユーザーによりアクセスすることが可能です)。

· このジョブは、 W eb サービスにより受信された入力データをローカルの作業ディレクトリに保存します C:

\FlowForceExamples\PostJson。このディレクトリ (または、類似したディレクトリ) が FlowForce Server が作動する

マシン上で既存のマシンに存在し、オペレーティングシステムユーザーアカウントがこのディレクトリに書き込むことのできる権利を有する

必要があります。 

FlowForce ジョブの作成方法

FlowForce Server W eb 管理インターフェイスにログインし、 /public/Examples コンテナーを開き、「ジョブの作成」 をクリックしま

す。次に、名前を入力し、オプションで、作成する W eb サービスのための詳細を入力します。

メモ: 前のサンプルに従っている場合public/Examples コンテナーは既存であるべきです。 それ以外の場合 作成 | コンテナーの作

成 コマンドを使用して作成します。
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ジョブが POST データを任意のコンテンツとして扱うようにするには、型 ストリーム の1つのパラメータをが必要になります。パラメーターを作成

するには、「パラメーターの追加」   をクリックし、パラメーター名を入力します (このサンプルの場合「データ」) ストリーム をデータ型として

選択します。

次に、新規の実行ステップを追加し、以下のように構成します:

上記の実行ステップは FlowForce ビルトイン copy 関数を呼び出します。「ソース」 テキストボックス内に表示される式は、 as-file 式関

数を使用してファイルするために W eb サービスにより受信された入力を変更します (入力パラメーターは前のステップ内で、名前の付けられ

た データ であることを思いだしてください)。この式を自動的に取得するには、「ソース」 テキストボックスの横の  ボタンをクリック

し、「データ」を選択します。

「ターゲット」テキストボックスにはジョブが呼び出される都度一意のファイル名を生成する式が含まれています。一意のファイル名を取得するに

は、 FlowForce instance-id 式関数が呼び出されます。このため、 JSON ファイル名は、 「file35. json」 のようになり、(FlowForce

ジョブインスタンスの ID に対応し)数値は各ジョブの呼び出しにより異なります。フルパスを入力することもできますが、このサンプルで示されてい

るとおり、「作業ディレクトリ」パスが設定されていることが必須になります。作業ディレクトリパスを設定すると、相対するファイル名が作業ディレク

トリパスに対して解消されます。 

ディレクトリ C:\FlowForceExamples\PostJSON (または、パスが変更されている場合、上記に類似しているディレクトリ ) が

存在し、使用中のオペレーティングシステムユーザーアカウントが書き込む資格を有している必要があります。

「サービス」から、「このジョブを HTTP から使用できるようにする」チェックボックスを選択し、「PostJsonService」 を入力、または、

W eb サービスのために同様の名前を入力します。サービス名に注意してください。 W eb サービスを呼び出す必要があります。
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「資格情報」から、既存の資格情報を選択、または、ローカルの資格情報を指定します  (資格情報も参照してください)。これらは、

FlowForce Server が作動するオペレーティングシステム上のユーザーアカウントの資格情報である必要があります。

メモ: この資格情報を FlowForce Server W eb 管理インターフェイスへのアクセスに使用される資格情報特別してください。 

[保存]をクリックします。新規の W eb サービスをクライアントから呼び出す準備が整いました。

W eb サービスをブラウザーから呼び出す方法

W eb サービスを以下の方法でブラウザーから呼び出すことができます:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/PostJsonService をブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は FlowForce

Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホストとポート設

定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

ジョブはパラメーター敏江ストリームを期待するように構成されているためブラウザー内にパラメーター値を入力するようにプロンプトされます。「参

照」 をクリックして、 POST リクエスト内に提供される JSON ファイルを選択します。

http://127.0.0.1:4646/service/PostJsonService
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[送信]をクリックすると、FlowForce Server はジョブを処理し、ブラウザーにレスポンスを出力します。

ジョブの実行に成功すると、ブラウザーは 「true」 を表示し、JSON ファイルが作業ディレクトリ C:\FlowForceExamples\PostJson

に保存されます。それ以外の場合、実行エラーが発生すると、詳細のためにログを参照してください。ジョブログのビューを参照してください。

MapForce から W eb サービスを呼び出す方法

W eb サービスを、 MapForce Enterprise Edition などのブラウザー以外のクライアントから呼び出すことができます。

1. 新規のマッピングを作成するために、「ファイル」 メニューから 「新規作成」 をクリックします。

2. 「出力」 メニューで「ビルトイン実行エンジン」をクリックします。

3. 「挿入」 メニューから「W eb サービス関数」をクリックします。W eb サービス 呼び出し設定ダイアログボックスが開かれます。

4. 「手動」 をクリックし、POST をリクエストメソッドとして選択し、 URL ボックス内で W eb サービスの URL を入力します。ブラウ

ザーから W eb サービスをテストするために使用された URL と同じです。

5. [HTTP セキュリティ設定]の横の 編集 ボタンをクリックし 動的な認証 チェックボックスを選択します。これにより、マッピングの実行

時資格情報をマッピングへの入力パラメターとして、インタラクティブに提供することができます。資格情報の使用 オプションに関す

る詳細については マッピング関数内の資格情報を参照してください。このダイアログボックス内にユーザー名とパスワードを直接入力

数rことは下位互換性のためにのみサポートされていますが、奨励はされていません。
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6. 「OK」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。マッピングは以下のようになります:

7. 「挿入 | 出力の挿入」 メニューコマンドを選択し、マッピングに3個の入力パラメーターを追加します。最初の2つはそれぞれユーザ

ー名とパスワードを提供します。3番目は JSON データを適用します。
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8. 上の入力コンポーネントのそれぞれをダブルクリックし、マッピングのプレビューのために使用されるデザイン時の実行値を入力します。

最初の2つのパラメーターのためにサービスにアクセスするために必要とされるユーザー名とパスワードを入力します。これらはマッピング

を実行するために必要でセキュリティ上の理由からマッピングファイルに保存することは奨励されません。JSON データを提供するパ

ラメーターのために、デザイン時にこのマッピングを実行するために、以下に示される通り、使用するためにサンプル JSON データを

入力します:

メモ: ここで示されているサンプル JSON データは、デモのためでとても短いです。MapForce Server がマッピングを実行すると、

JSON データを入力パラメーターとして、実際の JSON ファイルからのマッピングに提供することができます。

9. 「挿入 | 出力の挿入」 メニューコマンドを選択し、マッピングの出力を追加します。 

10. charset-encode と mime-entity 関数をライブラリウィンドウからドラッグし下に示されるようにすべての接続を作成します。

「入力 | 定数」  メニューコマンドを選択し、2つの定数を追加する必要があります。
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上記のマッピング内では、単純型コンポーネントの方法で JSON 入力がマッピングに提供されます。charset-encode と mime-

entity 関数は、 HTTP リクエストのボディを準備する MapForce ビルトイン関数です。W eb サービスにより返されるステータスコードは

マッピングにより返される結果にマップされます。

HTTP リクエストのボディを構成されていない方法で上記のように準備することは、 POST リクエスト内にデータを送信する方法の一つ

です。JSON と XML 構造のために、 「W eb Service 呼び出しの設定」 ダイアログボックス内のリクエストの JSON または XML

スキーマを入力することができます。この場合、サービスコンポーネントのボディは、リクエストの JSON/XML 構造をベースにし、マッピング

の入力 (コネクタ) を提供します。

出力 タブをクリックして、 MapForce を使用してマッピングを実行することができます。エラーが発生すると、メッセージウィンドウに表示されま

す。デバッグするには、 FlowForce Serverログを確認する必要がある場合があります ( POST リクエストがサーバーに達していることが前

提とされています)。それ以外の場合、実行に成功すると、以下が発生します:

1. HTTP ステータスコード "200" が出力 ペインに表示されます。 

2. サーバ側で、提出された JSON データはファイルに書き込まれ C:\FlowForceExamples\PostJson ディレクトリに保存さ

れます。

また、 MapForce Server を使用してマッピングを実行、または、 FlowForce Server にデプロイすることができます。また、 W eb サー

ビスにすることもできます。詳細に関しては、 MapForce  https://www.altova.com/ja/documentation ドキュメントを参照してくださ

い。 

https://www.altova.com/ja/documentation


(C) 2015-2021 Altova GmbH

ジョブの結果をキャッシュする 527ジョブの構成の例

Altova FlowForce Server 2021

14.10 ジョブの結果をキャッシュする

この例では、( キャッシュプロデューサーとして参照される)ジョブの結果をキャッシュし、 ( キャッシュコンシューマーとして参照される)他のジョブ内

で使用する方法が説明されています。両方のジョブは以下の振る舞いをする W eb サービスとして公開されます:

· キャッシュプロデューサー W eb サービスが呼び出されると、再帰的にディレクトリのコンテンツがリストされ、キャッシュを作成または更

新し、ブラウザー内に結果を出力します。

· キャッシュコンシューマー W eb サービスが呼び出されると、キャッシュプロデューサーサービスにより作成されたキャッシュを読み取り、ブ

ラウザー内に結果を出力します。

目的は、両方のジョブの実行にかかった時間を比較し、2番目のジョブの実行がキャッシュされたデータを使用することにより、1番目のジョブの

実行よりも大幅に速いかを確認することです。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナーの一つへのパーミッションを持つ FlowForce Server ユーザーアカウント (デフォルトでは、 /public コンテナーはすべて

の認証済みのユーザーによりアクセスすることが可能です)。

メモ: この例は、 W indows パスとコマンドを使用していますが、 パスとコマンドを必要に応じて変更すると、他のオペレーティングシステム

上でテストすることができます。

ジョブを構成する方法:

1. 「構成」をクリックし  /public/Examples コンテナーに移動します。前のサンプルに従っている場合 public/Examples コンテ

ナーは既存であるべきです。 それ以外の場合 作成 | コンテナーの作成 コマンドを使用して作成します。

2. 「作成」をクリックし、「ジョブの作成」を選択します。

3. ジョブ名前ボックス内に CachedResult を入力します。

4. 実行ステップで、 次の設定を持つ新しい実効ステップを追加します:

実行関数 /system/shell/commandline 関数を参照します。

コマンド 以下のシェルコマンドを入力します:

dir /s

W indows ではこのコマンドは 作業ディレクトリ のコンテンツを 再帰的に リストしていま

す(次の設定参照)。

作業ディレクトリ FlowForce Server が作動するマシン上のディレクトリへの値を設定します:

C:\

異なるディレクトリを使用する場合、ディレクトリのコンテンツを再帰的にリストするために少

なくとも 20-30 秒かかる大きさのディレクトリを選択してください。

ステップの結果を割り当て 次のステップ内の実行ステップにより返される値を参照する必要があり、名前が必要にな

ります。このサンプルのスコープのために dir をこのフィールドの値として入力します。 

5. 実行ステップで、 次の設定を持つ新しい実効ステップを追加します:
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実行関数 /system/compute 関数。

式 次の FlowForce Server 式を入力します:

stdout(dir)

stdout 関数は前の実行ステップにより返される生結果をデータのストリームに変換しま

す ( ステップ結果関数を参照してください)。

6. [実行結果] で戻り型を stream に設定します。既知かもしれませんが、ジョブの最後の実行ステップにより返されたデータ型と同

じ型に設定します。ジョブは以下のようになります:

7. キャッシュの結果から 結果のキャッシュ チェックボックスを選択します。

8. 新規のキャッシュコンスーマージョブを自動作成 チェックボックスを選択し DirectoryListingCachedService を

W eb サービスの名前として入力します。
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9. サービスから 「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、

DirectoryListingService をサービスの名前として入力します。 

10. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください (以下を参照:資格情

報 )。

11. 「保存」をクリックします。 

ジョブを実行する方法

この段階では、キャッシュプロデューサーとキャッシュコンスーマージョブの両方の構成が完了されました。非キャッシュサービス

(DirectoryListingService) のパフォーマンスをブラウザー内でテストするには以下のアプローチいずれかを使用してジョブを実行しま

す:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/DirectoryListingService をブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は

FlowForce Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホ

ストとポート設定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

http://127.0.0.1:4646/service/DirectoryListingService
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C:\ ディレクトリのコンテンツを再帰的にリストするように構成されているため、完了するまでに数分かかる可能性があります。ジョブを完了する

までかかった時間を確認するために、ジョブログを参照してください。 ジョブのログを確認するを参照してください。

キャッシュ顧客サービス (DirectoryListingCachedService) のパフォーマンスをテストするには,  enter

http://127.0.0.1:4646/service/DirectoryListingCachedServiceをブラウザーのアドレスバーに入力します (またはホスト名とポー

トが異なる方法で構成されている場合、同等の URL を入力します) 。このサービスは、既存のディレクトリリストの代わりにキャッシュされたデ

ータを使用するので、短い時間で完了することが期待されます。

http://127.0.0.1:4646/service/DirectoryListingCachedService
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14.11 StyleVision 変換からジョブを作成する

この例では、StyleVision 変換から FlowForce Server ジョブを作成する方法が説明されています。ジョブは、 以下の3つのステップから

構成されています:

1. 最初のステップは、最初に StyleVision 変換を実行します。

2. 変換は、複数のストリームの配列を返すため、 2番目のステップは、 FlowForce Server 式を使用して変換により作成された

複数のファイルにアクセスします。

3. 3番目のステップは、ファイルをアーカイブフォルダーにコピーします。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  StyleVision Enterprise または Professional エディション、 StyleVision Server、 FlowForce

Server

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトでは、この例で使用

されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。

· このサンプルで作成されたジョブはファイルを一つのディレクトリから他のディレクトリにコピーします。FlowForce Server が作動する

オペレーティングシステムでは、 両方のディレクトリが存在している必要があり、これらのディレクトリ内にファイルを作成する権利を有

していることを確認してください:  このサンプルは以下のディレクトリを使用しています:

o C:\FlowForceExamples\GenerateHtml — は全ての処理が行われ、相対的なパスが解決されるジョブの作業

ディレクトリです。

o C:\FlowForceExamples\Archive — はジョブにより生成された HTML ファイルがコピーされる保存先のディレクトリ

です。

使用されるデモファイル

StyleVision Power Stylesheet (.sps) ファイルは XML ファイルを処理し、 HTML を含む複数のフォーマットで出力を生成します。こ

れは AutoCalc.sps と呼ばれ StyleVision [Examples] サンプルプロジェクト Examples > Basics > AutoCalc.sps で使用

することができますStyleVision サンプルプロジェクトを StyleVision で開くには、Examples を プロジェクト メニューから開きます。

StyleVision 変換をを FlowForce Server にデプロイする方法

最初に StyleVision から FlowForce Server へデモ .sps ファイルをデプロイします。.sps ファイルのデプロイとは HTTP (または構成さ

れている場合 HTTPS) を介して StyleVision が変換にしようされたリソースをオブジェクトに整理し、FlowForce Server にパスすること

を意味します。FlowForce Server に変換がデプロイされると、サーバージョブを作成することができます。

StyleVis ion 変換をデプロイする方法:

1. StyleVision 内で AutoCalc.sps ファイルを開きます。 

2. 「ファイル」 メニューから、「FlowForce (Server) にデプロイする」をクリックします。このオプションが無効化されていると デザイ

ンタブが選択されていることを確認してください。変換を PXF ファイルとして保存するようにプロンプトされると、デフォルトの設定をそ

のままにし、  「OK」をクリックします。
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3. サーバー と ポート テキストボックス内に W eb 管理インターフェイスのサーバー名とポートを入力します (例えば、 FlowForce

Web Server サービスがデフォルトのポートで同じマシン上でのリスティングの場合では 127.0.0.1 と 8082 など)。異なるアド

レスとポートが構成されている場合これらの値を変更してください。 ネットワーク設定の定義を参照してください。

4. User と Password テキストボックスに FlowForce Server ユーザー名とパスワードを入力します。 

5. ディレクトリ を ログイン ドロップダウンリストからを選択、または <Default> オプションをそのままにします。

ディレクトリサービス 統合が有効化されていると、 ドメインユーザー名とパスワードを入力し、ドメイン名をログインドロップダウン

リストから選択します。詳細に関しては、ディレクトリサービス 設定の変更を参照してください。

6. パス テキストボックスは変換がデプロイされるデフォルトのパスを表示します。他のサンプルとの一貫性のために 参照 をクリックし、パ

スを /public/Examples/AutoCalc.transformation に変更します。前のサンプルに従っている場

合 /public/Examples コンテナーは既存であるべきです。それ以外の場合、下のダイアログボックス内の コンテナーの作成 を

クリックして作成します:
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7. [OK] をクリックし[変換をデプロイする]ダイアログボックスの 新規のジョブを作成するために W eb ブラウザーを開く チェックボッ

クスを選択します。
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8. [OK] をクリックして変換をデプロイします。 

デプロイが完了すると、 FlowForce Server 管理インターフェイスは W eb ブラウザーを開き、部分的に記入されたジョブのページが表示さ

れます。変換関数自体は以前に指定済みのコンテナーパスに保存されます。これでデプロイの過程は完了しました。

ジョブの作成方法

上記の通り FlowForce Server に .sps ファイルをデプロイした後、ブラウザーは部分的に入力されたジョブページを表示します。入力済

みのパラメーターと共に最初の実行ステップが自動的に作成されます。
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ジョブを関数のページ (/public/Examples/AutoCalc.transformation) を開いてジョブを作成し、 ジョブの作成をクリックします。

ジョブを構成する方法:

1. デフォルトのジョブ名を [AutoCalc.transformaton. job] から詳細な名前に変更します。例えば [GenerateHtml] など。これ

は任意のステップですが、名前が同じコンテナー内の他のジョブにより使用されている場合必要なステップです。

2. デフォルトで作成された最初の実行ステップを以下のように入力します:

実行関数 このフィールドは以前にデプロイされている StyleVision 変換関数を指しています。その

ままにしてください。

パラメーター InputXml フィールドはジョブ (Data.xml) にパッケージ済みの XML ファイルを含んで

います。この例のスコープのためにパラメーター値そのままにすることができます。入力と出力

インスタンスの変更に関する詳細は ジョブとしてマッピングを実行し変換するを参照してく

ださい。

AutoCalc.html を出力ファイルとして宣言するために OutHtml の横の  ボタン

をクリックします。

GenerateHtmlOutputAsMime はこのサンプルでは設置されていません。このオプ

ションは通常 FlowForce Server を使用して送信された電子メールメッセージの

HTML 本文を準備するために必要とされます。詳細に関しては、 send-mime 関数を

参照してください。

オプション OutRtf、OutFo、OutPdf、OutDocx は対応するフォーマットで (RTF、

FO、PDF、Docx) 変換出力を宣言します。これらの出力は現在のサンプル内で使用

されていないため、変更されないままで保持されます。

作業ディレクトリ ボックスでは、 FlowForce Server がジョブの出力を保存する必要

があるディレクトリへのパスを入力してください。この例は、ジョブの作業ディレクトリとして C:

\FlowForceExamples\GenerateHtml を使用しています。

ステップの結果を割り当て 出力を入力します。これは明示的に最初の実行ステップにより返された結果へという名前

[output] を与えます。この結果を後に参照する必要があります。

3. 「新規実行ステップ」 をクリックし以下のように構成します:

実行関数 /system/compute 関数。

式 次の FlowForce Server 式を入力します:
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as-file(nth(results(output), 0))

この式は、 FlowForce Server に以下を行うように命令します:

1. 宣言済みの output により返された配列を取得するために式関数の結果を

呼び出します。

2. 配列内の最初のアイテムを取得するために 関数 nth に配列をパスします。

配列インデックスは、ゼロベースであるため、関数 nth の2番目の引数として0

を使用します。

3. ファイルとして宣言するために値をas-file 関数にパスします。

ステップの結果を割り当て html_file を入力します。これにより FlowForce Server にステップにより返された結

果に html_file という名前が付けられるように命令します。この結果を後に参照する必

要があります。

4. 「新規実行ステップ」 をクリックし、ステップを以下のように構成します:

実行関数 /system/filesystem/copy 関数を参照します。

ソース

をクリックして html_file を選択します。

ターゲット C:\FlowForceExamples\Archive\AutoCalc.html

上書き 「上書き」 チェックボックスを選択します。 

作業ディレクトリ C:\FlowForceExamples\GenerateHtml

この段階では、 ジョブページの実行ステップセクションは以下のようになります:
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5. トリガーから 「新規タイマー」をクリックします。

6. 実行の横から、 タイマーを毎日、１日毎に実行するように設定します。開始の横から、ジョブが開始される日時を選択します。 例:
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9. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報を参照してください。

10. [保存]をクリックします。

ジョブを実行する方法

トリガー内で指定された日付で、 FlowForce Server は、StyleVision 変換ジョブを実行します。ジョブの実行に成功すると

AutoCalc.html ファイルを C:\FlowForceExamples\Archive ディレクトリ内で使用できるようになります。ジョブの実行が成功した

かを確認するには ジョブログを参照します。
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14.12 RaptorXML を使用してドキュメントを検証する

この例では、 XML スキーマファイルを検証するジョブの作成する方法が説明されています。条件付きエラー処理を使用せず、検証結果をカ

スタムログファイルまたはブラウザーに書き込まないため、このサンプルはファイルを検証する最も簡単な方法を説明しています。検証結果は

FlowForce Server ログ内でのみ使用することができます。更に複雑な検証ジョブのサンプルは エラーログを使用して XML を検証するを

参照してください。

このサンプルで使用される検証ジョブは RaptorXML Server の valany 関数を呼び出します。valany 関数は型をベースにドキュメン

トを検証します。唯一の必須のパラメーターとして検証するためにファイルを取り、XML ファイル、 XML スキーマ、 DTD スキーマ、および他

のファイル型を検証するために使用することができます。RaptorXML 関数に関しては RaptorXML ドキュメントを参照してください

(https://www.altova.com/ja/documentation)。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server、 RaptorXML (または RaptorXML+XBRL) Server。

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトでは、この例で使用

されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。

使用されるデモファイル

address.xsd ファイルを検証するサンプルジョブは RaptorXML Server インストールフォルダー内の次のパスにあります:  C:\Program

Files\Altova\RaptorXMLServer2021\examples\address.xsd.

RaptorXML Server を他の異なるフォルダーにインストールしている以外は 32-ビット RaptorXML Server を作動する 64-ビット

W indows でのパスは C:\Program Files (x86)\Altova\RaptorXMLServer2021\examples\address.xsd です。

その他の XML スキーマファイルも使用することができます。

ジョブの作成

1. FlowForce Server W eb 管理インターフェイスにログインし /public/Examples コンテナーを開きます。前のサンプルに従っ

ている場合 public/Examples コンテナーは既存であるべきです。 それ以外の場合 作成 | コンテナーの作成 コマンドを使用

して作成します。

2. [ジョブの作成]をクリックします。次に名前を入力し、任意でジョブの詳細を任意で入力します。このサンプルは

[ValidateSchema] をジョブ名として使用しています。

3. [新規の実行ステップ]をクリックします。

4. [実行関数] の横で/RaptorXML/valany 関数を参照します。必須のパラメーター ファイル は拡張されたフィールドとして表

示されていることに注意してください。

https://www.altova.com/ja/documentation
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メモ: valany 関数は RaptorXML コンテナーの下に直接存在し 特定の RaptorXML リリースに対応するコンテナー内にも存在し

ます。 例えば、 "2021"。2つの違いに関する詳細は ジェネリックとリリース固有の RaptorXML 関数を参照してください。

5. ファイル テキストボックス内に検証するスキーマファイルへのパスを入力します。例えば、 C:\Program

Files\Altova\RaptorXMLServer2021\examples\address.xsd など。

6. トリガーから 新規のタイマー をクリックして詳細の特定の時刻にジョブを実行するトリガーを作成します。詳細に関してはタイマート

リガーを参照してください。

7. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報を参照してください。

8. [保存]をクリックします。

ジョブを実行する方法

トリガー内で指定された日付と時刻でジョブは作動します。ジョブの実行が成功したかを確認するには ジョブログ を参照します。具体的には

インスタンスログ ページ内で以下のようなエントリが成功した検証を示しています :

file:///C:/Program%20Files/Altova/RaptorXMLServer2021/examples/address.xsd: runtime="0ms"

result="OK" cmd="valxsd"

ファイルが検証しない場合、ジョブの実行は失敗したと考えられ、 (少なくとも1つのステップが失敗したため)エラーがログ内にレポートされます。

この場合、ログされたエントリは検証エラーの詳細と共に result="Fail" を表示します。
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14.13 エラーログのある XML を検証する

この例では、 XML ファイルをスキーマに対して検証するジョブの作成する方法が説明されています。ジョブが何らかの理由で失敗した場合、

詳細がログファイルに書き込まれます。検証のために FlowForce Server の管理下で作動する RaptorXML Server の valxml-

withxsd 関数を使用します。エラーのログに関してですが、この例で説明されている技術は RaptorXML Server に依存するものではな

く、他のジョブの型に適用することもできます。

メモ: RaptorXML Server 関数は RaptorXML Server がインストールされた後に FlowForce Server 内で使用できるようにな

ります。

このサンプルではジョブは W eb サービスとして定義されており、ブラウザーから URL にアクセスして、オンデマンドでトリガーすることができます。

他の例で説明されているように タイマー (または ファイルシステム) トリガーにジョブを追加することもできます。同じジョブにトリガーと W eb サ

ービス の組み合わせを追加することもできます。このようにして、ジョブは、 W eb サービス呼び出された場合、トリガーのルールで定義されたの

みではなく、オンデマンドで実行されることも可能です。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server、 RaptorXML (または RaptorXML+XBRL) Server。

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· 使用中の FlowForce Server ユーザーアカウントはの内の1つのコンテナー (デフォルトでは、認証済みのユーザーがアクセスする

ことのできるこのサンプルで使用されている /public コンテナー)へのパーミッションが与えられています。

· このサンプル内で作成されるジョブは作動する都度ログファイルを生成します。ですから、 FlowForce Server が作動するオペレ

ーティングシステム でディレクトリ内にファイルを作成する権利を持つ必要があります。(この例では、 C:

\FlowForceExamples\ValidateXml ディレクトリを使用します )。

使用されるデモファイル

この例で検証された XML ファイルは、 RaptorXML Server インストールフォルダー内の次のパスにあります:  C:\Program

Files\Altova\RaptorXMLServer2021\examples\NanonullOrg.xml.

RaptorXML Server を他の異なるフォルダーにインストールしている以外は 32-ビット RaptorXML Server を作動する 64-ビット

W indows でのパスは C:\Program Files (x86)\Altova\RaptorXMLServer2021\examples\NanonullOrg.xml です。

他の XML ファイルを検証のために使用することができます。

ジョブの作成方法

1. FlowForce Server W eb 管理インターフェイスにログインし /public/Examples コンテナーを開きます。前のサンプルに従っ

ている場合 public/Examples コンテナーは既存であるべきです。 それ以外の場合 作成 | コンテナーの作成 コマンドを使用

して作成します。

2. [ジョブの作成]をクリックします。次に名前を入力し、任意でジョブの詳細を任意で入力します。このサンプルは

[ValidateSchema] をジョブ名として使用しています。
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3. ジョブ入力パラメーターで  ボタンを押して新規のパラメータ型 [ファイルとしての文字列] を作成します。例:

4. 「実行ステップ」 の下の  ボタンをクリックし、 「新規選択ステップ」を選択します。

5. 「エラー/成功処理を使用して実行」から、  ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します:

実行関数 /RaptorXML/valxml-withxsd 関数を参照します。

パラメーター

XML ファイル パラメーターの横から、   をクリックして、既に宣言されている

inputFile ジョブ入力パラメーターを選択します。

6. 「エラー時」 条件から、 ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します:

実行関数 /system/compute 関数。

パラメーター 式の値を以下に設定してください:  

as-file(stdout(failed-step()))

中かっこの間の部分は2つの FlowForce 式です。この式は出力を受け取り、ストリーム

に変換し、ディスク上のファイルにも一度書き込みます:

· failed-step 関数は、失敗したステップの result を返します。

exitcode、stderr、または error-message 関数への引数として提

供される更に使用しやすいようになるこれは抽象的な FlowForce 型です。 

· stdout 関数はストリームとして result からの標準出力を取得します。

· as-file 関数はストリームからファイルを作成します。パスは次のステップで指

定されます。

ステップの結果を割り当て このジョブの結果を一意に識別することのできる値を入力します。例えば、 MyResult

 など。これを行うことにより、この値を変数として宣言し、次でステップで使用することができ
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ます。

7. 以下の設定を使用して  ボタンをクリックして前のステップの後に新規の実行ステップを追加します:

実行関数 /system/filesystem/copy 関数を参照します。

パラメーター

ソース パラメーターの横から、   をクリックして、既に宣言されている

MyResult 変数を選択します。

「ターゲット」 パラメーターの横に、ログが保存されるパスを入力します  (この例では、 パス

は C:\FlowForceExamples\ValidateXml\error.log です)。

上書き パラメーターの横のチェックボックスを選択します。ジョブが実行される都度、ログファ

イルは生成されます。これにより、ログファイルが既存であっても、ジョブが失敗することはあり

ません。

Working Directory パラメーターを C:\FlowForceExamples\ValidateXml

設定します。

ジョブの[エラー時] ブランチは以下のようになります:

8. サービスから 「このジョブを HTTP を介して URL 上で利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、

ValidateXmlService をサービスの名前として入力します。

9. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報を参照してください。

10. [保存]をクリックします。

ジョブを実行する方法

ジョブを実行するには、以下の内の1つを行ってください:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。
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· http://127.0.0.1:4646/service/ValidateXmlService をブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は

FlowForce Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホ

ストとポート設定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

ジョブがパラメーターを入力として期待するように構成されているために、ブラウザーは検証される XML ファイルへのパスを入力可能なフォーム

を表示します。 

XML ファイルパスをテキストボックスに入力します (例えば、 C:\Program

Files\Altova\RaptorXMLServer2021\examples\NanonullOrg.xml) そして Submit をクリックします。

ジョブの実行に成功すると、 (つまり、終了コード 「0」を返します)ブラウザーは、ジョブの標準の出力を表示します。

file:///C:/Program%20Files/Altova/RaptorXMLServer/examples/NanonullOrg.xml:

runtime="16ms" result="OK"

(例えば、 有効でないパス、 検証エラー、などによる)ジョブが 「0」 以外の終了コードを返すと、 ブラウザーは、「サービスの実行の失敗」 メッ

セージを表示し、 出力が C:\FlowForceExamples\ValidateXml\error.log ファイルに書き込まれます。ログファイルが生成されな

い場合、 エラーを識別するために ジョブログ をチェックします。以下の可能性が考えられます:　例えば、 /system/filesystem/copy

関数は、ターゲットパスへ書き込むためのパーミッションが不足しているために、失敗したなど。

http://127.0.0.1:4646/service/ValidateXmlService
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14.14 RaptorXML を使用して XSLT を実行する

このサンプルは FlowForce Server 管理下で作動する RaptorXML Server (または RaptorXML+XBRL Server) を使用して

XSLT 変換を行います。ジョブは RaptorXML Server の xslt 関数を呼び出します。FlowForce Server 構成ページからジョブを構

成する際に xslt 関数にパラメーターを提供する方法があります:

1. テキストボックス内にキー値ペア (パラメーター名と値) を入力する。

2. FlowForce Server 式を入力する。

これらの方法の詳細は以下で説明されています。

必要条件

· 必要とされるライセンス:  FlowForce Server、 RaptorXML (または RaptorXML+XBRL) Server。

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· 使用中の FlowForce Server ユーザーアカウントはの内の1つのコンテナー (デフォルトでは、認証済みのユーザーがアクセスする

ことのできるこのサンプルで使用されている /public コンテナー)へのパーミッションが与えられています。

· このサンプルで作成されたジョブは入力 XML ファイルを処理する XSLT スタイルシートを実行します。両方のファイルはオペレー

ティングシステム上のディレクトリに存在する必要があり、このディレクトリ内のファイルを読み込む、またはファイルに書き込む権利が必

要です。このサンプルは C:\FlowForceExamples\RunXslt を使用しています。

デモファイル

下で説明されるジョブは books.xml と呼ばれるファイルと2つの必須パラメーター [year] と [genre] を入力として取る

transformation.xslt と呼ばれる XSLT スタイルシートを実行します。ファイルの実際のコンテンツは下のコードリスティングで表示されてい

ます。ジョブ内でこれらのファイルを使用するには、示されているファイル名と共に両方のコードリスティングを  C:

\FlowForceExamples\RunXslt directory に保存します。

XSLT スタイルシートは以下のようになります:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<xsl:stylesheet version="2.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform"

xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:fn="http://www.w3.org/2005/xpath-

functions" exclude-result-prefixes="xs fn">

   <xsl:output method="xml" encoding="UTF-8" byte-order-mark="no" indent="yes"/>

   <xsl:param name="year" as="xs:string" required="yes"/>

   <xsl:param name="genre" as="xs:string" required="yes"/>

   <xsl:template match="/">

      <library>

         <xsl:attribute name="xsi:noNamespaceSchemaLocation"

namespace="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" select="'library.xsd'"/>

         <last_updated>

            <xsl:sequence select="xs:string(fn:current-dateTime())"/>

         </last_updated>

         <xsl:for-each select="(./books/book)[(fn:string(year) &gt; $year)]">

            <publication>

               <xsl:for-each select="@id">

                  <id>

                     <xsl:sequence select="fn:string(.)"/>

                  </id>

               </xsl:for-each>

               <author>
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                  <xsl:sequence select="fn:string(author)"/>

               </author>

               <title>

                  <xsl:sequence select="fn:string(title)"/>

               </title>

               <genre>

                  <xsl:sequence select="$genre"/>

               </genre>

               <publish_year>

                  <xsl:sequence select="xs:string(xs:integer(fn:string(year)))"/>

               </publish_year>

            </publication>

         </xsl:for-each>

      </library>

   </xsl:template>

</xsl:stylesheet>

transformation.xslt

入力 XML ファイルは以下のようになります’:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<books xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:noNamespaceSchemaLocation="books.xsd">

   <book id="1">

      <author>Mark Twain</author>

      <title>The Adventures of Tom Sawyer</title>

      <category>Fiction</category>

      <year>1876</year>

   </book>

   <book id="2">

      <author>Franz Kafka</author>

      <title>The Metamorphosis</title>

      <category>Fiction</category>

      <year>1912</year>

   </book>

   <book id="3">

      <author>Herman Melville</author>

      <title>Moby Dick</title>

      <category>Fiction</category>

      <year>1851</year>

   </book>

   <book id="4">

      <author>Miguel de Cervantes</author>

      <title>Don Quixote</title>

      <category>Fiction</category>

      <year>1605</year>

   </book>

</books>

books.xml

ジョブの作成方法

XSLT 変換などの FlowForce Server ジョブを以下のように作成することができます:
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1. FlowForce Server W eb 管理インターフェイスにログインし /public/Examples コンテナーを開きます。前のサンプルに従っ

ている場合 public/Examples コンテナーは既存であるべきです。 それ以外の場合 作成 | コンテナーの作成 コマンドを使用

して作成します。

2. [ジョブの作成]をクリックします。次に名前を入力し、任意でジョブの詳細を任意で入力します。このサンプルは [RunXslt] をジョ

ブ名として使用しています。

3. [新規の実行ステップ]をクリックします。

4. [実行関数] の横で /RaptorXML/xslt 関数を参照します。 

メモ: xslt 関数は RaptorXML コンテナーの下に直接存在し 特定の RaptorXML リリースに対応するコンテナー内にも存在しま

す。 例えば、 "2021"。2つの違いに関する詳細は ジェネリックとリリース固有の RaptorXML 関数を参照してください。

5. 作業ディレクトリ パラメーターを C:\FlowForceExamples\RunXsl に設定します。

6. XSLT File パラメーターを transformation.xslt に設定します。このファイルは作業ディレクトリ内に存在する必要がありま

す。

7. XSLT Input パラメーターを books.xml に設定します。このファイルも作業ディレクトリ内に存在する必要があります。

8. パラメーター パラメーターを以下のように設定します:

a. パラメーターの横の  ボタンをクリックします。これにより各パラメーター名と値をそれぞれ追加できるページ内のサブセクション

が展開されます。

b. 追加する必要のあるそれぞれの新規パラメーターのために  ボタンをクリックします。このサンプル内の XSLT を実行するため

に、以下のようにパラメーターを入力する必要があります:  

 

XSLT パラメーターはジョブにキー値ペアとして提供されます。パラメーター名と値は個別のボックス内に入力されることに注意

してください。また、パラメーター値は引用符で囲まれています。 

9. サービスから 「このジョブを HTTP を介して URL 上で利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し

RunXsltService をサービスの名前として入力します。

10. 「資格情報」から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください。詳細に関しては 資格情

報を参照してください。
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11. [保存]をクリックします。

これはジョブの構成の部分を完了します。

XSLT パラメーターを式として与える方法

上記のジョブ構成では xslt 関数にテキストボックスを使用してパラメーターが提供されました。これを行うために2番目の方法があります。

FlowForce Server 式 パラメーター テキストボックスに入力します。例:

この2番目のアプローチを使用して パラメーターの横の  をクリックし <Expression> をクリックします。解析エラーを回避する

ために式の型を慎重に入力してください。式は list 式関数を呼び出し、2つのキー値ペアを作成します。キー値ペアでは、キーはパラメーター

名で、値はパラメーターの値です。重要な点はパラメーター値が単一の引用符で囲まれている点です。

テキストレイアウトに切り替えるには  パラメーター の横をクリックして <Value>をクリックします。

ジョブを実行する方法

ジョブを実行するには、以下の内の1つを行ってください:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/RunXsltService をブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は FlowForce

Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホストとポート設

定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

ジョブの実行に成功すると、ブラウザーはジョブの出力を表示します。例:

http://127.0.0.1:4646/service/RunXsltService
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ジョブの実行に失敗するとブラウザーは、「サーバー実行の失敗」 メッセージを表示します。この場合、FlowForce Server 内のジョブのログ

 をチェックして、エラーを確認してください。ジョブのログの確認を参照してください。
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14.15 複数の PDF を複数の XML から生成する

このサンプルでは、複数の XML ファイルを入力として取り、出力 複数の PDF ファイルを返す FlowForce Server ジョブの作成の方法に

ついて説明されています。FlowForce Server ジョブは、 MapForce Server (複数の ソース XML ファイルから XML 出力を生成する

ために) と StyleVision Server (XML 出力を PDF に変換するために) を呼び出します。

このサンプルは、 MapForce マッピング と StyleVision 変換に関する基本的な理解を必要とします。StyleVision と MapForce の

初心者の場合は、 MapForce と StyleVision ドキュメントの「チュートリアル」チャプターを最初に読むことが奨励されています:

· クイックスタートチュートリアル (MapForce)

· クイックスタートチュートリアル (StyleVision)

必要条件

· 必要とされるライセンス:  

o MapForce Enterprise または Professional エディションのインストール。このツールによりスキーマから他のスキーマに

XML ファイルを変換するマッピング変換 (.mfd ファイル) をデザインすることができます。

o MapForce Server または MapForce Server Advanced Edition。このツールによりサーバー上でマッピングを

ジョブとして実行することができます。

o StyleVision Enterprise または Professional エディション。このツールにより XML ファイルから PDF ファイルに変

換するスタイルシート (.sps ファイル) をデザインすることができます。

o StyleVision Server.このツールによりサーバー上で変換をジョブとして実行することができます。

o FlowForce Server.このツールは上記の変換を計画通り、またはオンデマンドジョブとして実行し、入力を必要な場合は

変更する方法を提供します。

· FlowForce Web Server と FlowForce Server サービスが構成されたネットワークアドレスとポート でリッスンされているこ

と。

· 使用中の FlowForce Server ユーザーアカウントはの内の1つのコンテナー (デフォルトでは、認証済みのユーザーがアクセスする

ことのできるこのサンプルで使用されている /public コンテナー)へのパーミッションが与えられています。

· このサンプル内で作成されたジョブはディスクに複数のファイルを生成します。ですから、FlowForce Server が実行されている場

所でディレクトリ内にファイルを作成する権利が必要になります。このサンプルはディレクトリ C:

\FlowForceExamples\GeneratePdfs を使用しています。

使用されるデモファイル

このサンプルは、次のパスでみつけることのできるサンプルファイルを使用しています:

<Documents>\Altova\MapForce2021\MapForceExamples。

· MultipleInputToMultipleOutputFiles.mfd (MapForce マッピングファイル)

· PersonListWithGrouping.sps (StyleVision 変換 ファイル)

· Nanonull-Branch.xml、 Nanonull-HQ.xml (入力 XML ファイル)

MapForce マッピングのしくみ

下に表示されるとおり、 マッピングは、ソース コンポーネント (Altova_Hierarchical)、ターゲットコンポーネント (PersonList)、出力に

書き込むためのその他の文字列をビルドするために使用されると多種の MapForce ビルトイン関数から構成されています。

https://www.altova.com/manual/Mapforce/mapforceenterprise/mff_tut.htm
https://www.altova.com/manual/Stylevision/stylevisionenterprise/svtutorials_qs.htm
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MultipleInputToMultipleOutputFiles.mfd

マッピングはディレクトリ <Documents>\Altova\MapForce2021\MapForceExamples から「Nanonull-」という名前の XML

ファイルを入力として取ります。この項目をソース MapForce コンポーネント設定内で定義することができます(MapForce 内では、下に表

示されるように Altova_Hierarchical コンポーネントのヘッダーを右クリックし、コンテキストメニューから 「Properties」 を選択します)。

入力ファイルは、アステリスクがワイルドカードの役割を果たす、 Nanonull-*.xml に設定されています。文字通り、 入力は、

「Nanonull-」から開始する、.xml 拡張子を持つファイルです。

ターゲットコンポーネント、 PersonList は、ソース XML ファイル.のファイル名をベースにしてファイル名を動的に生成するように構成されて

います。これは、コンポーネントの上の「File/String」ボタンを右クリックし、 「マッピングにより与えられる動的ファイル名を使用する」 メ

ニューオプションを選択することにより定義することができます。「ファイル <dynamic>」 ノードへの接続は、新規ファイルはソース内の各値の

ために作成されます。remove-folder 関数は、ソースパスから(フォルダー名無しの) ファイル名のみを取得することを意味します。これは、

Persons-<Source filename> などの文字列をビルドするトップ concat 関数に対する値としてパスされます。

2番目の concat 関数は、マッピングパスへの完全なパスが後に続く、 Generated by Altova... などの文字列をビルドします。結果は

ターゲット XML ファイル内のコメントとして書き込まれます。
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3番目の concat 関数は文字列をビルドするために、ソースからマップされる個人のレコードの個数を示す count 関数の出力を使用しま

す。結果はターゲット XML ファイル内のコメントとして書き込まれます。

ターゲット Person ノードへの接続は、ターゲットへのソースから個人のデータをコピーします。マップされる必要のある 「Person」 の各子要

素のための個別の接続が存在します。

更に、 ターゲットコンポーネントで 生成された出力を各 XML に生成されたファイルのために PDF に変換するように構成されています。ター

ゲットコンポーネントのヘッダーを右クリックし、 Properties を選択し、 StyleVision .sps スタイルシート への相対パスを指定する

StyleVis ion Power スタイルシート ファイル テキストボックスを確認してください。後者は、 XML から PDF への実際の変換を実行し

ます(下で更に詳しく説明されています)。

このマッピングの出力を直接 MapForce 内でプレビューするには、マッピングペインの下の 出力 タブをクリックします。StyleVision 変換の

PDF 結果をプレビューするには、 PDF タブをクリックします。出力ペイン内で複数の XML (または PDF) が出力されます。以下を参照し

てください:

この段階では、(デフォルトでは、 MapForce は一時ファイルを作成するため)ディスクに 2つの 出力 XML ファイルの1つを保存することが奨

励されます。StyleVision 内で StyleVision パワー スタイルシートを開きテストする場合ファイルは、 サンプル (作業 XML)としての役割

を果たします(次のセクションを参照してください)。出力ファイルを保存するには、「出力」 タブをクリックして、「出力」 メニューから、「出力ファ

イルの保存」をクリックします。

StyleVision 変換について

StyleVision を作動し、 PersonListWithGrouping.sps 変換 ファイルを開きます。このファイルは、 MapForce マッピングで説明

されている同じディレクトリと同じファイルで、 ターゲット MapForce コンポーネントにより参照されています。
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PersonListWithGrouping.sps

上記の StyleVision .sps スタイルシートは、 単一の XML をソースとして表示しており、 PDF を作成します。PDF ドキュメントは、 見

出し (「h2」)、紹介パラグラフ、動的に作成されたテーブル、終わりのパラグラフにより構成されています。見出しと紹介パラグラフは、静的テキ

ストを含んでいますか、終わりのパラグラフは、ラッピングタブで指定されているとおり、ソース XML ファイルのノードから作成されています。

StyleVision でこの変換を直接プレビューするには、下のステップに従います:  

1. 「デザイン概要」 ペイン内で、「作業 XML」   をクリックします。 
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2. 「作業 XML ファイルの割り当て」 を選択して、 MapForce から保存された XML 出力ファイルを参照します(前のセクション

を参照してください)。

3. PDF タブをクリックします。

.sps スタイルシートは、実際の名前、または、ソース XML ファイルのオリジンに対して未知であり、(指定された XML スキーマに準拠する限

り)入力として与えられた XML ファイル を処理し、 PDF を作成します。このスタイルシートを自動化し、複数の PDF ファイルを生成するよ

うに構成するには、下に示されるように、 FlowForce Server にデプロイされる必要があります。

FlowForce Server にファイルをデプロイする

このサンプル内で使用される MapForce マッピング と StyleVision 変換の目的について説明されましたが、MapForce マッピング と

StyleVision スタイルシートのデザインに関する詳細に関しては、これらの製品のドキュメントを参照してください

(https://www.altova.com/documentation.html)。

自動化を可能にするために、両方のファイルは、 FlowForce Server にデプロイされる必要があります。上の「必要条件」 セクションで指

定されているとおり、 FlowForce Server にライセンスが与えられており、 MapForce Server と StyleVision Server が

FlowForce Server の管理下で実行されている必要があります。W indows 上では、ライセンスのステータスをチェックするための

verifylicense コマンドを使用することができます。ライセンスが見つからない、または、無効な場合、他の オペレーティングシステムでは、

ジョブ実行に失敗すると、エラーが表示されます。

StyleVision スタイルシートを FlowForce Server にデプロイする:

1. 「ファイル」 メニューから、「FlowForce (Server) にデプロイする」をクリックします。(このコマンドが灰色表示されている場合

デザイン タブに最初に切り替えます。)

2. ファイルを PXF (Portable XML Form) フォーマットとしてデザインファイルを保存するようにプロンプトされると、「OK」をクリックし

ます。

3. デプロイされたパッケージ内に含まれるようにファイルを選択するようにプロンプトされると、デフォルトの設定を保留してください。このサ

ンプル内で、 PDF のみが生成されますが、他の出力を含む出力で保存すると、後で HTML と RTF などの追加フォーマットで出

力することができます。

https://www.altova.com/documentation.html
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4. プロンプトされると、  FlowForce W eb Server への接続の詳細を入力します。簡素化のために、下のイメージ内では、変換は

プレーン HTTP を使用してローカルマシンのポート 8082 にデプロイされていますが、FlowForce W eb Server がこのような接

続を受け入れるように構成されていると前提して、リモートアドレスを指定して、 SSL-暗号化された接続を使用してファイルをデプ

ロイすることもできます ネットワーク設定の定義を参照っしてください)。ユーザーとパスワードの値はルート FlowForce アカウントの

ために下で説明されています。しかしながら指定されているパスにデータを書き込むパーミッションがあることが前提で、その他の

FlowForce ユーザーアカウントも使用されている場合があります。このサンプルでは、ジョブの構成は異なるステップであり、後に説

明されているため、「新規ジョブを作成するためにブラウザーを開く」 チェックボックスは、意図的にチェックされていません。

5. 他のサンプルとの一貫性のために、ターゲットパス /public/Examples/PersonListWithGrouping.transformation

を使用することが奨励されます。
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MapForce マッピングを FlowForce Server にデプロイする:

· 「ファイル」 メニューから、「FlowForce Server にデプロイする」をクリックします。StyleVision のために上で説明されている

とおり接続の詳細を記入します。また 他のサンプルと一貫して、ターゲットパ

ス /public/Examples/MultipleInputToMultipleOutputFiles.mapping が使用されることが奨励されます。
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FlowForce Server にログインすると、ファイルのデプロイに成功すると、指定された FlowForce コンテナーに対応するエントリが表示され

ます (この場合、 "/public/Examples") :

上記のエントリは、まだ、ジョブではないことに注意してください。実際のジョブが作成される FlowForce 関数 を作成する必要があります。
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FlowForce ジョブの作成と構成

MapForce マッピング と StyleVision 変換が FlowForce Server にデプロイされました。これらは、必要とするジョブを作成するために

使用されます。方法は以下のとおりです:

1. FlowForce /public/Examples コンテナーにナビゲートし、 以前にデプロイされた関数

MultipleInputToMultipleOutputFiles.mapping をクリックします。MapForce マッピングのソースコンポーネントは、

FlowForce 関数に対する入力パラメーターになっています。また、マッピングにより処理されるインスタンス XML ファイルにパスされ

るデフォルトの値が存在します。この値は、必要に応じて後に上書きすることができます。「作業ディレクトリ」 パラメーター が自動的

に FlowForce により追加されています。 次のステップでこのパラメーターの役割が次のセクションで説明されています。

2. [ジョブの作成]をクリックします。

3. 名前を入力し、任意でジョブの詳細を任意で入力します。

4. ジョブの 「実行ステップ」 部分を以下のように構成します。
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5. 「サービス」から、「HTTP を使用してこのジョブを使用する」チェックボックスを選択し、オンデマンドでトリガーされる W eb サービスの

名前を入力します。 例えば、 GeneratePdfsService が挙げられます。ジョブを予定して実行する、または、ファイルシステムト

リガーとして実行するには、適切なトリガーを設定してください ( トリガーの管理を参照してください)。

6. 「資格情報」にオペレーティングシステム ユーザーアカウントのユーザー名とパスワードを入力します  (ジョブは、このユーザーとして実

行されます)。FlowForce W eb 管理インターフェイスのパスワードとパスワードを区別してください ( 資格情報を参照してくださ

い)。
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7. [保存]をクリックします。

ジョブの作動を理解するには、ジョブの 「実行ステップ」 セクションに注目してください。最初の実行ステップは、前にデプロイされたマッピングを

呼び出します。作業ディレクトリ内で [Nanonull-] から始まる XML ファイルを検索します。このサンプルでは、 作業ディレクトリは C:

\FlowForceExamples\GeneratePdfs です。

最初の実行ステップにより返された出力は、マッピングにより返されたデータを表しています。次のステップ内で参照できるように、 output と

明示的に名前が付けられています。

ジョブの2番目のステップは 「for-each」 ステップです。「for-each」 ステップが FlowForce 式 results(output) を使用して、(マッ

ピングにより返された出力である)最初のステップにより返されたデータにアクセスします。具体的には、 式は、前のステップにより返された引数

出力として取る関数 results()を呼び出します。ステップ結果関数を参照してください。FlowForce 式の基本的な紹介に関しては、

FlowForce 式 を参照してください。

「for-each」 ステップは、2つの小さい実行ステップにより構成されています:

1. 最初のステップは、マッピング出力を(通常 file と呼ばれる ).実際のファイルに変換する /system/compute ビルトイン関数

を呼び出します。重要な点は、 results(output) 式の出力は、ファイルではなく、ストリームである点です。(このサンプル同

様)マッピングが複数の出力 を返す場合、 マッピング出力は、ストリームのシーケンスを表示しています。この理由のため、

FlowForce 式 関数 (as-file) が(反復される) 現在のストリームを実際のファイルに変換するために使用されます。

2. 2番目のステップは、前に StyleVision 変換によりデプロイされた反復される各ストリームを呼び出します。具体的には、反復ごと

に、 StyleVision Server が呼び出され、XML ファイルが入力として与えられ、PDF ファイルは、出力として返されます。

FlowForce 式 {filename(file)}.pdf は、 実際の PDF ファイル名をディスク上に生成します。このオペレーションは、

「作業ディレクトリ」 パラメーターにより指定された作業ディレクトリ内で実行されます。

メモ: このサンプルでは、 同じ作業ディレクトリは、マッピングを実行し、StyleVision 変換を実行する両方のステップで使用されていま

す。一部の場合、ファイル名の競合またはジョブの実行エラーを回避するために個別に作業ディレクトリを指定する必要があります。

ジョブを実行する方法

ジョブのために入力データを準備するには Nanonull-Branch.xml と Nanonull-HQ.xml を

<Documents>\Altova\MapForce2021\MapForceExamples から作業ディレクトリ (C:

\FlowForceExamples\GeneratePdfs) にコピーします。このようにして、ジョブが実行される際にデータが読みとるためにジョブの最初

のステップはファイルの入力を取得します。

ジョブを実行するには、以下の内の1つを行ってください:

· ホームに移動し 全てのアクティブなトリガーとサービスを表示するをクリックします。次に情報列内に表示されているジョブの

URL をクリックします。

· http://127.0.0.1:4646/service/GeneratePdfsService をブラウザーのアドレスバーに入力します。 この URL は

FlowForce Server サービスがデフォルトのホストアドレスとポート名でリッスンする場合のみ機能します。構成ページ内で他のホ

ストとポート設定を定義した場合、アドレスを必要に応じて変更してください。

http://127.0.0.1:4646/service/GeneratePdfsService
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· FlowForce Server の任意の ホスト名 フィールドを セットアップページから設定すると HTTP を介してこのジョブを使用可

能にする  チェックボックスの横の  ボタンをクリックして web サービスの呼び出しを直接ジョブ構成ページから実行することがで

きます。それ以外の場合、このボタンは表示されません。

W eb サービスにアクセスする際に資格情報をプロンプトされた場合、 FlowForce Server にログオンするために使用する同じ資格情報を

提供してください。 

FlowForce Server ユーザーに HTTP 認証のための資格情報を提供することはテスト目的のためです。生産のために新規の

FlowForce ユーザーを作成することが奨励されており、ジョブが存在するコンテナー上でこのユーザーに Service - Use パーミッション

を与え、対応するユーザーアカウントを使用して W eb サービスにアクセスします。HTTP 認証を無効化するには、W eb サービスを公

開し、 Service - Use パーミッションをユーザー Anonymous に与えます。パーミッションのしくみを参照してください。

ジョブに成功すると 作業ディレクトリ C:\FlowForceExamples\GeneratePdfs 内にジョブにより生成された PDF ファイルが表示さ

れます。PDF ファイルをブラウザーに出力することができないため、ブラウザーに「ジョブを出力することができません」 が実行が成功した場合で

も表示されます。した場合、 ブラウザーは、「サービスの実行に失敗しました」メッセージを表示します。この場合ジョブの エラーログ を参照して

ください。問題をトラブルシューティングする場合、このページの上にリストされている必要条件全てをもう一度検証する必要があるかもしれませ

ん。
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15 用語

用語のセクションは FlowForce Server に関する用語のリストを含みます。
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15.1 C

キャッシュ コンシューマー

使用可能な場合キャッシュからデータを取得するジョブ(つまり、キャッシュを 「消費する」 ジョブ )。キャッシュの結果が使用できない場合、コン

シューマーはジョブを実行し、実際のジョブの結果を取得します。 

キャッシュプロデューサー

データを使用してキャッシュを作成するジョブ (つまり、キャッシュを 「作成する」 ジョブ  )。 

選択ステップ

型 「選択ステップ」 のステップにより、どの条件下で他のジョブステップが実行されるかを定義することができます。選択ステップには以下の構造

があります:

When {some expression}

Execute (some step)

Otherwise

Execute (some other step)

各 「選択ステップ」の下では、他の選択ステップ(サブ条件)をネストすることができます。 例:

When {expression}

When {expression}

Execute (step)

Otherwise

Execute (step)

Otherwise

Execute (step)

定義することのできる条件ステップの数量に制限はありません。  

When / Otherwise ペアの中では、 FlowForce Server は、 true である条件のみを実行します。他の条件は無視されます。

クラスター

クラスターはインスタンスが使用できない場合、ジョブを並列して実行、または、ジョブを再配布するために通信する FlowForce Server の

複数のサービスインスタンスを表します。クラスターは1つの「マスター」と複数の「ワーカー」により構成されています。 

コンテナー

名前が意味するように、コンテナーはパッケージされたデータです。 FlowForce Server では、コンテナーは、オペレーシングシステム上のフォ

ルダーと大まかに比較することができます。コンテナーは以下を含むことができます:  ジョブ、資格情報、 関数 と他のコンテナー。コンテナーで パ

ーミッション を設定することにより、コンテナー内のデータを閲覧およびデータにアクセスする権利を管理することができます。データをコンテナー別

に整理し、対応するパーミッションを各コンテナーのためにセットアップすることは、よいセキュリティ対策となるでしょう。

資格情報

資格情報オブジェクトは、認証に関する情報を保管します。これは FlowForce Server ジョブが作動する箇所でのオペレーティングシステ

ム上のユーザーアカウントに関連するユーザー名とパスワードの組み合わせですが HTTP または FTP 資格情報 または OAuth セキュリティ

の詳細のセットであることもできます。
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15.2 E

エラー/成功の処理ステップ

ジョブのステップに失敗すると、 FlowForce Server は、ジョブを中断します。型 「エラー/成功の処理ステップ」 のステップを使用して、ジョブ

を完全に完了する前に、クリーンアップアクションを実行します (以下を参照:  ステップのエラーの処理 )。

実行の結果

FlowForce Server 内では、ステップの実行はステップの実行後に返される内容を定義します (例えば、ファイル、または、テキスト )。 ジョ

ブと作業する際、ステップの実行の結果を特定のデータ型(文字列またはブール値)になるように、または破棄されるように、明示的に宣言する

ことができます。通常、結果を他のジョブで使用する場合、または、結果をキャッシュする場合、実行の結果を宣言する必要があります。

実行ステップ

型「実行ステップ」のステップにより特定の FlowForce 関数を実行することができます。FlowForce Server により提供される

MapForce マッピングをデプロイする、または変換を行う、他のジョブのステップを実行するビルトイン関数を含む関数を使用することができま

す。
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15.3 F

For-Each ステップ

型 「For-Each ステップ」 のステップにより、シーケンス中を反復し、実行ステップを無制限に繰り返すことができます (例えば、 ディレクトリ内

のファイルのリスト) 。 「for-each」 ステップの構成は以下の通りです:

For each item in sequence {sequence expression}

Execute (step)

FlowForce は、シーケンス式の全てのアイテムをループして完了するまでステップを実行します。

関数

ジョブ のコンテキストでは、関数は、FlowForce Server により理解される、ターゲットファイルシステム上のオペレーションを実行するための

命令です。関数は以下であることができます:

· ビルトイン FlowForce 関数 (以下を参照:  ビルトイン関数)

· StyleVision 変換

· MapForce マッピング

· ジョブの実行ステップ

関数の多くは入力パラメーターを有します。必須インプットパラメーターは、ステップを成功裏に実行するため呼び出し側により与えられる必要

があります。
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15.4 I

入力パラメーター

FlowForce Server ジョブ のコンテキストで、入力パラメーターは、どのジョブが特定の方法で実行されるかを表したジョブに与えられた任意

の情報を意味します。ジョブの入力パラメーターは、関数引数にプログラム言語の観点から類似しています。 入力パラメーターは多種の型(例

えば、ファイルまたはディレクトリレファレンス、テキスト、番号、ブール値、その他  )であることができます。 一部のジョブの型に対しては、

FlowForce Server は、入力パラメーターを自動的に作成します。
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15.5 J

ジョブ

ジョブとは FlowForce Server 内のコア概念です。この概念サーバー上で実行されるはタスクまたはタスクのシーケンスを表します。ジョブは、

電子メールの送信など1つのステップから構成されるジョブであることができます。しかしながら、複数のアクションを実行し結果(例えば、ファイ

ル)を他のジョブのパラメーターとしてパスするジョブを作成することもできます。ジョブは入力パラメーター、ステップ、トリガーおよび他の設定から構

成されます。

ジョブインスタンス

ジョブインスタンスはジョブとは異なります。FlowForce ジョブをジョブ構成ページから構成すると、ジョブ構成を作成することができます。ジョブ

のための定義済みのトリガーの必要条件が適用されると、ジョブの実行が開始されます。ジョブインスタンスはジョブと関連する実行キューにより

定義されているとおりクラスター内で再配布されます。ジョブインスタンスは常に単一のクラスターメンバー上で全体で作動します。
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15.6 M

マスター

ジョブによりトリガーされた条件を継続的に評価し、FlowForce サービスインターフェイスを提供する「マスター」は FlowForce Server イン

スタンスです。 マスターは同じクラスター内のワーカーマシンを考慮し、ジョブインスタンスを処理する、更に(または、代わりに)、ジョブインスタンス

を割り当てるように構成されている可能性があります。 
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15.7 P

パスワードポリシー

FlowForce Servers は、管理者が複雑なユーザーパスワードを管理するパスワードポリシーを使用します。パスワードポリシーとは、有効に

なるためにユーザーパスワードが必要とする最低条件です (例えば、 最低 N 文字のなど)。 

パーミッション

パーミッションは、ユーザーのコンテナーへのアクセスを管理します。特権と同様、 パーミッション は、ユーザーとロールに与えられることができま

す。ですから、ユーザーがロールの一部である場合、ロールに与えられたパーミッションは、ユーザーにも自動的に適用されます。

デフォルトで、コンテナーに設定されたパーミッションは、親コンテナーから継承されます。 例えば、 コンテナー A には、子コンテナー B があると

します。コンテナー A にアクセスするパーミッションを持つユーザーは、コンテナー B にもアクセスすることのできるデフォルトのパーミッションを持つ

ことになります。しかしながら、管理者は、コンテナーの階層の全てのレベルで、全てのユーザーおよびロールのパーミッションを再定義することが

できます。

特権

特権は、FlowForce Server 内でユーザーが行うことのできる内容を定義します(例えば、 自身のパスワード設定、ユーザーとロールの読み

取り、ジョブの停止、など )。 特権は、パーミッションはコンテナーへのユーザーアクセスを管理し、特権はグローバルに FlowForce Server

全体に対して効果がある点でパーミッションと異なります。次の簡単なルールは、特権とパーミッションの違いを理解する助けになります:  特権

はグローバルであり、パーミッションはローカルです。

パーミッションに類似して、特権は個々のユーザーとロールに割り当てることができます。ですから、ユーザーが FlowForce Server にログオン

すると、有効な特権は以下により決定されます:

a)直接割り当てられた特権

b)ユーザがメンバーであるロールに割り当てられた特権 
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15.8 Q

キュー

実行キューはジョブの「プロセッサー」です。これはジョブインスタンスがどのように実行されるかを管理します。実行するためには、各ジョブはター

ゲット実行キューに割り当てられます。キューは、(キューに割り当てられているすべてのジョブの) ジョブインスタンスが一度に実行される数、実

行間の遅延を管理します。デフォルトで、キュー設定はジョブに対してローカルですが、キューを複数のジョブによりシェアされるスタンドアロンオブ

ジェクトとして定義することもできます。キューはジョブに対してローカルであること、または、複数のジョブで共有されることができます。複数のジョ

ブが同じキューに割り当てられている場合、実行のためにそのキューは共有されています。

更に、適切な (特権とは異なる)コンテナーパーミッションを有する場合のみキューを確認、または、キューにジョブを割り当てすることができま

す。具体的には、キューを作成するためにユーザーが[実行キューを定義する]特権を持つ必要があります、特権のしくみを参照してください。

更に、(特権とは異なる)適切なパーミッションがある場合のみユーザーはキューを確認、またはキューにジョブを割り当てることができます。 パー

ミッションのしくみを参照してください。これは、キューにジョブを割り当てできることを意味します。キューへのアクセスを制限するには、キューが定

義されている個所にコンテナーをナビゲートし、コンテナーのパーミッションを ロール authenticated のために「キュー - アクセス無し」に変更

します。次に、パーミッション 「キュー - 使用」 を特定のロール、または、必要なユーザーに割り当てます。詳細に関しては、/public コンテナ

ーへのアクセスを制限するを参照してください。
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15.9 R

RaptorXML Server

(略して RaptorXML と呼ばれる) Altova RaptorXML Server は、パラレル コンピューティング環境と最新の標準のために最適化された

Altova の第3世代の、高速 XML プロセッサーです。 高水準なクロスプラットフォームの機能性のためにデザインされたエンジンは、 XML の

高速な処理を行うために、現在のマルチコアコンピュータの利点を活用しています。 RaptorXML には2つのエディションが存在します:  (i)

RaptorXML Server と (ii) RaptorXML+XBRL Server。 RaptorXML+XBRL Server エディションは、 XML に加え、

XBRL (eXtensible Business Reporting Language) ドキュメントの検証と処理へのサポートを含んでいます。

RaptorXML+XBRL Server

RaptorXML+XBRL Server は、検証へのサポートを含み、 XML に加え XBRL (eXtensible Business Reporting

Language) 、ドキュメントを処理する RaptorXML Server の特別なエディションです。

ロール

ロールは、ビジネスニーズをベースにしたセキュリティの強化を手助けする 特権 のセットです。標準的なロールをベースにしたセキュリティには、

最低2つのロールが含まれます:  管理者と一般ユーザー。各ロールは、ロールに与えられた特権により定義されています。例えば、 管理者は、

自身のおよび他のユーザーのパスワードを変更することができますが、一般ユーザーは自身のパスワードのみしか変更することができません。ユー

ザーにロールを割り当て、必要に応じて、ユーザーのロールを取り消すことができます。 
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15.10 S

ステップ

ステップは、 FlowForce Server ジョブが実際に行う内容を定義します(例えば、ファイルの削除、 MapForce マッピングの実行、または

電子メールの送信など )。 最も簡単な形式としては、ステップは失敗または成功した成果を持つオペレーションで、実行されるために 関数 を

必要とします (以下を参照:  実行ステップ )。 しかしながら、ループとして他のステップを条件付きで実行する方法を与えるステップも存在しま

す  (以下を参照:  選択ステップ 、エラー/成功の処理ステップ および For-Each ステップ )。 同じジョブ内で必要な数だけステップを作成

し、実行される順序を設定することができます。
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15.11 T

トリガー

ジョブを作成する際、 トリガーとしてジョブをトリガーする条件(または基準) を指定する必要があります。  FlowForce Server は、定義さ

れたトリガーを監視し、トリガーの条件が満たされるとジョブを実行します。
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15.12 U

ユーザー

ユーザーとは FlowForce Server にログオンしジョブを構成、または MapForce または StyleVision 変換をデプロイし、 FlowForce

Server を管理する個人を指します。ユーザーが使用することのできるアクションは以下には 影響されません:

a) 割り当てられた パーミッション または 特権

b) ユーザーがメンバーであるロールに割り当てられているパーミッション と 特権 
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15.13 W

W eb 管理インターフェイス

FlowForce Server W eb 管理インターフェイスは、サーバーを管理し、ジョブを構成する FlowForce Server のフロントエンドです。

W eb 管理インターフェイスにアドレスとポートの構成 の W eb のブラウザーからアクセスすることができます。 

Worker

ローカルジョブを実行する代わりにマスターインスタンスと通信するように構成されている FlowForce Server インスタンスです。ワーカーはマス

ター FlowForce Server が割り当てているジョブのみを実行することができます。 

作業ディレクトリ

作業ディレクトリとは、ジョブが入力ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所が必要な場合の、実行ステップにより必要とされるパ

ラメーターです。 FlowForce Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パスを解決するために、使用します。

作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce Server が実行されているオペレーティングシステム上の有効なパスを与えてくだ

さい。ステップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、  FlowForce Server は一時的なディレクトリを使用します。
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